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一、 歌謠 S 文 g に 在つ 3 寬文刊 本 S り、 國史 大系 本 及 曰 本書 紀通釋 S 酌し、 記は眞 

輻寺本 を 基底と して 古事記 傳 及國史 大系 本に よつ て 校訂 を 力 へ た 

, ； )3T.  3  升壽 o 著 を單 つて 正字に 改めた が、 論議 を 要す 

二、 變體 略書 等 活字に 之 を 求め 得ざる もの は ぎ 鏡の^ をお z  r  L^^s 

る もの は 原文の 通り 特製した。 

三、 誤 観 寫と 認められる 文字 も 敢て改 刪 を 加へ す、 右 旁に A 印を附 して 標識す るに 止めた。 

不可 讀の もの も 同様で ある。 

四、 同ー灣 か一時として は 華の 相 管 以て— 紀記兩 書に 收錄 せられて 居る 場合に は 

之 を聯揭 し、 一 括して 釋述 した。 其 いづれ を 先揭 する か は 一 に說 明の 便宜に よる。 

五、 引用 書名に は繁を 避ける ため 次の 略字 を 用 ひた。 ー 括 孤內は 著者 名 

〔記〕 古事記  〔記傳〕 古事 記傳( 本叠 長〕 


凡 例 

〔紀〕 日本書紀 

〔釋 紀〕 釋 日本 紀 (卜 部 兼 方) 

〔通 證〕 日本書紀 通證 (み 川 士淸) 

〔解〕 n 本 紀歌解 (荒木 田 久老) 

〔萬〕 萬 葉 集 

〔和〕 和名 類聚 抄 (源 順〕 


二 


〔私記〕 日本 紀 私記 

〔柒 解〕 書 紀集解 (河 村秀 根) 

〔抄〕 厚顏抄 (阿 梨 契 沖) 

〔言 刖〕 稜威 一一 一一 〔^(橘 守 部) 

〔式〕 延喜式 

〔要 錄〕 語法 耍錄 (拙著 古語 大 辭典 副^ ^附録) 

右の 外 は 全書 名と 著者の 名を擧 げた。 著者 名 を 省いた の は 拙著で ある。 

六 * 紀記 論究 を 引用す る 場合に は、 卷數及 n 數 のみ を あげ、 笫ー篇 (祌 代篇) と站 ニ篇 (建 國篇) 

と を 區刖 する ため、 前者の 卷數は 肉太 字 を 以て 表示し * 後者に は萱、 贰 、參 * 肄， 伍、 陸の 字お 

W ひた。 例 

三 I 二 〇 八 祌代篇 ^三 卷^ 二 〇 八 _n 

0  | 一  三^ n  ^^篇 第 叫卷第 一 三 ^"ひ 

七、 引用した 萬 葉 巣の 歌に は必耍 に應じ *  〔三 四 八 六〕 の 如く 國歌 大觀の * 號を 注記した。 


八、 卷 末の 索引 は 語と 句との 別な く 一列に 五十音順 位に 排列した が、 句 は 漏 さす 平 假字を 以て 

揭げ， 語 は 必要の ある もの &みを 片假字 又は 漢字 を 用 ひて 表記した。 

九 • 上卷の 序文 はこの 卷の讀 者に も 參照を 要望す る。 
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吉野 行幸  

葛 城 山の 御獵 ：： 

長 谷遊荽  

春 n の袁 杼比賫 . 

木 匠 助命の 歌 ：： 

吉瞿尾 代  

四、 室 壽の辭 及 歌 ：： 

記の 所 傅  

紀の所 傅  

播麽 風土記の 所 傅 


五、 近 飛鳥 (八 釣) 宫 (顯宗 朝)  

«K  P  i 呂  

近 江の 置 女 ：  ノ  

六、 S  •  

■   

紀 の所傳  

七、 列城宮 (武烈 朝)  

鬆 S  

八、 S 宮 (繼體 朝)  -  

太子と 妃 との 唱酬  

毛 野臣と 目頰子  

目 次  三 
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九、 磯城お お (欽 明朝) 以降 

大葉 子の 歌  

小懇 田^の 豐荽の 歌 •： 

聖德 太子の 御 歌  

境 部の^ 津  

八： W 之 海  

皇極 朝の 童謠  

常世の 祌  

逸援 哀悼の 联  

孝德 天皇の 御製  

建皇 子  


齊 明朝の 童謠 ： 

齊明 天皇の 崩御 

天智 朝の 童謠 ： 


!3,J で 命. 卞 嚇 

糸  一一 一 5 シ S グブ <5N  0:1 厢 

古代 歌謠 下卷 


一、 若 熵女 0  (履 中 朝) 紀 一首" 記 三 首 

此 朝の 歌謠 として 紀 記に 收錄 せられた の は、 住吉仲 皇子 (墨 江 中 王) の叛 亂に關 

する もの.^ みで、 確 實に當 時の 詠と 認定せられ るの は、 以下に 論 やる が 如く 紀記 

所傳を 同う する 一 首の みで あるが、 便宜の ため 記を宗 として 說述 する。 

墨 江 中 王が 叛亂を 起し、 大 殿に 火 を 著け たこと を 御 承知な く、 豊 明の 大御 

酒に 銘酊 して 居られた 天皇 は、 廷臣に 抉け 起され、 倭に 落ちられる 途中、 

多遲比 野に 於て 目寤 めた まひ、 事の 次第 を 聞し 召した。 其 時の 大御歌 

1、， 若 櫻 宫 (履 中 朝)  一 


一、 若樓宫 (敏中 朝〕  二 

〔記〕 多遲比 怒： 邇 泥 牟登斯 勢^ 多 都^ 母 母 母 知 且許麻 志 母 能 泥牟登 斯^ 勢^ 

たち ひぬ に タチヒ 野 は 和名 抄に 河內^ 丹 比 (太 知 比) 郡と ある 地で、 今 も 南 河. r 郡 丹 比 村 及 

丹 南 村に 共 名殘を 留めて 居る。 仁德 朝に 難 波の 高^官から 此 地に 近 通す る 大道 を 敷設 せら 

れた結 *  〔紀 〕、 大和 方面との 交通の 衝 となり * 瑞齒刖 皇子 (後の 反 正 天皇) も 此處に 居せ 

られ た。 廣ぃ 地域で あるから * タヒチ 野 だけで はとの 邊を いふの か 判明せ ぬ。 

ねむ £ しりせば ^ムト 知 リセ バと いふ 意。 知り セ バはァ リセ バ (上— 一 三 四 頁) と！：  一  ^法で 

ある。 

たつ. 二 もも 和名 抄 調度 部 胖 ^^中に 釋名： 縛 壁 以レ席 縳" 著 於 壁, 也 、漢語 鈔云 • 防 郎六 多 都 

古毛と あるが、 太祌^ 谈式 帳に 立薦 とか ゝれて 居る 所 を 兌る と. タツ は 立 (建) の 意なる こ 

と 分明で、 屛 障に 佻 川す るコ モ (上 —八 七ヌ) をい ふので あらう。 旅館の^ がなかった 上代の 

行旅お は， 假巌 を^る 暇がない か、 若く は 不可能の 場合に は携 帶のコ モ (§0 を 建て 遒 らし 

て 防壁と した ものと 思 はれる。 

もちて 二 まし もの モノ は 宵 現 を 兌なかった こと を 悔いる 意 を^;; 小し (上 —ニー  〇 頁)， マシも 


また 签想を 表示す る こと は旣 に上卷 (第二 二 五 頁) に 述べた 通りで ある。 

ねむ VJ- しりせば 第二 句の 反誦 で， 特に 此 句に 重き を 置いた ので あらう。 

〔大意〕 丹 比 野に 寢 ようと 知ったら、. 立薦 でも 持って 來 よう もの を 

歌に よれば 天皇 は 丹 比 野に 一 宿せられ たものと 見ねば ならぬ が、 前後の 事情 か 

ら考 へ て も 有， o 得ぬ ことの やうに 思 はれる。 上記の 如く 此地は 難 波の 都 を 距るこ 

と 遠から す、 且 街路の 衝 にあた， 9  、追手の か、 る 虞が あるから 一刻 を爭 うて 落 

ち 延びる こと を 必要と した 箬で あるが、 假に 此處を 陣地と して 味方の 部 衆の 追 ひ 

つくの を 待って 防戰 する 方略であった としても、 —— 其 は 文の 趣と は 相違す るけ 

れ ども —— 先づ 此 地 居住 の 瑞 齒別皇 子の 向背 を 確め、 異心な しと すれば 其宫邸 に 

臨幸 せらる べきで、 萬 一 仲 皇子に 黨 する 疑が あれば、 駐蹕は 頗る 無謀で ある。 い 

づれ ：， しても 此 歌に 現 はれた や うな 場面 は 想像し 得られぬ ことで、 或は 詩的 空想 

を 詠 出せられ たものと 曲解す る ものが あるか も 知れぬ が、 此 危急存亡の秋に 吟懷 

一、 若 櫻 宮 (履 中 朝 ：-  三 


一、 若 樓 宮 (股 中 朝)  四 

に 耽けられる やうな 餘裕 があった と は 思 はれす、 若し 折に ふれての 感想 を 卽吟せ 

られ たものと すれば、 今少し 緊張した 誠 分が 歌詞 又は 歌 調に あら はれた 箬 である 

から、 おは 御製で はなく、 他の 場合に 他の 人が 詠 じた 歌が こ、 に附會 せられた も 

のと 斷定 せざる を^ぬ。 此兑地 を 以てすれば 次の 歌 もよ く^ 得せられる。 

ァ o 

波 S 武 坂から 難 波宮を 望見 せられた 所が、 火光が 炳く 見えに ので^ まわ 

た 大御歌 

osf  き Aii^i お^ 流 伊 弊牟良 都麻賀 伊 弊 能 阿多 

TV 

はに ふ ざ か 仁 賢 天皇の 御^ を # 生 坂 本^と 稱 する 所 を 兌る と 〔紀〕 、 此坂は 今の 南 河^ 郡祯 

生 村 大字 野 々上 附近に 存 したので あらう。 丹 比の 東 境で ある。 

わがた ちみれば 埔生 坂に 我が 立^れば とい ふ^。 


かぎろ ひの 從來の 釋者は 前文に 拘 はれて 炫ク 火の 義 とし、 難 波の 火災 をい ふ ものと 說 いて 

Is るが、 比 語に は 其 やうな 意味 はない。 カギ 口 も 力 ガヤと 同じく カガ (赫々 ) から 出た の 

であるが、 力 ガヤが 原義 を存 して 居る に 反し、 力 ギロは 力 ゲルの 轉 呼で、 カガ から 分化し 

たカゲ (影) より 派生せられ、 口 (ル) も 名詞 語尾 ャ (ラ) とは異 り、 助動詞 アルの 變形 である 

から、 語義に 相違が 生じた。 カゲの 本義 は 光線で、 ヒカゲ (晷) 、ツキ カゲ (月影)， カゲ トモ 

(光 面卽ち 山陽) の 如く も 用 ひられ、 之に ル ( a ) を 添付す る ことによって 光が さす 卽ち 照射 

とい ふ 意になる が、 力 ガヤ クをカ ゲルと いふ こと はなく" 力 ガョ姬 と 力 グャ姬 と は 同義で 

あるが、 之 をカギ (ゲ) ャ 姬と稱 へる こと はない。 されば 之に ヒ (日) を 連ねた 力 ギロヒ は 照 

射す る 太陽 を 意味し >  人 麿 朝臣 も 旭日 を 見て I 東 の 野に 力 ギロヒ の 立つ 見えて」 と 詠 じた 

ので 〔萬 一 〕、 轉 じて 春 日 野邊に 立ち 騰る 陽炎 (遊 絲) を も カギロ (ル) ヒ 又は カゲロ フ と^へ 

力 ギル  乇ュル .  力 ギル ヒ  モュル  , 

る やうに なった。 萬 葉 集に 香 切 火 之燎流 荒野 〔卷 二〕、 蜻火之 燎留春 部 〔卷 十〕 と あるの は 之 を 

いふので ある。 照射す る 火と いふ 意 を 以て カギ 0 ヒ ともい へぬ こと はない が、 夜 11 難 波の 

大火 を 直 徑約三 里を距 てた 垴生 坂から 展望した とすれば、 北西 方の 空が 赤々 と 見える だけ 

1 、 若櫻宫 (履 中 朝)  .  五 


1 、若樓 g  S 中 朝)  六 

で • カゲ (光線) のさす やうな 感じ は 得られなかった 害で ある。 其 故に 力 ギロヒ は^ 炎 をい 

ふ ものと 見る の 外 はなく  • 前文 を 離れて 讀 めば 此 意に 解しても 少しも^ 支 はない のみなら 

す、 後述の 如く 之に よって 歌の 情趣が 味 はれる ので ある。 

も ゆるい へ むら ィへ ムラ は^ 群卽ち 聚落 をい ひ、 陽炎の 燃え あがる 野逡 にある 一群の 人.^ 

を 意味す る。 然るに 先 奥-が 之 を 難 波の 京の 群 屋と斷 ^したの は， 前 句の 誤解に 因る もの 

で、 仲 皇子が 火 を 著け たの は大 殿と あるので あるから 家 群と はいへ す、 尺 家に 類燒 した も 

のと 强辯 する ことが 可能で あると しても， 北ハ 場合に は 次 句の ッ マ を 后妃と 苯强 する ことが 

出来なくなる。 何と なれば 仁德 天皇の 御製に よっても 叫なる が 如く、 高^ HK: に は 後 おが ひ 

し (上一二 五三 KJ、 せ：： 人の^ W を 必要と しなかった ので ある。 

つまが いへの あたり ^が 家の 邊と いふ 意 (上 —二 六 八 頁參 照)。 ツマ は 勿論 作お の^ 偶 をい ふ 

ので、 此歌を ；大皇 の 御製と 一」：： はして^ 妃の 事と する の は 誤りで ある。 -大皇 は 御 卽位前 ME 

の黑锾 を娶 された けれども、 入 嫁せられ たので はなく * 生家に 於て 皇子 を迎 へられた こと 

は 傳說の 明示す る 所で • 難 波に 都す ると 決定した 譯 でもない のに、 諒閤 中に 慌 しく 呼び 寄 


せられた と は 思 はれす、 假に豐 明に 來會 せられて 居た ものと しても、 廷臣 等が 天皇 を 御 救 

ひ 申 上げる 際、 后妃 を 顧みなかった 害がない。 其 場に は 居 合 はされ す * 京 中の 民家に 宿泊 

して 居られた と考 へる こと は 至難で ある。 

〔大意〕 埴生 坂に 立って 見 わたす と、 陽炎の 燃え 縢る 一 群の 聚落が ある。 其 は 自分 

の 妻の 家の 邊 (らしい)  . 

右の 如く 論究す ると 此歌 は、 埴生 坂 附近に 配偶 を 有した 男性が 遙 A 、通うて 來る途 

中、 坂の 上に 立ち、 行 手の 村落 を 眺望して 吟詠した ものと すべきで、 うら うらと 

暖ぃ 春の 日に 今夕の 歡 會を腦 中に 描いて 满 悅に醉 うて 居る 氣 もちが 十分に 現 はれ 

て 居る。 されば 履 中 天皇の 御製で ない こと は 勿論、 此 事件 を 後人が 詠 じた ものと 

見 る こと も 不當で 、 埴生 坂 を 超え て 大和に 蒙 塵 せられた とい ふ傳說 にも とづ き 、 

後人が 此 古歌 を附會 した ものと せねば ならぬ。 紀が之 を 前の 歌と 併せて 削除した 

の は 其 誤 を 看破した からで あらう。  . 

1 、 若櫻宫 (履 中 朝)  七 


1 、 若樓宫 (腹中 朝)  八 

大 坂の 山の 口で 行 逢うた 女人が、 此 山に は 兵器 を携 へた ものが 充滿 して 居 

るから、 當麻路 を 辻 廻せられ よと 敎 へ まゐら せた こと を 詠まれた 大御耿 

ォホサ 力-一 ァ フャチ トメ チ ミチ トへパ タ ダニ ハ ノラ ズ タギ マチ ヲ ノル 

qc3 淤お 佐迦 ：逝 阿 布夜袁 登賣袁 美 知 斗 m 婆 多 陀邇波 能良受 常^ ま 知^ 能 流 

ォホサ 力 二 デフ ヤヲ トメ ヲ ミチ トへパ タ ダニ ハ ノラ ズ タギ マチ ヲ ノル 

〔紀〕 於朋 佐箇珥 阿 布 夜^ 等 謎^ 猕知 度沛婆 哆馱^ 破 能邏孺 哆嵴麼 知に  1 能 流 

おほさ かに ォホサ 力 (犬 坂) は 河内から 火 和に 通す る坂路 をい ひ、 北 ハ^ロ は 北お 城 郡に おす 

るか， 此は 西の 山の n のこと で， 孝德； 大皇の 磯長 陵の ある 大坂、 卽ち 今の 南； 1： 內郡山 W 村 

の 或る 一 地點 をい ふ もの k やうで ある。 紀 によれば 天皇の 御 一 ；. 仃 は 北ハ より 飛 ft 山 II 南 河 

內 郡 駒 ケ 谷 村 大字 飛 烏 に 其 名を留 めて 居る が、 必 しも 北ハ 地の 山 をい ふので は あるまい II 

に 分け入って 來の 山の 口に 出ようと せられた が、 少女の 注意に より、 引かへ してお 麻路を 

とられた ので ある。 

あ ふや を vj め を ャは n 投 ，1 で、 逯 フ 少女と いふので あるが、 不定 時 格 を 以て 表現した の は 


末 句と 同じく 所謂 文章 過去で ある。 少女 ヲと あるの は 仁 德紀の 歌の 我 ヲ問ハ ス (上上 二 0 

九 頁) と 同 例で * トフ (問) とい ふ 動詞が 本初 第 四 格 を 支配した からで ある。 

みち 40 へば 夜分 難 波 を出發 して 此邊 まで 来られた ころに は • 旣に夜 も 明けて 居た 喾 である 

から、 人目 を 避ける 爲に問 道 を 選んで 進行 中、 道 を 失うた ので、 村孃に 東の 口に 出る 徑路 

を 問 はれた ので あらう。 本街道 を 進行せられ たので あるならば * 道 を 問 ふ 必要 もなかった 

害で あるから、 宜長は 道 トフ を 行 手の 敵情 を 尊 問 するとい ふ 意に 解した. ので あるが、 語句 

に は 少しも 其 義は現 はれて 居らぬ。 

ただに は のらず タダは 直の 義、 ノル はナル (鳴) から 分化した 一語で、 大聲で 物い ふこと を 意 

タダ  ー >•  ノ 

味す るので あるが、 轉 じて 宣 又は 吿の義 にも 用 ひられた。 直に も吿 げすと いふの は 聞 力れ 

た 道に ついては 率直に は 返答せ す、 當麻 路を敎 へ たからで ある。 

た ざまち をのる クギ マチ は 葛 城の 當麻 (今の 北 葛 城 郡當麻 村) に 出る 道の 謂で、 現在の 竹內 

街道が ほ^ 之に 相當 する もの 、やうで ある。 ノルと いふ 不定 時 格 を 用 ひた 现由は 上記の 通 

りで ある。 

1 、 若櫻宫 (履 中 朝)  九 


1 、 若樓宫 9 中 朝)  一 〇 

〔大意〕 大 坂で 遇うた 少女に 道 を 問うたら、 其に は 答へ や、 當麻路 を^: げた 

此 も卽吟 ではなく、 其 時 少女が 御下問の 本道 を敎 へま ゐら せす、 當麻路 を吿げ 

たので、 危險を 御免 かれに なった こと を 奇異に 思 召して 後日 詠 出せられ た 大御驮 

か、 然ら やば 後人が 此事 實を謠 うた もので あらう。 不定 時 格 を 用 ひたの も 之に よ 

る ものと ^はれる。 若し 然， 9 とすれば、 敵情 を 報告した と あるの は俾誦 者の 附說 

とすべき で、 形勢に 應 じて 道 を變 へられた の は 何等 不思議の ことで はない。 され 

ば こそ 歌に も 少女の 功績 を 賞美す る^.^ は 少しも 現 はれて 居らぬ ので ある。 


一 一、 遠 ，&宮 (允恭 朝) 紀九 首、 外に 安康 紀ー 一首、 記 ± 一首 

〇 衣 通郞姬 

允恭 天皇が 皇后の 御 妹 衣 通 郞姬を 寵愛せられ たとい ふこと は、 記に は傳 へられ 

て 居らぬ が、 紀の 編者が 新 資料に よって 收錄 した ものと 思 はれる から、 必 しも 事 

實 無根で は あるまい。 此 貴女 は 皇后の 母 弟と も 記されて 居る が、 私の 硏究 L た 所 

： よると、 寧ろ 異母 妹と すべきで (陸— 一六 八 頁)、 宣 長の 考證の 如く 記に 藤 原 之 琴 

節^ 女と あるの が 之に 當る もの k やうで ある。 衣 通と いふ 名の 義及近 江の 坂 田 か 

ら迎 へ られた 事情に つ いて は 聊か 說が あるが、 他日 紀記 論究 上代 篇を續 稿す る 時 

に 之 を 論 やる こと、 し、 愛に は 歌 詠と 其 前文の みに ついて 說明を 加へ る。 但し 年 

紀は餘 り 重要で もな く、 且確實 を 期し 難いから 之 を 省いた。 

. 衣 通郞姬  一一 


二、 遠 飛 鳥 宮 (允恭 朝)  一 二 

衣 通 郞姬は 皇居に 近い 藤 原 (高 市 郡 鴨 公 村 大字 高殿 附近) に. K 邸 を 給 はった 

が、 或 夕 臨幸せられ たこと を 知ら や、 天皇 を戀 ひま ゐら せて 吟詠した 歌 

ヮガセ n ガ クべ キヨ t ナリ ササガ -ーノ クモ， ^  n ナ t, コ ， 7..  リ， 5, へド ベ， 

〔紀〕 和餓 勢故餓 句 倍枳豫 臂 奈利 佐 瑷餓泥 能 區茂能 於 虛奈比 虛豫比 辭流辭 毛 

わがせ 二が セコは 男子に 對 する 稱呼セ (上 —  二 九 頁) に 愛 稱コを 添へ たもので あるが、 ヮガ 

(我) を 冠す る ことによって、 ヮ ギモコ (我 妹 子) が 妻の 意と なると 間找に (上 I 三 〇 三 頁) * 多 

く は 夫 を 呼ぶ に 用 ひられる。 此 場合の セには 夫の 字を當 てるのが 设も 適切で あるが * 妷と 

いふ 新字 も 作られた。 

くべき よ ひなり 力 (n) フ (經) 卽ち 晝に對 して 夜 問 をョフ (夜 經) とい ひ • 昔 便に より ュフと 

もョヒ とも 稱へ、 後世 初夜の 意と 了解 せられる やうに なった が、 此埸合 は. W 原^ を 以て 川 

ひられた ので ある。 来べ キは當 然來ル とい ふ 意で あるが、 敬^ を 川 ひて な いのは 疑と すべ 

きで、 縱ひ 御前に あらす とも 妃. おが 天皇に 對 して 用 ひる 辭づ かひで はない。 

ささが にの 此サは 些細 を 意味す る 原語で、 之 を 重ねる ことによって 北ハ意 を强 め， 紬小を 表 

現す る。 ササ 漀ノと ある ノは 比況 助 語で、 「の やうな」 とい ふに 同じい。 


n ムゥィ  コム ィ 

くものお 二な ひ クモは 和名 抄に 蜘蛛の 訓に あてられ、 朝鮮語で も 亦 KDBV( 又は パ 50 とい ふ 

が * 語原 を 明に せぬ。 若し 韓語を 原と するならば、 或は KD (黑〕 (虱) の 意で あるか も 知れ 

ぬ。 詩の 蟠蛸在 戶の陸 疏に長 脚 (足 高 蜘蛛) を 荊 州 河 內の人 は 喜 母と いふと あるが * それ は 

此蟲が 衣服に つくと 親しい 客が 來 ると いふ 俗信に よって 命名した と說 明せられ て 居る ので 

あるから * 日韓 兩國^ が 南方 支那の 此 一 方言 を 採用した ものと 了解す る こと は 困難で あ 

る。 ォ コ ナヒ はゥゴ ク (動) の 語幹 ゥ コ と 同 原の ォ コ に 活用語 尾 ナヒを 連ねた もので * 行爲 

の 意なる こと は 言 ふまで もない が、 蜘蛛の 如何なる 所作が 待 人の 來る 兆で あるか は 明示せ 

られて 居らぬ。 其 故に 或は 右に 引いた 荊 州の 俗を證 として 漢土の 故事に よる ものと し、 或 

は 之 を 非と して 佐. 接餓 泥はサ サガ峯 とい ふ 山 名， ク モノ ォコ ナヒは 雲 乃 於 支 天 也と 釋 した 

もの も あるが 〔私記〕 〔言 別〕、 いづれ も 承服の 出来ぬ ことで、 私 は 蜘蛛が 網 を 張って 他の 昆虫 

を 待ち 捕る ことの 譬喻と 信. f- るので ある。 古今 集 序の 註に ク モノ フルマ ヒと あるの は、 此 

語意 を 解し 得なかった 後人の 誤傳 であらう。 

二 ^ひしる. しも コョ ヒは此 夜間 〔今宵) の 意。 シルシ は 知の 形容詞 形で、 顯 著なる こと をい 

衣 通郎姬  ニニ 


二、 遠 飛 4 宫 (允恭 朝)  一 四 

ふので ある。 

〔大意〕 我 夫子が 來 ねばならぬ 夜で ある。 小さい 蟹の やうな 蜘蛛の 行爲 (網 を 張る 

こと) が 今 W は 特に 顯著で あ る 

天皇 は此 耿を感 賞した まひ、 次の やうに 諮 はれた 

〔紀〕 佐 瑗羅餓 多 邇之枳 能 臂毛弘 等 枳舍氣 帝 阿麻哆 絆泥受 I 多 馕比等 用 能 か 

,  サ サガタ 

ささらが た ササラ のラは 接尾語で あるから、 單 にササ (笹) とい ふに 问 じく、 铍 型の 意 を以 

て 次 句 -1 シキの 紋^ を 表示した ので ある。 

にしきの ひも も  一丁 ンキは 虹 絹 を 意味し， 色綵の 絢爛たる こと を 虹に 況 へたので. キヌ を 略 

して キ とする こと は カヒキ (甲斐 絹)、 ツム ギ (紡 絹卽 ち紬) の 例が ある。 ヒモ (紐) の 原義 は 

ヒメ (秘) ヲ (紡) で， 物の^ 出 を 防ぐ 紡 を 意味し * 就中 衣服 を かき 合 はせ る爲に 取りつ けた 

紡 をい ふに 用 ひられた から、 紐 (給 也) の 字 を 充てた ので あるが * 意 を 押し ひろめて 細 尜を 


, ォクミ  ェゾ 

總稱 する やうに なった ので ある。 上代の 衣は衽 がな く、 襟が 完備して 居なかった から 胸 

の邊に ヒモを 取りつ けて 結び 合 はせ たので， 仁德 天皇の 命 を 受けて 筒 木宮に 使した ロ子臣 

も、 紅 紐の 靑摺衣 を 著け て 居た と あり (上 —二 六 九 頁)、 表面に あら はれる ものであるから、 

n マ o  o カク ( 

鮮麗なる 材料 を 選んだら しく、 萬 葉 集 第 十 一 卷の 古歌に も 「貊錦 紐の 片」 と 詠まれて 居る。 

男女 共に 之 を取附 けたの であるが、 此は大 御衣の 鈕を いふ もの と 解す べきで ある。 

S きさけ て 解キ 放ケテ とい ふ 意。 同衾の 爲には 勿論 脫衣を 必要と する から、 鈕を トクと い 

へ ば 肌 を 許す と 同義と 了解 せられる やうに なった。 —— 但し 之 を 下 裳の 紐と する の は 俗解 

である II 此 意味から 萬 葉 集 時代に は、 配偶者 以外の ものに 紐 を 解かせて はならぬ とい ふ 

制禁が 起り (餘 り勵 行せられ なかった やうで は あるが)、 屢 i 歌に も 詠まれて 居る が、 此は 

辭句 通りに 了解す べきで ある。 

あまた はねず S アマ タはァ マリ (餘 )、 アマ ネク (普) 等の 語 斡 アマに 接尾語 タを 連ねた もの 

で， —— ェ (枝) を エダと いふと 同 例 —— 數多を 意味す る。 寢ズト の トはテ に 通じ (上 I 一  〇 

二 頁し、 多く は 寢ズテ とい ふので ある。 然るに 此ト (迹) を 不可解と して、 賢 しらに 邇と 改め 

衣 通郎姬  一 五 


二、 遠 飛 鳥 宫 (允恭 朝 ；>  1 六 

たもの が あり 〔釋 紀〕、 近世の^-匠 も 之に 從 うて 說を 立て &居 るが、 ズ (打消) の 分詞に ズ - 

とい ふ 形 はなく (耍錄 九 八 〇 頁)、 ズテを ズシテ 又は ズ 一一 とい ふの は 後代 語法で ある。 之 を 察 

し 得なかった 爲 に釋紀 以下 歌 意 を 誤解して 居る。 

ただ ひ S よの み 唯一 夜而 巳と いふ 意。 ノミ とい ふ 語 分子 は 此歌を 以て 初見と する が、 $ 

を詳 にせぬ。 來 H 欲に， タ ム ノ ミの意 を 以て^ チテ シ ャマム とい ふ 表現 を 用 ひて 居る 所 を 

見る と、 第二次 生 若く は 外来^で はない かと 思 はれる。 

〔大意〕 笹 型の 錦の 紐 を 解き放って、 數多 (夜) は寢 すして 唯一 夜ば かり (である こ 

とよ) 

翌朝 井の 側の 櫻の^ を 兌 そな はして 詠まれた 大御耿 

〔紀〕 ^那具 め辭 佐 能 梅？ ヒ 許 等 梅お 麼 き 椰區波 梅お 孺 和 我 梅 豆 留古羅 

ば なぐ はし クハシ は 精妙の 意で、 力 グハ シの 如くも^ ひられる (上 I 一  八 六 頁」。 


さくらの めで 櫻の 芽 出 卽ち發 芽の 意。 紀の 前文に！^ 一井 傍樱華 1 と あるに 抵觸 する 嫌が ある 

ので、 觀賞の 意の メデ (愛) と 解した もの も あるが、 其 は 他動詞で あるから 櫻 ノメデ とい ふ 

こと は 許されす、 守 部說の やうに 此ノを 「の やうに」 の 意 (卽ち 副詞 的 表示) とすれば、 後績 

語 は 述語なる こと を 要し、 メデ とい ふ 名詞 形 は 川 ひられぬ 害で あるから、 此メデ (芽 出) は 

I！ 花と！： 時に 新 紫の 芽ぐんで 居る こと を 云 ふ ものと せねば ならぬ。 山 櫻の やうに 花よりも 

先に 葉が 出る もの すら あるので あるから、 嫩 葉に 一一 E 及した としても 少しも 怿 しむに 足らぬ 

ので ある。 

二  £ めでば 此コト は 「事」 「如」 の 意の コトと は 全く 語原 を 異にし、 顯著を 意味す る 力 (ケ) の 

派生語で、 殊 (特) の義も あるが、 コト クース 異邦)、 コ トヒト (別人) の 如く も W ひられる か 

ら * 此も 花の 芽に 對 して 嫩 葉を異 (^) 芽と いひ、 「コト 芽が 出るならば」 とい ふ 意と 了解す 

べきで ある。 —— コ トを 「如」 の義 として 「此 やうに 賞るならば」 と いふ 意と する の は 誤り 

で、 少く とも 「如」 を 句 頭に 川 ひた 例 はない。 

はやく はめで ず 此メデ は 「^出」 に 「愛」 (賞) をい ひかけ たので、 第二 句の メデ 以下 は 早クハ 

衣 通郎姬  一七 


二、 遠 飛鳥 宮 (允恭 朝)  I 八 

(A (愛) デズ とい はんが 爲の 序と 見るべき である。 メヅの ほ 的 は 表面 は花グ ハ シ キ樱 である 

が * 勿論 衣 通郞 姬に况 へられた ので" メデズ と 1 一一：： 切って ある けれども、 早 クハと ある^ 勢 

上 *  メ デ ズ テ (遺憾で ある) とい ふ 意が 含まれる ので ある。 

エキス プレ 

わがめ づる 二ら 我が 愛 ヅル子 (女子) とい ふ 意で、 ラは^ 勢 を 強める 爲に 添加 せられた 虛 

辭 である。 此 は仁德 _大皇 の 御製 (上 I 一 一 八 七 頁) 及後揭 の輕 太子の 御 歌に 「首 を こそ … ： • とい 

はめ」 とい ふ 句 を W ひて 眞 意の ある 所 を 自白した のと 軌を 一 に する もので、 上代 話術の 一 

様式に 屬し • 今の なぞなぞに 其 面影 を殘 して 居る。 

〔火お〕 花の 美しい 樱を、 否 我 愛する 女子 を、 n 十ぐ は. M せ やして (门 惜しい) 

此 はメ， テと いふ 語 を 四 回 重ねて、 其 兩義を 綾に かけて 川 ひたので あるが、 第二 

句の 一 ^及第 三 句が 序で あると いふ ことに 氣づ かなかった 先 は^しく 說き なや 

んだ もの 、やうで ある。 ^^が 之 を 聞かれて 火に 恨まれた とい ふの はさも^ るべ 

きこと で、 衣 通郞姬 も^ 后 を^: つて，：^ 居から^ からん こと を 願 ひ 出で、 ！ の^ 


淳 (後の 和 泉阈) に 移された と ある。 

茅濘宮 行幸 を迎 へ て 衣 通 郞姬の 詠 じた 歌 

OS  虛辭 陪^- 积 5： 母 4m 椰毛 異舍儺 等き 宇 弥能波 摩 毛 能 余 留等枳 等枳弘 

w  二し へに 常 一一 とい ふ 意で あるが、 構成 上から いふと ト コ シ へ とい ふ 名詞 形に 助 語 一一 を 連 

ねて 副詞と した もので >  トコ シへは トコ、 シ、 への 三 語 分子に 分拆 せられる。 トコ は 國常立 

尊の トコで * 岩盤 を 意味す るから 二— 八 七 頁)、 不變の 義に轉 じたので * 之に 形容語 尾シを 

添へ、 更に ィ  ー了ン へ、 ムカシ へ 等の へ (方) を 連ねて 不變を 意味す る 名詞と したので ある。 

トコ シへ 一一 は 今では 通例 恒久の 意と 了解 せられて 居る が、 此 は不斷 とい ふ 意味に 用 ひられ 

たので ある。 

きみ も あへ や も 下の モは 感動詞、 ァへャ は 反語で (耍錄 一〇〇六買)、 君 も (來リ ) 逢 ハメャ と 

いふに 同じく、 逢ハズ とい ふ 意になる ので ある。 キミ は 普通の 二人 稱 敬語で、 ER 女 (夫妻) 

衣 通郎姬  一九 


一一、 遠 飛 鳥 宫 C. 允恭 朝)  二 0 

の ii にも 互に 之 を 川 ひ、 時として は 我 ツマの 代名詞に もなる から、 此 欲が 衣 逋郞姬 の 作に 

相^な しと すれば、 天皇の 御 事になる ので あるが、 ァへャ に 敬語 を^いた こと、 いひ、 單 

に^と 稱 したの は • 至尊に 對 する 辭づか ひとして は輕々 しい 感が ある。 

いさな VJ.O イソ ナ 取りの 轉 呼で、 イソ ナは 磯の 菜 乂は魚 を 意^す るから、 海の 枕詞と して 

川 ひられた ので、 此は次 句 海の 濱藻 にか、 るので ある。 萬 葉柒に 勇^ 义 は^^の 字 を あて 

たの は、 ^を イサナと も稱 へたから 假 川した もので、 sl^s ニ卷 〔一 五三〕 に^ 魚 取 淡 梅 乃 

海 乎と 川 ひられた 所 を 兌ても、 此語が 鯨^ を 捕へ る 意と 解せられ て 居なかった ことが 明白 

である。 琵琶湖に クヂラ が 接むべき 箬 はなく、 後世の 歌人なら ばい ざ 知らす、 IK 智朝 時代 

に 枕 II が濫 川せられ たと も 考 へられぬ。 

うみの はま もの ハ マ モ (濱荡 ) は卽 ち磯茱 である。 ^藻の 意 を 叫 示せん が爲 にゥミ (海) とい 

ふ^を^ したので あらう。 

よる VJ きビ きを 前 一  一：？ は 序で， 濱 藻の 寄る こと を、 思^す る 人の 立寄ル 時々 にい ひかけ た 

ので ある。 上句の キミが 大 皇を さす ものと すれば. ヨリ マス 卽ち 臨幸の 意と せねば ならぬ 


が、 此も 敬^が^: かれて 居る の は 合點の 行かぬ ことで ある。 ヲはョ に 通す る 感動詞と も 了 

解せられ る けれども、 「時々 (である) よ」 又は 「時々 寄りた まへ よ」 の 意と 解す るよりも * 時 

時 ナルヲ の ナルを 省いた ものと する 方が よい。 人 は 常に 會 ふかの やうに 云 ふが * 時時に 過 

ぎぬ ものと いうて 嬌怨を もらされ たので、 後 文に 皇后が 聞かば 必す大 に 恨む であらう と 仰 

せられた と ある 事 を 思 ひ. 4!: はすべき である。  . 

〔大意〕 不斷に 夫君が 來り會 ふので はない。 時々 訪ね 寄られる に 過ぎぬ もの を —— 

イサナ トリ 海の 濱藻は 序で、 大意に は關 係がない。 

後 文に 天皇が 之 を 聞し 召して 皇后が 恨まれる から、 此歌は 人に 語るな と 仰せられ 

たので、 時人が 濱藻を 名 づけて ナノ リソモ というた と あるの は、 ナノ リソ (馬 尾 

藻) とい ふ 藻の 名 號の所 由を此 に附會 したに 過ぎ や、 ナ ノリ ソはノ リ (海 苦) から 派 

成せられ た名稱 とすべ きで ある。 和名 抄に莫 鳴 菜の 字 を あて、 奈々 利 曾と 調し、 

又 神馬 藻 を 奈能里 曾と したの は、 莫レ 鳴、 莫レ騎 の 意 を附會 した もので、 いづれ も 

衣 通郎姬  ニー 


二、 遠 飛 ftl 宫 (允恭 朝)  ニニ 

1 種の 薪戲 である 0 

右の 四 首 は 二三 妥當 を缺 く辭づ かひが あるから、 或は 天皇 及 衣通郞 姬の實 詠で 

はなかった かも 知れぬ が、 其 風趣から 見ても 卽與 詩た る こと は 疑がない から、 或 

る^ 人 淑女の 問に 此 やうな 唱酬が 行 はれた 事實 が^: した ものと せねば ならぬ。 

〇 輕 太子 

允恭 天皇の 皇太子 木 梨 之 輕王及 其 同 母 妹 輕火郞 女 亦 名 衣通郞 女に ii する ものと 

してお に は 十二 首の 耿謠を あげて 居る が、 其 中の 志 ^允^ 、お 人 振、^ 振 之 上耿及 

夾 振之片 下と 稱 する もの 各 一首、 並に； 人 W 振 ：- 一^ は樂 曲に I® し、 外に^ 耿 也と 斷 

つた 二 首 も、 ^譜を 失 ひ 吟誦の みに よって^ はった 樂府の 歌と 推定 せ られ るか 

ら， 石 之 日^.^ 后に 關 する 歌謠と H: じく、 一 連の 耿劇 として 脚色せられ たもので 

あるか も 知れぬ (上— 二八 五页^ SD。 史的 傅 承と 認^られ るの は、 「大前 小 前. Ml 


云々」 の 歌 一 首の みで、 他の 二 首の 如き は此 物語と は 聊か 緣が 乏しく、 其 一 は 萬 葉 

集 〔二 卷〕 に は 山上 憶 良臣の 類聚 歌 林に より、 磐姬 皇后の 御 歌と して 揭載 せられ、 

讃歌の 一 首 も 亦 同 集 第 十三 卷に 少しく 語句 を か へ て收錄 せられて 居る。 其 故に 紀 

の 編者 は 之 を 踏襲す る ことに 躊躇した もの、 やうで. あるが、 尙 全然 無視す る こと 

が出來 なかった と 見えて、 右の 十二 首 中 五 首 を 探 用し、 允恭 安康 二 朝に 亙り、 便 

宜の 年次に 配當 した。 さりながら 紀の編 年に は、 次々 に 論述す るが 如く、 作爲の 

跡が 歷々 たる ものが あるから、 以下 記を宗 として 說述 する。 但し 同書の 記事 も 亦 

上記 樂曲 を主材 とし、 他に 二三の 古歌 を 取 あはせ て編述 した ものであるから、 史 

實と 見る ベ からざる こと は 勿論で ある。 

允恭 天皇の 崩 後、 天津日嗣と 定められて 居た 木 梨之輕 太子 は、 尙未だ 位に 

卽 かれぬ 間に、 輕大郞 女と 荮通 せられた。 其 時の 御 歌 

ァシヒ キノ ヤマダ テック リ ヤマダ カミ シ タビヲ ヮシセ シタド t  二 ヮガ 

〔記〕 阿 志 比紀能 夜 麻陀袁 豆久理 夜 麻 陀加美 斯多備 袁和志 勢 志 多 杼比爾 和賀 

輕 太子  二三 


二、 遠 飛 ftl 宫 (允恭 朝)  二 W 

トフ イモヲ シタ ナキニ ヮ ガナク ツマ ヲ n ゾ n ゾハ ヤス クハ ダフ レ 

登 布 伊毛袁 斯多 那岐爾 和 賀那久 都麻袁 許 存許曾 波 夜织 久波陀 布^ 

ァシ t*-  ノ ヤマダ テック リ ヤマダ カミ シ タビヲ ヮシセ シタナ キ-l ヮガ 

〔紀〕 阿资 お紀能 椰^ 娜.： ^免 絢 利 椰麼 娜箇弥 斯哆媚 烏 和 之 勢 志哆那 企^ 和 あ 

ナク クマ カタ ナキニ ヮガ ナク クマ T!:sn ゾ ヤス クム ゲフレ 

儺 句 菟^  ^：哆 儺 企^ 和餓儺 句莬^ 去總去 f 椰主區 ^娜布 例 

輕 太子の 冠 稱木梨 は^ (千) ナシ (無) にあて た假 字で、 此， M 子に 後胤の ない こと 

を 悲しんで 時人が 负は せた 名 號と思 はれる。 力 〃(輕 ) は， M 居 飛^ を距る こと^か 

らぬ 地で、 恐らく は 母后に 賜 はった 湯 沐の邑 であった ので 長 皇子が 相績 せられ、 

^女 も亦此 地に 邱宅を 有せられた から、 共に 輕を 以て 呼稱 せられた ので あらう。 

紀が此 事件 を 御 父 天^の 治世 第二 十三 年に 幾 生した ものと したの は、 其よ. 9 約 二 

「 年後の 崩御の 年に は、 皇子 皐女 共に 旣に 高齢で 情痴に 狂 はれる が 如き こと は^ 

り^ぬ と考 へた 爲 であらう が、 紀の^ 年 は 建阈篇 中に 爐ミ 論じた やうに、 颇る^ 

やべ からざる もので、 此 朝に 於ても 故^ に延 仲せられ た 形跡が 顯著 であるから、 

縱ひぉ ^巾の 出來^ にあら すと する も、 其 際 暴^した ものと すべきで、 共よりも 


十八 年 前 (紀の 編 年) に 解決 濟で あつたと は考 へられぬ。 歌詞 も 亦 上揭の 如く 若干 

の 相違が あるが、 其 は紀の 編者が 添削した ので はなく、 異 傳が存 した ものと 見る 

V きで ある。 

あし ひきの 山、 野， 丘 等の 枕詞。 語義に ついては 定說 がない が、 私 は ァソピ (遊) キ (處) の轉 

呼と 推定す る。 近代 語の 遊山と 同様の 意味から 之 を 冠す る やうに なった ので あらう。 

やまだ をつ くり 山 田 ヲ作リ 

やま、 たかみ 山 高 ミ卽ち 山 を 高し としてと いふ 意。 

したび を わ. しせ ハシル 又は ヮシル (走) の 語幹に 使 動 語尾 セを 連ねて ヮシセ としたので、 後 

代 語の ヮシ ラセ (令 走) に相當 する。 シタビ はシタ (下) とヒ (水) との 二 語より 成り、 下行く 

水卽ち 地下水 をい ふので あるが、 之 を 通す る 爲に械 を 設ける ことが 多かった ので、 其 謂に 

も轉 用せられ- シタを 略して 單にヒ ともい ひ、 カケじ (筧) 及トヒ (承 鬵) とい ふ 語 を も 派 成 

し， 通 木の 會意 字と して 樋と も 書く やうに なった。 さりながら 此は 原義に よって 用 ひられ 

たので， 走らせた の は 樋で はなく、 地下水 其 ものである。 山 m が 高地に 在って 溪流を 引く 

輕 太子  一一 五 


二、 遠 飛 鳥 宫 (允恭 朝〕  一一 六 

ことが 出來 ぬから、 地 ド水を 求めて 之 を^いた ものと 丫解 せねば ならぬ。 以上 i: 句 は 序で 

あると 同 時に 想の 達した こと を ほのめか したので ある。 

した *J ひに (したな きに) 此シタ (： ト) は シヌビ (忍) の 意に 川 ひられた ので、 II シ ヌ ビの K 

おも 亦下延 で あ る —— ト ヒ は本來 ト (昔) の活 W 形で あるから、 忍びて 昔 信す る こと をシタ 

ドヒと 云うた ので ある。 シタ ナキは 忍び泣く ことで あるが * ナキの 原 篛は昔 を 立てる とい 

ふこと であるから (上 I 九 頁)、 こ、 では シタ ドヒの 雜；^ として 川 ひられた ので あるか も 

知れぬ。 

わが S ふい もも (わがな くつ ま) 我が^^ スル 妹に ついては 铋雜 がない が、 我が ナク 妻はナ 

ク の ぉ1^ を 上記の やうに 解釋 せぬ と 意が 通ぜ ぬ。 涕泣 を^ 味す る ナ クは 上古. R 他刚 川で， 

お = ハナ クの 如く も 川 ひられた けれども、 少く とも 妻ヲ泣 クと川 ひた 例 は 見えぬ。 仉し 

のヲは 感動^ ョ に 通す る ものと 了解す べきで、 末 句の ハダ フレ の n 的 を 表示した ので はな 

い。 共 故に 紀の佴 に は 之 を^; いて 居る ので あるが、 此 場合に は 之 ある を 可とする のみなら 

す、 ヒ^ 句と する 方が n 調が よい。 


したな きに (かたなき に) カタ ナキ は獨 泣の 意と も 解せられ るが、 尙準 接頭語と して カタ を 

冠した ものと 毘 るべき で (上— 二 五 一 頁)、 ナキは 上記の 如く 昔づれ 又は 呼ば ひの 意と 解す る 

方が よい。 

わ， かなく つま を (わがな くつ ま) 此句も 亦 助語ヲ を必耍 とする。 

二 そ こそ は (こそこそ) コソ はキソ (昨) の轉 呼で * 昨年の 義に用 ひる 場合に は 今 もコゾ とい 

ふ。 キは 過去 助動詞の 原語で あるから、 昨日 を キノ 日 (キノ フ) ともい ふので、 ソ はァス 

(明日)、 アサ (旦) のス、 サと 同じく、 頃 間 を 意味す る 原語 サの轉 化で あらう。 — 宣長は 許 

存を許 布、 去罇を 去鋅の 誤記と して コフ と訓 み、 此 日の 意と したが、 ケフは 上記の 如く 此 

日の 謂で はない のみなら す (第 ニー 買)、 今日と い へば 尙肉 交に 及ばす、 其 夜 を 期せられ た 

ものと せねば ならぬ から、 ッ マと 呼ぶ こと も 早計で あり、 次 句の 時 格 も 之に 相當 せぬ。 

やすく はだ ふれ I 紀に 津娜布 例と ある 津は 波の 誤記で あらう II (心) 易ク肌 (ヲ) 觸レ (タ) 

とい ふ 意。 フレ (觸) は 今では 下 ニ段活 動詞で あるが、 古 は 四 段に 活用した と^えて、 磯一 1 

觸^ 〔萬 二 〇〕 の 如く 川 ひた 例が あり、 フレは 其 已然形な るが 故に、 至 今 格 を 表示した ので 

輕 太子  一一 七 


二、 遠 飛 At 宫 (允恭 朝)  二八 

ある C 上 —八 頁〕。 {-;:; 長が 上句 コソ (昨) コゾを 今 n コソと 解した の は 此時格 の 存在に 氣が つ 

かなかった からで あらう。 

〔大. お〕 忍び 忍びに とひ：？ iH づれた 妹と 昨日 こそ は (心)！^  く 肌 を 觸れた 

記に は 此を志 良. 冗 歌 也と 注して 居る。 .K が ギの假 字なる こと は 宇羅究 とい ふ 語 

の 例によって も 明で (上— 二 〇 七 n)、 新羅 歌の^なる こと は 云 ふまで もない が、 耿 

其 もの は 短 長 二 句五聯 より 成り、 終末の 長 句を缺 いて 居る けれども、 純然たる ャ 

マ ト耿 調で あるから、 シ ラギ 歌と 稱 へられた とすれば 樂^ による もので あらう。 

之をシ ラゲ 耿 とよみ、 尻 上の 義 なりと する もの も あるが、 神樂に 尻^と あるの は 

謠ひ 方い 稱 呼で、 樂曲 そのもの、 名で はなく、 何れの 歌で も 後 を あげる こと は自 

由 で あるから、 特に 尻舉耿 と稱す る も の は^り 得 ぬ 。 


t: 記 ：3iIII6- き お i^i^ii 多 志 陀志爾 韋泥 H? 能 知 波 比 登 波 加 由登萄 宇 

^^^^  .liAS: き き陀總 婆き 陀禮 佐 泥 斯佐泥 え 婆 

ささ はに ^葉 一一 

うつや あられの ャは 問投詞 で、 打 ッ霰ノ とい ふ 意で ある。 以上 は 次 句タ シダシ にか、 る 序 

である。 

た. しだ. しに タシは タリ (足) の 語幹 タの 形容詞 形で、 之 を 重ねる と 「滿 足」 とい ふ 意になる の 

であるが * II -タシ 力 (谜) の義 とする の は 誤りで、 此 語の 語根 はシカ (然) であるから、 今 

も 接頭語 タを 省いて シカ (確) トの 如く W ひられる ので ある II 此は 霰が 笹葉 をう つ 音に い 

ひかけ とので、 今 も：^ やうな 昜 合に はド シド シ とい ふ 副詞 を 用 ひ る。 

ゐ. 》 てむ のち は ヰ ネは率 寢の義 で、 女性 を 率 ゐて寢 る こと、 卽ち 同衾 を 意味す るから、 ヰ 

ネ テム ノチハ は 旣に情 を 通じたら む 後 はとい ふ 意になる ので ある。 

ひ S はか ゆ S も ハカ ュはハ カル (謀) の轉 呼で、 ハ カリの 原義に ついては 斷言を 憚る けれど 

も、 計測 又は 肘 度の 意の 外に 祌 賜 (大祓 祝詞〕 の 如く も 川 ひられる から、 此は 論議の 謂 

輕 太子  一一 力 


二 * 遠 飛 鳥 宮 (允^ 朝)  三 0 

と すべきで あらう。 之 を 人 -I 議ラュ の 一一と ラとを 雀いた ものと する 說も あるが 〔記 傳〕 〔一ば 

S, 特に 受動 詞的 表現 を 川 ひねば ならぬ 場合で はなく、  乂北ハ やうな^ 略 も 許されぬ ので あ 

る。 II 長が 人知 レズと いふ^ 形態 を 以て 例と したの は 筋 違 ひで、 知レ は閒コ ヱと 同じ 

く知リ から 分化した 一 動詞の 原形なる が 故に、 n 語で も 知 レルと 用 ひられ * 知リ の^ 川お 

態なる 知ラ レルと 同 一 視 すべき もので はない。 —— 以上 五 句 は 一 聯 をな し、 次の 五：？ 一 聯 

と對 立す る。 奇數 句より 成立す る 二 聯對立 は 夷 扳の特 €3 で (上 I 四 九 K)、 後揭の 「大君 を 島 

に はふら ば」 と いふ 歌 も 之に する。 

うる はし £ ウル ハシ はゥラ (歡^ ：) とハシ (好) との 二 語より 成り (上 1 1 一 五 M) 、蟮シ 好 モシ 

とい ふ 意で あるから •  .：？ 尾の トは トシ テ乂 はト思 ヒテと 解すべき である。 契 沖 以降 ウル ハ 

シを 「愛一の 意の 準 名詞と 兌て、 トを 「與」 の義と 解して 居る が， 共證 として 引いた 高：^ 士野 

の 御製 (上 —八 三； &0H ヲシマ カムの H は 本來體 言で あるから 例に はなら す， 東歌の カナシ キ 

ガ (ヲ) は述體 形で、 之に 相 常す る 古 形 は カナシで はなく， カナシ ケ であるから、 若し 之と 

用法 を； H: じうす る ものと せば、 此も ウル ハ シケト であらねば ならぬ。 


さねし さねて は サは 接頭語で あるから、 寢シ 寢テバ とい ふと 意に 於て 大差 はない。 原文の 

婆の 字 を 濁 音符と すれば、 テ バと訓 まねば ならす、 完了の 假設條 件と すべきで、 ナパと 同 

一 効力 を 有する ので あるが、 述語の ミ ダレと 呼應 せぬ から、 淸音假 字に 代用した ものと し 

て、 ！ 極めて 稀で は あるが、 尙八千 矛祌の 歌に アリカ ョ ハ セ を 阿理 迦用婆 勢と し  >  速總 

別 王の 歌に もィ モト ノボ レバ を 伊毛 登 能煩禮 波と 表記した 例が あり、 波と 婆と は 通用 せら 

れ たので ある。 其 は ハ とバ とが 本來同 一 助 語なる が 故で あらう —— 寢テ ハ と訓 み、 現在 完 

了 分詞に 助 語ハを 連ねた ものと 解すべき で、 現代語の 寢テ ハ (ヮ と發 音す る) と 同 一 用法と 

思 はれる。 

かり 二 もの ^菰の やうに とい ふ 意で、 ミ ダレの 比況 的 枕詞で ある。 コ乇は 和名 抄に菰 一名 

蔣の訓 にあて k 居る が、 着 裳の 意から 其 材料の 名に 轉 用せられ たので、 水邊に 生す る 或 種 

の 宿根草 をい ひ、 之 を^り 乾して 用 ひたので ある。 ミ ダレに か、 るの は 其 乾燥 中の 狀 態に 

因る もので あらう。 萬 葉 集 〔卷 一 三〕 に は心乇 シ ヌ の 枕詞と した 例が ある。 

みだれ はみだれ 此 句の 婆 もまた ハの假 字で 、強意の 爲に揷 入せられ たに 過ぎす、 ミダ レミ 

輕 太子  三 一 


二、 遠 飛 ftl 宮 (允恭 朝)  三 二 

ダレ 乂は 亂レ 11 亂レ とい ふと 同 意で ある。 ミ ダレ は 叫 投活 W の 自動詞 ミ ダリの 已然形で あ 

るから、 ト： 揭 の；^ ク肌 フレと M じく、 至 今 格 表示に S ひられた ものと すべきで * 現代語に 

^せば 亂レ ュ 亂レタ となる ので ある。 然るに 厚顔 抄以來 之を亂 レバ 亂レ (ョ) の 怠と 解して 

おる が、 ^し然 りと すれば 上 牛 は亂れ るなら ばと いふ-おであら ねばなら ぬから、 古 一一 一一！： では 

ミダ ラバ というた 害で ある。 加 之 サネシ サネテ ハ を 契 沖說の 如くお ダ 一一お タ ラバ の 意と 解 

する にしても， —— 助 語シ にはダ 一一の 意 はないけれ ども —— 假^ 條忭 が^ 投 し、 文脈が +乂 

離^ 裂になる。 之に 反して 上^の 如く 釋明 すると 欲^ は^めて 明白で、 =^ ク肌觸 レテ. ぉネ 

.め ネテハ CI 分 (^太子) の 思^の 情が 益 i 募り、 心屮 が亂レ 一一 亂レタ とい ふこと、 了解 せら 

にる Q である。 ミ ダリ は ォド 口  、ォド 口 シク、 シド a モド 口  〔お 今〕 等の^ 根ド 口 から 出た^ 

で， 蓬々 たる 狀態を 現出す る こと を 意味し， .R 他 W 川であった ので あるが * 後世 ミ ダレと 

いふ 下 一 一段 活自 動詞が 分岐した 結 兩者 を^ 同す る もの を 生じた ので ある。 

さねし さねて は 上.：？ の 反； 1 であるが、 ^一  聯と對 立させる 爲に * 特に 一句 を 加へ たので あ 

る。 が ウル ハ シト 以下 を刖 竹の 短歌と したの は 云 ふまで もな く 誤解で ある。 


〔大意〕 満足に 同衾した 後 は 人が 非議しても (かま はぬ) 〔第 一 齣〕。 嬉しく 寢に寢 て 

は (又 思 ひが 墓り 心中が) 亂れに 亂れた 〔第二 齣〕 

右の 如く 此歌、 就中 第二 齣 は 極めて 難解で あるので、 厚顔 抄 以下 殆ど 每句 を誤釋 

して 居る ので ある。 記の 撰 錄者も 或は 之 を 正解し おなかった 爲に、 淸昔符 ^を 用 

ふべき 場合に 濁 昔 假字婆 を充當 したので あるか も 知れす、 紀の 編者が 此 一 首を排 

除した の も、 之 を 不可解と したから ではない かと も考 へられる。 さりながら 上代 

語法に よって 餒 密に撿 討す ると、 上述の やうに 千 三百 年來の 疑問 も氷釋 する ので 

ある。 此 一 首 は 夷 振 之 上 歌 也と あり、 句法に よっても 夷 振 調なる こと は 明白で あ 

カタ ォ 口 シ 

るが 上 歌と したの は 次の 片 下に 對 する 區 別で、 恐らく は樂 調に よって 名 を 得た 

ので あらう .o 

此 事の 爲に 上下の 信望が 御 弟穴穗 王子 (安康 天皇) に歸 したので、 I 紀に 

輕 太子  三 三 


二、 遠 飛 鳥 宫 (允恭 朝)  三 四 

は 行 暴虐 淫ニ于 婦女-した 爲と ある —— 輕太+ は， 化邊 危險 なりと して、 火 前 

小 前 { 伯 禰の邱 に 投じて 兵備 を 治め、 ^臬チ も 亦 之に 應 じて 丘 ハを 起し、 其邱 

宅， を 包 岡せられ た。 其時大 氷雨が 降って 來 たので、 門前から 高 唱 せられた 

御^ 

ォホ マへ ザ マへ スク ネガ カナ トカゲ .15 クョリ n ネ 尸 メタ チヤ メム 

〔記〕 意富 麻 弊 袁 麻弊须 久泥賀 加那 斗加宜 加 久余理 許 泥 阿 米 多 知 夜米牟 

ォナ マへ ヲマ ヘス クキガ カナ. T カゲ 力 クタ チヨ ラネ ァ メタ チ 1- メム 

〔紀〕 於 ^摩 弊 ，HT 麼弊 輸區^ 餓 訶那朴 加礙 訶 M 多 知" 豫羅泥 阿^ 多 知： 仪梅 牟 

お ほ まへ 

もまへ すくね が 大前小 前宿禰 は 記に は 一人の 名で あるかの やうに^ 述 せられて：^ るが- お 

事 本 紀物部 系譜に は 兄^ 二人に 分ち、 大前 は氷述 の祖、 小 前 は E 部迚 の； g と あり. 紀には 

^中 朝に 旣に大 前お 禰の名 を 招げ、 此 歌の 前後の 文に も 單に大 前 {$禰 とし、 姓氏 錄には 小 

前.： M 禰の裔 のみが 舉 げられ て 居る 所 を 兌る と、 ^人た る こと は铋 なく， 輕 太子 を 支持した 

のは大 前であった ので あらう。 然るに 歌詞に 大マ へ 小 マ へお. 1 と あるの は、 マ へ (前 V か rE- 


世代の 人物 部菟代 (後) 宿禰 〔雄 略紀〕 に對 し， 其 居住地の 前後に よって 負 はせ た 名で、 兄弟 

二人 を區^ する 爲に 大小 を 冠した けれども、 普通に は兩者 いづれ を も マ への 宿 禰と稱 した 

からで、 第二 句の ヲマ へ は反誦 であるから、 大 マへ 大 マへ 宿禰 とい ふべき を、 大裟ム 小寒 

ム などい ふと 同じく、  口調の 爲に 大小に 分けた ので あらう。 記の 文に 大前小 前 宿禰と ある 

の は 歌詞に 釣り込まれ たものと せねば ならぬ。 此句は 主格 表示で、 命令法に あって は 主語 

を 略す るの が 例で あるが、 此は受 命 者 を 明示す る爲 に、 特に 大前 (小 前) 宿 漏が ：：： カク 寄 

リ來ネ とい ふ 形式 を 用 ひた ものと すべく、  口語で も 君 ガ行 ケと いふ ことがあ るので ある。 

然るに 從來此 句 を カナ トの 限定と 見なした 爲に" 甚 しく 說 き惱ん だもの k やうで ある。 

かな VJ かげ カナ トは日 之 ひ 卽ち曰 光の 入口と いふ 意で、 力 ドは其 連濁で ある。 トは あら ゆ 

る 門孔を 意味し、 家屋に 在っても マト (窓) とい ふ 名 も あるから， 其 最も 犬なる もの を 表示 

する 爲に、 特に カナ トと稱 した ものと 思 はれる。 此 カナ を 金の 義 とし、 金屬 製の 門の 謂と 

する の は、 上代 文化の 眞相を 解せ ざる ものと いふべき で、 當時は 金 屬材の 供給が 其 ほど 豐 

富であった 喾 はなく • 東歌の カナ ト田を 金 門前の 田と 解す る こと は 至難で ある。 されば 此 

輕 太子  三 五 


二、 遠 飛 ft? 宫 (允恭 朝)  三 六 

カナ トカゲ も 取に 門の 蔭の 意と 會 得すべき である。 

かくより 二ね (かくた ちょら ね) カク ヨリ コネ は 斯う 寄り 來れ よと いふ^。  EZ 前の 穴槌皇 子 

が大前 宿： t に 論^せん が爲に 門 の^ 卽ち內 側まで 來 いと 命ぜられ たので、 1： 內の^  士が之 

を 主人に 傳へ たこと は 勿論で ある。 紀に カク クチ ョラネ と あるの も、 冋 じく 立^ レカシ の 

謂で あるが • タチ とい ふ 語が m, 複 する 嫌が あるから、 記の 所俾を 可とする。 

ヒサ ズ 

あめたち やめむ 折からの 氷雨に ことよせて 箭の ：1 を斷チ 止メム とい はれた ので、 は 極 

めて 叫. E である。 然るに 宜長等 は ヤメ ムを； g 休みし ようとい ふお に說 いてお るが、 ヤメに 

はャミ (止) の 他動詞と いふ 以外に 意味 はない。 

〔大. お〕 大前 (小 前) お覦は 門の 內 側まで^り 來れ。 (然 らば) 箭の雨 を やめて やらう 

之を閒 いて. K 前^ 禰は 次の やうに 謠 ひながら 出て 來た 

ミヤ 匕ト / ァュ t/n スズ す チ-ー キト ミヤ t トド 3 ム サ トビ. *• そュメ 

〔記〕^ 夜 比^ 能 阿. E 比 能せ 织受 淤知^ 岐登 美.： 仪 比せ：^ 余牟 佐 斗毗^ 母^ 米 


〔紀〕 猕椰比 等 能 阿 由臂能 古輸孺 於 智珥岐 等 猕椰比 等等 豫牟 佐 杜弭等 茂 由 梅 

カム トモ  _  - 

みや ひ S の 此 ミヤ ヒト (せ" 人) は祌 のせ！！ 人卽ち 神主 又は 祌部 (禰宜 ) をい ふので、 之 を 官廷の 

人と 解す るの は大 なる 誤りで ある。 

ァュヒ 

あゆ ひのこす ず ァュヒ は 1： 結の 意で、 本初 はタ マキ (手 縛) 及ヒヂ マキ (劍) と 同様に、 四肢 

の 露出 部の 装飾と して 繊維 類 を卷附 けたので あるが、 長 裳 長袖の 出現に 伴 ひ 漸次 廢絕し * 

或は 其 名 を 他の 品物に 轉^ した。 ァ ュ ヒも亦 裳 を 縛って 袴に 代用す る 場合 (II 一  — ニ〇買 参照) 

の鈕條 をい ふに 用 ひられ、 更に 轉 じて 脛巾 類の 稱呼 となった ので あるが、 此 はせ；： 人の こと 

であるから 古裝を 施した ものと 想定せられ、 祌 前の 舞踊に 際し、 諧 音を發 する やうに 脚 結 

に 小 鈴 をつ けて 居た ものと 信す る。 伹しス ズは必 しも 金屬 製の もの を 意味せ す * 現在 ガラ 

ガラ と稱、 られる 鳴 もの も 亦 之に 屬 したやう である (II 一  八 八 頁 )o 

おちに き S 一一  キは 過去完了で あるから、 現代語で いへば 落 チテシ マウ ク である。 

みや ひ よむ 淸 音符 登 (等) が 川 ひられて 尻る が、 ドョ ムと訓 むべき で、 、ド は擬聲 音トド 

(鼕々 ) の 約、 ョはャ (ラ) と 同じく、 之 を 名詞 化する 爲の 接尾語で あるから (上— 四 九 頁)、 共 

輕太. 子  三 七 


二、 遠 飛 ぬ 宫 (允恭 朝)  三 八 

活川形 ドョム は^ 動の^と なり， 音の 類似に よって 動搖の 二字 を あて、 ドョ メタと も 川 ひ 

られ るので ある。 1::^ の 小 鈴の 落ちた のは^ 不祥な 事で あるから、 竝 みおる ぎ瓿 等が 色 を 

かへ、 騷め いたと いふので ある。 

さどび VJ も ゆめ 5- 人 はお 人に 對 して 俗人 をい ひ、 殿 前に 參ぉ する 群衆 を 意味す る。 ュメは 

イミ (忌) と 同義の 動詞 ュ ミ (齋： S の 命令法で、 禁戏 せよ とい ふ 意で ある。 おの 如き 不詳 事 

が 突！^ したから 、 胙^ も亦戏 愼を要 するとい ふので あらう。 

〔大意〕 神職の 1: 結の 小 鈴が 脫 落した ので、 (竝み 居る) 社 人 は-ざわめく。  ^人 も 亦 

戒愼 せよ 

此耿は 後 文に 穴 人扳 也と あるが 如く 神 樂耿の ； 首で、 不祥^ を豫^ する^ 八：； に謠 

はれた ものと 思 はれる。 紀には 答^: 之 曰と あるが、 應酬 の. お 味 は 少しも は 1 て 

居らぬ から、 恐らく は. K 前宿禰 の. EI 作で は あるまい。 之 を 高唱 したの はおの 1 文 

によれば 御 兄 皇子に 兵^ を 及す こと を 神が 忌みた まふと ぃふ葸 を^した ものと も 


了解 せられる けれども、 或は 邶內に 潜んで 居られる 輕 太子に 不祥事の 近づかん と 

する こと を戒吿 する 爲 であった かも 知れぬ。 從來の 解釋は いづれ も甚 しく 正鵠 を 

失して 居る。 

協定が 成立した ので、 穴穗王 は圍を 解いて 返却せられ、 大前 宿禰は 太子と 共に 

降參 した。 紀は 上述の 如く 密通の 發覺を 十八 年 前の こと 、し、 夏 六月に 御 膳の 羹 

汁が 凍った の を神怪 として 卜占に 問 ひ、 肉親 相 針の 兆が あら はれた ので、 詮議の 

結果 事 實が剁 明した が、 儲 君た る 太子に は 罪 を 加 ふること を 得 やとして、 大娘皇 

女の み を 伊豫に 流した と あり、 此 事件 は 解決 濟と せられて 居る。 之が 爲に 諒闇 中 

の 事 變の因 を も 他に 求めねば ならぬ やうに なり、 太子に 暴虐の 行が 多く、 婦女に 

淫 せらる 、に 因る と說 き、 包 圍後大 前 宿 禰の邱 に 於て 自盡 せられた とし、 一 云 流 二 

伊豫 國 一と 注記して 居る。 從 つて 以下に 揭げる 太子と 皇女との 唱酬も 其 一 一首 を 探 

輕 太子  三 九 


二、 遠 飛 鳥 宫 (允恭 朝)  四 〇 

つたの みで、 之 を 允恭 天^ 二十 四 年の 紀に繫 けて 居る ので あるが、 、王 犯の 代りに 

從犯を 罪せられた とい ふの は 合點の 行かぬ ことで あり、 皇女の 配 ：1 の 如き は 前代 

未閱 であるから、 事實と 認定す る こと は W 難で ある。 此 は攀竟 年代 延！ 1： に^せら 

れ たので、 允恭 天皇の 在位 年數を 二十 餘年增 加した 結 ET 事件の 發生を も 操 上げ 

て說 かねば ならぬ やうに なり、 之に よって 生じた 破綻 を彌 縫す る爲 に、 故な の改 

作を敢 てした ものと 思 はれる。 

捕 へらる るに 常り、 輕 太子の 御 歌 —— 紀には 皇女 を 伊豫に 流す 時の 太子の 

作と ある。 

〔記〕 W 碥陀ヰ 加 流 乃 袁登賈 伊 多 那加齊 比 登 斯^ 奴 倍 志 波^ 能 夜 麻 能 波 斗 能 

シタ ナキ- ーナク 

斯多 那岐 爾那久 

osw 堆懂 S 锊切 惋等賈 異咳 儺介麼 I：： 等^: 利 奴 陪猕 幡舍能 夜 s„i  ^か I  ^ 

タ ナ. r  ニナ ク 

哆儺企 邇奈句 


あま だむ アマ (； ナ0 タム (廻) の 謂で， 天 を 廻 翔す ると いふ 意 を 以て カリ (雁) の轉 呼なる カル 

の 枕詞と したので ある。  - 

かるの を VJ め (かる をと め) カル は 上述の やうに 大和の 地名で あるが * 原義 は カリと 同じく 

鸭雁 類の 總稱 で、 今 も カル 鴨と いふ 種名が W ひられて 居る。 恐らく は此 地に 水禽が 來 集し 

たので 此名を 負 はせ たので あらう。 此 カル ノ ヲ トメ は 大郞女 を 意味す る こと 勿論で あるれ 

ら、 助語ノ の 介在 を 必要と する。 紀の 所傳の 如く カル ヲ トメと すると、 一般に 輕の 里の 少 

女 をい ふ ものと 誤解 せられる 虞が ある。 いづれ にしても 此句は 呼 格と 見るべき で、 以下 は 

太子 御自身の ことで ある。 

0  イタ 

いたな かば 紀に襻 介麼と ある 介 も 力の 假字 とすべき である。 太ク泣 カバと いふ 意で 假設條 

件で ある。 

ひ s し. o ぬべ. し (ベみ) 知り ヌべシ といへば 必然 知れ渡る とい ふ 意と なり、 知り ヌべミ は 知 

れ渡 ると 思 ひとい ふこと で" 孰れに しても 意 は 通す るが、 私は此 場合べ ミを 採る。 共 はべ 

シ と斷定 する よりも 想像 を 表示す るべ ミの 方が 實 情に 適する からで ある。 

輕 太子  四 I 


二、 遠 飛 ft! 宫 (允恭 朝)  四 二 

はさの やまの ハサ は 般中紀 にもお-: 中に^あって 皇妃の 薨去 を 報じ * 羽 W 之汝 妹お 羽 狄丹葬 

立往 というた と あるから * 和名 抄の高 市 郡 波 多 鄕に存 し (陸— 二 一 九 《»0、 輕を距 る こと^か 

ら ぬ地點 名と 思 はれる が、 語義 はハ サ マ (谷) に 同じく 峽ハ 介で ある。 上古 墓所に は此 やうな 

地形が 選ばれた と兑 え、 武烈 紀 なる 影 媛の 歌に も鲔臣 を奈良 の ハ サ マに 葬った かの やうに 

詠まれて^ り、 陰 慘の地 を 聯想せ しめる から、 特に 北 (地の 山 を 指定した ので あらう。 

は S の 捣 の やうに とい ふ 意。 三^一  句で B 句に 相當 する。 此は 次々 の 歌に も 例の ある こと 

である。 

したな きになく シタ ナキは 忍び泣きの 意で" ナクの 下に 感動の 意 を 含ませ、 忍び泣きに や.： 

くよ とい ふので ある。 勿論 皇子 御 d 身の ことで、 皇女に 對し 希望せられ たので はない。 之 

を 泣ケの 意と する のは大 なる 誤りで、 泣ク (動 格) と 泣 ケ (已然形) とが 相 通し 得ろ ものと す 

れ ば， 屈折の 効力が なくなる。 語形 態 を 無視して 好む 所に 從ひ 奉强 する こと は， 先 舉も往 

^^つた 弊！！：： であるが、 此は 共：^ なる もので • 第二：？ の 誤解に 因す ろので ある。 

〔大意〕 輕の 少女よ。 太く 泣く と 人に 知れ渡る とおもう て、 (自分 は) 忍び泣きに 泣 


く よ 

又 歌 闩 

〔記〕 阿 麻陀牟 加 流 袁登賣 志 多多 邇母 余 理泥旦 登富禮 加 流袁登 賣杼母 

あま だむ 前 出。 

かる を VJ め 此は末 句の カル ヲ トメ ドモと 同じく、 一般に 輕の 里の 少女 を呼稱 したので、 大 

郞女 のこと ではない。 されば こそ 助 語 ノを揷 入して 居らぬ ので ある。 

したたに も シ クタ はシタ (下) の疊尾 語で、 シ タシタ とい ふに 同じく、 忍び 忍びに もとい ふ 

ことで ある。 

よりね て w ほれ 寄リ寢 テ通レ であるが、 此ネテ はヰネ (同衾 シ) テ 又は ィヲネ (宿泊 シ) テと 

いふ 意で はなく、 休ミテ とい ふ ほどの 意味に 解すべき である。 此は 幽居の 邊を 通る 輕 少女 

に 忍び 忍びに でも 立 寄って 行けと いふので， 大郞女 の 消息が 聞きた いとい ふ 意が 篮 つて 居 

る こと は 勿論で ある。 

輕 太子  四 三 


一一 、遠 飛 ftl 宮 (允恭 朝〕  四 四 

かる を S め 亡 も 访ニ 句の 反 謡で、 ドモは 複數^ 示で ある。 

〔大意〕 輕の 里の 少女 (達) よ。 忍び 忍びに でも 立^り 休んで 通れ、 輕の 少女 等よ 

太户は 遂に 伊 余の； is( 伊豫 H 溫 i: 水 H) に 流される ことにな つた。 其 時の 御耿 

〔記〕 阿 麻 登 夫 登 现母都 加 比 首 多 豆 賀泥能 岐許延 牟^ 岐波 和 賀那斗 波 佐 泥 

あまどぶ 天 飛ブの 調で、 次：？ トリの 限^的 修飾語で ある。 

VJh> もっか ひそ ^モ 使ゾ、 卽ち ^ も 使^; の 川 をな す ものである ぞ よと いふ 意。 

たづが ねの タヅ はタと ツル (鶴) との 約 濁。 ツルの 原蒎は 判明せ ぬが， 鶴科 禽 ，iT の總稱 で， 

マナ ヅル (^之 鶴) とい ふ ^名 の ある 所を兑 ると * タダ (凡^) の敉 とい ふ.！^ を 以て タヅと 稱 

した か、 或は S に 下る から 此名を 負 はせ たので あらう。 

きこえむ S き は n 語で いへば M H ル時 であるが、 現^ をい ふ 場合の 外 は、 朱 來格を 川 ひる 

のが 文語の 法則で ある。 

わがな vj はさね ト ハサ ネ はトヒ (問) の 敬語 形ト ハスに 希^ 表示の ネを述 ねた もので、 問 ひ 


たまへの 意で あるが、 トフ は 上述の やうに ト (昔) の活川 形で あるから、 コト (言) トフが 發 

音の 義に川 ひられる と 同様に、 名 トフと いへば 名 を 呼ぶ こと、 了解 せられる。 田 鶴 を 吏と 

して 其 鳴く 昔に 思慕の 情 を 託する から、 之 を 聞いたら 我 名 を 呼んで 應 じて くれと いふの 

で、 {!且 長の 說の 如く 「吾. 力う へ を 問へ」 とい ふ 意で はない。 

〔大意〕 天 を 飛ぶ 鳥 も 使で ある ぞ。 田 鶴の 鳴く 昔が 聞え る 時 は 我 名 を 呼びた まへ 

以上 三 首 は 天 田 振 也と ある。 ァ マ ダはァ マ ド (海人) の轉 呼で、 海人 族の 曲調な 

るが 故に 此名 を與 へたので あらう。 前 二 首の 初 句に よ つて アマ ダ ム 振と 稱 ふべ き 

を 略した ので あると する の は 俗解で、 ァ マ トブと 詠み 起した 一 首が 混じて 居る の 

みなら や、 高津宫 朝に ツギ ネフ を 初 句と した 四 首の 歌が あるが、 之 を ツギ ネフ 振 

とも ツギ ネ 振と も稱へ たこと を 聞かぬ。 句法 はャ マ ト 歌の 長歌 若く は 短歌と 變り 

はない から、 之をァ マ ダ振 として 區 別した のは樂 曲に 特異の 點 があった 爲 とせね 

ばなら ぬ。 

輕 太子  四 五 


二、 遠 飛 ftl 宫 (允恭 朝)  四 六 

紀は 右の 三 甘屮第 一 首を輕 A 女 配流に 際する 太子の 御作と して， 後祸の フナァ 

マリの 歌の 次に 揭げ、 他の 二 甘 を 削除した。 其 は 如何なる 现. E による もの か 判叨 

せぬ が、 萬 ー此等 は史實 の 說叨に は 必要な きものと 認めた か" ^く は 流 ：1 者を皇 

女と した 改 案に 抵觸 する 爲 に^: いたのであるなら ば、 共し い 杜撰で ある。 旣に述 

ベた やうに 此 等の 歌謠は 一 連の 歌 話 又は 歌劇と 兑 るべき もので、 太子 乃至 火郞女 

の實 詠で は あるまい が、 事 實の眞 相が 明かであった 時代の 作品の やうで あるか 

ら、 各 首： ！： 一  價値を 有する ものと すべきで、 其 二三の み を 任意 選擇 して 史料に^ 

し、 他 は 史詩に あらやと して 排斥し^ べき もので はない。 されば 此俾 說に關 する 

^の 所說 を^と すべきで ある。 

又 歌 n 11 紀には 上述の 如く 允恭； 大桌 二十 四 年に 詠まれた ものと して、 

「 力 サの 山」 の耿の 前に 揚げて 居る。 


〔記〕 意富 岐美袁 斯麻爾 波 夫 良 婆 布那 阿麻衝 伊賀 弊 理許牟 叙 和賀 多多 弥由米 

許 登 袁許曾 多多 美 登 伊波 米 和 賀都麻 波 由 米 

ォホキ ミチ シ マユ ハ プリ フナァ マリ ィガ ヘリ ゴム ゾ ヮガ タタ ミュメ  n 

〔紀〕 於 褒企弥 烏 志 摩 珥波夫 利 布 儺 阿摩利 異餓幣 利去牟 鋤. 和 餓哆哆 猕由瑤 去 

等 烏 許 糞 哆多猕 等 異絆梅 和 锇兎摩 烏 由 梅 

お ほきみ を 紀が 之を輕 皇女の 配流に 臨み 太子の 作られた 歌と して 居る 所 を 見る と、 ォホキ 

、、、を 皇女の こと、 解した ものと 思 はれる が、 女王 を も ォホギ ミと稱 する やうに なった の は 

遙に 後世の ことで あるから (上— 一 二八 Ky 此當時 皇女に 對 して 此稱呼 を 川 ひたと は考 へ ら 

れぬ。 記の 傳 によれば 配流に 處 せられた 太子の 御 自作と あるから、 ォホ キミ も 亦 御自身の 

ことと すべきで、 之 を 代名詞と して 用 ひた は 異例に 屬す るが、 語義 通り 犬なる 君、 卽ち最 

高貴 人と 解す るに 於て は 何等 妨 はなく、 意 もよ く 通す るので ある。 

しまに はぶら ぱ (はふり) シマは 伊豫 洲 (島) をい ふ ものと 了解 せられる。 ハフ リは ハフ (延) 

から 分化した 語で、 本来 放出の 意の 自動詞で あるが、 他動に も轉 用せられ て、 放 遣 又は 放 

輕 太子  四 七 


二、 遠 飛 rt!  ,vn  (允恭 剁)  四 八 

^の^を 生じ， 葬送 をもハ フ リと稱 へる やうに なった。 ハ フ ラバ は 勿論 假 n 條忭 で、 太子 

が 尙^ だ 配所に 就かれなかった 以前の 作なる が 故に， 豫言的 形式 を 川 ひ たものと 了解 せら 

れ るが • 紀は共 事 實が發 生した に、 常人に あらざる 太子が 詠嘆 せられた 歌と した はに、 

假 S 條忭を 不合理と して 不ぉ^ 格 (迚川 法) に 改めた ので あらう。 

ふな あまり フ ナ (フネ) に は 舟の 外に 柩の義 も あるから (二  — 一  三 五、 二三 四 Ky おに 放逍 する 

ならば 其 地に 於て 死 を 選び、 魂魄 は 柩に餘 つて：！ り 來むぞ とい ふ^と 了解 せられる。 海 島 

に 流される ので あるから、 柩に舟 をい ひかけ たこと はおり 得る が、 舟の みの^と して は此 

句お を 解く ことが W 難で ある。 北ハ 故に 兼 方 以來釋 々の說 を 立て ゝ居 るので あるが、 二 

餘卽ち W 度 〔釋 紀〕、 船荷 餘 〔抄 〕、 着岸 時の 反動 〔解〕、 過多の^ を 以て 後：？ にっ^け た 

枕 記 傅〕、 ；！ 航 〔言 別〕 等の 如き は， 假に^ 强 し^たと しても、 桢 めて 不 C 然な 表現と な 

り， 作者の 本 ほに^: くから、 釋^ c 身 も必 しも 滿 足して おた ので は あるまい。 

いがへ. o 二む ぞ ィは接 如^で、 ^リ 來ムゾ とい ふ 意。 歸來 する の は 皇子の _止 身で はなく • 

其^ 魂 を 意^す る こと 上述の 通りで ある。 


わがた たみ ゆめ ュ メは 旣述の 如く ィメ (忌) と 同 語で あるから (第三 八 頁)、 禁忌と せよ とい ふ 

意で ある。 タタ、、、 (疊) を 忌メ とい ふの は、 上古 敷物 は 其 主 を 代表す る ものと 信ぜられ たか 

ら で， 萬 葉 集 第 十五 卷の雪 連 宅 滿の旅 中 病死 を 悼む 歌に も 「家人の 齋はひ 待た ねか タタ ミ 

かも 過ちし けむ」 と あり、 不幸の 一因 を疊の 取扱が 惡 かった ことに 歸 して 居る ので ある。 

これ は 旣に眞 淵 も 指摘した ことで 〔萬 葉考〕 、南 島民 族 間に も 此信條 を 保有す る ものが ある。 

—— 以上 五 句 は 一 聯で、 次の 三 句 一 聯と對 立す る。 此は 屢： 述べた やうに 夷 振の 基調で、 

下 照姬の 歌、 紀所傳 ) と 同 一 句法で あるが (上 —四 七 頁)、 此は 殊に 仁德 天皇がん 田 皇女に 與へ 

られた 御製 (上 —二八 七 頁〕 と 酷似して 居る。 宣 長が 以上 五 句 を 以て 一首の 歌と し、 次 三 句 

は 其餘 意を片 歌を以 て 補足した ものであると 說 いたの は不穽 鑿と いはねば ならぬ。 

二  £ を こそ 言ヲ コ ソ卽ち 口で こそと いふ 意 (上— 二八 七 頁 参照 )o 

たたみ £ いはめ 疊と いはう がと いふ 意。 

わがつ ま は (を) ゆめ 我妻ヲ バ忌メ とい， ふ 意で あるから、 紀は助 語ハを 省いて ツマ ヲ とした 

ので ある。 我 妻が 大郞女 を 意味す る こと は 勿論で • 自分 は 配所に 於て 殁 しても 靈魂 となつ 

輕 太子  四 九 


一一 、遠 飛 宮 (允恭 朝)  五 〇 

て 大和に；！ つて 來 るから、 何人も 皇女に 指 を 加 へ て はならぬ とい ふ， おと 了解 せられる。 

〔大意〕 最高 貴人 (たる 自分) を， おに 放 遣す るなら ば、 (魂魄 は) 柩に餘 り、 (大和に) 

歸 つて 來 よう ぞ。 私の EI;」 を 禁忌と せよ。 否、 n で こそ Eg:- とい はう が、 私 妻 をば 

然总 とせよ 

上述の 如く 紀に從 へば 大君 を輕皇 女と せねば ならぬ から、 釋紀も 之を說 きな やん 

で、 ，M 女 は 配流せられ たけれ ども 再び 歸り來 べきに よ， 9、 共 問 A 女との M 衾に 用 

ひた ^は 人に 敷かすな、 又 他人と も 遇うて はならぬ と强" 契レ之 也と ^强 したので 

あるが、 太子の 述懷 とも， M 女に 與 へられた 戒告と もっかす、 條现の 立たぬ 說叨で 

ある。 記に 此  一 ^を^ 振 之片下 也と したの は、 上述の やうに 樂^ の 調子に よって 

與 へられた 名で (^^七- n). 片下を カタ ォ & シと訓 むべき こと は、 寂 蓮 法師の 歌に 

「さよ ふか き^!; 布镧 の 山の 松風 にきね が 鼓の かたお ろしなる」 〔夫 木 50 と あ るに よ 

つ て も 明で ある。 


以下の 四 首 は 紀には 全然 削除 せられて 居る。 其 は史實 でない と 認定した 爲 でも 

あらう が、 屢ミ 述べ たやう に 配流 者 を 皇女と する 改 案に 抵觸す るが 故と 推察 せら 

れる。 

皇子の 出發に 臨み 衣 通 王 (輕 大郞 女) の獻 つた 歌 

ナック サノ ァ t ネ /ハマ ノ 力 キカヒ 二  アシフ マス ナ ァ カシテ トホレ 

〔記〕 那都久 佐 能 阿比 泥 能 波 麻 能 加岐 加比爾 阿斯布 麻須那 阿加 斯 flrl 杼富禮 

なつくさの 夏草 之ァ ヒネと つ ^く 理由に ついては， 萬 葉 集 〔卷 二〕 に 「ナツ クサの 思 ひ 萎え 

て」 と 用 ひた 例に より、 契 沖 以下 多く は 「打 靡く」 若く は 「萎 伏す」 の緣 による ものと して 居 

るが、 「靡き 寢る」 の 枕なら ば 「玉藻な す」 又は 「沖つ 藻の」 などの 方が 適切で あり、 ナ H の 約 

ネ なりと する の は眞淵 一派の 幻 視に 過ぎぬ。 其 故に 宜長は 之を實 叙と 見ようと したので 

あるが 〔記 傳〕、 夏草の 生 ひ 茂る やうな 處に蠣 貝が 累々 として 居ようと も 思 はれぬ。 案す る 

に 夏草 之はァ (畔) 一音に か、 る 枕詞で、 草 陰の ァラ ヰの 崎 〔萬  一 二〕 と 同 例に 屬 する もので 

>  輕 太子  五一 


二、 遠 飛鳥 宮 (允恭 朝)  五 二 

あらう。 

あ ひねの はまの 契 沖說の 如く ァヒネ の濱は 地名で あらう が、 之 を 伊豫と したの は虼 測に 過 

ぎす、 大和に 在住す る 一 皇女が、 遠國の 地理に 委しく、 北ハ 一 地點の 光景 を 想像に 描いた と 

は、 此當 時の 社會狀 態から 考 へても 認定の 出来ぬ ことで ある。 他に 所 兌がない ので、 地名 

では あるまい とい ふ說も あるが 〔記 傳〕 〔言 別〕、 假にァ ヒネに 相縻の 意義が あると しても、 

ハ マ (濱) の 修飾 又は^ 定^と する に は 不適 當で あるから、 發 航龙點 附近のお 地名と すべき 

で、 恐らく は 仁德紀 の 歌に 兌え るナ ラビ 濱 (上 I 二 四 七 頁) のこと であらう。 二 砂 堆が相 並ぶ 

ことの 故 を 以て ナ ラビ 濱 と 名 づけた ものと すれば、 之 を^^の 濱と 呼 稱し たこと もお り^ 

べきで ある。 

かき かひに 和名 抄に雉 《相^ 虫效 似レ石 也と し、 加 木と 訓 して 居る 所 を 兌る と、 お^に 附着 

する 貝類の 總稱 で、 人體を カク (搔) ことによって 名 を W たので あらう。 其 貝玆は 海： おの 砂 

にお じて 到る 所に 存 する ものである。 

あし ふますな 足フ マス 勿の 謂で あるが * アシフ ムは 足に て^む 〔^惮 〕 とい ふ-おで はなく， 


蝶貝が 足をフ ム 0M) とい ふこと で、 東歌に も 「や 刈りば ね， に足フ マシム ナ」 と あるので ある。 

轉 じて 現代語の 踏 ミヌキ の 意と なり、 萬 葉 集 第 十二 卷 にも 「あさ 茅 原 茅 生に 足フ ミ心 ぐみ」 

と 川 ひた 例が ある。 

あかして w ほれ 杼富禮 と 表記 せられて 居る が、 通レの 意なる こと は 明白で あるから、 杼は 

淸音假 字と 見ねば ならぬ。 ァカシ は アキ (開) の 使 動詞 形で * 他動詞 ァケと 同一 効力 を 有す 

るから、 {ー 且長說 の 如く 道 をァケ テ通レ とい ふこと であらう。 守 部 は 「流人の 身に て は 人に 

も 掃 は せらるべき にあら す」 として 非難した が 〔言 別〕、 此は足 先で も 出来る 藝當 で、 必 しも 

他人の 手 を 煩 はすに 及ばぬ。 夜 を 明カシ テと いふ 意と する 說 〔抄〕 も 承服の 出来ぬ ことで、 

遁亡 奪掠の 虞の ないでも ない 罪人の 船 を 出す に 殊更に 夜間 を 選んだ とは考 へられす、 假に 

太子と は 沒交涉 の 古歌と 見なす としても、 夜間の 光景 を 詠 じた ものと 解す る こと は 困難で 

ある。 其 場合に は 初 句に 尙 一 工夫 を 要した 害で、 「夜 を 深み」 等と すれば * 「相寢 の濱」 にも 

一. 層よ く 利く やうに 思 はれる。 

〔大意〕 相寢の 濱の蠣 貝に 蹈 ぬきな さるな。 (道 を) 開けて 通れ (よ) 

輕 太子  五三 


二、 遠 飛 鳥 宫 (允恭 朝)  五 四 

Id: 思慕に 埚 へやして 後から 追 ひ往く 時の 歌 

キミ ガ ユキ ケ ナガ クナ リス ヤマタ ヅノ ム 力へ テュ カム マツ-ハマ タジ 

〔記〕 岐美 賀由岐 ^那贺 久那现 奴 夜 麻 多 豆 能 牟加 s 袁. s 加牟 麻 都爾波 麻多士 

きみが ゆき ュ キは準 名詞と して 川 ひられた ものと 解すべき で •  ^葉笫 にも 吾 行お 〔卷 三〕、 

和 我 由 伎 乃 〔卷ニ 〇〕、 お之往 〔卷 一九〕 の 如き 川 例が ある。 此形は 次 句に 接桉 させる 爲 にも 

E ひるが， 其なら ば此 場合に は^ ュ キテ とい ふ を 至當 とする。 

けなが くな りぬ ケは 接頭語で、 長ク ナリヌ とい ふこと である。 此ケは 顯^: の^の 力の i^::: 

で、 ケ爽 力と いふ 例 も ある。 ！ 之をキ (來) へ (經) の 約と する こと は 昔； 化 通則 上 許さ 

れぬ。 

やま たづの 此 云-一山 多 豆 一お 是今^ 木^ 也と 分 註して ある。 造 木 は 穴お^ の 如く 建 木の 誤お 

• ,  、 」►,  タ ヴゲ 

と WJ はれる が、 羽 名 抄の銶 o 都^/依 式 帳の 立 削 又は 立 義鋅を 意味し、 枕詞と して 川 ひら 

れた ものたり とする 說 〔お 辭考ぃ 〔紀 傅〕 〔一； 一お 別〕 は、 北 ハがム 力 へ (迎) にか、 る it. 出の 何たる を 問 

はす^ 解と すべきで， タ.. ツキ は逍案 內の爲 に^てた 木 をい ふ もの、 やうで ある。 さりな が 


ら建 木の 字義に よって タヅ キと名 づけた ので はなく、 タヅ は タヅ ネ (尊) の 語^で， II 韓 

チヤ ヅル 

語 沖 ス N( 尋) も 同 原から 出た ので あらう —— キ (木) なくと も此 意に 解せられ るので * 山 タヅ 

とも 稱へ、 タ ドリ (迎) とい ふ 語 を も 派 成した ので ある。 古今 集に 「をち こちの タヅ キも知 

らぬ 山中に おぼつかな くもよ ぶこ 鳥 かな」 と ある タヅ キも之 をい ひ、 手引と なる が 故に 便 

とい ふ 意 を 以て ム 力 へ (迎) とつ ビ けたので ある。 萬 葉 集 第六卷 にも 山 多 頭 ノ迎參 出 ムと川 

ひた 例が ある。 

むかへ を ゆかむ 迎へ行 カムと いふ 意。 ヲは 間投詞 的に 揷入 せられた ので、 見ッッ ヲ居ラ 

ム、 見テ ヲ傯バ ムの 如く 古い 語法で ある。 ムカ へ は ムカヒ (向) の 他動詞 形で あるが、 原義 

には變 りがない から、 ム 力へ 行 クは行 キ迎フ と 大差 はなく、 唯 其 目的が 場所で はなく 或 者 

である こと を 表示す る。 未 來格を 用 ひたの は 一 種の 意嚮 法で ある。 

まつに はまた：. し ハは强 意の 爲に揷 入せられ た 助 語で、 マツ 一一 マツ は待チ 一一 待ッと いふに 同 

じく * 上の マツ (マチ) を 副詞 形と する 爲に 一一 を 添付した ので ある。 されば 語勢 は 大に强 め 

られて 居る が、 單に マツと いふと 意に 於て 大差 はない から、 待ッ 11 ハ待タ ジは斷 然待ッ マ 

輕 太子  五 五 


一一、 遠 飛 fti? 宫 (允恭 朝)  五六 

ィと いふ ことで、 ジは 打消の 意嚮 表示と して 用 ひられた ので ある。 

タヅ キ 

〔大意〕 君の 行旅 は 頗る 長くな つた。 山中の 道標 を迎る やうに 行って 迎 へよう。 待 

ちに 待つ こと はしまい 

此耿は 上記の 如く 萬 葉^ 笫ニ卷 に は、 筇三句 以ドを 山 タヅ ネ迎へ カ行 カム 待チ 一一 

力 待 タムと 改め、 ^姬^ 后の 御耿 として 收錄 せられて 居る。 其 傅 承 も 亦 深く 信す 

るに 足らぬ が、 之 を 衣 通 王の 作と する ことに 異論が あつたの は 事 實 とせねば なる 

まい。 此 皇女の 伊豫 渡航が 後記の 如く 虚構で あると すれば、 此 やうな 歌 を 詠まれ 

たと は 思 はれぬ。 

^女が 後 を 追うて 来られる の を^ち 想 はれた 太子の 御 歌 

〔記〕 許 母^ 久能 波 都 世 能 夜 麻 能 ，ぉ富 袁爾波 波 多 波^ 陀. ITj 仵袁袁 波 多 & 

"ダテ ォホ， -ーシ ナカ サダメ  ~ ォモ t プヤ ァ ハレ プクュ .1  ノ  I- , ャ：. *:r  - ャ h- 

^陀. .ri 意^ 袁爾斯 那加 佐陀齊 流 淤母 比^ 麻 阿波 藉 都 久由美 能 許. 仅流 許- 仪 s; 


母 阿 豆 佐 由 美 多 nrl 理多 且理母 能 知 母 登 现美流 意 母 比 豆 麻 阿波 禮 

二 もりく の コ モリ (隱) ク (處) ノ (之) は ハッセの 修飾 的 枕詞で、 之に か.^ る 理由 は 次に 說く 

通りで ある。 

はっせの やまの ハツ はホ (秀) ッ (出) の轉 呼で、 フト (太) に 通じ、 セは 川の 瀨卽ち 水流の 急 

なる 部分 を 意味す るから、 ハッセと 云へば 大溪と 了解せられ、 長 谷と も 書く ので ある。 此 

意味 を 以て 大和の 磯城 郡 を 流れる 河川 中の 最大なる もの に此 名を與 へ、 轉 じて 共 沿岸の 地 

名と なり、 更に 山地に も 及ぼして ハ ッ セ の 山と 稱 へる やうに なった ので ある。 現 時 は卷向 

山に 隣す る 標高 五 四 八 米 を呼稱 して 居る が、 此歌 によれば 今の 初 瀬 町 附近の 丘陵 を も 含む 

もの k やうで ある。 コ モ リク (隱處 ) を 枕詞と する の も 其 上流が 幽邃なる 山地に あるからで 

あらう。 

お ほ をに は 大丘 一一 ハ の 謂。 山の 尾と いふ 意-から 丘陵 を ヲと稱 へ、 之に 力 (處) を 連ねて ヲカ 

(岡) とい ふ 語 を も 生じた ので ある。 —— 峽を ヲと訓 むの は轉篛 による もので、 正しく は 力 

ヒ である。 

輕 太子  五 七 


二、 遠 飛 ft! 宮 (允恭 朝)  五八 

はた はりだて 畑懇 リ立テ とい ふ^。 タテは 造 リタ テル， 爲タ テル、 磨キタ テルと いふが 如 

く、 今 もェを 終へ ると いふ 意味に 川 ひられる ので ある。 從來幡 張逑の とし- 守 部 は 喪 葬 

令の^ 斂 調度 を引證 して 葬 時の 幡と 解した が、 其 は 「竿」 を 以て 数 へられる 所 を 兒ても 張ル 

もので はなく、 大小^に 建て 繞らす ものと も へられぬ。 

さ を をに は サは 接頭お で、 ヲヲは 小 介-の 篛 である。 

はた は. o だて 以上 六 句 は 序で あるが、 全然 無關 係の^:? を聯 ねた ものと も^はれ す * 次の 

歌に も ハッセ 川 を-がと してお るから， 皇子 又は 皇女に 多少の 緣故 があった ので あらう。 W 

后 の 本 K が 初湘川 に 近い 忍 坂で あ つ た こと を 思 ひ 合 はすべ きで ある。 

お ほ をに し 大丘 に才ホ (凡) をい ひかけ たので (上 I 二 七 七 K 參 照〕、 ヲを 添へ たの は 仲 昔 表示 

の爲 か， 若く はォ ホロの 轉 呼 であらう。 シはゾ に 通す る。 

なかさ だめる 仲 (ヲ) ^メ アルの 謂と 了解 せられる。 ナカ は 中 問の 篛 から 轉 じて 或 W おのお 

係 を も 意味す るので、 古今 集の 序に は 「ER 女の ナカ を も 和げ」 と あり， 今 も ナカが おい， ナ 

力 ^ひ、 夫^の ナカ 等の 如く 川 ひられる。 共 故に ォホに (漠然) 仲 (ヲ) ^メ アルと r ム へば、 


關 係が^ 然せ ぬと いふ 意に なり、 太子と 大郞 女との 問に は 兄妹 以上の 情誼が^: する にして 

も， 尙 夫婦と 稱す るに は 憚りが ある こと をい ふ ものと 了解 せられる。 此は七 音 句で あるか 

ら、 定メ アル を定 メルと 約 縮せ ぬ こと を 可とする ので あるが、 口吟に 於て はァ 韻が 判然と 

現 はれぬ から、 此 やうに 表記せられ たので、 實際 はァが 介在す る 含み を 以て 發音 したので 

あらう。 I 此 一句 を 不可解と して 從來區 々の說 を 生じた ので あるが、 其 は 寧ろ 上句の ォ 

ホ ヲに對 する 認識の 不足に 因す る もので、 上述の 如く 解釋 する に 於て は、 此句も 亦 外に 解 

き やう はない ので ある。 されば 先 擧の所 說をー 々批判す る 必要 を 認めぬ けれども， 守部說 

の 如き は 極力 排斥せ ねばならぬ。 此擧 匠に よれば ヲは 墓の 義で、 「凡 ソに墓 を 定め」 た 後、 

遙 々 伊豫まで 出向 はれた 皇女 の 心 ざし を 可憐な りと する 御 心 もち を 詠 じたと いふので ある 

が、 其證 として あげた 東歌の ヲ n の ハツ ヲ 〔三 四 六 八〕 を 丘 等 之 * 墓と 解す る こと は 不可能 

で、 假に墓 を ヲと稱 へた ことが 有り得た としても、 凡ソの 墓と いふ 語句 は 成立せ す、 更に 

之 を 約して ォホヲ と 表現す るが 如き は國， 語に 於て は 許されぬ ことで ある。 

おも ひづ まあ はれ ォモヒ ヅマは 雄 略 天皇の 御製 (第 七 六 頁 ：} にも 見え * ォモヒ (想) とい ふ 動 

輕 太子  五 九 


二、 遠 飛 鳥 宮 (允恭^)  六 〇 

詞の 一 形態 を 名詞 的に 川 ひたの は， 我 ガ想フ 妻 を 簡約す る 一 手段と も 了解 し^られ るが、 

牝は 公然 ッ マと 呼ぶ ことの 出來ぬ 意中の 愛人 を 意味した ので は あるまい か。 萬 葉^^ 十 一 

i  ァガモ K ツマ <  , 

卷 の 「奥山 の 石 本^ の极 ふかく も S ほ ゆる かも 吾 念 妻 者」 も问樣 に 解す る ことが 出來る ァ 

ハ レ がァァ (嗚呼) と 同義の 感動で あると いふ こと は旣に Mi 述べた 通りで、 「哀」 の 意で は 

ない。 II 此歌は 兩^ど り 成り、 以上 を 以て^ 一齣の 終と すべき こと は 守 部の 說の 通りで 

ある。 

つく ゆみの ック ュ ミが弩 弓の 謂なる こと は旣 に上卷 (第一 四 五 頁) に 述べた。 

二 やる 二 やり も コャリ (コ ャル) はコ ィ (臥 伏) の 意の C 動； 1 で- 他動； I として はコャ シ (コ 

ヤス) というた ので あるが、 兩語 共に：： 十く 廢れ て、 ^らコ ロビ 〔=〕 及コ ロバ シ 〔他〕 とい ふ 

移 を F ひる やうに なった (コ 口 はコャ の轉 呼)。 ツクユ ミは 伏せて 用 ひる もので あつたから 

o  o 

コャル とっ^け たので、 次. 5： の 例に よれば コ ャ リコ ャリと あるべき であるが の リツ 

一一 ハ r タジと 同様に、 昔 便に よって 上の リを ルと變 化した ものと 思 はれる。 さりながら 殊 

^に 此：？ だけ を轉 呼すべき 理由 もない から、 或は 守 部說の 如く 誤記であった かも 知れぬ。 


d: 語 を 二つ 重ねた のは强 意の 爲で、 今 も W ひる 語法で ある。 

あづさ ゆみ ァヅサ (ユミ) が投箭 器の 謂で、 弓の 一 嵇 の名稱 なること は 旣述の 通りで ある 

(上-ニニ  二-買 )o 

たてり たてり も タ テリ は 立 チ在リ の 約で、 コャ リに對 立し * 同じく 强 意の 爲に之 を 重ねた 

ので ある。 ァヅサ 弓 は 立て 、用 ひた ものと 思 はれる (上 —ニニ 一  買)。 

のち も S りみ る 後 (一一) モ執 リ見ル とい ふ 意。 執 リは弓 の緣 語で、 ミト ラシ (御 執爲) の 形に 

於て は、 其異稱 (敬語) とも 了解せられ るので あるが、 此句は 兑ルに 重き を 置き、 弓 は 後に 

も 見る ことが 出來 るが、 大郞 女と は 再會の 期の ない こと を 嘆息せられ たので ある。 從 つて 

前文に 追 到 之 時と あるの は 疑と すべきで、 次の 歌に よる も 配所で 會 見せられ たものと 解す 

る こと は 困難で ある。 

おも ひづ まあ はれ 

〔大意〕 —— 上 六 句 は 序 —— 漠然 中ら ひ を 定めて ある 意中の 妻 は 嗚呼 (第一 齣)。 伏 

せる ック 弓、 立てる ァヅサ 弓 は 後に 執り 見る こと も あらう が、 意中の 妻 は 嗚呼 

輕 太子  六1 


二、 遠 飛 rtl 宫 (允お 剁)  メ 一 一 

(第一 1 齣)。 

又耿曰  ■ 

c; 記： ^都 ^^賀 波^ 加 尖 都 勢. 附 伊久 比袁宇 知 斯毛都 勢. m  k 久比 

きお^  ま i  ^^^^^  ^ 多 麻 袁加斌 麻 多 麻那识 §^ 

A&^^l ハ ^^^^fr  ii^  ^^•^ti  ^弊 ^ 母^ 加 米 久. 附袁 

モシ ヌパメ 

母 斯怒波 米 

- 一 も. o くの 

^つせ のか はの 此河は 今 も 初瀨 川と 呼ばれ， 北ハ淞 を山逡 郡の 山中に 發し * 佐 保 川と 介し、 

他の 諸 川と 共に 大和 川に # 流して ぱる。 

かみつせ に 上 ッ湘- 一 

、—くひ A うち イク ヒは 穴^ 說の 如く^^ の^で、 叫 鏡 を かけて 祌^ を^る 爲の 枕で あるか 


ら、 ィ (齋) とい ふ 語 を 冠した ので あらう。 

しもつ せに 下ッ瀨 11 

まく ひ をう ち 此 ^ も 亦 眞玉を かける 爲 であるから イク ヒと いふべき であるが、 重複 を觖ぅ 

て 敬語 ミ (御) に 通 する マ を 冠した ので あらう。 

いく ひに は 

かがみ を かけ 鏡 を 掛ける の は 上記の やうに 祭神の 幣 とする 爲で、 崇祌紀 の 丹 波の 小 兒の律 

語 (上— 一 〇 七 頁 ：> に 於ても 見る が 如く、 鏡と 玉と は 古 來祌幣 の、 王耍 品と せられた ので ある。 

まく ひに は 

また まも かけ タマ は寶 石に は 限らす、 圑塊狀 の 品物の 總稱 であるから、 珠玉 を 表示す る爲 

に、 特に 眞の 意の マ を 接頭した ので ある。 II 以上 十 句 は 序で あるが， 恐らく は 初 瀨に於 

て は 上古 こ & に描寫 せられた やうな 傣禮を 以て 川 祭が 行 はれた ので あらう。 

また まなす ナス は 厘 i 述べた やうに 比況 助 語で あるから、 此句は 「珠玉の 如き」 とい ふので 

ある。 

輕 太子  六 三 


二、 遠 飛 rt! 宮 (允恭 朝)  六 四 

あが も ふい も ^ガ 想フ 妹の 意。 六 昔で あるが、 吟誦の 際に は^れた ォ の- M が 現 はれて、 七 

お：：.：？ と！： 一 ^俯になる ので あらう。 

かがみな す 「銥の やうな， とい ふ 意で、 玉と じく^ 貌に况 へたので ある。 

あ. かも ふつ ま 巧ガ想 フ^ 

あ. OS 在リト (三 昔  一：？) 

いはば こそに ：. ムハバ コソを 一個の 體 In と^て、 之 を 副詞 的に 川 ひる 爲に 一一 を 添へ たので、 

記の 本岐 歌に も冋 一 例が ある (上 I 三 一 〇 頁〕。 —— 此ー 一句 を 合 はせ て 一 句と： ^る こと も 可能 

であるが、 長 句が 四 句述繞 する 例 は 絡 無で あり、 されば とて： a- 句に 九 昔 を充當 した ものと 

見る こと も、 此 場合に は 聊か W 難で あるから、 後^ ffi: 槳 m の： i 歌に なら ひ、 二 句に 分割す 

る こと を 可とする。 

いへ にも ゆかめ .： 豕 にも 行かう がと いふ 意。 短句と^ なすべき である。 

くにを もしぬ ばめ ク 一一 は 鄉土を 意味し、 前 句と M じく^ 接 表示で あるから、 ^巾の：^ 人 は 

旣 に故鄉 の- 冢に 生存せ ぬ ものと 了解せられ る。 


〔大意〕 —— 上 十 句 は 序 —— 玉の やうな 妹、 鏡の 如き 妻が 居る とい はヾ こそ、 家に 

も歸り もしょう、 故 鄕を傯 もしょうが (今 は 其 かひがない) 

此 につ V- けて 如此歌 卽共自 死と 記 注せられ て 居る が、 二 首の 何處 にも 皇女 を 待ち 

迎 へ た 喜 は 少しも 現 はれて 居らす、 之に 反して 再會の 望の ない こと を 嘆息す る氣 

分が 溢れて 居る 所 を 見る と、 若し 此ニ篇 が 事實輕 太子の 御作であった とすれば、 

大郞女 は 配所に 來會 せられす、 大和に 於て 太子に 先立 たれた ものと すべきで、 其 

凶報が 御 耳に 達し、 今 は 生ける かひな しとして 自滅せられ たの を、 記の 文の やう 

に誤傳 せられた ので は あるまい か。 但し 此ニ首 も亦實 詠で はなく、 讀歌 也と せら 

れ、 樂曲は 存在し なかった やうで あるが、 尙 他の 曲名 を 有する 七 首と 共に、 歌劇 

の 一 部分 を 構成す る ものであった かも 知れぬ。 されば 萬 葉 集 第 十三 卷の相 聞 中に 

も、 次の 如く 終末 語句に 小 變更を 加 へ て收錄 せられて 居る ので ある。 

隱 りくの はっせの 川の 上つ 瀬に い 代 をう ち 下つ せに ま 代 をう ち 

輕 太子  六 五 


二、 遠 飛 馬 宫 (允恭 朝)  六 六 

い 代に は 鲩を かけ まく ひに は 眞玉を かけ ま 玉な す 我 念 ふ 妹 も 鏡 

なす 我 念 ふ 妹 も ありと いはべ こそ 國 にも 家に も 行かめ 誰が 故に 

,ィ 力 t 

ん #1 に撿， 一 古事記 一 曰、 件 歌 者 木 梨之輕 太子 自死之 時所レ 作者 也と あるの は、 勿論 編 

者の 記入で、 此注 もな く、 古事記 をも讀 まぬ 人が、 此歌 を^いた としたら、 恐ら 

く は 家！！ を 離れた 初瀨の 里人が、 故 鄕に殘 した 愛人の 死亡 又は 變心を V にして 哀 

傷の 懷を 述べ たものと 了解す るで あらう。 

耿謠は 原形 を设 よく 保存し 得る 可能性の ある 傳承 であるから、 折に 觸れ ての 吟 

詠が 如 實に傳 へられた とせば、 其 ほど 有力 確實 なる 史料 はない^で、 縱ひ 詠史で 

あるに しても、 其 事實の 記憶が 尙 新しく、 眞 相が 叨 であった 時代に 作製 せられた 

ものなら ば、 ^贵 重な 參考 となる ので あるが、 共眞膺 と 作製の 年代 を 鑑別す る こ 

と は 至難の 業で ある。 本章に あげた 十數 首の 歌謠の 如き も 本質の 不叨の ものが 多 


いから、 吾人 は敢て 前文の 所 說に捉 はれる ことなく、 忠實に 歌詞 を撿 討して 眞意 

を 察する の 外 はない ので ある。 


輕 太子  六 七 


三、 朝 倉 宮 (雄 略 朝) 紀 十一 首ノ記 十四 首 

此 朝に 入って は 記錄も 益々 完備したので、 當 時の 作と 認定せられ る 歌謠が 多く 

なった けれども、 尙盡く 實傳と 見なす こと は出來 や、 現に 紀記兩 書の 間に 少 から 

ぬ 相違が あるので あるから、 双方に 揭载 せられた 歌に 在って は 原 歌に 近いと 思 は 

れる もの を宗 として 說述 する ことにした。 紀には 年次が 明記して あるが、 縱ひ此 

御世に 於て は甚 しい 年代 延伸が 行 はれなかった としても、 尙確實 なる 根據が あつ 

たと 信す る こと は 困難で、 適宜 配當 した もの、 やうで あるから、 之に 捉 はれる こ 

となく、 大 體揭载 順によ つて 序次し、 年紀は 一 切 省略す る。 

ップラ ノ 

〇 圓 大 臣 


三、 朝倉宮 (雄 略 朝)  七 〇 

安^ 天皇 を弑 した 眉 輪 王 は、 坂 合黑彥 皇子に 伴 はれて、 葛 城の 圓 大臣 (武 

内 宿禰の 曾孫) の 邱に竄 入した。 ま 弟 大泊瀨 皇子 (雄 略 天皇) は 犯人の 引渡 

を 要求せられ たが、 圓が 之に 應ぜ ぬので、 大兵 を 以て 其 邸 を包圍 せられた 

ァュ t 

時、 庭に 下り立って 裝 束す る 夫に 脚 帶を梭 げた 大臣の 妻が 馆 然として 悲吟 

した 歌 

ォミ /  n ハ タへノ ハカ ヤヲ ナナへ チ シ -ーハ -ー タタ シテ ァョ t ナ ダス モ 

〔紀〕 飫^ 能古簸 多 倍 能 婆 伽 摩^ 那那 陛^ 拖 懈 播懈陀 陀始諦 阿遙比 那陀頌 幕 

おみの 二 は 大身 之 子の is で、 才ミの 少女 (上 —ニニ 八 頁) に對 し、 名門の 男子 を 意味す る。 さ 

れ ばォミ (臣) の カバ、 不を冇 すると 否と に拘 はらす、 士流 をもォ ミノ コ と稱し (天 智紀童 *s)、 

天武朝 制定の 八 色 姓 中笫六 階の 臣は ォム ノ コ と訓 せられて 居る。 前文に よれば 此ォ ミノ コ 

は M 大臣 を 指す ものと せねば ならぬ が、 此 歌が 果して 其 妻の 作で あつたか は， 後記の 如く 

頗る 疑問で ある。 

たへの はかまな ハカ マはハ ク (穿) モ (裳) の轉 呼で， 裳の 裾 を 二つに 分け、 左右の 足を^々 


に 入れる やうに した もの をい ひ、 制 式が 變遷 して 遂に 今日の 袴と なった ので ある。 モ (裳) 

乃至 ハカ マ (袴) の 材料 は 上古に 在って は必 しも 織物に 限ら. f へ ヒ タサヲ (麻の 直 條)、 タ 

クヌノ (樹皮 布)、 タタ ミコ 乇 (手 編の 裳) を も 用 ひたが、 上流 は 織布 卽ちタ へ を 供用した。 

タへは 本来 手で 綜た布 をい ひ、 織 器の 機構が 尙 未だ 發 達せぬ 以前に 於て、 手 を 以て 經線を 

a  n ィ卜 

上下 交錯し、 緯線 を 通して 織り 上げた ものであるが、 一般に 布帛の 義に轉 用せられ る やう 

になり、 漂泊 するとせ ぬと によって 二 ギ (和) タ へ， 又は ァラ (麁) タ へ と稱 し、 - ギタ へ に は 

細 布 又は 妙 布の 字 を あて、 更に 略して タ へとの み稱 へた。 此 にい ふタへ は 如何なる 種類の 

もので あつたか 判明せ ぬが、 之 を 上等の 布帛 若く は 絹布なら ざるべ からすと する の は速斷 

で * 單に 布帛の 袴と 解すべき である。 

ななへ をし ヲシ は上卷 (第一 六 〇 頁) に 述べた 通りに、 飮食 又は 口供の 義 であるが、 メシ (目 

爲) が 着用の 意に も 用 ひられる やうに (衣服 を オメ シ ともい ふ)、 ヲ シ も亦此 場合に は 同義 

に轉 じたので ある。 ナナへ は 勿論 七重の 謂で あるが、 必 しも 數を限 つたので はなく， 多く 

の 裳 を 重ねた とい ふ 程の 意で、 富裕 を 表示した ので ある。 


三、 朝倉宫 (雄 略 朝)  七 二 

に はに たたして 庭 一一 立チテ とい ふ 意。 タタ シは タチ (立) の 敬語 法で ある。 

あよ ひな だす も ァ ョ ヒはァ ュ ヒ (脚 結) の轉 呼で、 前文に 脚帶と ある やうに、 袴の 裾 を 結^ 

する 紐 をい ひ、 征旅 出陣に 際し；， 仃 動に 便な らんが 爲に之 を 施した ので ある。 ナ ダス は ナヅ 

(縻) の 敬語 形で * 原 篛は竝 着で あるから (上 —一 一 M 頁」、 結^ を 整頓す る 意と 了解せられ 

厶  厶ノ ァ ダス 

る。 之 を ワク ス 〔釋 紀〕、 タ ダス 〔抄 〕、 之徒爲 〔解〕 の轉 呼と する の は不當 で、 前 句に よる も 

此は 敬語で あらねば ならぬ。 

〔大意〕 大身 (名門) の 子 は 布の 袴 を 多く 重ね、 庭に 立って 脚帶を 整頓せられ るよ 

ョ ゾホヒ 

右に よれば 此歌は 貴族の 子弟が 出陣 又は 征 旅の 裝す るの を 詠 じた もので、 後世 

ならば 緋緘の 鎧 をつ け、 鳅形 打った る 兜の 緒 を しめたと でも 形容す ベ き 光お にあ 

たり、 颯爽た る 風姿 を稱 歎す る 趣 は あるが、 悲愴の 感は少 くと も 表面に は 現 はれ 

て 居らぬ。 一 戰に 及ぶ^ 悟 を 以て 籠城した 大臣の 妻が、 包 園 をう けたから という 

て 忽ち 前途 を悲觀 したと いふの も 餘り心 弱く、 我 上代 婦人に はなり^ ぬ ことの や 


うに 思 はれる から、 紀の傳 承 は 縱ひ葛 木 家から 出た 資料に 基く ものであった とし 

て も、 此 歌に 關 する 限り は 恐らく は事實 では あるまい。 

〇 草 香 逸話 

タ ダコェ 

大后 (若 日 下 王) が尙日 下に 居られた 時、 天皇 は 直 越の 道 を 經て御 訪問 あら 

せられた が、 皇女が 日に 背いての 行幸 は 恐 多い から、 自分が 參內 奉仕す る 

とい はれた ので 還 幸の 途次、 其 山の 坂の 上に 立 坐して 詠まれた 大御歌 

〔記〕 久佐 加辨能 許 知能 夜 麻 登 多多 美 許 母 弊 具 理能夜 麻 能 許 知 碁 知能 夜 麻 能 

賀比爾 多 知 邪 加 由 流 波 毗呂久 麻加斯 母 登爾波 伊久美 陀 氣淤斐 須惠 弊爾波 多 

斯美陀 氣淤斐 伊久美 陀氣 伊久美 波泥受 多斯 美陀氣 多 斯き波 韋泥受 能 知母久 

美泥牟 曾 能 淤母比 豆 麻 阿波 禮 

くさ かべの クサ 力 は 河 內の舊 地で、 大和の 生 駒に 接し、 神武 天皇 も 其 坂に 於て ナガ スネ彥 


三、 朝倉宫 (雄 略 朝)  七 四 

と 一 戰 を-: 父 へ られた (壹 I 七 一 頁)。 此 皇女 は 御 兄と 共に 此鄉に 居住せられ たから 其 地名 を 負 

はれた ので、 之に 奉仕す るお 部 を も • 共 部^ を も クサ 力べ と稱 へたので ある。 II ：= 下と 

いふ 字 を 充てた の は、 祌武紀 (記) に 皇^が 日に 向って 進軍した と あるに よる か、 おく はク 

タダ 

サカ (草 處) は 太陽の e 射 を 受ける からで あらう 11 此 地から 生 駒 村に 越える 山逍 が卽ち E 

越で ある。 

二ち の やま VJ 此方 ノ山ト 

たたみ 二 も 枕詞 (上 —一一 六 頁；。 

へぐ りの やまの へ ダリ は 今の 大和 國生駒 郡 平 群 村 地方の ことで (上 I  一  二 c=0、 日 下と は少 

しく 離れて 居る が、 e 越 を 經て龍 S に 出る 徑路 にあた るから、 之 を 取り 八：： はせ たものと S 

はれる。 

二ち ごちの 此方 此方の 謂で、 此と此 とい ふやう に 指呼す る 場合に 川 ひられる。 

やまの かひに カヒ は交會 の^で あるから、 ャ マの 力 ヒは峽 谷 を 意味す る。 眾 にカヒ とのみ 

も稱 へ、 大 峽小峽 をォホ カヒ、 ヲカヒ と訓み 〔大殿 祭〕， 山 の 地と いふ 意 を 以て カヒ (甲 


斐) とい ふ 國名を も 生じた。 

たち ざ かゆる 立チ 榮ュル 

はび ろく まか-し 葉の 廣ぃ クマ 擡を いふ。 クマ 稷と いふ 名稱 について は上卷 (第一 一六 買) に 

於て 所見 を 述べた。 

も S に は 次の 末へ 一一 ハと いふ 句に 對立 する ものと せば、 契 沖說の 如く モト へ 一一 尸 と あるべ 

きで ある が (上 II 一 一 一 三 真 參 照)、 次 句 の 七 音との 釣合 上から い う て も 五 音 を 可とする にも 拘 

はらす、 へ を 省いた の は欞の 木の 下 一一 ハと いふ 意で、 本末の 本の 義 では あるまい。 

いくみ だけお ひ ィは 接頭語、 クミ はコミ (籠) に 通じ • クミ ド (隱處 ) の 如く ffl ひられる 語で 

(一一 I 六 一 買 參照 )• 枝葉の コ ン モリ 茂って 居る こと をい ふので あるが、 クミ 竹と いふ 種名が 

存 したので は あるまい。 ィを 冠した の は 次に ィ クミ の 序と して 用 ひんが 爲 であらう。 

すゑへ に は ス H へ は 末 方の 意で あるが (上 I  ニニ 四 頁)、 ク マ 樫の モトに 對 する ス H として は 

此 場合 不適 當 であるから、 樹幹から ゃ& 遠い 所 を 意味す るので あらう。 一面に 生 ひ 茂って 

居る 笹を、 ク マ槿 から 見て モトと ス M へ (先方) とに 區 別した こと はあり 得る。 

草 香 逸話  七 五 


三、 朝倉宫 (雄 略 朝：)  七 六 

たしみ だけお ひ タは 接頭語で、 シミは 繁密の 意 ゆで ある。 此も 密生した 竹 をい ふので ある 

が、 次の クシと いふ 語に 言 ひかけ る爲 に、 特に タを 冠した ので あらう。 -II 以上 十二 句 は 

莨景を 以て 序と したので ある。  . 

いくみ だけ 次 句の 序 的 枕詞。 

いくみ はねず 此ィ はィヌ ル の ィと 同じく ョ (夜) の轉 呼で (上 —二 〇 頁)、 ク ミはコ モ リ (ig) の 

原語で あるから、 夜^ リー 1 或は 夜ヲ ^メテ^ ズと いふ 意で ある。 此句は 先 舉之を 解き 得な 

かった。 

た-しみ だけ 次 句の 序 的 枕詞。 

たしに はゐ ねず タ シは滿 足の 意、 ヰネは 同衾 を 意味す る こと 旣述の 通りで ある (. 第五 五 

の ちもくみ ねむ 後 ( _1 ) モ^リお ムと いふ 意。 

そのお もひづ まあ はれ 共 想 ヒ妻は 前 句 を 受けて 想ヒ妻 と^り 寢 むと いふので、 ァ ハレ はァ 

ァ (^呼) と 同じく 感動の 意 を 以て 添付せられ たので あるが、 前^^の みに か、 るので はな 

い。 前文 及 上句に よれば 切 角河內 まで 臨幸せられ たけれ ども， 卽日 成婚に は 至らなかった 


とい ふので あるから、 尙 未だ 妻と 呼ぶ ことが 出來 ぬので、 ォ モヒヅ マ卽ち 意中の 妻と いは 

れ たので あらう (第五 九 買)。 

〔大意〕 日 下 村の 此方の 山と 平 群の 山と、 其 處此處 の 山の 谷に 生ひ榮 えて 居る クマ 

欞の樹 下に は イク、、、 (籠) 竹が 生 ひ、 先の 方に はタ シ 、、、(密生) 竹が 生 ひて 居る。 

ィ ク ミ竹 とはい ふが ィ ク ミ (夜 籠) には寢 す、 タ シ ミ竹 はあって もタ シ (満足) に 

は 枕 を 交さす (遺慽 である)。 後日 其 意中の 妻と 籠り 寢 ようよ。 ァァ 

若 日 下 王 (幡梭 皇女) は 安康 天皇が 皇弟 大泊瀨 皇子 (雄 略 天皇) の 爲に娉 せられた 方 

で、 天皇 御兄弟の 御 叔母に 當る。 然るに 娉罇使 根臣の 中傷に よって 悲しむべき 事 

件が 發 生し、 同 母 兄 大日 下 王 (大草 香 皇子) は 之が 爲に 非業の死 を 遂げられた が、 

皇女 は 其 際 引取られて 皇弟 (雄 略 天皇) に 配せられ たので あるから 〔 紀〕、 —— 記に 

は 明示 せられて 居らぬ けれども 事情 然るべ しと 想定 せられる —— 若し 此歌 話の や 

うな 事 實が存 したと すれば、 其 は踐祚 前の ことで あらねば ならぬ。 想像に 過ぎぬ 

草 香 逸話.  七 七 


三、 0 倉 宮 (雄 略 朝)  七 八 

が、 本初 皇子が 来訪して 求婚 せられた 時、 御 兄妹が 皇子の 懔^ を^うて 辭を 設け 

て拒絕 した ことが 凶變を 招く 因と なった ので、 必 しも 根臣の 中傷ば かりが 動機で 

はなかった かも 知れぬ。 天皇が. a 弟の 結婚に 干涉 せられる とい ふが 如き は、 少く 

とも 此 時代に 在って は 稀 有の 例に 屬 する。 紀が此 歌 及 之に 關聯 する 傅說 をお いた 

の は、 右の 如く 事 實に 矛盾す る點が あると 認めた 爲 であらう が、 卽位 前の 事^と 

すれば 少しも 抵觸 せぬ のみなら す、 歌詞 歌 調から いうても 卽 典と 見るべき で、 後 

人の 偽作と は考 へ られ ぬ。 

〇 赤 猪 子 

或 時 御遊 行中 美 和 河 (初瀨 川) の邊 で、 衣 を 洗 ふ 美少女に 御 目が 留り、 其 中 

に 召 出す から 緣づ かやに 居れと 勅命 せられた。 其 女卽ち 引田 部の 赤 猪 子 は 

此 仰せ を 守り、 齡 八十 を 過ぐ るまで 獨身で 居た が、 召命 を 受けぬ うちに 老 


衰は 益と 加 はるので、 聱 取の 儀 鱧に 從ひ、 モモ トジの 机 代の 物 (六 I 一 一八 

K) を備 へて 參內 し、 此事を 申出で た。 天皇 は旣に 忘れて 居られた ので、 大 

に氣の 毒に 思 召した が、 旣に 盛の 年 を 過ぎて 居る ことで あるから、 遂に 娶 

した まふ こと はなく、 多くの 祿 と共に 大御歌 を 賜 はった。 其 歌 

〔記〕 美 母呂能 伊都 加 斯賀母 登 加 斯賀母 登 由 由 斯伎加 母 加 志 波 良 袁登賣 

み もろの ミ モロが 神社の 謂なる こと は上卷 (第二 七 二 頁) に 述べた 通りで、 此ミ モロ も 恐ら 

く は 引田 村に 存 したので あらう。 村 及 社に ついては 次の 歌に 於て 說述 する。 

いっかし. かも £ 嚴槿之 下の 謂で、 イツ はュッ (上 —二 六 二 貢) に 通じ、 神社の 境 內に存 したが 

故に 之 を 冠した ので あらう。 

かし， かも £ 歌 形 を 整へ る 爲に前 句 中の 五 音 を 復誦した ので、 以上 三 句 は 次の ュ ュシ にか & 

る 序で ある。 

ゆゆしき かも ュ ュ シキの 語幹 ュ ュはュ (齋) の疊合 語で あるから、 イミ (忌) シキ とい ふに 同 


三、 朝倉宫 (雄 略 朝. -  八 0 

じく、 赍淨 (神聖) を 意味す る 形容語で あるが、 轉 じて 奇偉 卽 ち n 語の H ライ (偉) の 義を生 

じた。 ラフ ィの H も 亦 恐らく はィ (齋) の鞾 呼で あらう。 イミから 嫌忌の 義が 生まれ， イマ 

ィ マ シィ とい ふ 語が 出た と 同様に、 ュ ュ シも亦 愼マシ 若く は麼ハ シの 意に 用 ひられる こと 

が あるが * 此は赤 猪 子が 多年 童貞 を 守った こと を 偉と せられた ので ある。 

かし はら を S め 樫 原 少女の 意。 赤 猪 子 を さす こと は 勿論で あるが、 稷原を 冠した の は 上句 

に 嚴桉を あげた やうに、 遭遇 地に 此 木が 多かった からで あらう。 穿 整に 過ぎる かも 知れぬ 

が、 此 女の 貞節の 堅固なる ことの 比況と して 橒と いふ 樹名を 繰 か へ して W ひられた こと も 

なり， る。 參內 した 時 は旣に 老年で あつたので あるが、 尙昔 にかへ つて 少女と いは れんの 

であらう" 

〔大意〕 神の 御室の 神聖なる 櫝の 木の 下で 遇うた 欞原 少女 は 偉なる かな 

又 歌 曰  ケ 

〔記〕^^^ き 流 is 良 和加久 g 爾 £lnls 斯母能 淤伊爾 祁流加 母 


ひきたの 宣長は ヒケタ と訓ん だが、 前文に 引田と あり、 祌名 帳の 染 W 祌 社の 所在地 (磯城 

郡 初瀨町 大字 白 河) なること は 明白で あるから、 比氣 多の 氣はキ の 音符と 見るべき で * 古 

事 記に 於ても 其 例 は少く はない (上丄 一三 六 頁 )o 語義 はヒキ (低) タ (田) で、 和名 抄に城 上 郡 

辟 田と あるに あたり、 土地 平 低の 故 を 以て 低 田と も 平 田と も 呼ばれた ので あらう。 前文に 

引田 部と あるの は、 上 揭の日 下部と 同じく * ムラ (村) の 原語 メ (群) の轉 呼で あるが * 此名 

の 民 部 は 存在し なかった やうで ある。 其 首長 引田 公が 稱德 朝に 大神 朝臣の 姓 を 賜 はった 所 

を 見る と 〔續 紀〕、 II 持 銃紀に 見える 引田 朝臣 は 阿倍 氏族で、 全然 別 系で ある II 大 三輪 

氏の 居住地で、 赤 猪 子 も 亦 其 族 女で あらう。 

o  0  力 キ ハミ o  o 

わかく るす ばら 狹狹浪 栗 林 〔神 功紀〕 * 攪食栗 林 〔履 中紀〕 の 栗 林 を クルスと 訓し 居る から、 

此も若 栗 林 原の 意と 解せられ ぬ こと はない が、 林 を スと訓 む 理由 もな く、 林と 原と を 重ね 

て 用 ひる こと も妥當 でない から、 クルス は タニス (國栖 ) の轉 呼と すべきで (伍 I 二 六 一 頁)、 

先住民の 占據 地であった から、 ク 11 ス 原と 稱 へたので あらう。 此 種族 は 菓實を 常食と した 

から、 其 地に 栗 林の 存し たこと も 有り得べきで、 ワカ (若) を 冠した の は、 其 樹木 を 植ゑか 

赤 猪 子  八 一 


三、 朝倉宫 (雄 略 朝)  八 二 

へた 所 をい ふか、 或は 赤 猪 子が 尙 若かった からで は あるまい か。 次 句と 頭 を 押した こと 

はいふまで もな く、 いづれ にしても 此句は 赤 猪 子に 況へ たので ある。 

わかく へに へ は 方の 詨 であるから、 おい^に とい ふ 意で、 ィ  一丁 ンへ、 トコ シ へ (第 一 九 頁) 等 

の 例に よれば、 ワカ シ へと 云 はねば ならす、 述體形 を 以て 修飾した ものと すれば、 ワカ キ 

へ (古 形 ワカ ケへ) であらね ばなら ぬが、 恐らく は 後者 を轉 訛した ので あらう。 形容詞 活 W 

は此 常時 尙来だ 完備し て 居なかった やうで あるから、 傅誦 中に 修正が 施された ものと せね 

ばなら ぬ。 

ゐね てまし もの ヰ ネテは 同衾の 意 (第二 九 頁〕 の 完了 分詞、 モノ は 反 接 を 表示し， マシ とい 

ふ 助動詞 を 川 ひたの は假 想なる が 故で ある (第一 一 頁)。 

おいに ける かも -1 ゲル は 過去 {* 几 了 (^繽 格) であるから、 口^に 直せば 老いて しまうた よと 

いふ^になる。 

〔大 窓〕 引田の 若 栗 柄 原よ (赤 猪 子よ)。 若い ころに 率寢 たらよ かった のに、 (今 は) 

老い はてた よ 


赤 猪 子 は 此大御 歌 を 賜 はって 淚に むせび、 其 著て 居る 丹揩の 衣の 袖 を濕ほ 

して 奉答した 歌 

〔記〕 美 母呂爾 都 久夜多 麻加岐 都岐 阿麻斯 多 爾加母 余良牟 加 微能美 夜 比 登 

み もろに 此ミ乇 n は 普通名詞 として 用 ひたので、 特に 或 祌社を 指した ので はない。 

つく やた まかき タマ カキは タマ (祌靈 ) を 力 ギル (限) とい ふ 意 を 以て 神社の 垣の 稱呼 とし、 

—— 師木 玉垣 宫 〔記〕 の クマ は美稱 で、 同音 別義 である (參 I  二八 頁) I 後記の 如く 古來石 

柱 を 立て 竝 ベて 構築せられ たもの \ やうで あるから、 契 沖說の やうに ックは 築の 意で、 

ャ は 間投詞と 見る べきで ある。 

つきあ まし 築 キ餘シ の 謂で、 右の 石柱 を餘 分に 作った とい ふこと である。 

たに かも よらむ タと いふ 原語に 誰と 孰との 兩義が ある こと は旣 に上卷 (第二 〇 九 頁〕 に 述べ 

タマ カキ  ド 

た 通りで、 此も翳 垣の 石柱の 孰れ かとい ふ 意に 用 ひられた ので ある。 石柱 は 本來其 神の 氏 

赤 猪 子  八 三 


三、 朝倉宫 (雄 略 朝)  「ノ四 

子の 坐 校と し， 祭典に 際し 共々 僴；？ の 石柱に 倚って 占 位した もの i やうで、 今 も 神社の タ 

マ ほ 一は 此找 式の 面影 を 傅へ， 一本の 柱^に 奉獻^ の 名 を 刻す る こと を 例と する。 此 歌に 於 

て は 石 ぼを妃 嫂に 況へ、 餘 分に 作られた が *  * して いづれ に 倚ります ので あらう かとい う 

て、 iR 實娶 される 思 召 もなくて 徒に 約束せられ たこと に對 する 怨愁を 述べ たので ある。 

かみの みや ひ £ 祌ノ^ 人 は 勿論 社 人の 謂で • カミ (祌) とい ふ 語な くと も 其義に 了解せられ 

る こと は旣述 の^りで あるが • 此 は" 大皇に へたので ある。 

〔大意〕 御室に 築く^ 垣 (の 石柱) を餘 分に 作， 9、 其 孰れに 倚る ので あらう か。 神の 

宮人 は 

&の 如く 說明 すると、 眞偽は ともかくも、 赤 猪 千の 怨愁 は设 もよ く 言 ひ あら はさ 

れて 居る。 然るに 從來タ マ カキ (靈 垣) の 譬喩 を 解し 得なかった 爲、 極めて 無理な 

解 澤を與 へたので あるが (特に 守部說 は 最も 牽強で ある)、 一 々駁論す る 必要 は あ 


又 歌 曰 

0E  ^11.11^ き „^ i ハ 4 象 婆知須 ^卸 佐 加 理毗登 登 母 志 岐呂加 母 

くさ かえの クサ 力 (日 下) は 上記の 如く 幡梭 皇后の 本 貫で、 其 地に 苻 した 入江 を クサ カェと 

稱し たこと は 極めて 有り得べき である。 此 附近 は 上古 大和 川の 流域に 屬し、 祌武紀 (記) に 

よ I ば 蓼津 一名 靑雲之 白肩津 とい ふ 泊地が 存 したと あるから * 河水が 彎入して 入. 江 を 形^ 

して 居た ので あらう。 江の 字義 は 河川で あるが、 我國 では 右の 如き 水脈 を も 意味す る もの 

と 了解せられ たので ある。 

いりえの はちす イリ ヱ (入江) は 右の クサ 力 江 をい ふので、 之 を 反復した の は 歌 調 を 整へ る 

爲 である。 ハチ スの 語義 は蜂巢 で、 形狀の 相似に より 蓮 子に 與 へた 名で あるが * 後世 此植 

物の 稱 呼と 了解せられ、 蓮 子 は ハチ スの ミ、 芙渠 (芙蓉) は ハチ スパナと 呼ばれ * 略して ハ 

ス とも 稱 へる やうに なった。 


三、 朝倉宫 (雄 略 朝)  八 六 

はなばち す ハチ ス はおの 如く 蓮 子 卽ち蓮 を 意味す るので あるから * 花の 唤く 蓮と いふお を 

以て ハナ バチ スと稱 へたので ある。 ハチ ス • ハナ バチス と 重ねた の は、 意を强 める と 同時 

に^^ を^む 爲 と^はれ る。 此は 比況と 序と を かねた 枕詞で、 次 句ミ (實) にい ひかけ たの 

である。 

みの さかりび £ 身ノ盛 人の 意で、 初 句に クサ 力， 江と いふ 地名 を點 出した 所 を 見る と、 若 日 

下 皇后 を喑 示す る ものと せねば ならぬ。 

S もしき ろか も ト モ シは 韓^ fyoo と 同 原から 出た もの 、やうで- 乏少、 希 適.^^ 等の 篛 

が あるが • 此は荬 マシィ とい ふ 意に 用 ひられた ので ある。 n カモは アルカモから 轉 成した 

ま 合 語^で， 名詞 及 形容詞の 連體 法に 連結す る (上— 一 七 五 頁) C 

〔大意〕 U 下の 入江の 花 速の やうな 盛りの 身の 人 は^ましく あるよ 

此四首 は 純然たる 短歌 形で、 初 句の 外 は 標準 句 長が 餒守 せられて 居る が、 志 都 

耿 也と 記 註せられ て 居る 所 を 見る と、 樂曲 によって 俾 へられた 古耿 であらう。 當 


時の 社會狀 態と 天皇の 御 性行と に 鑑み、 此 やうな 事 實が存 した こと も 有り得べ き 

であるが、 記の 前文に は少 くと も 若干の 誇張が ある。 齡 八十に 達する まで 召命 を 

待った とい ふが 如き は其最 なる もので、 此書 (古事記) に は 先帝 (安康 天皇) 弑 害の 

時には 天皇 は尙童 男で あらせられ、 崩御の 年の 御 壽考は 一 百 二十 四歲 とせられて 

居る ので あるから、 在位 も 百年 以上と せねば ならす、 其から 赤 猪 子の 年齡を 割出 

したので あらう が、 後 繼の各 天皇 及 廷臣 等の 壽 齢から 推しても、 其 やうに 御 長命 

であった 喾 はない から、 恐らく は 干支 一蓮 を過算 した ものと すべきで、 紀の編 年 

から 推算しても 六十 一 一歳と なる ので ある。 されば 紀の 編者 は 之 を 不合理と して 削 

除した ものと 思 はれる が、 全然 無根と 認定すべき 論據も 薄弱で あるから、 或は 美 

和 川の 遭 逢 は 天皇が 尙 未だ 登極せられ なかった 以前の ことで、 卽位後 若干 年を經 

て も 御 召 出がなかった から、 歌 を 以て 愁訴し、 天皇から も 慰撫の 大御歌 を 賜 はつ 

たので あるか も 知れぬ。 


三、 朝 倉 宮 (雄 咯剁)  ^\ 

〇 吉 野 行幸 

吉野 行幸 傳說 に附帶 する 歌謠 は、 其數に 於ても 歌詞に ついても 紀記 所^ を 異にし 

て 居る から、 以下 別々 に說 くこと とし、 先づ 記から 始める。 

天皇 吉野宫 に 行幸の 時、 吉野 川の 濱に 於て 或 美少女 を 見出されて 之 を 寵幸 

せられた。 其 後 再び 吉 野に 行幸 あらせられ、 右の 少女に 遇 はれた 處に火 御 

^か を 立てさせ、 之に 坐して 御 琴 を if きた i6 ひ、 少女に 侮 を 奏せし め、 之 

を究 美せられ た 大御歌 

〔記〕 W 具 良 2ig 加 微能美 且母知 比久 許登爾 麻 比^ 流袁： 那 か 許 余 爾母加 ゆ 

あぐら もの 上古 は屋の 內外を 問 は. f 地 床に 坐 臥す る を 例と し、 要すれば 藁、 草、 又は 逄を敷 

くに 過ぎなかった ので あるが. 貴人の 爲には 特に 一段 高く 坐 席 を^け、 之 をァゲ (上) クラ 

とい ひ • 約^して アグラと 稱 した。 さりながら 此 目的の 爲に 特製 せられた 榻の 類が 存 


したので はなく、 永久 的 設備の 外 は隨時 構築せられ たので あるから * 吳床 (又は 胡 床) とか 
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くの は 借 字と せねば ならぬ。 アグラ ヰ は 其 上座の 上に 居る とい ふ 意の 複合 名詞で あるが、 

カミ (神) の 修飾語と して 用 ひられた ので、 神祇 は 常に アグラに 坐す ものと せられた ので あ 

らう。 

. モチ  アキ 

かみの みても ち 祌ノ 御手 以の 意。 此カミ は 現つ 神た る 天皇 御自身の ことで、 至上 祌 たる 天 

照大御 神の 直統 として * 之に 近い 威德と 尊貴と を 有せられ るから、 現 身で あっても カミで 

あらせられ ると いふ 觀念 は、 上代の 國民 が擧 つて 之 を 有した のみなら す * 天皇 御自身に も 

  ォ * ヤシ マ クニ シ ラス 

其 確信が あつたから、 公式 令の 詔書 式に も 明神ト 御大 八 洲 天皇と あるので ある。 モチは 

インスト ルメン タリス 

モリ (守) と 同 原から 分化した 語らし く、 把持 管掌の 意で あるが、 方 便 格 表示に も轉 用せ 

られ たので、 モ テと轉 呼し、 或は モチテ の 形 を W ひ、 口語で は 普通 一一 テの約 濁デを 以て 之 

に 代へ る。 

ひく 二  S に ヒク (控) と あるから 此コ トも亦 弦 樂器を 意味した ので あらう。 

まひす る をみ な マヒは 舞踊の 意で あるが、 幣の義 にも 轉 用せられ (； 上 I 一六 三 頁)、 カミ (祌) 
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コー、 朝食 宫 (雄 略 朝)  九 〇 

の緣 語で ある。 ヲミ ナ が本來 女性に 對 する 敬 稱 である こと は上卷 (第 一 八 0 頁) に 述べた^ 

りで あるから， 此 少女 も 亦 然るべき 身分の もので あつたので あらう。 地點が 明示 せられて 

居らぬ から 斷言 を惲 るが、 吉野川 之濱が 河北 を 意味した ものと すれば、 今. K 郡 〔欽 s 紀〕 に 

當り、 ^化 漢人の 占 住 地であった ので あるから * 或は 比較的 高級 文化 を 有した 其 名門の 女 

子で， 行 在中 枕席に 奉仕した ものである かも 知れぬ。 

S  二よ にもが も 不老不死の 理想 鄕を トコ ョ (常世) とい ふが (上 I 一  五八 頁)、 此は トコ シへ 

(第 一 九 頁) と 同義に 用 ひられた ので ある。 ガ モ は 願望の 意の ガ (上—  I 八 〇 頁) に 感動詞 モを 

添へ たもので、 同じく 希望 を 表示し • 體ー 百に 連ねる 場合に はモを 介し， 動詞に つ^ける 爲 

に は見シ ガモ、 兌テシ ガモの 如く 助 語シ (其) を 挿入す る。 されば 此句は M する 美女の 姿が 

變 はる ことなく トコ シ へ -ー ありたい とい ふ 意で ある。 

〔大意〕 上座に^ す 現つ 神 (天， M) の 御手 を 以て 控 かれる 琴に (あはせ て) 舞 をす る淑 

女 は： $： 久不變 であれよ かし 


其より 阿岐 豆 野に 行幸して 御獵の 時、 上座に 坐す 天皇の 御 腕を蝈 (虻の 變 

ァ キク 

體) が 咬み、 其 蝈を蜻 蛤が 來り咋 うて 飛び去つ たので、 卽 興の 大御歌 

〔記〕 美 延斯怒 能 袁 牟漏賀 多氣爾 志 斯布須 登 多禮曾 意富 麻弊爾 麻袁須 夜須： i 

斯志 和 賀淤富 岐美能 斯志麻 都 登 阿具 良 爾伊麻 志 斯漏 多閘能 蘇 互 岐蘇那 布 多 

n ムラ 二 アムね キ ツキ ソノ アム テ アキ ヅ ハヤ グヒ カク ノゴト ナニ オハ ムト 

古 牟良爾 阿牟加 岐都岐 曾 能 阿牟袁 阿岐 豆 波 夜具 比 加 久能碁 登 那爾於 波牟登 

蘇 良 美 都 夜 麻 登 能 久爾袁 阿岐 豆 志 麻き 布 

みえ. しぬ の ミは マに 通す る 接頭語。 H シヌは 今の 吉野 郡の ことで * 字に よって ヨシノと 稱 

へ られる やうに なった の は 後世の ことで ある (壹 I 九 四、 ニニ 買 )o 御 獵の行 はれた 阿岐 豆 野 

について は 確 說を缺 くが、 アキ ヅシ マ (秋津島) と 命名の 所 由 を 同じう する ものと せねば な 

ら ぬから、 其 接繽地 か、 若く は 近距離に 位置し、 恐らく は 上記の 今 木 郡 * 卽ち 今の 南 葛 城 

及吉 野の 兩 郡に 跨る 原野の 稱 呼であった ので あらう。 
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三、 朝 倉き (雄 略 朝：)  九 二 

をむ ろが たけに 後 揭の紀 の 歌に はヲ ムラの ダケと あり * 齊明 天皇の 御製に 「今 木なる ヲム 

レが 上に」 と ある も 同 一 地點 をい ふ ものと 思 はれる から、 今 木 郡に した ものと すべきで 

〔解〕、 私記に 師說 として 小山 之 上 也と あるが 如く 〔釋 紀〕、 ム レは韓 語で 「山」 の 意なる が 故に 

〔神 功紀 以下〕、 同地に 居住した 漢人が 命名した ので あらう。 國栖莊 小 村 (今 小川 村の 大字) 

の 上方の 山な りと する 大和 志 以下の 說 は、 紀に御 狩 場 を 河 上 小 野と せる によって 推當 てた 

ものと 思 はれる が、 後記の 如く 河 上 小 野の 所在 は 疑問で あるの みならす * 上に 推定した 阿 

岐豆 野と は 離れ 過ぎて 居り、 歌の アキ ヅシ マと も餘 りに 緣が 乏しい。 ヲム n( ラ) 又は ヲム 

レのヲ は 小の^で はなく、 ヲシ (愛惜) の 語幹と なった ヲか、 若く は 或 意味の^ 語であった 

かも 知れぬ。 タケ は タカ (高) から 分化した 語で 山頂 を 意味す る。 

しし ふす £ シシに は 宍の蓊 が あり， 本来 食物 就中 獸肉を 意味す る 原語 シの叠 合で あるが、 

食 wg^is の總 稱に轉 5" せられ、 其 種類に よって 力 (鹿) の シ シ 、 ヰ (猪) の シシ、 力 モシ シ (羚 

や) の 如く も W ひられる。 其 故に 祌代紀 の er: 之 乾 迹はシ 、ンの 力 ラトと 訓 せられ * 鹿と 書い 

て シ シと訓 む 例 も 極めて 多く、 猪の荬 に專^ せられる やうに なった の は遙に 後世の ことで 


ある。 フス は 伏の 篛で、 語幹 フは 恐らく は 漢語と 同一 原から 出た ので あらう。 

たれ そ 三 音 一 句で、 誰、、 ソの 意で ある。 三 音 を 以て 長 句に 充當 した 例 は 上 揭の天 田 振 (第 四 二 

頁. ひに 見え、 其 外に も少く はない。 

お ほ まへ に まもす 御前-一 奏ス とい ふ 意、 ォホ マへ はヒ n マへ (廣 前)、 フ トマへ (太 前) と 同 

類語で、 大 前の 義 とも 了解せられ るが、 或は ォホミ マ へ (大 御前) の 約で あるか も 知れぬ。 

最高 敬語と して はミ (御) の 上に 更に ォホ (大) を 冠す るの が 例で ある。 マ ヲスは 口供の 義 (上 

I 一  六 〇買)。 以上 五 句 は 一 聯を なし、 次の シ シ待ッ にか、 るので、 獸が 伏して 居る とい ふ 

アグラ 

豫 期に 反し、 姑く 上座に 坐して 侍 たれる 必耍 があった ので、 之 を 言上した の は 誰ゾと 咎め 

られ たので ある。 —— 宣 長が シ シ フ ス トを前 句に つけ、 マ ヲスを 一 句と したの は不當 で、 

紀の 歌に もォホ マへ ニマヲ スと つづけて ある。 

やすみ， しし 枕詞 (上 I  一  二八 頁) 

わ， かお ほきみ の ヮガ 大君と いへば 臣下が 天皇に 對 して 申 上げる 尊稱 であるから、 此 歌が 御 

製と すれば" 假に 御自身に 敬語 を 用 ひられた ものと しても 尙ヮ レ 大君で あらねば ならぬ。 
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三、 朝倉宮 (雄 略 朝)  九 四 

或は 前文に 作 御 欲と あるの が 誤りで、 供奉の 一 員の 作であった かも 知れぬ。 歌 意から 兌れ 

ば 共で も 少しも 妨はな い。 

しし まつ £ 獸 (ヲ) ^ ットテ とい ふ 意で あるが， 助語テ なくと も トに北 ハ^ 味が 含まれて 居る 

ので ある。 

あぐらに いまし アグラの 語義 は 上に 說 明した 通りで ある。 

しろた への タ へは旣 記の 如く 布^の 謂で (第 七 一 頁)、 其 白色なる もの を. ン ロタ へと 稱 する。 

上代 人 は 今の 朝鲊の 民衆と 同様に、 白 衣 を 着用す る ことが 多かった ので >  衣の 枕詞と して 

此語を 川 ひ、 轉 じて 袖 又は 袂 ともつ ビ けられる やうに なった。 此句も 枕詞と 解す る を 可と 

する。 

そて きそな ふ ソテは 衣手の， fi で， n  n モテと 同義語で ある。 萬 葉 時代に も尙 袖ッケ 衣と い 

ふ 語が 兑ぇ るの は、 上代の 衣服に は 袖の 無い のが 普通であった からで * 兩 腕の^ 出 部 を 飾 

る はに はタ マ キ (手 縛)、 ヒヂ マ キ (釧) 等 を 用 ひたので あるが (第三 七 頁)、 高货の 御身で ある 

から 狩獵に ほしても 尙袖ッ ケ衣を 召して 居られた ので ある。 ^しり 箭を 執る はに 搔 上げて 


居られた 御 袖 を， 御 休息 中お ろされ たから 袖着ソ ナフと あるので * ソ ナフが 整備の 意なる 

yg とはい ふまで もない。 

た 二 むらに コ ムラ はコブ (瘤) から 分化した 語で (ラは 接尾語)、 隆肉を 意味し、 腕に あって 

はタ (手) コ ムラ、 脚に 在る もの をァ シ コ ムラと 稱 へたので あるが、 略して コ ムラとの みい 

ひ、 專ら胼 の義と 了解 せられる やうに なった 〔和名 抄 〕o 

あむ かきつ き アム は 和名 抄に蝱 の 字 を あて， 齧 レ人飛 虫 也と あり、 今 も アブと 稱 へて 居る。 

カキ ツキの 力 キは準 接頭語で、 單に 附着と いふ 意で ある。 

その あむ を 

あきづ はやぐ ひ アキ ヅは 前文に 蜻蛉の 字 を あて i 居る やうに * 今い ふ トンボの ことで ある 

が、 和名 抄には 蜻蛉 和名 加介呂 布と あり、 アキ ヅ とい ふ訓は 見えぬ。 恐らく は 初秋 群 飛す 

アキ チ 

るの 故 を 以て 秋靈 とい ふ 異名が 與 へられた ので あらう。 ハ ャグ ヒはハ ャ (早) とクヒ (咋) と 

の 二 語に 分拆し 得られる が、 クに 濁音 假字具 を 充て \ 居る 所 を 見る と、 —— 紀 にも 後揭の 

如く 波 野 俱譬と ある I 複合 名詞 形と して 用 ひられた ものと すべきで、 下に スル とい ふ述 
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三、 朝 倉 宫 (雄 略 朝：)  九 六 

語 を 補うて 會 得する こと を 要する。 

かくの ご £ ゴトの 原義 は 「事」 であるが、 モノ (物) のノが 「の やうに」 と 了解せられ ると 同様 

に、 「車の やうに」 とい ふ 意 を 以て 比況 表示に 用 ひられ、 ^刖の 爲にゴ と 濁り、 一 語幹と し 

て 分立し、 ゴ トシ (キ) と 活用 せられる やうに なった ので ある。 伹 しこ、 では 原義に より 此 

事 (ヲ) とい ふ 意 を 以て 次 句に っビ くので ある。 

なにお はむ £ 名-一 負ハ ム ト であるが、 後世なら ば負フ ナラ ムと いふ Si 接 叙 法 を 用 ひる 場合 

である。 恐らく は此 時代に は尙 未だ 共 一お： 別が 備 はらなかった ので あらう。 

そらみ つ 枕詞 (上 I 三 〇 七 頁) 

やま S の くにを ャ マト は此歌 では 京畿の 大和 を さした ので、 日本の 謂で はない。 

あきづし ま£ ふ トフ は トイ フの 約で、 チフズ は テフと も發 せられる ことがある。 此は御 

獵の 地が 阿岐 豆 野で あり、 孝 安 天皇の 皇居と せられた^ 地 秋津島 も 附近に 存 し， 此 地方に 

於て はャ マトと いふ 名稱を W ひる ことなく、 アキ ヅシ マを總 名と して 居た から， 其 名の 所 

アキ >-  - 

山 を戯に 蜻蛉に 附會 せられた ので •  ！！. 武紀 にも 之に 類した 傳說が ある 0:311  二 七 九 頁)。 


•  シシ 

〔大意〕 吉 野の ヲ ム 口 の 嶽に猪 鹿が 伏して 居る と 御前に 奏した の は 誰ぞ。 天皇 は S 

を 待ちた まふと て 上座に まし、 御 袖 を おろされた 其 御 腕に 虻が 咋 ひっき、 其 虻 

を蜻 蛤が 早 喰した。 此事を 名に 負 ふで あらう とて、 大和 國を 秋津岛 と稱 へた も 

の k うで ある 

紀が 第一 の 歌 を 除いた の は 如何なる 理由に よる か 判明せ ぬが、 蜻 蛤の 歌 も 左記 

の 如く 歌詞に 少 からぬ 相違が あり、 御 狩の 地點も 一致せ ぬ 所 を 見る と、 記と は 全 

然 別個の 資料に もとづい たので あらう。 

吉野宫 に 行 在中、 河 上 小 野に 行幸せられ、 虞 人 をして 獸を驅 り 立てし め、 

之 を 射む と 待ちた まふ 時に、 天皇の 御臂を 虻が 咋み、 其 虻 を 蜻蛉が 飛んで 

來て 持ち去つ たこと を 嘉賞した まひ、 群臣に 獻歌を 命ぜられた が、 之に 應 

クチ ス サビ 

する ものがない ので、 御 親ら 御 口吟の 大御^ 
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〔紀〕 野 磨 等 能 ^武羅 き 陀該懾 之 之苻須 登 拖例柯 擧能居 登 飫裒. 磨 陛慽 麻^ 织( 一 

ォホ キ；、 二 マチス  ォホ キミ ハ <"n テキ カシテ タマ マキ/ ア づにラ ： ュ- /\  z\.:i> 

本跃ぉ 枳浒^ 麻^ HO 跃裒 枳猕簸 賦據^ 枳舸斯 題 拖磨 磨枳能 阿 娛羅傰 陀陀ぉ 

( 一 本き 麻 伺) 施 都 魔枳能 阿 娛雜慨 陀陀伺 斯斯魔 都 登 倭 我 伊 麻西麼 佐 謂 麻 都 登 

ヮ ガ タタ セパ タク ブラ 二 アム カキ ツキ ッ ゾ /アム ヲ アキ グハ ャグ t ハーフ- ム.' 

^我 陀陀 W 瘀 陀倶 符羅爾 阿武 柯枳 都枳都 曾 能！ 1： 武鳴 妒枳豆 波 野倶臂 波賦武 

シモ ォホ キミ 二 マツ ラフ ナガ カタ ハオ カム アキ.？ s シ マヤ マト 

0 跃^ 枳 猕懈麽 都羅苻 儺 我 柯陀播 於柯武 婀岐豆 斯麻野 麻 登 

(一本 婆 賦武志 謀 以下) 舸矩能 御 等 難懾於 婆武登 蘇 羅猕豆 野 磨 等 能 矩懾^ 婀岐豆 

斯麻 登以苻 

や ivj の 吉 野が 大和 國の 一郡と 定められ たの は 何れの 時代 か 判明せ ぬが、 元 明 紀に芳 野 郡 

と ある を 初見と し、 元 正朝に 於て は獨立 行政 區域 として 芳野監 を S かれた ほどで あるから 

(聖武 朝 復元 )• 上代 は 大和の 疆域內 と 見なされて 居なかった と 思 はれる。 されば 此ャ マト 

が 訛傳 でない 限り、 狩 獵地は 記の 所傳の 如く 阿岐 豆 野卽ち 大和の 今 木郡內 であった とせね 

ばなら ぬ。 II 守 部 は此抵 « を 除かん が爲 めに ャ マ トは國 名で はなく 山 タヲの 約で あると 


說 いたが、 其 やうな 熟語 は 存在せ ぬ II 河 上 小 野の：！： 上 を 固有名詞 とすれば、 吉野郡 川上 

村 を 以て 之に 擬 すべきで あるが、 單に 遊獵の 爲に此 山奥まで 分け入られ たと は考 へられぬ 

ことで ある。 普通名詞と 見る に 於て は、 此 時の 行宮よりも 河 上に 存 した 小 野なら ば 何處で 

も 此名を 以て 呼び 得られる。 

を むらの たけに 此 山が 今 木 郡の ヲ ムレで あると すれば、 大和の ヲ ムラの 嶽 というて 差 支 は 

ない。 

しし ふす^- 前 出 

たれ か 二の 二 £ 誰 カ此事 (ヲ) とい ふ 意で ある。 長 句で あるから ヲを 添加して 七 音と した 方 

がよ いと 思 はれる が、 守 部が 嗚の字 を 補うた の は、 必 しも 古本と 照合の 結果で はなく、 推 

測に よ る も の i やうで ある。 

お ほ まへ に ま をす (お ほきみ に ま をす) 一 本の 傳は ォホ キミと いふ 語が 重複す るから 從 はれ 

ぬ。 II 以上 記の 傳と 同じく 五 句 一 聯 である。 

お ほきみ は 此 大君 は 天皇の 御自稱 である。 
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三、 朝^ 宮 (雄 略 朝)  一 〇〇 

そ, 1 をき かして 陚據と あるので 釋紀は 前 句 末の 簸の字 を 繰りお ろして ハ フ コ と訓 み、 昆兒 

也. 言 以レ鹿 喩ニロ 比 兒， 也と 說 明した が、 論す るに 足らぬ 妄誕で * 先 舉の說 の 如く 賦は贼 の 誤 

記と して ソ コ (北 ハ) と訓 むべき である。 ゾ コ は 其 處の義 であるが、 コ レ (此) の 意をコ コ とも 

いふと 同様に、 ソレ (其) と 通 はして 用 ひられた 咧は萬 葉 集に も 乏しく はない。 キカ シはキ 

ク (聞) の 敬語 形で ある。 

たま まきの タマ (玉) は必 しも^ 石に は 限らす、 小 團塊狀 の もの を總稱 する ので あるが、 縱 

ひ 共 質 は 何で あっても、 アグラに 纏き つけて 飾と したと は 思 はれぬ から、 空想的 修飾で、 

o  D  ヌカヒ 

次の シヅ マキの 對語 として 用 ひられた ので あらう。 萬 葉 ％笫 十三 卷 にも 玉 總 N 小 蛾と いふ 

例が ある。 

あごら にたた し (いまし) ァゴラ は アグラ (上座) の 轉呼、 タタ シは タチ (立) の 敬語 形で ある 

が. 次の 一 聯の對 句と して は ！ 本の 如く ィ マ シ (坐) とする 方が よい。 後 句に も我ィ マセバ 

と 我 タタ セバ とが 對語 として W ひられて 居る ので ある。 

しづ まきの シヅ は本來 g 人の 支族 名で， ヒナ (^) 族から 鄙の^ の ヒナと いふ^が 生まれた 


と 同様に、 賤者を もシヅ とい ふので あるが、 此は 決して 賤の 意で はなく、 此 種族に よって 

名 を 負うた 綵布 又は 綵糸 をい ふので ある。 シヅ ハタ 〔武烈 紀〕、 シヅタ マキ 〔萬 五〕、 シヅク 

ラ 〔同 五〕 の 如き 用例 も あり、 綵 布はシ ドリ (シヅ 織の 約) と稱 へられ、 文 布 又は 倭 文の 字 を 

あて 、居る。 

あごら にたた し アグラ (上座) 一一 立ク シと いふ 意。 

しし まつ w 前 出。 シシは 猪 鹿の 總稱 であるが、 次に 特に 猪 を 擧げて 居る 所 を 見る と、 此歌 

に 於て は 猪 を 意味した のか も 知れぬ。 

わがい ませば 朕ガ 坐セバ 

さゐ まつ £ サ はサヲ 鹿な どと も 用 ひられる 接頭語で、 き 待ット (テ) とい ふ 意で ある。 

わがた たせば 朕ガ立 チマ セバ とい ふ 意で あるが、 上句 ヮ ガイ マセバ の對 句と して 用 ひられ 

たので、 必 しも 起立 を 意味す るので はない。 

たく ぶら に タ コ ムラと 同 語 (前 出 )0 紀は淸 濁 音符の 遣 ひ 分けが 嚴重 ではない から、 倶符羅 

はク ブラと 訓 むので あらう。 
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三、 朝 倉宫 (雄 咯朝)  一 〇 二 

あむ かきつ きつ 句^の ッは 完了 表示で あるが、 此歌は 終始 不完全 現在 (不定 時) を 以て 表示 

せられて 居る ので あるから、 記の 傳の 如く 之な きを 可とする。 

その あむ を 一 

^ 前 出 

あきづ はやぐ ひ j 

はふむ しも ハ フ ム シは 記の 石 之 日 賣傳說 によれば、 幼虫 をい ふ もの 、やうで あるが (上上 一 

七 五 頁)、 此は 昆虫の 義に用 ひられた ので * 大祓 及大殿 祭の 祝詞の ハ フ ムシと 同 例で ある。 

お ほきみ に まつら ふ マツ ラフ は 奉の 義のマ ツル (上 I 四 0 頁) の 派 成語で、 萬 葉 al^s ニ卷 〔一 

九九〕 の 川 字の 如く 奉仕の 意で ある。 I 此は九 音 一句と 兌るべき もので • 歌 意 は 之を以 

て 一段 階 をな し、 次の 八 昔 二 句 は ^偶の ー聯 として 添 へられた ので ある。 極めて 希お な 例 

であるから， 原 歌に は 或は 此 次に 一 短句が あつたの を脫 漏した のか も 知れぬ。 釋紀の 如く 

マツ ラフ を獨 立の  一 ：？ として 後 接 句と 組み合 はせ る こと はお 歌 句 格の 原則に 反する。 

なが かたはお かむ 汝 ガ形ハ S カムの- IE で * カタ は 力 タミ (形 U0 卽ち紀 念の^で ある。 

あきづ しまやま VJ 秋津洲 大和と いふ 名號に 於て 汝を紀 念しょう とい ふ 意。 句 末に 助 語- 1 を 


補うて 會 得すべき である。 

ハフ ムシ モ 以下に 代る ベ き 1 本の 五 句 は 記の 所 傳と同 一 であるから 省略す る。 

〔大意〕 大和の ヲ ムラが 嶽に獸 が 伏して 居る と 御前に 奏した の は 誰か。 天皇 は 其 を 

アグラ 

聞し 召して 玉 を 纏き 綵糸を 纏いた 上座に 坐して 鹿 猪 を 待って 居られる と、 御 腕 

に 虻が 咋 ひっき、 其 虻を蜻 蛤が 早 食 をした。 昆虫 も 天皇に 奉仕す るよ。 (され 

ば) 秋津洲 大和と いふ 名號に 於て 汝を紀 念しょう 

右の 如く 互に 長短 は あるが、 大體に 於て 記の 所說の 方が 實 情に 適し、 歌 そのもの 

も卽 興に 近い やうに 思 はれる。 紀の 所傳は 恐らく は 若干 後人の 筆が 加 はった ので 

あらう。 

〇 葛 城 山の 御獵 

葛 城 山に 於て 御獵 中、 嗔 猪が 出現した から、 舍 人に 射殺 を 命ぜられた が、 
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コー、 朝倉宮 (雄 略 朝)  一 〇 四 

其 舍人は 儒 弱で、 木に 逃げ 登り 色 を 失うて 人心地 もなかった。 喷^ はおに 

天皇に 向って 來 たので、 弓矢 を 以て 射止められた が、 獵を 終って 後、 右の 

舍人を 斬殺 さう とせられた 時、 舍 人の 作った 歌 II- 記に は 天皇 御自身が 榛 

の 木に 逃げ 登って 歌 はれた と ある。 

〔紀〕 野^ 猕斯志 倭 我猕. お 5:^ 能 K 蘇 勝斯志 斯斯能 宇 拖枳舸 斯！： き 倭 我^ 寻 

っボ 1^ シ ァリヲ ノウへ ノ ハりガ エダ ァセヲ 

能^ 利 志 阿 ^鳴 能 宇偌能 婆 利 我 曳陀阿 

〔記〕 夜 須美斯 志 和 賀意 富 岐美能 ：！： 蘇^ 志斯 志斯能 夜 美 斯志能 宇 多岐 加斯古 

美 和 賀爾宜 能； 斯 阿现袁 能 波^き 紀^ 延陀 

やすみし. し 枕詞 (前 出) 

わがお ほきみ の 記の 所俾の やうに 御製と して は * ヮガが 蛇足で あるから、 舍 人の 作と ある 

紀の俾 を 可とする。 

あそ は. しし ァソバ シはァ ソビの 敬語 形で- こ、 では 射獵の 意に 用 ひられた ものと せねば な 


ら ぬが、 其が 果して 奏樂 遊行 等 を 意味す る ァソビ (遊) と 同一 語で あるか は 疑 はしく、 或は 

別に ァソビ 又は 之に 近く 發 音して 獵を 意味す る 動詞が 存 したの かも 知れぬ。 II 記の 國讓 

傳說に 用 ひた 鳥 遊と いふ 字を證 として 射タ マ フと いふ 意 を遊バ ス S 表現す る ことが 可能で 

あると 說 くもの も あるが、 鳥 遊 取 魚 は義譯 で， トリ ノア ソビ、 ィヲヲ トリと 訓 むこと は 出 

來す (E— 一〇 七 頁〕、 假に 遊獵を ァソビ とい ひ 得る としても、 シ シ (獸) とっ^け る こと は不 

適當 である II. 案す るに 漁獵を 意味す る アサ リは、 其 活用語 尾 リをヒ にかへ て も 語義 上大 

差 はない から、 上古 アサ ヒ とい ふ 語が 存し、 之 をァソ ビと轉 呼した こと も 有り得る が、 語 

幹 アサの 原義 を詳 にせぬ が 故に 斷言を 憚らねば ならぬ。 口語に 於て スル (爲) の 敬 言と して 

用 ひられる ァソバ スは 全然 別途から 發 生した ものである。 

ししの 前文に よれば 此シシ は ヰ ノシシ (猪) のこと であらねば ならぬ。 此は三 音 一句で、 長 

句に 相當 する (第 四 二 買〕。 

やみし しの 〔記〕 ャミの 本義 は 疾患で あるが、 こ、 では ナヤ ミ (惱) の 意に 用 ひられた ので * 

手 負 猪 を 意味す る。 II 紀に此 一 句の ない 所 を 見る と、 前 句の 過 短 を 補 ふ爲に 追加せられ 

葛 城 山の 御獵  一 〇 五 


三、 朝 倉 宫 c: 雄 略 朝)  一 〇 六 

たのが あらう が * 句法から い へば 過資 である。 之 を 前 句と っビ けて 八 音 一 句と 見なす の は 

聊か 不^ 當で、 上の シシノ を 限 {ぇ 語と 見る こと は出來 ぬから、 必ゃ句 を 切らねば ならぬ。 

うたき かし 二み ウタ キはゥ (擬聲 語) ナキ (呜) の轉 呼で 咆吼を 意味す る。 I 此ゥは ゥナル 

(鳴 號)， ウメ ク (呻吟) の 如く も W ひられる II 手 負 猪の 咆吼を 恐ろしが つてと いふ 意眛で 

ある。 

わが にげの ほりし 我 ガ逃ゲ 登 リシの 意。 前 句の 六 音に 配す るに 八 音 一 句 を 以てし、 短 長 二 

句 一 聯 としたので、 宣 長が ヮガ -ー ゲとノ ポリシとの I 一句に 分割した の は 誤りで ある。 

あり をのう への (あり をの) ァ リはァ リタ (在 田)、 ァリ ハラ (在 原)， アリマ (お 間) 等 多くの 

地名の 限定 語 分子と して S ひられた 所 を 見る と、 在 (有) 又は 蟻 以外の 意義が あつたと せね 

ばなら ぬ。 案. f る此ァ リは韓 語^. SP と 同じく 「下 一の 意の 古語で * 夙に 餒 W となった が、 ァ 

リヒシ の 形に 於て は祌 功紀 以下に 南と い ふ 字の 訓に用 ひられ、 萬 葉 集 〔卷 一 〕 に 在 拔良對 馬 

乃 渡と ある ァリネ も下縣 の^の 謂と 思 はれる から， 此も 下方に 位する とい ふ 意 を 以て ァリ 

ヲと稱 へた ので あらう。 ァ ラ ヲ (荒 丘) の轉 呼と する 說は宜 長 も 疑 を^した やうに 裉 據が乏 


しく > 荒磯 を ァリソ とい ふの はァラ イソの 約 縮で、 其 外に ァラ (荒) をァ リと變 用した 例が 

ない。 契 沖 は ァリを 存在の 義 とし、 守 部 も 之を繼 承して 居る が， 若し 然り とせば 到 所の 丘 

陵 は 皆 ァリヲ とい はねば なるまい。 ゥ へ ヲと いふ 一 節の 有無 は 意に 於て 大差 はない が、 記 

は 次 句 を 七 音と したが 故に 四 音 句 を 配し， 紀 によれば 八 昔で あるから、 之に 前行す る 短句 

が 七 音で あっても 妨 なしと せられた ので あらう。 

はり. かえ だ ァセヲ (はりの きのえ だ) ハリは 記の 前文に 榛と あるが 如く， 今い ふハ ンっ ノリ 

. の 音便) の 木で， 和名 抄枭疏 部に 之 を ハ シバ ミと訓 したの も、 同じく 樺 木 科に 屬す るが 故 

である。 ハリ とい ふ 名 を 負うた の は、 一 根より 多様の 蘖を 生じ 荊狀 をな す ことがあ るから 

で 〔益 軒〕、 ハギ (萩) と 混同 せられた 理由 もこ \ に存 する。 さりながら 往々 五六 丈の 高さ こ 

達する から- 其 木に 逃げの ぼった と あるの は事實 であらう。 ァセヲ の 語義 は 阿兄 ョ である 

が、 倭 建 命の 一 つ 松の 歌の ァセヲ を 紀にァ ハ レと傳 へ て 居る やうに (上 I 一  三 四 頁)、 S 動 IP- 

的に 用 ひられた ので、 刑に 臨んで 此歌を 詠 じたの は， 手 負 猪の 猛威 も 天皇の 暴虐に 比すれ 

ば尙 安易で あると いふ 意 を 諷し • 且榛の 枝に 託して 救 を 求めた ので ある。 紀の 編者 は 之 を 
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三、 朝倉宫 (雄 略 朝)  ！ 〇 八 

正解し * 皇后が 諫言せられ たと 附記し、 其 御 ロを假 りて 今 陛下 以， ー喷猪 故， 而斬， 一^人 一 陛下 

無 レ異- 一 於 豺琅, 也と 說 明して るので ある。 

〔大意〕 天皇の 射られた (手 負) 猪の 咆吼を 恐れ、 c 分が 遁げ 登った 下方の 丘 (の 上) 

の 榛の枝 はよ 

右に よれば 之 を 御製な りと する 記の 所 傅の 誤りなる こと は 寸毫の 疑 もない。 

〇 長 谷 遊 宴 

朝 倉宫の 遺跡 は 大和 志に 黑崎岩 坂 一 一村 (いづれ も 今の 朝會 村の 大字) の 問に^ す 

と あり、 泊瀨 (長 谷) と冠稱 せられて 居る けれども、 初瀨 川の 流域で はない から、 

時 々出 遊して 谿 問の 風景 を觀 賞せられ たものと 思 はれる。 上揭 引田 部の 赤 猪 子に 

逢 はれた の も 其御路 次の こと、 想像せられ るが、 紀には 六 年に も 泊瀨小 野に 行幸 

があった と 記し、 其 時の 御製 を あげて る。 卽ち 


天皇 泊瀨小 野に 遊 幸の 時、 山野の 體勢を 見 そな はして 卽 興の 大御 歌 

〔紀〕 ききき き 都 制 能 野磨播 伊麻拖 智能 與慮斯 企 野 磨 和 斯里底 能 與盧斯 

キヤ-マノ ゴ モリ タノ ハッセ ノ ヤマハ アヤ 二 ゥラ グハ- ン アヤ 二 ゥラ グハ ひ 

企 夜 磨 能 據暮 利矩能 播都制 能 夜麻播 阿野 獮 于羅 虞波斯 阿野 懾 于羅虞 波 y 

二 もりく の 枕詞 (第五 七 買) 

はっせの やま は 初瀨 ノ山ハ 

いまだち の 契 沖 は 萬 葉 集 第 十三 卷 〔三 三 三 一〕 の 歌に 「こもりく の 長 谷の 山、 靑幡の 忍 坂の 山 

は、 走 出 Q 宜しき 山の 出立の 妙し き 山ぞ」 と ある を引證 して 麻 は 底の 誤記と 斷定 し、 イデ 

クチと 訓 した。 同卷 〔三 三 〇 二〕 にも イデ タチ の淸き 渚と あり、 今 も 扮裝を イデ タチ とい  >1 

から、 此 語は體 勢の 義と 解せられ るに 反し、 ィ マダチと いふ 用例 は 他に 見えぬ けれども、 

1- 文の 儘で も 解釋し 得られぬ こと はない。 卽ちィ は 接頭語で、 マ タチは 眞立を 意味し、 

かれれ (形) が 形態の 義 となると 同様に、 眞 態の 意に 用 ひられた ものと 了解 せられる。 

よろしき やま ヨロ シは ョ ラシ (上 I 七 二 頁) の轉 呼で、 ョ シ (佳) とい ふと 同意で あるが、 律 
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三， 朝倉宮 (雄 略 朝) 、  一一 〇 

調 を 整へ る爲に ョ a シキ 山と したので ある。 

わしり での 上に 引 川した 萬 葉集笫 十三 卷の 歌に 走 出と 表記して ある やうに * ヮシリ はハシ 

リ (走) と 通じ (第一 一 五 頁)、 山 の 尾の 走 出 を 意味す る。 マ クチ (眞 態) に對し 傾斜面 を いふ もの 

と 了解せられ る。 

よろ. しき やまの 助 語ノは 同位 格 表示で、 此 句が 次 句と 速轼 する こと を 明示す る爲に 添付せ 

られ たので、 後代 語法に 於て ナルを 川 ひる 場合に 相 常す る。 

こも. o  くの 一 

. 主^の 反復で、 日常 語に 於ても M 々用 ひられる 語法で ある。 

はっせの やま は 一 

あやに ^益 々とい ふ^ K 上 —一 一 一 頁)。 

うらぐ はし ゥラは N ラ (歡^ ) の轉呼 (；上— 二 〇 七 貝/ クハ シは 精妙の 篛で、 花 グハ シの 如く 

も 川 ひられる (第二 ハ io 。されば ゥラ グハ シは崇 美 眼 を 喜ばしめ るに 足る こと を 意味し、 ゥ 

ラ ハ シ 又は ゥ ル ハ シ (上-' 一 一 五 貝) とほに EE 義 である。 —— 之をァ ャ 一一 とつ^け、 八 音 一 句 

とする は 誤りで、 記の^ 河 日 費の 歌の 例に よる も、 アヤ- 【は 三 音 一句と 見る を 要する の 


みならす、 合幷 する に 於て は 三 長 句が 連繽 する こと k なり、 歌の 格調が 傷 はれる。 

あやに 

うらぐ はし 歎賞の 意を强 める 爲に 反復した ので ある。 

〔大意〕 初 瀨の山 は眞態 (姿態) のよ い 山、 斜面の 見事な 山なる 初 瀨の山 は 愈 益々 好 

もしい 

此 ハッセ の 山 は どの 部分 を 指す か 判明せ ぬが、 風光明媚の 故 を 以て 右の 如く 歎賞 

せられた ので ある。 然るに 前文に 慨然 興感と あるに よって、 此 地に 葬られた 妃嬪 

を追懷 せられた 御製な りと 斷 じた 久老守 部 等 は 殆ど 歌の 風趣 を 解せ ざる ものと 言 

はねば ならぬ。 慨然 は 歎息の 形容で あるから、 紀 にも ウレタ シと訓 した 例が ある 

が、 必 しも 愁嘆の み をい ふので はなく、 歎賞の 場合に も 用 ひられる こと、 上述の 

ナゲキ と同樣 である。 
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三、 朝倉宫 (雄 略 朝)  ニニ 

記に は 右の 歌 は 見えぬ けれども、 長 谷の 百 枝槻の 下の， 樂の歌 五 首 を 揭げて 居 

る。 其 は 朝<&« 宮の 側近に 於て 催された もの V やうで あるが、 便 立 上 五 首 中の 三 首 

を こ、 に 附記す る。 

長 谷の 百 枝槻の 下に 坐して 豐樂 せられた 時、 伊勢 阈の 三重の 姝が擎 げた 火 

御盞 に、 槻の 葉が 浮んで 居た ので、 御 不興の 餘り其 姝を打 伏せて、 御 刀 を 

頸に 刺 あて 、斬らう とせられた 所、 媒が 白す ベ きこと が あると いうて 謠ぅ 

じ伙 

マキ ムクノ  t シ ロノ- 1 ャ" アサ e  ノ ヒ.！ アル ミヤ ュフ t  /  t» ガケ， a- 1. ャ_ 

〔記〕 麻 岐牟久 能 比 志 呂乃美 夜 波 阿佐 比 能 比傳 流^ 夜 由 布 比 能 比贺； 1 -流ヌ 、夜 

多氣き 泥^ 泥 陀流ぁ 夜 許 能 泥 能 泥 婆 布 美 夜 夜 本 爾余き 伊 岐豆岐 能 美 夜 ま紀 

サク t  ノ  t カド -It ナヘ ャ -1 ォ t ダ テル モモ ダル パキ.- ガエ- ハ， ホ い、， ハ， .ァ 

佐久 比 能 美 加 度 爾比那 m 夜爾 淤 斐陀且 流 毛 毛陀流 都 紀贺延 波 本 都延波 阿 

^お I 弊理 那 加都延 ^ 阿 豆麻袁 淤弊现 き 豆延波 比那袁 淤弊理 本 都延能 延能 

ゥ ラバ" ナカ ツエ-一 ォ チフラ，" へ ナカ ツエ/ ヱ/ ゥ ラメ ハ- シモ JX- ェ -にー ^ ド 

宇 良 婆 波 那加 都延爾 淤知布 良 婆 m 那加 都延能 延 能.： 十^ 婆 波 斯^^ 延爾 淤知 


布 良 婆^ 斯豆延 能 延能宇 良 婆 波 阿理 岐奴能 美 弊 能古賀 佐 佐 賀世流 美 豆 多 麻 

ゥキニ  ゥキシ アブ ラ ォチ ナヅサ t  i ナ コ ヲ ロコテ ロニ  コシモ アヤ 二 カシコ 

宇岐 爾 宇岐 志 阿 夫 良 淤知那 豆 佐 比 美那許 袁呂許 袁呂爾 許斯母 阿 夜 爾加志 古 

志 多 加 比 加 流 比 能 k 古 許 登 能 加 多 理碁登 母 許袁婆 

まきむ くの マ キム クは今 も 村 名と して 殘存 する 磯城 郡の 一 地域の 稱 呼で、 纏 向 〔紀〕 〔記〕、 

卷向 ，卷目 〔萬〕 ともかくが、 語義 は マ (眞) キ (木) モ (茂) ク (處) で、 ！ モは 字音 ではなく、 

國語 でも 此音を 以て 同じ 意 を 表現した ので、 紀には 茂焉を モシ、 扶疏 をシキ モシと 訓し、 

ムと轉 呼して はムク (龙) 、ム クラ (萚) 、タカ ムク (高 茂處) の 如く 用 ひられる I 眞木 即ち 良 

材の 繁茂す る處 をい ふので ある。 マキの 中には ヒ (檜) の 木 を 最良と する から、 次の マキ サ 

クと 同じく ヒ (日) 一 音に か \ る 枕詞と なる ので あるが、 爱に 特に 之 を 用 ひた 理由 は 次に 述 

ベ る 通りで ある。 

ひしろ のみや は 纏 向 之 日 代 宮は景 行 天皇の 宮號 で、 纏 问は其 所在地で あるが、 ヒシ 口 はヒ 

シリ (日 知) 即ち 天津日嗣 を知ラ スと いふ 意で あるから- 御 母持統 天皇と 相 並んで 朝政 を聽 

長 谷 遊 宴  一 一 三 


三、 朝倉宫 (雄 略 朝)  一 一 四 

かれた 草 壁 太子 を 日 並 知 皇子 命と 稱へ 〔續紀 r 祌武朝 を も 稷原乃 日 知 之 御世と 詠 じた 例 〔萬 

一〕 が あるので ある。 されば 此ヒシ 口 の ミヤ も 天皇のお 殿と いふ 意で、 マ キム クは其 枕詞 

に 過ぎぬ ので あるが * 故意に 先 朝の 號と 紛ら はしい 表現 を 川 ひて • お怒^^の 天皇の 御 

注意 を 促し、 御手 を 緩められる やうに 仕向けた のは釆 女の 氣轉 で、 以下 三十 句に 由 ありげ 

な 言 辭を述 ね、 感與を ひきつ ゝ御氣 分の 鎭 靜 を 待って 最後の 六 句に 陳謝の 意 を 表した ので 

ある。 此 趣向 を 解し 得す、 牽強 附會の 辯 を 弄した 近代の 舉 匠に 比すれば 此釆 女は餘 ほど 頭 

がよ かった ものと 思 はれる。 

あさひの 旭日 ノと いふ 

ひで るみ や nli ル おの || であるが、 濁 昔 假字 「傅」 を E ひた 所 を 見る と、 孕 魃を 意味す るヒ 

デリと M 找に、 複合^と して 取极 はれた ので あらう。 テル は 一般に 光輝 を發 する こと をい 

ひ、 「其が 花の テリ 坐し」 の 如く も 用 ひられる ので (上 —二 六 三 頁)、 特に 太陽の 照明 を 表示せ 

んが爲 に は、 更に ヒ (日) を^して ヒ デリと いふ を 可とした ので ある。 

ゆ ふ ひの タ^ノ 


ひ， かける みや 上記の ヒ デルと 同じく、 ヒガケ ルはヒ (日) と 力 ゲル (照射) との 複合 動詞で 

(第五 頁)、 タ 陽の 光遍き 宮と讃 へたので ある。 力 ゲル を 力 ガヤ クと 同義と し、 濁音の 遷移 を 

單に 音便に よると 說 いたの は考の 精し からざる ものである。 

たけの ねの 竹 ノ根ノ 

ねだる みや 根 ダル は 竹の 筌 中 根の 垂下す る こと をい ふので あるが、 竹 ノ根ノ 根まで は足ル 

宮、 卽ち富 足の 宫殿 をい はんが 爲の 序で ある。 

二の ねの 木 ノ根ノ 

ねば ふみや ネバフ も 亦 複合 動詞で、 宮殿の 廣延の 比況で ある。 

や ほに よし ャホ 11 は彌秀 土、 卽ち 秀れた 土石の 意、 ヨシ は 感動詞で (上 II 一三 買)、 キ ツキ 

(構築) の 枕詞で ある。 出 雲 國造神 賀詞に も 八 百 土 杵築宮 と 用 ひた 例が ある。 

いきづき のみや ィは 接頭語で • キ ツキの 原義 は 城 築で あるが、 一般的に 構築の 意に も 用 ひ 

られ る。 但し 此は尙 原義に よる ものと 解す る 方が よい。 

まき さく マキ (眞 木) サ (榮) ク (處) とい ふ 意 を 以て ヒ (槍) の 枕詞に 用 ひたので、 上記 マ キム 
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- 三、 朝食 宫 (雄 略^)  一 一 六 

クと趣 を M うする。 されば 槍の 板戶 〔繼體 紀〕、 檜の^ あ 〔萬 一 〕 ともつ にけ た 例 も あるので * 

^說の 如く^ 木拆と 解して は 意が 通ぜ ぬ。 

ひのみ か 4j  =  ノ 御に の 謂で、 ；大^ 日嗣の 敷きます せ (皇： 15) なる が 故に， ヒ (日) を 以て 門 の 

限お おとした ので ある。 以上 は 皇居 を 讃美した ので あるが、 次 句の 一一 ヒナへ S も 御門 を距 

る こと 遠から ざる 所に 存 したから、 半ば 序 的に 叙した ので あらう。 

に ひなへ やに 一一 ヒナへ はき 食饗の 約で， 新^ 穀を 天皇と 祌祇 とに 奉獻 する こと をい ひ、 之 

に 新 嘗の字 を 充てる の は 、漢土 に 於て 秋 祭 を嘗と いふから である (I  一丁 七 六 頁 )o 此 はきも^ 

染 なる 依 式と せられた ので， 天皇が 之 を 聞し 食す 爲には 淨屋を 新造す る こと を 例と し * 北ハ 

を-ヒナへ ャ (新 嘗屋) と稱 したので あるが、 後世の 悠紀^ 及 主 基^に 於ても 然るが 如く、 

皇居 內に逮 造す る こと を條 件と しなかった から、 此際は 長ハ 介の ：AW 枝槻の 傍に 設けられ 

たものと S はれる。 

おひ だてる 生えて 居る とい ふ 意 (上 I 二 六 一 頁 )o 

もも だる 百足の 意で、 五百枝 槻の 修飾語で ある。 


つき. かえ は ッ キ が强靱 なる 木材の 總稱 である こと は上卷 (第二 九 六 頁〕 に 述べた 通りで ある 

が、 此はュ ツキ 卽ちケ ャキの 意と 解しても 差 支 はなく *  H は 枝の 義 である。 

ほつ え は 上枝ハ (上— 一八 七 頁)  . 

ォホ 

あめ をお へ. o 天を蔽 うて 居る とい ふ 意。 ォホ ヘリ をォ ヘリと 約した の は ヲォホ と o 韻が 三 

っ鑌 くこと を驟 うた 爲 であらう。 

なかつ え は 中 ッ枝ハ 

あづま をお へり ァヅマ は アツ ミ (海) の轉 呼で、 海人 系の 一 支の 族 名で あるが (二 —一七 二 

買〕、 此 はァヅ マの 國と いふ 意で あらう。 天に 對 して ァヅマ 及 次 句の ヒナ を あげたの は、 ァ 

メ (天) がァ マ (海人) に 通す るからで ある。 

しづえ は 下枝ハ とい ふ 意 (上— 一 八 七 頁)。 

ひな をお へり ヒナ は 夷と 表記 せられる 族 名で あるが (壹— 一二 六 頁)、 ァヅ マと 同様に ヒナ 

(夷) 人の 住む 地方と 云 ふ 意 を 以て 用 ひられた ので ある。 此 時代に 於け る ヒナ 族の 主なる 占 

住 地 は、 ァヅ マの 國の 東北 卽ち奥 羽 地方で あつたので あるが、 此は 決して 厳密なる 地理 的 
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三、 朝 今ん ,y  (雄 略 朝)  一 一 八 

稱呼 を^ 味す るので はなく， ァヅ マ に對 して 此族 名を舉 げたに 過ぎぬ。 然るに ァヅ マ をヒ 

ガシ GaO と 同義語と 誤解した 結 ET 先 が 之を說 きな やんだ の は、 民族^ 的 智識が 皆無で 

あつたからで、 已むを 得ぬ ことで ある。 

ほつ えの 上枝ノ 

ゥラ 

えの ラ らば は 抆ノ 末葉 ハと いふ 意。 ゥラ はゥへ (上)、 ゥキ (浮) 等の 語根 ゥ から 出た 語で • 

、王と して 草木の 上端 をい ふに 用 ひられ、 ウレと も轉 呼せられ る。 

なかつ えに 屮ッ 枝-一 

おち ふらば へ フリ (觸) ハフ (延) の 約 轉フラ パフ は • 若干 時に 互り 觸れて S る ことを^^す 

る 四 段^ 複合 動詞で あるが、 こ、 に 北ハ 已然形 を 用 ひたの は * 落チ觸 ラバ へド とい ふに 同じ 

く， 反 接の 爲 である。 

なかつ えの 

えのう らば は 

シ乇 o 

しもつ えに 上句 及 後 句に はシヅ H と あるに も拘 はらす、 こ、 に 特に 下ッ 枝と したの は • 次 


の 七 音 句との 釣合の 爲 であらう。 

おち ふらば へ 

しづえの 

えの うら.、 はは 

ありき ぬの ァラ (新) 衣の 轉呼 であらう。 新 を ァリと 訓んだ 例 はない が、 ミア リカ (御 在處) 

を ミア ラ 力と 稱 へる 所 を 見る と- a と .1 とが 相 通じた こと も 有り得る。 萬 葉 集 第 十六 卷に 

蟻 衣と 書いた の は 勿論 借 字で、 同 集 第 四 卷の珠 衣 は、 若し ァリ キヌと 訓む とせば、 株 衣の 

誤寫で 義譯と 見るべき であらう。 此は 三重の 枕詞と して 用 ひられた ので ある。 

みへの 二が 三重の 嫁 自身の ことで ある。 ミへは 伊勢 國の舊 地名で (肆— ニニ 〇 頁)、 出身地に 

よって、、、 へ の ゥネメ と 呼ばれた ので あるが、 ゥネ メは少 くと も此 時代に は 原義に より 敬稱 

と 了解せられ たので (上 I ニニ 八 頁)、 第 一 人稱 として は 之 を 省き， 單に 三重の 子 (女子) と 名 

乘 つたので あらう。 

ささ. かせる ササゲ (擎) ス (爲) の 意の 繼鑌 格で、 捧げて 居る とい ふこと である。 
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三、 朝倉宫 C 雄 略 朝」  一 二 〇 

みづ たまう きに ミヅ (瑞) も タマ (玉) も 美稱、 ゥキの 原義 はゥ (大) ケ (笥) 卽ち大 容器で ある 

が， 大盞の 意に も韓 川せられ たと 見え (肆 1 1 一三 頁 参照)、 後揭春 日の 袁杼 比賫が 大御滔 を 

獻 つた 時の 御製 を も 宇岐 歌と いふと あるので ある。 

うきし あぶら 浮 キシ膏 の 意。 アブ ラは アブリ (焱) とも 活 W せられる から、 馬來 ポリネシア 

語の アビ (火) から 出た ものと すべきで， 本義 は燈 明で あつたと 見え、 ォ ホトナ ブラ (大 K 

油) の 如く も 用 ひられ、 其 燃料た る 脂 油の 義に轉 じた もの 、やうで ある。 此當時 燃 油と し 

て W ひたの は 何で あつたか 知れぬ が、 大盞に 浮いた と あるの は、 和名 抄に佐 加 阿.! かと 訓 

した 酒 背の ことで あらう。 

おちな づさひ ナヅサ ヒはナ ヅキ、 ナヅミ 等の 語幹 ナヅ (上 1 1 1 四 頁) にソヒ (添) とい ふ 動詞 

を 連ねた ナヅソ ヒの轉 呼で， 添 着の 意で ある。 上 枝の 葉 は 中 枝に、 中 枝の 槧は下 枝に 落ち 

o 

力 i るが 下 枝の 紫 は 支へ る ものがない から、 滔ァ ブラ の 浮いた 玉 ゥキに 落ち l いたと い 

ふので， 落葉の 大御盞 に 浮いて 居る の を 知らす して 奉った ことに 對 する 辯 解で ある。 

みなこ もろ 二 もろに コヲ ロコヲ ロは諾 W  二 尊 天降 傳說に 見える 古言で、 nnni: の コの韻 


を 仲ば して コ—  口コ—  口と 發 音した ので (II 一  五 o 頁)、 クル クルと いふに 同じい。 されば 

盞に 落ちた 葉が 皆 クル クルと 旋廻して 居る とい ふ 意に 外ならぬの であるが、 此は 右の 古傳 

說 の潮コ ヲ a コヲロ の 口 合 ひで、 興趣 を 添 へ る 爲に附 加 へられ、 其緣 によって 事 ノ語リ 言 

乇 此ヲパ とい ふ 囉詞を 用 ひたので ある。 i T 歌の 主 體は之 を 以て 終りと し、 以下 四 句 は 律 

語 を 以て 意の 足らざる 所 を 補うた ものと 見る べきで ある。 

二し も 此ゾ とい ふに 同じく、 乇は 感動詞で ある。 歌詞で はない けれども、 尙此三 音 を 以て 

. 句 を 切るべき である。 

あやに か. し 二し 愈々 惶シ、 卽ち甚 恐 多い とい ふ 意。 陳謝の 表示で ある。 

たか ひかる 枕詞 (上 I  一二 八 買)。 

ひのみ 二 屢 2 述べた やうに 日嗣の 御子の 謂で あるが、 天皇の 御上 をい ふに 用 ひても 語義 上 

ツル ギ タチヒ ツギ ノミ n ャ 

差 支 はない。 履中紀 にも 淡路 行幸 中天 空に 聲 あって、 天皇に 對し劎 刀 太子 王 也と 呼びかけ 

たと あるので ある。 

二  S のかた. o、 二  S も 事 ノ語リ 言 モ 

長 谷 遊 宴  ニニ 


三、 朝倉宮 (雄 略 朝)  二三 

二 をば 此 ヲバ。 II 此兩 句は祌 語と 稱 せられる 八 千 矛 神の 贈 答 歌に 出 ひられた 囉詞で (上 

II 三 頁)、 古事 を 語り 又は 謠ふ 場合， 最後に 添付す る こと を 例と した もの、 やうで ある。 

總向之 日代宫 と謠ひ 起し、 ^コヲ II コヲ a と 結んで 詠史の 形態 を附與 しながら * 巧に 机忽 

の 御 詫 を 申 上げた 此 奇智 頓才は 死罪 を 贖うて 餘り ある ものである。 

〔大意〕 天津日嗣の 大 {a は 朝日が 照らし、 夕日の 光遍き せ n、 富 足なる {:>〕、 慷延 せる 

き、 土石 を 以て 築き 固めた 営で、 日の 御門で ある。 新嘗 殿に 生えて：^ る 繁茂し 

た槻 は、 上 枝 は 天を蔽 ひ、 中 枝 はァヅ マの 阈を蔽 ひ、 下 枝 は ヒナ 族の 占 住 地 を 

蔽ひ、 上 枝の 梢の 葉 は 中 枝に 落ち か、 り、 中 枝の 末葉 は 下 枝に 落ち かかる けれ 

ども、 下 枝の 末葉 は 三重の 女の子の 捧げて 居る 玉盞 中の 脂の やうな 酒に 落ち込 

み、 比， " ク 〃ク^-とな づんで 居る (以上 歌詞)。 これは^: 恐 多い ことで ござり まし 

た。 陛下よ。 此 をば 事の 語り： H と. S- します る 

此耿 によって 妹の 罪 は 免され た。 


爾時 皇后の 御 歌 

c 記 u&nw  i^^l き か 陀加流 ^知 i 都 加 佐 ^ 比那 m 夜爾 淤斐 陀且流 

き ^iii きま あ 曰き H  ^呂き 伊 麻 志 曾 能 婆那能 33 伊麻須 多 加 比 加 

A  ^きき 古爾 ^余 き岐 多且麻 都 良 勢 許 登 能 加 多 理碁登 母 許袁婆 

やま S の 大和 ノ 

二の たけち に 後世の 高 市 郡 地方 を も 古来 タケ チと稱 したが、 本 歌 は 右の 姝の 作と 同じ 機會 

に 詠まれた ので あるから、 此 タケ チは高 市の 御縣 のこと ではなく、 朝 倉宮の 所在地 附近 を 

いふので あらう。 皇從兄 を 磐 坂 市 邊押羽 皇子と 稱 した 所 を 見る と、 上古 朝 倉 村 大字 磐 坂に 

市の 存し たこと は 疑な く、 タケ チは 恐らく は タケ (竹) イチ (市) の 謂で、 椿の ある 市 を ツバ 

イチと 稱， u る やうに (肆— 七三 頁)、 地 物に よって 名 を 負 はせ たものと 思 はれる。 

二 だかる とい ふ 意。 形容語 幹に シ、 ケ (若く はキ， ク、 ケレ) を 接尾して 活用す るの は 

長 谷 遊 宴  一 一一 三 


三、 朝倉宮 (雄 略 朝〕  ニー 四 

笫ニ 次發逮 に屬 し、 北ハ 以前 は 動詞と 同様に ァ リを述 結した もの & やうで- 今 も 石 お 等で 

は 高ィを タカ サ— ンと いふので ある。 —— ァ I ン 又は ァ ン はァリ (アル) の晳^ である —— 

小高 を 後代 語 臭 しとして 木 高の 誚 とする の は 〔抄〕 〔言 別〕 誤りで、 此は次 句の 市の ッカサ の 

修飾で あるから、 ゥヅタ カイ (堆) とい ふ 意で あらね. まならぬ。 

いちのつ かさ イチ (市) は マチ (町) と 同じく チ (道) から 分化した 語で、 交通の 衝に當 り， GH- 

衆の 來^ する 地點を 意味し、 其 虚に 物々 交お が 行 はれた により、 互^の 義をも 生じた。 文 

おが 川 ひられなかった 時代に は、 宫憲の 布吿宜 示 等 は、 市に 於て 行 はれた が、 之が 爲に土 

： 心 をッ キ (築 J カサ (茧) ねて 小堆を 造り、 之 をッカ サと稱 へた。 宫 司をッ 力 サと稱 する の も 

之に 因る ものであるが、 一般に 小高い 處を いふに 川 ひられ、 涯のッ カサ、 野 山 ッカサ 、^ヅ 

カサ 〔萬〕 などい ふ W 例が ある。 之 を 略して ッ 力と 稱へ、 墓 冡の義 に 用 ひる やうに なった の 

は 近代の ことで *  一  &; 塚の 如き は尙 古の 市の ッ カサの 名残と 兌るべき である。 

に ひなへ やに 一一 ヒナへ は W 方の；^ 衆が 奉る ものであるから、 新 甞屋も 巿のッ カサに 近く 建 

てられた ので あらう。 前 句と の^に 近ィ 又は 側ナル とい ふ 怠が 含まれて 居る ものと 了解す 


べきで、 嫁の 歌に 日 乃御鬥 二 ヒナへ ャと鑌 けたのと 同じ 趣で ある。 

おひ だてる 前 出 

はび ろ 葉廣の 意で、 三 音 一句。 I 以下 は 記に 石 之比賫 皇后の 作と ある 歌の 語句 (上上 一六 

二 頁 以下) とよく 似て 居る が、 其を眞 似た ので はなく、 寧ろ 此 歌の 方が 原で、 同じく 皇后の 

御作と いふ 所から、 彼 歌に 紛れ込ん だので あらう。 されば 此 部分に 限り 仁 德紀に 異傳が あ 

るので ある。 

ゆつ まつばき 齋淨 なる 椿と いふ 意 (上— 二 六 二 頁)。 

そが はの 其 葉の 如くと いふ 意味で ある。 

ひろり いま. し 廣 がり 居た まひと いふ 意 (上— 二 六 三 頁)。 

そ の はなの 其 花 ノ如ク 

てりい ます 光り 熠 いて 御座る とい ふこと である (上 —二 六 三 頁) 

たか ひかる 枕詞 

ひのみ 二に 日 之 御子- 


三、 朝倉宫 (雄 略 朝)  ニー 六 

VJ よみき たてまつらせ ^御酒 を 奉 ラシ メョ とい ふ^で、 上 卷スセ リ姬の 歌 (第 四〇 貢) に述 

ベた やうに， 本 來奉壽 の 歌謠の 終りに 添付す る^ 禮の 一形 式で あつたの を 歌 訶に取 入れた 

ものと S はれる。 

- ービ のかたり、 i ービも 一 

二 をば  ) 

クカサ 

〔大意〕 大和の 此竹 市に 小高い 市の 封土 (の 傍なる) 新嘗 殿に 生えて 居る 葉の 廣 い^ 

い 椿の 葉の やうに 廣が り、 其 花の 如く 光り か V- やいて 御座る 天皇に 豊 御酒 を 奉 

らしめ よ 


御 製 

〔記〕 毛 毛 志 記 能 淤富美 夜 比 登 波 宇 豆 良登理 比艚^ 理加氣 31 麻那 あお I 袁 由 

キアへ  -I ハス ズメ ゥズス マリ ヰテ ケフ モカ モ サ カミヅ クラシ タカ ヒカル JJ 

岐阿 m 爾波织 受米 字受织 麻现^ 「な 祁布母 加^ 佐 加 美 豆 久良斯 多 加 比 加 流 比 


能 美 夜 比 登 許 登 能 加 多 理碁登 母 許袁婆 

ももし きの 天皇の 外祖母 を百師 木伊呂 辨と稱 したと ある 所 を 見る と 〔記〕、 モモ シキ は本來 

o  o  シキシ マ 

磯城の 美稱で (陸— ニハ三 頁)、 御 母 忍 坂之大 中比賣 皇后の 本 貫なる 忍 坂 (今の 磯城 郡 城 島 村 

の 大字) 附近 を乇 モ シ キと稱 したので あらう。 朝 倉宮の 所在地 磐 坂 は 之に 隣す るから * 乇 

乇シキ の大宮 といへば 直に 朝 倉宫と 了解せられ たので ある。 之 を 大宫の 枕詞と し、 百 石 城 

の義と 解す る やうに なった の は、 原義の 忘れられた 後世の ことで、 此 時代に は 右の 如き 枕 

詞 はあり 得ぬ。 

お ほみ やひ^-は ォホ (大) は ミヤ (宮) にか-る 美稱 で、 後 句の 曰ノ 宮人と 同じく、 廷臣 宮嬪 

を 意味す る。 

モ イチ ユリ 

うづら so 鶉 鳥の 意。 鶉 をゥヅ ラと稱 へる 理由 は 判明せ ぬが、 韓 語巧ネ 曰と 同 語と 思 はれ 

る。 此大御 歌に は ゥヅラ 、マ ナバ シラ、 スズメ とい ふ 三 禽を準 枕詞 的に 用 ひて 與趣を そ へ て 

あるが、 其 は 恐らく は此 等の 鳥が 御 目に留まった 爲の 御卽與 であらう。 

ひれ S りかけ て ヒレ はヒラ (平) から 分化した 語で、 匾 平なる もの X 總稱 であるが、 此は天 

長 谷 遊 宴  ニー 七 


三、 朝倉宫 (雄咯 朝)  一 二八 

武紀に 肩巾 此云， 一 比例, と あり- 和名 抄に領 巾の 字 を あてた もの をい ふので あらう。 但し 同 

書の 說の 如く^ 人の みの 服飾で はなく、 衽 襟の 完備し なかった 此當 時に 於て は (第一 五 頁 y 

胸部の^ 出 を 防ぐ 爲に 肩から 垂下した ので， 廷臣 宫嬪の ^装であった ので あらう。 I 祝 

祠 に比禮 カク ル伴緖 (男) と ある ヒ レは此 とは異 り， 褶を いふ もの 、やうで ある 〔古語 大 辭典〕 

— ゥヅ ラトリ を 枕と したの は、 鹑の雄 は 生殖 期に 至れば • 頸部の 羽毛が 美しい 赤色 を呈 

し、 ヒ レを取 かけた 趣が あるから であらう が、 尙ゥヅ ラトリと ヒ レ トリと を i ねて 押 せ 

られ たので ある。 

まなば. しら 和名 抄に は此烏 名 は 見えす、 字 鏡 は、 k 及^-に 此訓を あて k 居る。 此兩^ は 同書 

によれば いづれ も 食 魚 鳥と あるから、 其 姿 を 見れば 魚が 驚き 走る とい ふ 意 を 以て マナ (A) 

ハ シ ル (走) と稱 へたので は あるまい か。 —— マ ナビ (舉) シル (知) の 意と して トツ ギヲシ へ 

ドリ (鹪鹩 ) の刖 名と する の は 俗解で ある (二  I 四 三 頁) —— されば こそ ヲ ュ キアへ とつ にけ 

たので， ヲは 「魚」 の 字の 韓ー wc^) であるが， 夙に マナに 代 川せられ * 接頭語 を 冠して ィヲ 

又は ゥヲ と稱 へ、 後 揭の歌 15 一の 歌 及^ 日 皇女の 詠に も 川 ひられて おる。 ュ キア へ は 行 袋の 


意で ある。 

を ゆき あへ 前 句との 續合は 右の通り であるが、 本意 は 大宮人が 丘の 上 を行會 ふこと を 意味 

する ので、 ァへ はァヒ (會) の 音便と 貝るべき である。 

に はすず め スズメ は 一般に 雀の 請と 了解 せられて 居る が、 スズ は擬聲 語で、 メは ツバ メ等 

のメと 同じく 群 鳥の 意 を 以て 添加せられ たもの、 やうで あるから- 古 は 廣く雀 科 小 禽を呼 

稱 したの かも 知れぬ。 其 中 最も 人類 生活に 接近す る 習性 を 有する もの を 一一 ハ (庭) スズメ と 

稱 へて 區刖 した こと はあり 得る。 次 句の 比況で あると 同時に、 スズ とい ふ 語音 を疊ん だの 

である。 

うずす まり ゐて ゥズス ミア リの連 約で、 語 斡の ゥズス は 源 語に ウス スキと 用 ひられ、 ゥは 

接頭語で あるから イス スキ とした 例 も あり (壹— 二三 七 頁，)、 スズ 口 の 形に 於て は 漫然 を 意味 

する。 されば 漫然たる 擧止を 表現す る 爲にゥ ズスミ というた こと も 有り得べきで、 ゥズス 

,  , ,  -:  .  ウタ クマ リヰテ 

マリ 居ル といへば 漫 坐の 義と 了解せられ るので ある。 II 契 沖が 蹲居而 とし、 宜 長が 群統 

居而と 解した の は 音韻 變化及 語 構成 法則 上 承服す る こ-.」 が 出来ぬ。 

長 谷 遊 宴  ニー 九 


三、 朝 倉 is  c 雄 略 朝)  一 三 〇 

け ふ も かも ケフが 力 (口) フ (經) の轉 呼で、 ュフ (夕) に對 して 晝問を 意味す る こと は 旣述の 

通りで (第一 二 頁)、 轉 じて 「今日」 とい ふ義を 生じた ので ある。 カモは 問投詞 的に 川 ひられた 

ので あるから、 句意 は 今日 モと いふに 過ぎぬ。 之 を 疑問 句と すると 條理が 通らぬ ので、 宜 

長 は 此歌を 旁 題な りと し 〔記 傳〕， 守 部 は 一 一句 を 柿うて 居る が 〔言 別〕、 いづれ も 無用の^^と 

いはねば ならぬ。 

サカミ 

さかみ づく らし サカ ミは榮 水の 謂で * サケと 同義語で ある (上 —九 三 頁參照 )o 之に ック (就) 

とい ふ 意 を 以て 酒实 をサ カミヅ クと稱 へ、 萬 葉 集 第 十八 卷 にも 太 上皇 (元 正 天皇) が 左大臣 

橘 卿の 邸に 於て 肆实の 時， 河內 女王の 獻 つた 歌に 「サカ ミヅキ います 我 大君 かも」 と 用 ひら 

れて 居る。 此 から 御酒 を 給 はらう とする 際で あるので、 ラシと いふ 推定 的 表現が 用 ひられ 

たので ある。 

たか ひかる ヒ (日) にか、 る 枕詞 (上 I 1 二八 頁)。 

ひのみ やひ £ 日 之 i=C は 皇居 卽ち大 おと 问義 で， 初 句の モモ シキの 大宮人 を、 タカ ヒカル 日 

之 is 人と いひ か へて 反復 表現せられ たに 過ぎぬ。 


二  VJ のかた. o.- も 

二 をば 此 一 一句 は 上記の 如く 單に 囉詞 として 添 へられた ので ある。 

〔大意〕 百師 木の 大宮人 は 鶉の やうに 肩巾 を 取 かけて 小山 を 行き かひ、 雀の やうに 

漫 坐して 今日 も 酒宴 をす るら しい 

ァ マ n ト ウタ 

此三歌 者 天 語 歌 也と あるの は、 事 ノ語リ 言 モ此ヲ パ とい ふ嗨 によって 與 へられた 

名稱 で、 樂 曲の 有無 は 不明で あるが、 歌 其 もの は 純然たる ャ マト 歌 調で あり、 內 

容は 正しく 卽興 歌で、 古事 を 詠 じた もので はない。 此 外に 同じ 機 會に春 日の 袁杼 

比 賣に賜 はった 御製 及 奉 獻歌各 一 首が 收錄 せられて 居る が、 便宜上 次に 項 を 分つ 

て說述 する。 

〇 春 日の 袁杼 比賣 

丸 邇之佐 都 紀臣の 女 袁杼比 賣を娶 される 爲、 春 日に 行幸の 際、 途上で 逢 は 

長 谷 遊 宴  一三 一 


三、 朝 食 (雄 略 朝)  ニニ 二 

れた嫒 女が^ 逸に 逃げ^れ たので、 詠まれた 大御耿 

チ トメノ  .1 力 クルチ 力- K カナ スキモ イホチ モガ 01 スキハ ヌル モノ 

〔記〕 袁登寶 能 伊加 久流袁 加袁 加 那^ 岐母 伊本 知 母賀母 ^岐波 奴 流 母 能 

を S めの 此 少女 は 何人で あっても 歌 意に は變り はない が、 私 はお 杼 比^; 常人と 解したい。 

求婚 せられた 少女が、 內心は ともかくも、 之 を 欲しない とい ふこと を^ 明す る爲に 一 旦遁 

避す るの が 我 國の古 習であった らしく (肆 I 二 六 頁)、 應祌 天皇の 御製に も 矢 河 枝比資 が^ 

を 見せた と ある 所 を 見る と (上 I 一  七 五 頁)、 此 淑女 も 臨幸 を 耳に して 岡の 邊に 匿れ たので は 

ないかと S はれる ので ある。 和 邇の大 忌 (甙 II 五 四 頁) で、 春 日に！ 住し， 父 を 佐 都 紀と稱 

へ、 II サ ツキの サは 恐らく は 接頭語で、 祠官 なる が 故に イツ キ (齋) と 呼ばれた ので あら 

う I 季 女であった から ヲト (少) ヒ メ (缓) と稱 した ものと i はれる。 紀に春 日和 珥臣深 E 

の 女. 望 女 君と あるのと 问 人なる こと は 勿論で、 フカ メは 女性の 名で あるから、 父の 代りに 

母の 名 を あげた ものと すべく、 宣女^ はヲ ミナ キミと 訓み、 ヲ ミナ は 年少 女性の 敬稱 なる 

が 故に (上一一八 o 頁)、 ヲト嫒 と 同義になる ので ある。 

いかくる を か を ィは 接頭^で， 匿 ルル 岡ヲ とい ふ^で ある。 力 クル は 上 十：： W 段に^ 川 せら 


れ たから (上 I 一  七 買)、 其 連 體法も カク ルルと は 云 はす、 力 クルで あつたので ある。 

かなす きも ス キ はサキ (割) 及ソギ (殺) と 同類 語で、 其 意味 を 以て 農具の 一 種の 呼 稱に用 ひ 

られ たので ある。 上古 はクハ (鍬) と 同じく (上— 二八 〇 頁) 木製で あつたと 思 はれる が、 此時 

代に は旣 に金屬 製の ものが 出現した ので、 特に カナ (金) とい ふ 語 を 冠して 區 別した ので あ 

らう e 

いほち もが も ィホは 五 百の 意と 了解 せられて 居る が、 モモ (百) の 代りに ホと いふの は 五 百 

+と八 百と に 限る 所 を 見る と、 ホに 百の 義が あるので はなく、 不定 代名詞 ィが五 又は 五十 を 

表示す るので， 其秀 なる ものと いふ 意 を 以て ィホ とい ふ 語が 生れた ので あらう。 —— ャホ 

も 亦彌秀 の義と 了解 せられる —— チは ミツ (三)、 ョッ (四)、 ハ タチ (廿 )、 ミソチ (卅) 等の ッ、 

チと 同じく、 原義 は 「數」 (韓 語：？ o である。 ガモが 願望 表示で、 體 言に 連る 場合に は 助語モ 

の 介在 を 必要と する こと は旣に 述べた。 

すき はぬ る もの 鈕 キ撥ル モノ (ヲ) とい ふ 意。 ハ ネはハ ナチ、 ハナ シ、 ハナ リ (放) の 語 斡 ハナ 

から 分化した ので あらう。 ハ ジ (彈 )、 ハ リ (張)、 ハ フ リ (放)、 ハ ラヒ (拂) 等ハを 語根と する 

春 U1 の袁 杼比賣  ニニ 三 


三、 朝食 宫 (雄 略 朝)  一 三 四 

語 は 皆 類似の 意味 をお して 居る。 

〔大意〕 少女の 隱れる 岡 を、 金^が 五 百脔も あれば、 M き 撥ねよう もの を 

此 御製の 故 を 以て 此岡を 金 鈕！： と 名 づけた と あるが、 或は 最初から 其 名が カナ 

スキ であった から、 金鈕の 意に 取りな して 興ぜられ たの かも 知れぬ。 若し 然 りと 

すれば 和珥 之武镍 坂と 同じく、 スキは 聚落 を 意味し、 カナ (金)^ タケ (竹) は區別 

稱呼 として 川 ひられた のか も 知れぬ。 春 日鄕の 一 地點 なること は 疑 はない が、 其 

名 を傳へ て 居らぬ ので 所在 も 不明で ある。 袁杼 比賣は 遂に 思 召に 從ひ釆 女と して 

入內 し、 荞日大 娘 皇女 (仁 賢 皇后) を 生み まゐら せた 〔紀〕 。 記に よれば 上祸 百枝槻 

の 下の 豊樂 にも 陪侍し、 天皇との 問に 次の 如き 唱酬 があった と ある C 

袁 扑比资 が大 御酒 を獻る 時、 天皇の 御製 

〔記〕 美那 曾せ 久 淤^ 能 袁登賣 本陀理 登良須 母 本陀 现斗理 加 多 久斗良 勢 斯多 


賀多久 夜 賀多久 斗 良 勢 本 陀理斗 色須古 

みな そそく 水 之 注グの 謂で あらう。 ミナ カミ (水上) * ミナ ソコ (水底)、 ミナ クチ (水 n) の 如 

き 複合 名詞に 在って は ミナ はミヅ (水) と 同 語で あるかの やうに も 見える が * 獨 立して ミ ナ 

と 用 ひられた 例 もな く、 ミナト (水門) を ミトと もい ふ 所 を 見ても ナは 之の 義 とすべ きで 

ある。 此 場合に 於ても 動詞 ゾゾグ の 主語 はミ (水) で、 連繫の 爲にナ (之) を 加へ たものと 見 

ざる を 得ぬ。 ォ ミ (大水) 卽ち 海に か、 る 枕詞で ある (上 —ニニ 八 頁〕。 

ォホ イミ 

おみの を^-め 此ォ ミは臣 (大身) の 謂で はなく、 意富 美 卽ち大 忌の 約で、 其 女と いふ 意味 を 

以て ォミ のヲ トメ は 呼ばれた ので ある。 語 昔 は 同 一 であるが， 桑田の 玖賀 媛の 呼稱 (上 I 二 

二八 買) と 同 一 視 する こと は 出来ぬ。 

ほ だり S らすも ホは ハ ッ (初) の 原語で あるから (第五 七 買)、 ホダ リは ハ ッ タリと いふに 同じ 

く、 萬 葉 集 第 十六 卷 乞食 者の 歌に も 難 波 乃 小 江 乃 始垂と 用 ひられて 居る。 其は鹵 汁の 初垂 

をい ふので あるが、 淸 酒の 初獻の 謂に も 流用し 得べき で、 轉 じて 其 容器の 名と なった ので 

あらう。 後世 罇 (樽) を タルと 稱す るの も その上 略と 思 はれる。 宣長は ホダ リを秀 罇の義 と 

春 日の 袁杼 比賣  一三 五 


三、 朝倉宫 (雄 略 朝)  1 三 六 

し- 和名 抄に捋 ct) 今 案 無-一 和名-と あるの は、 中世 京畿に 於て 此語を 失うた 爲で • 邊 鄙に 

殘 つて 居た のが 後 H 復活 #： 及した ので あらう と說 いたが、 酒器の やうな 上流 社會の 日常 什 

器の 名が * 或 時代 全く 忘却せられ * 後日 W 現 するとい ふが 如き こと はおり^ぬ。 トラス は 

執リ ナスの 篛 としても 差 支 はない が * 身分の ある 女性の ことで あるから * 天皇に 於ても 御 

-^Ir があって 敬^ を 川 ひられた のか も 知れぬ。 モは 感動詞で ある。 II 以上 三 句 は 一 聯で 

次の 五 句 一 聯と對 立す る。 

ほ だ .OS り 此 トリ (執) は 語句 を 隔て、 ト ラセに 接楨 する ものと 見るべき で、 散文なら ば 下 

カタ ク彌 クと いふ 副詞 を 先にして ホ ダリ (ヲ) 執 リ執ラ セと いふべき であるが、 律 調 上の 

必要から 轉 S せられた ので ある。 

かたくならせ トラ セは執 リマ セ (又は 執 リナ セ) の 意。 

した かたく 下同ク とい ふ 意。 此語 によって 想像す るに， 此ホ ダリ (酒器) は 把手の ない 下脹 

れの ものであった ので あらう。 

やが たく どらせ ャガ タク は 彌！： クを窓 味す る。 


ほ だり VJ ら す- 1 ホ ダリ (酒器) を執リ マス (ナス ) 子 (女子) とい ふ 意で ある。 

〔大意〕 大 忌の 少女が ホ、 ダリ (酒器) を 執る よ。 下方 を 固く 彌 固く ホダ リ 執れ、 ホダ 

リを # る 子よ 

此者 宇岐 歌 也と あるが、 クキは 三重の 釆 女の 歌に よれば 口の 開いた 盞 乃至 椀狀の 

もの、 やうで、 ホ ダリと 同一 物と は考 へられす、 しかも 句法 は仁德 天皇の 大猪子 

が 原の 歌 (上 —二 七 二 頁) と 全然 同 一 であるから、 或は 次の 奉答 歌に 志 都 歌 也と ある 

注記 を こ、 に 移す ベ きで ある 力 も 知れぬ 

爾に 袁杼比 賣の獻 つた 歌 

〔記： Hi^i^4  i^&iiii 阿佐^^ 波 ^余 理陀多 志 由 布， T 爾波 ザ 余 ぼ 

き^ i ハ 紀賀 ^多能 伊 多 爾母賀 阿世 袁 

やすみし し 枕詞 (上 I ニー 八 頁)。 

春 B の袁 杼比賣  一三 H 


三、 朝倉宫 (雄 略钥)  一 三 八 

わがお ほきみ の 我が 大界ノ 

あさ ざにば 崇祌紀 の 歌の アサ トは朝 門 の if であるが * 此 アサ ト及 ユフト は 朝夕の 意で あら 

ねばなら ぬから、 トはタ (方) に 通す る 接尾語で、 朝方， 夕方の 謂で あらう。 

いよ. o だた し ィは 接頭語で • 倚り 立 チマ シと いふ 意で ある。 

ゆ ふ どにば 夕方 二 ハ 

いより だた す 

わき づきが 朝夕 倚り 立 タスと ある 所 を；^ ると、 ヮキ ヅキは 脇衝の 謂で * 坐 臥の 具と 思 はれ 

るが、 如何なる 制 式で あつたか 判明せ ぬ。 和名 抄に オシ マヅ キと訓 した 几の 項 下に 有-一 脇 

息 之 名 - 所 レ出未 レ詳と ある のが 之に 當 るので は あるまい か。 次 句に よれば 北ハ 下部 は权 張で 

あつたと せねば ならぬ。 

したの シタ (下) ノ  (之) の 三 音 一句で， 長 句に 代 はる ものである。 此例 は旣に 屡： 兌え た。 

いたに も. か ァセヲ 板-一 モガ は 板で ありたい とい ふ 意で、 ガは 願望 を 表示す る 助 語で ある (上 

I 一  八 〇 頁 )o ァ セヲ が雜詞 である こと は 上述の 逋り である (第二 〇 七 頁 )o 


〔大意〕 陛下の 朝夕に 倚り 立ちた まふ ヮキ ヅキの 下の 板で ありたい 

此者志 都 歌 也と あるが、 句法 は 純然たる ャ マト 歌で あるの みなら や、 此歌は 朝 

夕 御 傍 を 去らぬ ヮキ ヅキを 羨む 情 を 述べ たもので、 豊樂の 際の 奉獻 歌と して は不 

適當 であるから、 或は 別の 機 會に詠 じた ものが 此處 に附會 せられた ので あるか も 

知れぬ。 —— 三重の 釆 女の 歌 以下 六 首 を紀が 採用し なかった の は、 必 しも 偽作と 

認めた 爲 ではなく、 歴史と しての 價 値が 乏しい と 見た ので あらう。 

〇 木 匠 助命の 歌 

紀には 逆鱗に 觸れた 木 匠に 關 する 二種の 傳說 が收錄 せられて 居る。 其 は 人物 も 

事件の 內容も 相違す るから、 全然 別個の ものである かも 知れぬ が、 便宜上 一括し 

て說述 する。 

木工 鬬鷄 御田と いふ ものが 命に より 樓閣を 作り、 其 上から 飛 ふが 如く 四方 

春 日の 袁 杼比賣  一三 九 


三、 朝倉宫 (雄咯 朝)  ！ 四 0 

に 疾走した の を、 會ミ來 あはせ た 伊勢の 釆 女が. 見て 之 を 怪しみ、 庭に 颇仆 

れた爲 に、 擎げて 居た 御饌を 覆した。 天皇 は 御田が 此釆女 を 針した ので あ 

らうと 疑 はれて、 物 部に 引渡して 刑に 行 はれようと せられた 時、 侍 坐の 秦 

酒 公が 諷諫の 目的 を 以て、 琴を彈 じて 次の やうに 謠 うた 

カム カゼ, イセ ノ イセ ノヌノ サカ HiK ィ ホフ ルカ キテ シガプ クル マテ 

〔紀〕 柯武柯 ^能 伊 制 能 伊 制 能 奴 能 婆 柯曳鳴 伊.； ぉ甫流 柯枳底 志 我 都 矩廢麻 泥 

ュ  f ホ キミ 二  力 タク ッ 力へ マツ ラム ト ヮが イノ チモ ナガ クモ ガト It シ 

爾 飫.； ぉ枳^ 埘 柯拖供 都柯陪 麻 都 羅武騰 倭 我 伊能 致 謀 那我供 母娥朥 伊比 志 

タク 》* へャ  ァ タラ タク if ャ 

拖仉弥 皤.： 仪 阿 拖羅陀 供 弥皤夜 

かむ かぜの 枕， 1( 上上 ハ六頁 )o 

いせの 三 昔 一 句。 此歌は 心に 浮んだ 儘 を 直に 口に 出した ものと 見え * 句法に は拘 はらす、 

頗る 奔放 自在で あるが * 尙 よく 俅 調に 協うて 居る。 イセ (伊勢) は釆 女の 鄕 固なる が 故に、 

此ー 一句 を 以て 謠ひ 起した ので ある。 

いせのぬ の 伊勢 ノ野ノ とい ふ 意。 イセ ノの三 音 を 反復した の は 律 調の 爲 である。 


さかえ を 榮枝ヲ 即ち 榮 ゆる 枝 をと いふ 意。 

いほ ふる かきて ィは 接頭語、 ホフ ルはハ フル (放) の 音便で * 今 も 「屠」 の 義に用 ひられ、 ホ 

I ルと發 音す ると 「拋」 の 意と 了解 せられる。 柯枳底 は カケテ と旁訓 せられて 居る が、 枳 

をケの 音符と すべき 理由がない から， カキ テと訓 み， 放リ 缺キテ とい ふ 意と すべきで あら 

う。 折 リ缺ク とい はすして 特に ホフ リ缺ク とい ふ 表現 を 用 ひたの は、 伊勢の 釆 女が 御饌を 

ホ フ リ (糊) 出した こと を 含める 爲と思 はれる。 

しがつ くるまて に 其が 盡 クル 迄と いふ 意。 マデ (迄) は本來 マテ 一一の 約 濁で、 マタ (侯) 一一と 

いふに 同じく > 道路、 河流、 枝條等 分岐す る もの は 皆 其 マタを 以て 行 止り とする から、 迄の 

義を 生じた ので ある。 其 故に 助 語-を 添へ る こと を 必要と したので あるから、 若し 麻 泥の 

泥 を 濁 音符と すれば、 次の 爾は 蛇足と いはねば ならぬ。 伊勢の 野の 榮枝 は數 限りの ない も 

ので あるから、 其 を 缺き盡 くす までとい へば、 幾久しくと いふ 意になる ので ある。 

お ほきみ に 大君 は 天皇 をい ふ。 

かたく 固ク。 此も三 音 一句で ある。 

木 匠 助命の 歌  一四 一 


三、 朝 倉 宮 (雄 略 朝)  一四 二 

つかへ まつらむ VJ 仕へ 奉 ラム ト 

わがい のち も 我が 生命 モ 

ながく も. か S 「長く あれ かしと」 とい ふ 意。 

いひし 言 ヒ シ。 三 音 1 句 

たくみ はや タク は 手工の IS であるから (上|  二 〇 二  K)、 之に ミ (身) を 速ね た タクミと いふ 

語 は 工人 (匠) を 意味し、 匠ハ に 感動 訶ャを 添へ て 之 を 惜しむ 意味 を 表現した ので ある。 此 

木 匠 はッゲ (歸 鶴) と冠稱 せられて 居る から、 大和 國山 逯鄉郡 都介鄉 〔和〕 出身なる こと は 疑 

なく， 御田と いふ 名 も 同じく 地點稱 呼から 出た ものと 思 はれる。 一本 云 狢名部 御 £ず1 誤 也 

と 分^せられて 居る 所 を 兌る と、 後祸の 眞 板と 同じく ヰナ部 民な りと する ー異 傅も^ した 

ので あらう。 

あたらた くみ はや ァ タラ は 可惜と いふ 意 (上|  二八 八 K)o 

〔大意〕 伊勢の 野に 榮 ゆる (木の) 枝 を 缺き盡 すまで、 天皇に 固く 仕へ まつらむ と 

て、 分の^ も 長 かれ かしと いうた 匠 はよ。 はよ 


天皇 は 此琴歌 を 聞し 召して 直に 恩赦せられ たと ある。 酒 公 は應神 朝に 歸 化した 弓 

月 公の 孫で、 此 朝に 於て 特に 寵遇を 蒙った と あるから、 助命の 暗 訴が効 を 奏した 

ので あらう。 即吟なる が 故に 句法 は 洗練 せられて 居らぬ けれども、 尙 左記の 如く 

分節す ると、 律 調に 協うて 居る ことが 證 明せられ る (歌擧 一 一九 頁 以下)。 

350  (短)  (長)  (a) 

カム カゼ ノ イセ ノ イセ ノヌノ サカ エノ 

(長〕  §  (長)  (短) 

ィ ホフ^ カキテ シ， カツ ク〃 マ ーズ 一一 

(長)  (短)  (短)  (長〕 

ォ ホ _ キ ミュ 力 タク ッ 力へ マク ラム 卜 

ヮ ガイ ノチモ ナガ クモ ガト (律 外) 

(S  (5  (S  (長〕 

ィヒシ タクミ ハヤ ァタ ラ タ ク ミ 、ノ ャ 

者 名 部の 眞 根と いふ 木工 は 石 を 質と し、 斧 を 揮うて 材を 劉る に、 決して 刃 

を 傷 はぬ ほど 熟練して 居た。 天皇 は 其 を御覽 になって、 必す 過つ こと はな 

木 匠 助命の 歌  一 四 三 


三、 靱倉宫 (雄 略 朝)  一 四 四 

いかと 確め られた 上、 釆女等 を 裸に して 犢 At: をつ けさせ、 眞 根の 前で 相撲 

を とら しめられた 所、 さすがの 彼 も 之に 氣を奪 はれて 斧の 匁を毁 つた。 之 

が爲に 妄言の 罪に 問 はれ， 物 部に 引渡されて 死刑に 處 せられよう としたと 

き、 同僚の 工匠が 其 伎能 を 惜んで 詠 じた 耿 

ァ * ラシ *• ヰ ナメノ タクミ カケ シス ミナ i  シガ ナケパ タレ 力 力 ケムョ 

〔紀〕 婀拖 羅斯枳 偉 儺 謎 能 陀俱弥 柯 該志須 弥儺皤 旨 我 那秸麼 拖 例柯柯 該武預 

ァ タラス ミナ ハ 

婀 拖罷须 弥儺皤 

あた..？ しき 可惜の 意の ァタ ラシの 述體 形で ある。 

ゐ なめの たくみ ヰ ナメは ヰ ナベ (猪 名 部) の 音便で、 攝逮^ 河^ 郡 は奈鄉 〔和〕 附近に 占 住し 

たが 故に 此名を 負うた ので あるが- 應祌 朝に 新羅から 貢 進した 能 匠 を 編入せられ たと ある 

所 を 兑ても (陸 I 九 三 頁)、 以前から 工作 部と してお 立した ものと 思 はれる。 マネ は 似の 意 

で、 物を投 する ことが 巧であった から、 此名を 得た ので あらう。 

かけし すみな は ス ミナ ハ (繩 墨) とい ふ 名稱は 和名 抄ェ ^几ハ にも 兌え、 今 も 之 を 用 ひて US る 


が、 此當時 は遙に 簡單な もので あつたと 思 はれる。 パ ラウ 島民 は 今 も 或 種の 蔓草の 長い 莖 

カル n 

又は 細 綾の 索條を 煤の 溶液に 浸して 直線 を 引く に 用 ひるが、 黑壺、 小 錐な ど は備へ て 居ら 

ぬ。 萬 葉 集に は 「黑繩 を ハ へたる 如く」 〔卷 五〕、 「斐太 人の ゥッ 墨繩」 〔卷 十一〕 の 如く ffl ひら 

れて 居る が、 架け 亙す ものであるから、 カクと も 云 ひ 得る こと は 勿論で ある。 —— 此は旋 

頭 歌で 以上 三 句 を 以て 前聯 とする。 

し、 かなけば 其が 無 クバと いふ 意。 ナケパ は 形容詞 活用が 尙 未だ 完備し なかった 以前の 形態 

である (上 —三 〇 二 頁)。 

たれ かかけ むよ 誰 力 架ケム とい ふ 意。 ョは 感動詞で ある。 

あたらす みな は 可惜 墨繩と いふ 意で あるが、 之 を 架け 得る 人の 無くなる こと を 悲しんだ の 

である。 

〔大意〕 惜しむべき 猪 名 部の 匠が かけた 墨繩 は、 其 (人) が 無くば 誰が かけよう ぞ、 

アクラ 墨繩 を 

木 匠 助命の 歌  一四 五 


三、 朝倉宫 (雄 略 朝， >  一 四 六 

右の 歌に よって 後悔せられ、 勅使 を 甲斐の 黑 駒に のせて 刑場に 急派し、 稃 

放せ しめられた。 其 時の 大御歌 

〔紀〕 ^膝 拖磨能 柯彼能 矩盧古 磨 矩羅 枳制播 伊能 致 志 儺 磨 志 ( 一本 伊志 柯孺 阿羅 

磨 志) 柯彼^ 俱慮古 磨 

ぬば たまの 黑 にか i る 枕詞 (上 1 1 七 頁)。 

かひの くろこ ま 屮斐^ 產の黑 駒と いふ 意。 當時 此阈は 名馬 を產 したので あらう。 コマの マ 

は 有情の 生物 を 意味す る 原語で、 動物の 總稱 としても 用 ひられる ので あるが、 馬の 字の 韓 

音 も 亦 マ (卟) であるから * —— 恐らく は 右の マと 同 原から 分化した ので あらう II 往々 混 

同せられ た。 此はゥ (大) マ (馬) に對 する コ (小) マ (馬) の 謂と 解すべき で、 漢字 駒に ニ歲の 

馬と いふ 意が あるから， 之を假 りたので あるが、 多くの場合 兩者は 殆ど 同義語と して 用 ひ 

られ た。 

くらき せば クラ は 座の 意から 轉 じて 馬 背に 敷く 坐 具 (鞍) をい ふに も 用 ひられた ので、 通例 


鞍 を オタと いふが， 馬に 就いて い へ ば著ス としても 妨 はない。 

いのちし なまし (いし かす あらまし) イノ チ死 スは單 に死ヌ とい ふと 同義 (上|- 一  七 頁〕。 イシ 

カズの ィは 接頭語で、 及 バズと いふ 意で ある (上 I 二 五 七 頁〕。 マシ とい ふ未來 想定 を 用 ひた 

の は 其が 推量で あるからで、 シ カマシ モノ ヲの 意と する の は不當 である。 イノ チ死ナ マ 

シ としても、 其 上に 及バ ズ シ テと いふ 語句が 省かれて 居る ものと せねば ならぬ。 

かひの くろこ ま 第二 句の 反誦 で、 言 を 黑駒を かりて 其 騎士 を激勵 する 意が 含まれて 居る の 

である。 

〔大意〕 甲斐の 黑 駒に 鞍 を 著せて 居る と、 (間に あは やして) 生命 を 失 ふで あらう。 

—— 或は 「間に 逢 はぬ であらう」 —— (急げ) 甲斐の 黑 駒よ 

〇 齒 田 根 命 

狹穗彥 の 玄孫 齒田根 命と いふ ものが、 密に釆 女 山邊の 小島 子と 通じた 事が 

木 匠 助命の 歌  一四 七 


三、 朝倉宫 (雄 略 朝)  一 四 八 

お顯 して、 物 部の 目大 連が 命 を 受けて 其 罪 を 責め、 馬八疋 大刀 八 口 を 以て 

祓を行 は しめられた。 共 後 齒田根 命の 詠 じた 歌 

i'  ^  ^  /-  / コシ" n ュヱニ  t トテ ラフ ゥマ ノヤ ッゲハ チ シケク モナ. ン 

〔紀〕 耶， 赞 能 謎 能 故 思麼古 喩衞爾 比^^ 羅賦 宇. 1 能耶 都擬播 ^恐 稽矩^ 那斯 

やまの めの メ はべと 相 通で、 ャ々 ノべ (山 逯) である。 

二し まこ ゆ ゑに 小島 子 は 前文の 如く 此釆 女の 名で ある。 ャ マノべ は 大和の 地方 名で (今 も 

山邊 郡と 稱へ る)， 當時之 を 氏名と した ものに は山邊 之刖 (參 I 四 七 頁) と山邊 之縣主 (參 I 

二 六 三 頁，) とが ある。 此 女性が 其 孰れに 屬し たかは 判明せ ぬが、 ゥネメ (上 I ニニ 八 頁) と稱せ 

られた 所 を 兌ても 名 門 の 出と せねば ならぬ。 コシ マに は 小スマ (住 區) の 意が あるから、 地 

名 を 取って 名と した ものと 思 はれる。 齒田极 命 は 後 文に よれば 河 內の惠 我の S 野 (伍 I 一  〇 

三 頁) の 豪族で あるが、 —— ハ タネと いふ 名 も ハ タ (畑の 義か) とい ふ 地名から 出た ので あら 

う。 ネ は敬稱 である I 內廷に 奉仕 屮此釆 女と 相愛に 落ちた ので あらう。 ュ M  (故) は ユリ 

(S) から 分化した もの-やう である。 


ひ £ てら ふ テラ フは テル (光) の 進行 格で あるが、 轉 じて 街 示の 義を 生じた ので、 人テ ラフ 

とい へば 人 ガ誇ル とい ふ 意と 了解せられ る。 

うまの やつげ は ャッゲ は 八 毛の 意。 ケ モノ (獸畜 ) に對 して ケ (毛) を數稱 とした こと は 有り 

得べき で、 禽鳥 を 一 羽 一 一羽と 數 へる のと 趣 を 同う する。 

をし け くもなし ヲシケ は 惜シキ の 古 形態で、 クは 「事」 を 意味す る 語 分子で あるから、 惜シ 

キ事モ ナ シと いふ 意になる ので ある。 

〔大意〕 山邊の 小島 子 故に (ならば)、 人の 誇 (りと す) る 馬の 八 毛 (疋) は 惜しい こと 

もない 

此不 謹愼な 態度が 更に 逆鱗に 觸れ たこと はいふまで もな く、 資財 を 餌 香の 市邊の 

橘の 本の 地上に 置かし め、 其 私 領長野 村 を 物 部目大 連に 賜 はった と ある。 此は釆 

邑沒收 、私財 分散 を 意味す る。 

齒田根 命  一四 九 


三、 朝  < お宮 (雄 略 朝)  一 S 

備は 足代 

天皇 崩御の 當時、 吉備 e 尾 代 は 新羅 出征の 途 にあった が、 鄉^ を經. H した 

ので、 部 衆 を 娑婆 水門 (今の 備後國 沼 隈郡佐 波 村) に 留めて 歸^ 中、 所 部の 

五 百 人の 蝦夷が 諒闇の 機に 乘 じて 叛亂を 起した から、 水門 (蘆 田 川の 耍^) 

に 引かへ して 之と 戰 うた。 夷 兵 等 は 巧に 箭を 避け、 跳り 越え 伏し 躱 はして 

命中せ ぬので、 弓弦 を 空 鳴 させて 之を嚇 し、 海 濱に偃 伏す る を 待って 其 二 

隊を 射殺した が、 箭が竭 きたから 船人に 之 を 乞うた けれども、 恐怖して 持 

つて 來 ぬので、 弓 を 立て、 弓 末 を 執って 高吟した 歌 

：紀〕 き IT き 曳底那 

みちに あ ふや ャは 例の ^ 投詞 で. 道-一遇 フは尾 代 之 子に か k る 修飾語で あらねば ならぬ か 

ら、 守 部 は ミチ を征 旅， ァフを 合戰の 義 と 解した が、 出征の 途次 蝦夾 等と 一 戰に 及んだ と 

いふ 意と して は 言 槳が 足らぬ。 或は 此句 は^の シリ卽 ち 山麓が 街道に 於て 桕會 するとい ふ 


意の 枕詞で あるか も 知れぬ。 尾 代 (備後 國沼隈 郡 松 永 町の 小字) の 地形 は 之に 該當 する。 

をし ろの 二 尾 代 は 右の 如く 地名で あるから、 其 地 在住の 吉備 氏族が 尾代臣 とも 尾 代 之 子と 

も名乘 つたので あらう。 三重の 子 (第二 九 買) とい ふ 例 も あり、 男女 共に 自稱 にコ (子) を 用 

ひた ものと 思 はれる。 

あめに 二 そ 天 二  、ノ とい ふに 同じい。 助語コ ソは 之を强 めた ので ある。 

き 二えず あらめ 聞こえぬ であらう がと いふ 意で ある。 

くにに はき 二え てな 國 一一 ハ聞コ H ナム ョと いふに 同じく、 句 末の ナは單 純なる 感動詞で、 

希望 表示で はない。 聞コ H テは 現在完了 格の 未然形で あるから、 助動詞 ムを 添へ すと も 未 

來時格 を 表示す る ものと 了解 せられる。 聞コ H ナ (叉 は聞コ H ム ョ) と 云 はすして、 特に 完 

了 時 格 を 用 ひたの は、 聞コ ヱと いふ 完了 事實が 未来に 起る こと を 表示 せんがた めで あらう 

(耍錄 九 四 四 頁)。 

〔大意〕 尾 代の 子 (の 名) は 天上に こそ 聞こえない であらう が、 (此) 國 土に は 聞こえ 

るで あらうよ 

吉備臣 尾 代  一 五一 


三、 朝倉宫 (雄 略 朝)  一 冗 二 

遂に 丹 波 國沛掛 水門まで^ ひ 迫って 鏖殺した と あるが、 丹 波 は 疑問と すべ きで、 

此は備 後方 面に もゥ ラカケ (沛 蔭の. おか) とい ふ 水門が なした のか も 知れぬ。 但し 

柯處 にも 此名 は殘 つ て罟ら ぬ。 


四、 室 壽 の 辭及歌 (紀ー S 

巿邊押 磐 皇子 遭難の 後、 其 王子 御 二方 は 播磨國 に 落ちの び、 僮 僕に 伍して 富農 

の 許に 寄食せられ たが、 其 傭 主の 新屋の 賀宴に 際し、 來賓の 前に 於て 歌舞に 託し 

て 御身 分 を 告白 せられた 結果、 再び 世に出で たま ひ、 天津日嗣 を繼 承せられ た。 

其 際 弘計王 (顯宗 天皇) が 朗誦せられ た 賀辭及 歌 は 顯宗紀 の 前文に 揭 げられ、 記 は 

甕 粟宮 (淸寧 天皇) の 記事と して 收錄 して 居る 外に、 播磨 風土記に も 見える。 三傳 

は 殆ど 全部 相違して 居る が、 正 訛 を 判別す る こと は 困難で あるから、 以下 逐次 說 

述 する。 

〇 記の 所 傳 

記の 所傳  一 五三 


四、 室 壽の辭 及 歌  一 五 四 

ハ リマ  in.r モチ 

針 問國の 宰 に 任ぜられた 山 部 連小栀 が、 其阈人 志自牟 とい ふ もの、 新 室 

に 招かれて 盛宴 中、 侍 座の ものが 顺次舞 を 奏して 典 を そへ たが、 火 娆に刀 3 

使 はれる 二 少年の 番に 至ち、 互に 相 譲った 後、 兄から 始め、 次で^ が 立 上 

り 朗誦した 詠辭 

モメ /ベ/ ヮガ セ n ザ トリ ハク タ チノ タカ ミニ ユカ キッケ ゾ / チニハ 厶 ァカ ハタ チ ァカ ハタ テタ テテ ミレパ ィ 

物 部 之 我 夫子 之 取 佩 於 大刀 之 手 上 丹 書 著 其緖者 载赤幡 立 赤 幡兑老 五十 

力 クル ャ ヤノ ミヲ ノ タケ ヲカキ カリ スヱ オシ 厶  厶 ャ ッヲノ  n トヲト トノフ ルゴ. T ァメノ シ«シ ラシダ マ t シ ィ ザ ホ 7 

隱 山 三 尾 之 竹矣 訶岐莉 ^押縻 魚 如 調 八 絃琴所 治 賜 天下 伊 邪 本 和 

ケ ス メラ ガ n イチノ へ ノ オシ ハノミ n  / ミヤ ッ n ラマ 

a 天皇 之 御子 市邊之 押 齒王之 奴 末 

ものの ベの モノ ノべ (物 部) は 部 (氏) 名で あるが、 木 來部衆 を 意味し、 戰 役に も從 事した の 

で、 之から モノ  ノフ (武士) とい ふ 語 を 分化した (E— 二三 六：. ao。 さりながら 此當 時には モノ 

ノ フは 未だ 獨 立した 一 語と なって 居なかった と 思 はれる から、 假に其 意に 用 ひられた とし 

て も- モノ ノ ベと 稱 へた 害で- 或は 室 主 志自牟 自身が 物 部 々衆であった こ とも 有り得る。 

此^に は 早くから 播濟物 部と いふ 一 團が^ 在した ので ある (wil 五三 頁 )o いづれ にしても 


物 部 は 次 句 我 夫子の 限定 語と して 用 ひられた ので ある。 

ヮガセ コ 

わがせ 二が 僮 僕た る袁 祁 王から い へば 我 夫子 は 勿論 主人 志自牟 のこと であらねば ならぬ 

(第 一 二 頁 参照〕。 

S り はくた ちの 此は 現在 佩用して 居る 大刀 をい ふので はなく、 佩用す る 大刀の 意で あるか 

ら * トリ ハケ ルと訓 する の は 誤りで、 トリ ハク 大刀と いはねば ならぬ。 

たかみに タカ ミ (手 上) は壩 柄の 意 QII 三 三 頁)。 

にかき つけ 一一の 原義 は 土石で あるが、 赭土が 最も 多く 需要せられ たので、 ソボ 一一 (染 土) 叉 

は單に 一一 とい へば 亦 土卽ち 丹-の 謂と 了解 せられる やうに なった。 此 原料 を 以て 楷 (摺) 染す 

る こと を 力 キックと いうた ので あらう。 —— 眞幅寺 本に 盡と あるの は 必然 畫の 誤寫 であら 

ねばならぬ。 

そ の をに は 其緖 者と あるが、 語調 上から も 意義 上から も其緖 一一 ハと訓 むべき である。 

あかはた をた ち 原文の 載 は 眞淵說 の 如く 裁の 誤記と すべきで、 ァカ ハク は 赤 布 をい ひ、 之 

を 裁ちて 大刀の 緖 とする こと を 意味す る。 以上 は 窒主志 自牟の 大刀の 装飾に 託して 次句ァ 

記の 所傳  一 五 五 


四、 室 is の 及 歌  一 五六 

力 ハ タを いひ 起す 序と したので ある。 

あかはた を 此ァカ ハ タは 偽の 手 草と して 携 へ た 杖 又は 矛に 取 着けた 赤幡 をい ふ。 

たてて みれば 建テ 、兑 レバと いふ 意。 此時 手に した 矛 を 衝立て」 屹と兒 え をした ので あら 

う。 所作 を腦 中に 描いて 解釋 すべきで ある。 

いかくる ィは 接頭語、 力 クル (隱) は 四 段 活用の 連體 形で ある。 

やまの みもの ミは マに 通す る 接頭語で、 山ノ尾 (裾) ノ とい ふこと である。 

たけを かき かり 山の 裾の 竹 を 切りと いふ 意。 カリと キリと は本來 ^から 分化した もので 

(I  一一  I 1 三 六 頁)、 力 キは準 接頭語で ある。 次 句の ス H  (末) に對 し、 竹ヲの 次に モト (本) とい 

ふ 語が あって 然るべ しと 宣長は 論じて 居る が 〔記 傳〕、 調の 上から は 之な きを 可とする。 

卽 席の ッ ラネ (述^) であるから、 必 しも 句々 對 偶す るに 至らなかった ので あらう。 

すゑお しなびけ 切った 竹の 末 を 靡かせと いふ 意。 オシ も 亦 準 接頭^で ある。 II 眞！ 1 寺 本 

に は 末 押縻と あり、 縻の字 は從來 靡の 變體と 見なされて 居る が、 私 は後辏 語句との 糗合か 

ら考 へて、 靡 結の 二字の 脚 旁なる 非と 吉とを 省き 一字に 幷 合した ものと 認める。 其 は誤寫 


とする には餘 りに 念が 入り 過ぎて 居る から、 平安朝 時代 の 傳寫 者が 原文 を 不可 讀 とし て 小 

智を 弄し、 恣に改 記した ので はない かと 疑 はれる。 寛 永 刊本は 更に 誤って 磨と 改記 したの 

であらう。 

ななす ゆ ひ 上記の 如く 解讀 すると 此 一 句に 相當 する の は 結魚箐 の 三 字で、 箐か黉 の 變體な 

る こと は 先例に よっても 明で あるから (陸— 二 五 四 頁)、 ナス (ヲ) ュ ヒと訓 むべき であるが、 

此は次 句の ャッ ヲ (八 弦) の 序で あるから、 ャッ (八) に對し ナナ (七) とい ふ 語 を 用 ひた もの 

とすべき で、 ナス (魚 黉) に 助語ナ (之) を 如 へて ナナス (魚 之簀) ュ ヒ (結) と唱 へた ものと 思 

はれる。 山の 尾の 竹から 想 ひ 寄せて * 其 を 橈め て 魚簀を 作った とい ひ、 ナナの 緣 によって 

ャッを 云 ひ 起した の は 當意卽 妙と いはねば ならぬ。 魚簀は 和名 抄の籙 (ィ ケス) 又は 今い ふ 

張 築の ことで も あり 得る。 

やつ をの 二 W を 東 遊の 歌に も ナナ ッヲの ャッヲ の 琴をシ ラベた る 云々 と あるから、 早く か 

ら八弦 琴が 存し たものと 思 はれる 〔記 傳〕。 

の ふる ご W 右の 東 遊の 歌に よれば 調の 字 は シラブルと 訓 むべき であるが、 此は次 句の 

記の 所傳  一 五 七 


四、 室裔の 辭及歌  一 五八 

比況で あるから * トトノ フルと いふ 方が よい。 萬 槧柒笫 ニ卷ニ 九九〕 にも 齊流鼓 之 音お と 

用 ひた 例が ある。 

あめのした 所 治 賜； 大 下と 表記して あるが、 天ノ 下で 句 を 切った ものと 思 はれる。 

じらした まひし 字に ついて 訓 めば ヲサ メタ マヒシ であるが、 所の 字が 剩る のみなら す、 天 

ノ下 ヲサメ とい ふの は 異例で あるから、 シラ シと訓 むべき である。 

いざ ほ わけ 履 中 天皇の 御名 伢 邪 本 和氣命 をい ふ。 意義 上から は 次の 天皇につ^ くので ある 

が、 爱で句 を 切った ものと 思 はれる から、 助 語 ノ (之) を そへ ぬ 方が よい。 

すめら がみ 二 天皇と 寄いて あるが、 律 調から 推す とス メラと 訓 ませる つもりで あつたと 思 

はれる。 ス メラの ラ は^^で (第一 四 W) 、單 にスメ ともい ひ、 ig^f は ス、、 、(淨 身) であるが * 

至高 至 貴の 代名詞と して 川 ひられる やうに なり 朝廷 をス メラ ミカ ド、 勅命 をス メラが 大ミ 

コ トの 如く 稱 へ る。 されば 天皇 をス メラ ミ コ トと申 上げる ので あるが、 此ス メラ は 御子の 

限定 語と して 用 ひたので、 日 之 御子と 同じく 皇子 を 意味す る莊 重なる 表現 様式で ある。 

いちのへの 旣 記の^ 坂の 市の 透で (第一 二三 頁/ 柙嗨 王の 居住地で ある。 


おし はの みこの 此 皇子の 御名の 所 由 を、 記 は 御 齒者如 二三 枝, 押齒坐 也と 說 明した が、 - 

和名 抄 にも 齲齒 (重 生齒) を 於 曾 波と 訓 して 居る —— 紀が 之に 從 はす、 押 羽 又は 押 磐の 字 を 

用 ひて 居る 所 を 見る と、 いづれ も 借 字で、 恐らく は オシ ホ (大秀 ) の轉義 であらう。 

みやつ 二ら ま 扠末 (眞福 寺 本に は 未) と あるので、 宣長は ャッコ ミス H と訓 したが、 右の 如 

き 倒叙 は 古言に 於て は 異例に 屬 し， ミス M とい ふ 語 を 以て 終止す る こと も 亦 律語の 體 をな 

さぬ から、 後 揭の播 磨 風土記の 所傳 に準據 し、 ミヤ ッ コ ラマ と訓 むべき であらう。 奴 は 借 

字で、 ャッコ は 家 ツ子、 ミ ャッコ は 宮ッ 子 (裔) を 意味し、 —— 地方 首長 を ク 一一 ミ ャッコ 

(國 造) とい ふの も此義 による ものである (一二— 一  九 二 頁〕 I！ ラは 語勢 を そ へ る爲の 接尾語， 

マ はハの 音便で、 オシ ハの 皇子の 後胤 (なる) ハと いふ 意と 思 はれる。 ラハが ラマと 轉 呼せ 

られた 例 は鑌紀 所載の 詔敕 中に も數 多く 見える。 恐らく は 前 鑌のラ 音の 類 化に よる もので 

あらう o 

此詠辭 卽ちッ ラネの 初 七 句 は 二王に よって 我 夫子と 呼ばれた 人の 大刀に ついて 叙 

ベた もので、 ァカ ハタと いふ 語の 緣 により 赤 布 (幡) を 取りつ けた 矛に 言及し、 之 

記の 所傳  一 五 九 


四、 室 g の 辭及歌  一六 〇 

を 衝立て、 見渡した 眼前の 地 物に より 辭 をつ y け、 ナナス (魚 之簧) 結ヒ とまで 運 

んだ 時、 八 緒ノ琴 ヲ調フ ダゴト とい ふ 譬喩に 移り、 終の 七 句に 於て 御身 分 を 明に 

せられた ものと 了解 せられる。 歌で はない から 句法に 拘泥して 居らぬ が、 よく 律 

調に 協 ひ、 措辭 もまた 巧妙 を 極めて 居る。 さりながら 前後の 事情から 推しても、 

豫め 考案に 時 を 費され たと は 思 はれ や、 其 場に 臨み 口 をつ いて 出た 卽興 とすべ き 

で、 別に 筆記した 人が あった 譯 では あるまい から、 此 長い 文句が 一語 一音 を も 誤 

まら やに 記^に 留まった とは考 へられぬ ことで、 從ひ此 意味の ことが 發 表せられ 

たと しても 俾誦者 又は 記錄 者の 詩想が 加味せられ たこと は 疑がない。 加 之 紀及風 

土 記の 傳 承が 全然 之と 異る所 を 見る と、 或は 王子が 新 室の 宴に 於て 言擧 せられた 

とい ふ 事實に 某き、 後人が 作製した ので あるか も 知れぬ。 其に しても よく 當 時の 

事情に 適 ひ、 卽 興と 見られる やうに 作られて 居る から、 餘り捸 一から ぬ 時代に 生ま 

れ たものと せねば なるまい。 


〇 紀 の所傳 

ン ジ i  7/ ャ K 

二王 は 播磨國 赤 石 郡に 逃れ、 縮 見 屯 倉 首に 仕へ たが、 或 年 播磨國 司 伊與の 

來 目 部 小楣と いふ もの が新嘗 の 供物 調 辯の ため 此屯 倉に 來て 晝夜新 室 に 宴 

した 時、 二王 は秉燭 者と して 侍 坐し、 小循の 命に より 兄 王 先づ儺 ひ、 次に 

ム d ポギ 

弟 王が 起って 衣帶を 整へ、 室壽を 述べられた。 其辭 

尸， ト J ォク 、へ キ、 n ノィへ キ ミノ ミコ コ 口  ノト トノホ リナ リ トリオ ク エツ リハ n ノィ へキ ミノ ミココ ゅノタ "ライナ リ トリ タフ 

^  I 置 儉榇者 此 家長 御 心 之齊也 取 置 蘆藿者 此 家長 御、 ん之平 也 取 結 

尸、 づ へ キミ， ミ—/ 卞 ノウ タキ ナリ トリ フク 力 ャ ハ n  ノィへ キミ/ ミ トミ ノア マリナ リ イタ モハュ ヒハリ 一一 ヒハリ 

i き 斧 此 家長 御 壽之堅 也 取葺 草葉 者 此 家長 御 富 之 餘也出 雲 者新墾 新墾 

/ トプ カシ ネノホ アサ ケ- 一力 メル i キチ ゥ マラ-一 チヤ ラフ ル カネ ヮガ 匕づヒ トタチ びシビ キノ.  n  ノ カヌャ マ, f^v ン， カノ ッ し 

^ 十お 齡ハ Mi 於 淺甕釀 酒 美 飮喫哉 吾子 等 脚 日 木 此傍山 牡鹿 之 角 

ト \r--K-r ヮびマ } ゥ マザケ ヱガ /イチノ ァタ ヒモテ カハズ タナゾ コモャ ララ-一 ゥ チア * ケ タマ へ ヮガ トコ ョタチ 

m  W 吾 i ぎ 旨酒 餌 香 市 不以直 買 手掌 穋亮 拍上賜 吾 常世 等 

つきたてる 此築 立の 立 は 次 句に よれば 自動詞で あらねば ならぬ から、 タ ツルと 訓 むは 不 

紀 の所傳  二 ハー 


四、 室 まの 辭及歌  一 六 二 

可。 タ テル は 立 在ルの 謂で ある。 

わかむ ろつな ね 出-ま 傳說に 久久 紀若窒 葛 根と いふ 神 名が 見える から 〔記〕、 ワカ ムロツ ナネ 

とつ ビ ける 惯用 語のお した こと は 疑がない が、 ツナ ネを 字の 義と 解す る こと は出來 ぬ。 祌 

代篇 (II 二 四 三： .H0 に 於て 猛は ツナ を 固 縛 材料と 解した けれども、 此は呼 格に 用 ひられて 居 

り、 ッ ナ (繩 葛) について は 別に 柱、 楝梁、 椽撩. 蘆藿， 葺 葉と 同列に 言及 せられて 居る から、 

お 根 は 借 字で、 ツナ ネには 他の 意義が ある ものと せねば ならぬ。 案す るに ッはチ (主) の轉 

呼で 稚窒 につ ビき、 ナ ネはナ (汝) に 敬 稱ネを 連ねた もので (甙 I 三 四 頁)、 ヮ カム 口  § ち 一一 ヒ 

ム 口  (新 iM) の 主たる 貴下と いふ ことで あらう。 

つきた つるはしら は 語義 は 字の 通りで、 上代に 於て は 柱 は 今日の やうに 基石の 上に 建てる 

ホ リタ テ 

こと はなく • 所謂 堀 立であった から、 特に ツキ (築) とい ふ 語 を 冠した ものと^ はれる。 ハ 

シラ (柱) のラは 接尾語で、 ハシ の原篛 は桿條 である。 

二の いへきみ の 菘訓 による。 ィ へ ヲサ と訓ん でもよ い。 卽ち稚 窒ッ ナネ のこと である。 

みこ ごろの. しづ まりな. o 鎭は シヅメ とも 調み 得られる が、 築 立てた 柱が 心の シヅメ となる 


とい ふので はなく， 心の 鎭 マリ 卽ち 落ちつきの 象徵 であると いふ 意で あるから、 舊罰を 可 

とする。 次の トトノ ホリ (齊) 、ク ヒ ラギ (平) も 同様で ある。 

S り あぐる うつば り は 久老說 の 如く 棟梁の 二字 を 合 はせ てゥッ バリと 訓 むべき で、 和名 抄 

に も 梁 ハ 宇都 波 利、 楝梁 也と ある。 柱頭 を 連結し て屋 蓋の 重量 を 平均に 配當す る横材 をケク 

(桁) とよび、 其內屈 防止の 爲に桁 間に 架す る もの をハリ (張) と稱 する ので あるが、 其 上方 

に 於て 兩屋 翼の 横壓を 支へ る もの は、 ゥッ (空) ハリ (張) 卽ち楝 梁で ある。 其 故に トリ 上グ 

ルと いふ 語 を 以て 修飾した ので * トリ は 接頭語 的に 用 ひられた ので ある。 

二の いへきみ の 

み ニニろ の はやしな り 林 は 借 字で、 ハヤシの 原義 は映爲 である。 ゥ ッハリ (楝 梁) は 心の ハ 

ャ シ卽 ち賑は ひで あると いふ 意と 了解 せられる。 

S りおく はへ き は 椽撩 二字 を 合 はせ て ハへキ 又は タル キと訓 むべき である。 和名 抄に 榱ハ 

太 流岐、 揚氏 漢語 抄云波 SE 岐. 在， 1 穩旁, 下垂 也、 兼名苑 云、 一名 撩 一名 椽と あり、 ハ へ キは延 

木、 タル キは 垂木の 謂で、 楝 木から ゥッ ハリの 上を延 うて 垂下す る 小材を 意味す る。 

紀の 所. 傳  一 六 三 


四、 室 0 の 辭及歌  一六 四 

二の いべき みの 

み ニニろ の の ほりな. o 齊は 整と 迪じ， ト トノヒ とい ふ該が ある。 此はト s=) の 派 成^ 

トナ ヒの疊 頭で、 昔 響 を 調節す る ことから 一般に 整頓 を 怠 味す る やうに なった。 齊 をトト 

ノホリ (整 在) と訓 ませた の は 上記 シヅ マリ (鎭) と 同じく 共狀態 をい ふ ものと 了解 せられた 

からで ある。 

VJ.O おくえ つり は 蓝賴此 云-一 哀都 利-と 註せられ て 居る。 和名 抄屋宅 具 棧の項 下に 唐 韻 を 引 

いて^-胡 官 反、^ 也と あり * 同書 草 類 中に 蘆 葦 は 阿 之と 訓 して あるので あるが、 之 を エツ 

リと稱 へたと すれば、 共 用途に よる もので、 枝述 の^を 以て 桿莖 を竝 列した もの をい ふの 

であらう。 共 は 上古 扉 及 壁 を 構造す るに 川 ひられた ので あるが * 屋蓋の 下敷 も M 伐の もの 

であった ので • 瓦屋の 棧をも K の H ッリ と稱 へた 〔撝氏 H^i 抄〕。 順 朝 ほ は 之に よって 然" 則 

以 -ー蔥 ^-爲 レ棧非 也と 斷 じた けれども、 此 H ッリ は棧 をい ふので はない。 常時 尙朱だ 瓦屋 

は 出現せ す、 屋 蓋に は桟を 必要と しなかった 喾 であるから、 此 は^を^く エツ リ (枝 述) を 

^味した ものと せねば ならぬ。 北ハ 進歩した ものが 校 含 造りの 壁で、 之 を ァゼリ とい ふの も 


恐らく 千ッ リ の轉 訛で あらう。 

二の いへきみ の 

み ニニろ のた ひらぎ なり 平の 字をタ ヒ ラ 力と 訓 ますして 殊 さらに タヒ ラギ とい ふ 動詞 原形 

(名詞 形) としたの も、 心 裏平靜 なることの 象徵 なる が 故で ある。 エツ リを 以て 葺 いた 壁 は 

校倉造りに 於て 見る が 如く、 內面を 平滑に する こと を 例と したから. 比況に ffl ひられた の 

である。 

W り ゆ ふつな は 繩葛は 繩に用 ひる 葛の 意 を 以て 表記した ものと 思 はれる から、 ツナと 訓ま 

ねばならぬ。 i  !- 第一 一句に 準じて ツナ ネと訓 する の は 語義 上 不可と せざる を 得ぬ  ッ ナ 

はッラ (連) 及 ナガ (長) の 語根 ッとナ と を 合 はせ た 語で あるから、 一連の 長條を 意味し、 葛 

類の 呼稱 にも 用 ひられた ので、 ッタ (蔦) とい ふの も其轉 呼で ある。 此 時代に は尙 天然 材料 

を 以て 結 縛の 用に 供し， 後世の 藁繩、 麻繩の 如き 手數 のか.^ る もの は m ひなかつ たので あ 

らう。 取 結 を トリ ュ ヘルと 訓す るの は 誤りで， 上掲の 取 ァグル 及 取 オタと 同じく  * 不定 時 

格の 連 體法を 以て 表示せられ ねばならぬ。 
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二の いへきみ の 

みいの ちの かたきな. o  、、、(御) は 敬語、 壽は イノ チと訓 み (上| 1 七 15、 生命の 牢乎た る こと を 

結 縛の 堅固に 況 へたので ある。 

S りふく かや は 草 槳はカ ャと訓 むべき である。 カャの 原^ は 上：^ 卽ち屋 蓋で あるが， 轉じ 

. て 其 材料 を も 意味す る やうに なり、 之に W ひる 禾草 は： カャと 呼ばれた。 之 を 茅の 稱 呼に 

^川す る やうに なった の は 後世の ことで ある。 

二の いへきみ の 

み £ みの あまりな り ^萆 の累々 たる を 貨財の 蓄^に 況 へたので * トミ は トシ (牧^： T トヨ 

(i:3D* トリ (取) 等の 語幹 ト I タシ、 タリ (足 ) * タメ (溜) 等 の タと同 原 II にミ (身) を 連ね 

たもので、 原 if は 富者で あるが * 抽象化して 富裕の 篛 となり * 更に トム 等と 活用 せられた 

ので ある。 ァ マリが 餘剩の 意なる こと はいふまで もない。 

室 毒の 辭は之 を 以て 終り、 以下 は嗨詞 的に 添加せられ たものと 兌る ベ きで ある。 

此 長い ッラネ (連 辭) が弘計 王の 獨创 で且 其^ 限りの ものであった なら、 記の 所 傅 


： ついても 述べた やうに、 完全に 傳 誦せられ たこと は 殆ど 有り得ぬ から、 或 時代 

に 普く &に行 はれた 新屋 祝賀 辭を こ、 に附會 したので あるか も 知れぬ。 若し 然り 

とすれば 此 物語の 作者が 特に 作り 添へ たの は 以下の 語句の みとせ ねばならぬ。 

、づ もよ こ. ひ は. o 出 雲 は 借 字で、 屯 倉 所在地の 一 地區 名で あらう。 播磨 風土記に よれ 

ば シジミ (志 深) 村の ォ i トの名 は iii というた と あり、 上代に 於て は 地名 を 其 ま X 人名に 用 

よた 冽が 多く (第一 五一 頁〕、 ィ トミ、 イツ モは 極めて 音が 近いから， 其 いづれ かを轉 巧と 見 

る こと は敢 て不當 では あるまい。 ィ トミ (イツ 乇) 田 は事實 一一 ヒハリ (新 墾) であった ので あ 

らう。 

-ーひ まりの 新墾地 (上 II ニニ 買) に產 したる とい ふ 意。 

S つかしね の ほ 語義 は 字の 通りで、 トツ 力 (十 握) は 其 株の 太い こと をい ひ、 シネの シは食 

物 を 意味す る 原語で ある。 II 漢字 貧 も 亦 食品 を 意味す る 場合に は シと發 音せられ る— 

ネ はハネ (羽)、 ャネ (屋根) 等の ネと 同じく 接尾語と 見る こと も出來 るが、 或は ナ (食物) の 
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轉呼 かも 知れぬ。 稻實は 我 民族の 主食物で あるから * ナが茱 又は 魚の 蕤と 了解 せられる や 

うに、 異名と して シネ と稱 へられた ので ある。 ホ (槌) の 次に 助 語ヲが あるべき であるが、 

次 句の ヲと审 ：极 する 嫌が あるから 之 を 省いた ので あらう。 

あさけ にかめ るみき を ケ (^) は 容器 を 意味す る 原語で * 甕 も 亦 ケに屬 し、 ミカ (水？？ の轉 

呼) とも 呼ばれる。 カメル は^ ミ アルと いふ 意で ある。 

うまらに を やら ふる かね 美飮 喫 茕此 云， ー于 魔羅 慽 烏 野羅甫 歷柯侫 一也と 註して ある。 ゥ マラ 

はゥマ (美味) の 名詞 形で、 之に-を 添へ る ことによって 副詞と なる ので あるが * ヲャ ラフ 

とい ふ 語 は 他に W 例がない から、 實 用せられ たと しても 夙に 廢語 となった ものと せねば な 

らぬ。 語 構成 法から 考察す ると、 此はヲ ャルの 進行 格で， ヲャ はヲス (食) の 語幹 ヲ (上 II 

-6.8 の 名詞 形 で あ るから (上|  I 九 頁 〕、 其 活用形 ヲャル が 喫 用の 意と なること は 怪しむ に 

足らぬ。 カネ は 勿論 感動詞 カナの 轉呼 であるから、 ヲャラ フルと いふ 述體 形に 接^す るの 

である。 

わが ひこ ひ £ たち 子お 男子 之通稱 也と ある 分 註に よれば • 吾子 はァギ と訓む 方が 適切で あ 


るが、 此は 席上の 主客 を さす もの i やうで あり * 且律 調の 上から も 舊訓の 如く ヒコ ヒトと 

稱へ たものと 思 はれる。 ヒ コ ヒト とい ふ 語 は景行 天皇の 御子の 名に も 用 ひられ (肆— 四 五 

買)、 彥と 崇められる 人、 卽ち 貴人の 謂で ある。 

あし。 ひきの 山の 枕詞 (第二 五 頁〕。 

二の かた やまの 語義 は 字の 通りで ある。 

さもし かの 牡鹿 此云， 一 左 鳴子 加 一と あり、 サは 接頭語で， シカは 力 (鹿) のシシ のこと である 

(第 九 二 頁)。 

つの さしあげて 擧の字 は刊本 及釋紀 にササ ゲと訓 して あるが、 律 調上サ シァゲ であらねば 

ならぬ。 サシは 準 接頭語で ある。 こ \ に 牡鹿の 角 を 叙した の は上揭 記の 所 傳のァ 力 ハタと 

同じく、 之 を 手 草と して 傻 はれた こと を喑 示す るので あらう。 

わが ま はば 釋紀 にはヮ ガマ ハ ンと訓 して あるが、 此は 假設條 件で あらねば ならぬ。 

うま ざけ 美酒の 意 を 以て H フ (醉) の 語幹 ュの 枕詞と したので ある。 

ゑが のい ちの 餌 香 市 は 上記の 如く 河內國 古市の 舊 名で 當時 最も 有名な 互市 場であった もの 
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の やうで ある。 從來 市に 助 語 11 を そへ て 居る が • 寧ろ イチノと 訓み、 市の やうに とい ふ 意 

とす べきで ある。 

あた ひもて か はず ァタヒ はァタ QC: 重) の 活用形で、 タマ (玉) から タマ ヒ (賜) とい ふ 語が 派 

成せられ たと 同様に • 「付 與」 の 意と せられた ので あるが， 後世^ら 下 二 段活に W ひられ、 

本^の 形 は 可能の 篛 とのみ 了解せられ (上一五一 頁)、 價 値と いふ 意の 表示と しての み ァタヒ 

とい ふ 形が 保存 せられた。 カフ も 亦 原^ は 交^で、 叫 段に 活 S したので あるが *  ^1:=: とい 

ふ觀 念と 行爲 とが 發 生して 以來 * 卑ら 「買」 の^に 用 ひ * は 下 ニ段活 の 力へ を 以て 表現 

せられ， 唯 山の カヒ (峽： r タガヒ £)、 ハガヒ (羽 交) の 如き 熟語に のみ 殘存 する。 されば 此 

句 も惯ヲ 以て^: ハ ズと いふ 意と 了解 せられぬ こと はない が、 北 ハは當 時の 習俗で はない か 

ら * ァタヒ (代品) ヲ 以て 交へ ズの IS とすべき である。 自分 の^を も 餌 香の 市の やうに：： § 物 

と 代へ ようと はせ す、 唯 拍手 を 贈りた まへ とい ふので ある。 

たな そこ も やらら に 乎^ 挖亮此 云，, 陀那则 擧謀耶 羅羅诚 一と；^ して ある。 此兩 字に 共 やうな 

意義 はない が、 摻は相 交 ハルと いふ 該 であるから、 拍手 をい ふに 用 ひ、 亮は亮 々の^に よ 


つて ャ ララと いふ 語に 充當 せられた ものと 思 はれる。 其 はャラ の疊頭 語で、 ャ ラはャ ハラ 

(和) の 約で あらう。 

うちあげ たまへ 此ァゲ は 作り ァ ゲル、 爲ァ ゲル、 成 鑌をァ 、ゲルの 如く も 用 ひられ、 遂行の 義 

が ある。 

わが 二よ たち 不老 長壽 とい ふ 意から、 トコ ョ (常世) を 第二 人稱 敬語に 轉 用した ものと 思 

はれる。 上記の 彥 人達 を 祝福す る 意 を 以て 用 ひられた 語で あるが、 恐らく 此場 限りの 用法 

で、 常用 語で は あるまい。 

壽き畢 つて 節 を 起して 次の 如く 謠 はれた 

イナ ムシ 口 力 ハゾヒ ャナギ ミ-ヅ ュケパ ナビ キォ キダチ ゾ ノネ ハウ セズ 

〔紀〕 伊 儺 武斯廬 哿簸泝 比 野儺擬 寐逗 愈凱麼 儺 弭企於 己陀智 曾 能泥播 宇世 儒， 

いなむ、 しろ 稻蓆卽 ち 稻莖で 編んだ 蓆の 意。 ム シ U は モシ a (裳 代) の轉 呼で、 其 語義に よつ 

て 明なる が 如く 裳 又は 外套 代りと して 着用す る こと もあった から、 身の 皮と いふ 意 を 以て 
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カハ (川) にい ひかけ たので あらう。 萬 葉 集 〔卷ー 一 〕 に はシキ (ffi) の 枕詞と しても 川 ひられ 

て 居る。 

か は そ ひやな ぎ 川 添 柳の 意。 ャナギ の 矢 之 木の 謂で、 ャギ (矢 木) ともい ひ、 箭^ に^ 川し 

たから 揚柳 科の 總稱 となった ので あるが、 此は川 添と あるから 力 ハ ャナ ギ郎ち 和名 抄に所 

IS 水揚 をい ふので あらう。 

みづ ゆけば 水 行 ゲバ は 平日 水の 流れぬ 川岸 を增 水の 爲に 水が 通り 行けば とい ふ 意で ある。 

之 を 水 去 ケバ卽 ち 水が 引けば とい ふ 意に 解した ものが あるが • 川 添に は 水の 洗 はぬ のが 常 

態で ある。 

なびきお きだち 低く 垂れた 投の 枝が 流に 從 うて 靡き 起き 上る をい ふので， 我 A が 日常 河^ 

に 於て 兑る 光景で ある。 

そのね はう せず 北 ハ极ハ 失セズ 

〔大^〕 川 添 柳 は (其 下 を) 水が 行く と 流に •！§ いて 起 上り、 其 根 は 失 はれぬ 

前後の 文から いふと 此耿に は 寓^が ありさう に^ はれ、 時の 流に 從 うて 浮沈 は 


あっても 皇統 は絕 えぬ とい ふ 意味に も 解せられ るが、 其 は 後人の 擬作 である こと 

の 一 證で、 此際 右の やうな 婉曲な 諷示を 用 ひられた としても、 何等 豫備 智識 を も 

たぬ 列席者に わかる 喾 はなく、 卽興 として は 巧に 過ぎる から、 事實は 次の 誥及他 

の ニ傳の 所說の やうに 卒直に 告白せられ たので あらう。 

す モシ 口 シ  ，  N  -c  &a_ ノ 

小 楣は之 を可怜 として 今 一 曲と 所望した ので 弘計 王が タヅ ッ マ ヒ I 殊燁) 

しつ k 高唱 せられた 誥 

ャ マト ハ ソゾチ ハラ アサ チ (ラ オト ヒ ャヅ n ラマ 

倭 者 彼 彼 茅 原 淺茅原 弟 日 僕是也 

やま VJ は 此 大和 ハ とい ふ 用法 は 記の 本 牟智和 氣傳說 にも 見え (參 I 二 一  八 買)、 後揭の 風土記 

所傳 にも 用 ひられて 居る やうに、 大和 一一 於テハ とい ふ 意で、 此は末 句に か \ るので ある。 

tv そち はら ソソ はササ (笹) の轉 呼で、 チ (茅) の 種族 中笹の やうな 葉の ある もの を ソソチ と 

名 づけた ので あらう (SI  二三 0 買〕。 
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あさち はら 淺は借 字で、 ァザナ (異名)、 ァ ザムキ (欺)、 ァザ ワラ ヒ (冷笑) 等の アサの 如く、 

他 異义は 似而非の 意 を 表示す る 接頭語 分子で あるから、 茅に 似て 然ら ざる 一種の 禾草 をァ 

サ チと稱 へたので ある。 今い ふチバ ナは 之に 當る もの 、やうで. 其 茂 生す る 原野が アサ チ 

ハラで ある。 大和に は 种淺茅 原と 稱 する 奮 地が ある けれども (参 II 五 四 頁)、 此は其 地 を さ 

した もので はなく、 ソソチ 原 は 勿論、 アサ チ原 もサャ サャと 音す る ものであるから、 オト 

(音) の緣 によって 次 句の 序に 用 ひられた ので ある。 

お VJ ひやつ 二ら ま 僕是 也の 三 字 を 合 はせ て ャッコ ラマと 訓 むべき で， 其 意義 は 上述の 如く 

(第一 五 九 頁)、 マ 卽ち助 語 ハに是 也の 意が 含まれて 居る ので あるから、 ャッコ ラマ 是ナリ と 

訓す るの は 蛇足で ある。 オト ヒ はァタ Q=o ヒ (胤) の轉 呼で、 オト ヒ 少女 〔萬 一〕、 篠 原の 才 

トヒ姬 子 〔肥 W 風土記〕 の 如き 用例 も あり * 名門と いふ 義をも 表現す る。 されば 此句は 名流 

の 家 ツ子 ナル ハ とい ふ 意味で ある。 

紀の 前文に 詰 之と あり、 從來 タケ ビと訓 して 居る が、 語義 上此 場合に は あたらぬ 

から (三 —三 二 K)、 字に よって ノリ ゴト と訓 むべき であらう。 此は 勿論 歌で はな 


く、 儺の 拍子に 合せて 唱 へられた 律語に 過ぎぬ から、 其が 如何なる 舞であった か 

を硏究 する ことが 極めて 必要で ある。 刊 本に は 殊侮古 謂 二 之 立 出侮ハ 立出此 云，, 陀 

豆 豆： 侮 狀者乍 起 乍 居、 而儺 之と 分 註して あるが、 此 書の 記 註 例に 違背す るから、 

槳解は 私記の 文の 攙入 として 之 を 削り、 通 釋は右 旁に 圏點を 施した 七 字の み を 原 

註と した。 此は飯 田 說が當 を 得て 居る やうで、 養老 私記に は 乍 立 乍居而 侮、 今 東 

舞是 也と あり (釋紀 所 引)、 增 訂國史 大系 所載 日本書紀 私記 (甲 本) に は 起 舞と して、 

右 肩に 立 出 舞、 左 旁に 乍 坐 乍 立 舞 也と あるから、 後人が 此等 によって 加筆した の 

であらう。 さりながら 乍 起 乍 居る こと を 立 出と はい ひ 難く、 タチ、 デを タヅ ヅと訛 

つたと も考 へられぬ。 右の 私記 (甲 本) に は 更に 養老 云、 東 舞 ハ多舞 豆 舞 也、 舞狀乍 

居 乍 起而舞 也と 分 註して ある 所 を 見る と、 ク ムヅ 舞と も稱 へられた ものと 了解す 

べきで、 乍 居 乍 起 は 舞の 手 振 をい ふに 過ぎ や、 之に よって 命名せられ たので はな 

いやう である。 案す るに タヅ は タウ ッ (田 打) の 約 濁で、 タム ヅ とも 訛 ，5、 タヅ ヅ 

紀 の所傳  一 七 五 


四、 室 S の 辭及歌  一七 六 

は 田 クック ッの謂 では あるまい か。 ^夫が 田 をクッ (上丄 一八 〇3 姿態 を寫 して 舞 

の 手 振と した こと は 極めて 有り^べ きで、 一 伸 一 屈 を 乍 立 乍 居と いうても 太お は 

ない： 之に 殊 舞の 二字 を あてた 理由 は 判明せ ぬが、 或は 特殊の 舞と いふ^ を 表示 

する 爲 であった かも 知れぬ。 

小楣が 深く 之を奇 として 更に 所望した ので 唱 へられた 誥 

„■  ノノ  7 レノ カム スギ モト キリ スヱ オシ ハラ t イチノへ ノ ミヤ-一 ァ メノシ タシ p シ メシシ ァメョ 5! ヅ ク  <- ョ fl ヅ P シ ハ^;. -コ t,.;' 

石 上 板 之神榀 伐 本截末 於 巿逡宮 治 天 下 天 萬國萬 押^^ 御 

ナス ヱ ャプ n ラマ 

裔 僕是也 

いその かみ 山经 郡の 鄉 名で 〔和〕、 今 も 丹 波 市町に 其 名 を 留めて 居る。 恐らく は布留 川の 磯 

の 上と いふ 意 を 以て 命名せられ たので あらう。 布 ^御 魂 神社の 所在地な るが 故に、 フルと 

いふ 語の 準 枕詞と しても 用 ひられる。 

ふるの かむ すぎ 榲此 云-一 須擬- と 註して あるから， 布留 (の 社) の 神 杉の 意なる こと は 云 ふま 


でもない。 フル も 亦 地名で (wl  i 九 〇 頁)、 石 上と 同じく 丹 波 市町の 大字と して 今 も 其 名 を 

存 する。 

も £ き. O 

すゑお しはら ひ 伐 本 截末此 云， 1 謨登岐 利 須衞於 玆娑羅 比, と 註せられ て 居る。 此ニ句 は 治 天 

下の 比況 的 修飾で、 モト キリ はス H オシ ハ ラヒと 謂 はんが 爲の 序に 過ぎす、 意義 は 次 句の 

みに 存し， II 其 は 潮 滿チを 潮干 ミチ 〔萬 六〕、 梅の 花 散り を唉キ チリ 過ギヌ 〔萬  一 0〕 とした 

のと 同 一 例で ある —— 末 枝 を 押 はら ふが 如く 天下 を 掃蕩 するとい ふ 意で ある。 

いちのへ のみやに 磐 坂の 市 邊に存 した 柙磐 皇子の 宮居 をい ふ。 

あめの、 した 

しろしめ， しし 治 天下と 表記して あるが、 此の 如く 二 句に 分唱 せられた ので あらう。 

あめよ ろづ 

くによろ づ 天萬國 萬の 天と 國とは 美稱。 同 一 意義に 此兩語 を 接頭して 重疊 する こと は 上代 

の 一修 辭 法で、 天燒 石國饒 石、 天 照 國照等 例の ある ことで ある。 ョ &ヅ は韓語 ，5 お (多き) 

紀 の所傳  一 七 七 


四、 室 It の 辭及歌  一 七 八 

と 同 原で、 ッは 上記の 如く 數を 意味す る (第一 三 三 頁〕。 之 を 萬と いふ 數の稱 呼と する やうに 

なった の はや、 後代の ことに 暴し、 此は萬 物 を オシ (抑 歷卽ち 統治) たま ふとい ふ 意 を 以て 

オシ ハ にい ひかけ たので ある。 

おし はの み 二 £ の 尊の 字 は 或は ミコ と訓 むの かも 知れぬ。 

みあな すゑ 裔はァ ナス N と旁訓 せられて 居る。 後揭 風土記 傳 承に 御 足 末と 表記 せられて ゐ 

アナ- 2  o  I： 

る やうに、 足 之 末の^なる こと は 勿論で、 脚 結 をァュ ヒと いふが 如く、 ァシ (足) のお 极は 

ァ であった と 思 はれる。 

やつこら ま 蓊は旣 記の 通りで あるが、 此は 第一 人稱 として 家 ツ子 を 意味した ものと すべ 

きで、 我等 ハ市^ HS に^ 臨せられ た 押^ 尊の 皇胤 (ナ ルゾ) とい ふので ある。 

此 #1 によれば 御 父 押 磐 皇子 は 安康 天皇に 次いで 一 旦踐舴 せられた ものと 了解 せら 

れ、 播 風土記 傳承 にも 後揭の 如く 坐 二 市逡, 之 天皇と あるので あるが、 此 等の 所 

傅が 弘計 王の 御 口から 出た 言 辭を其 ま、 語り 績ぃ だので はなく、 傅說 子が 案出し 


たもので あつたと すれば、 史的 證據 とする に は 不十分で ある。 されば 之に 基いて 

記の 所傳に 所い 治 二 賜 天下， 伊 邪 本和氣 天皇 之 御子 市邊之 押齒王 云々 と ある 所 治 賜 

天下 を も押齒 にか、 ると する 記 傳の說 は 早計と せねば ならぬ。 

〇 播磨 風土記の 所傳 

此 風土記 は 先學の 考證の 如く 和 銅 年間の 勘進で、 日本 紀が尙 未だ 世に出な かつ 

た 以前に 於て 其 國の舊 聞を錄 した ものであるから、 一 異傳 として 參照 する 必要が 

あると 信じ、 左に 聊か 釋明を 加へ る。. 

二王 子 は 難 を 避けて 播磨國 美 囊郡志 深 村の 首 伊 等 尾の 家に 役せられ たが、 

其 新 室の 宴に 際し、 詠辭を 課せられ たので、 互 讓の後 弟 王子が 立ち上って 

詠ぜら れた辭 

タラ チ -ン キビ ノ マガ ネノ サク ハモ チ タウ ッゴト テ ウテ n ラ  ァレマ t セム 

多 良知 志 吉備鐡 挾鍫持 如 田 打 手拍子 等 吾 將爲舞 

紀 の所傳  一七 九 


四、 室 毒の 辭及教  一八 〇 

たらち し 足 主 共の 謂で * ァラチ シと问 じく (上 I 二 〇 九 頁) キミ (君) の 修飾語で あるから • キ 

ビ (吉 備) の 枕詞に 川 ひられた ので ある。 

きびの まがね の 繊 (弒の 古文) はク a カネ (黑金 ) であるが、 承 和の 大嘗の 歌に マガ ネ吹 ク吉 

備の中 山と あるから 〔古今〕、 此も マガ ネの假 字に ffl ひられた ものと すべきで あらう。 カネ 

の 原語 は 力 一一 (赫 土) 卽ち鑛 土で あるから， 北ハ から 吹き分けられた 金 1? を 明示 せんが 爲に接 

頭 語 マ を 冠した ので， —！ 魚 を 特に マ ナ とい ふと！： 例 —— 鐵に 限る ので はない。 

さく はもち サは 接頭語で， 單 にクハ 乇チ とい ふと 大差 はない (上 I  二八 〇 頁 )o 此 g| が {s^ 弘 

計 王の 御 n から 出た ものと すれば * 當時旣 に^ 製の 鍬が W ひられた 證據 となる かも 知れぬ 

が、 恐らく は此も 後人の 作で、 其 ころ 旣に此 品物が 出現して W たから 王子の 言 辭に擬 して 

之 を 文飾に W ひたので あらう。 

たうつ ご vj 田 をう つやう にと いふ 意。 此も紀 の 所傳の 如く 席ト： で 多 豆 豆！^ が 行 はれた とい 

ひ 傅へ たことの ー證 とすべき であらう。 

てうて 一一ら 子等 は 列 坐の 僙僕等 を さし、 手拍子 を 取れと いふので ある。 


あれ まひせ む 

右に よれば 此 一 齣 は 次の 詠辭の 前置きで、 獨 立した 一 篇と 見る ベ きもので はない 

が、 勘進 者 は 其內容 には大 なる 關心を もたなかった と 見えて、 次の 宣言と 同列に 

极 うて Dip るので ある C 

又 詠、 其辭曰 

ァフ £ ハ ち クタ マルク ニヤ マト ハ  厶厶  厶  ス メラ ミコト /ミア ナス ヱ  厶 

淡 海 者 水溻國 倭 者 靑垣々 山 投坐 市邊之 天 皇 御 足 末 奴 津良麻 

ァヲカ キヤ マ イチ/へ ュ シ キイ マシシ  ャッコ ラマ 

あ ふみ は 近 江 (の 國) ハと いふ 意。 

みづ たまる くに 原文の 塥は先 舉の說 の 如く 停の 誤記と して タマルと 訓 むべき であらう。 此 

兩句は 本旨と 直接の 關係 はなく， 一種の 序で あるが、 近 江 は 御 父 皇子の 最後の 地で あるか 

ら • 多少の 緣 故が ある。 

やま S は 大和 ハ 

播磨 風土記の 所傳  .一 八 一 


gl 、室^の^ 及 歌  一八 二 

あ を かき やま ^文せ： W 々山と ある々 は 衍字で あらう。 大和 ハ …； 靑垣 山と つ f けた 例 は^ 

邦 歌 (上 II 1 五 頁) にも 兒 える。 

いちのへに 

しきい ま. しし 兩句 は； g 文に 投 Tr 坐市邊 一之と あるが、 投の 字は訓 みやう がない から • 假に敷 

の 誤記と して シキ と訓ん で^く。 之の 字 は 動詞の 標識と して 添加 せられる こと を 例と する 

ので あるが * 此は 過去 格連體 法で あらねば ならぬ から、 シの 音符と 見て 坐の 字と 合 はせ て 

イマ シ シと訓 むので あらう。 

すめら み 二  VJ の 

みあな すゑ 前 出 

やつこら ま 奴の 字の 下の 津は 衍字で あらう。 ャッコ ラマ は紀 の僕是 也に あたる。 

此は 記の 詠辭の 終末 數句及 紀の誥 とや、 趣が 似て 居る から、 大體 この やうに 宣言 

せられた とい ふの が原說 で、 傳誦 者に よって 區々 に澗 色せられ たので あらう。 右 


三傳中 最も 後代 的の 臭の 强 いのは 紀 の所說 で， 形式 は 整うて 居る が、 記錄 による 

に 非す して 右の やうな 長い 言辭が 誤， 9 なく 言ひ傳 へられた とは考 へられぬ ことで 

ある。 

記の 甕 粟宮 (淸寧 朝) の 記事に は、 袁祁 命が 歌 垣に 立 たれ、 平 群の 志毘臣 との 間 

に大 魚と いふ 女性の 愛を爭 はれた とい ふ 傳說を あげ、 數 首の 歌を载 せて 居る が、 

其 は紀に 武烈 天皇の 卽位 前の 逸事と して 揭げ たものと 頗る 趣 を 同う して 居る か 

ら、 別に 「歌 垣」 とい ふ 一章 を 設けて 幷說 する こと、 した。 


八 三 


五、 近 飛鳥 (人 釣) 宮 (顯宗 朝) 紀三 首、 記 二 首 

〇 角 剌 宮 

淸寧 天皇の 崩 後、 皇太子 億 計 王 (後の 仁 賢 天皇) と 御 弟 皇子た る弘計 天皇と 

の 互譲の ため、 皇位が 定まらなかった ので、 御姊 飯豊靑 皇女が 忍 海の 角 刺 

宫に 於て 朝に 臨み 政 を 秉られ た。 當 時の 詞 人の 歌 

c: 紀 3 野 麻 登陛儒 浒我保 指 母 能 婆 於 尸 農猕能 莒 能拖膂 紀儺屢 都 奴 ^ぉ きま, 

やま S へに 大和 邊 二と いふ 意。 用例 は仁德 朝の 歌に も ある (上— 二三 八 頁： )o 

み、 ガ ほしもの は 見る こ と を 欲する もの はとい ふ 意 (上—  二 六 七 IJIOC 

おしぬ みの 葛 城の 一地 域で， 和名 抄には 於 之 乃 美と 訓し (貳— I 七 九 頁：)、 明治 年間まで 一郡 

であった が、 今 は 南葛垅 郡に 編入せられ * 一  村と して 存繽 する。 祌功 朝に 俘虜の 漢人 を牧 


五、 近 飛 鳥 (八 釣) 宫 (顯宗 朝)  一 八 六 

容 せられた 土地で あるが (陸 —四 三 頁)、 葛 城の 高宫に 隣接し、 莴木 氏の 勢力 範圍 であった か 

ら、 ^津彥 の 孫で 天 皇の 外祖父に あたる 蟥臣が 之を領 し、 母 妃^^ 及 共 所 生の 王女 逹は難 

を 免 かれて 此虚に 安住せられ たものと 思 はれる。 

二の たかき なる タカキが 高 ^ の 意なる こと は上卷 (第五 八 及 二 七三 頁) に 述べた。 忍 海 は 北ハ名 

の 示す 如く 低濕の 地であった から、 高地 を 遝んで {呂 邸 を 設けられ たものと 推定 せられる。 

忍^ 村 忍 海の 小祠を 其宮趾 なりと する 說 〔通 證〕 は 據を詳 にせぬ が、 タカキと ある 所 を 兌る 

と、 共^ 方の 丘陵 か 若く は莴城 山麓であった とせねば ならぬ。 

つぬ さしの みや ッヌは 堅牢 を 意味す る卖稱 (1 1 1 1 五^)、 サシは 城の 意の 古韓 語で、 紀の 

朝 Si 地名に 現 はれ， 今の アイヌ 語に もチ ヤシの 形に 於て 殘 つて 居る。 此當時 は 大和に 

於ても 川 ひられた と 兌え て、 欽明 天皇の 皇居 を も カナ サシ (令； 刺) のおと いふので ある。 殊 

に 忍 海 は 上記の 如く 韓人の 居住地であった から、 韓語が 混用せられ たこと も 有り^べきで 

ある。 m に 案す るに 大和 逯に 見が 欲し もの はと 歌 はれた の は * 此^に 特色が あった 爲 とす 

べきで、 或は 韓人 を 役し •  ^式 を 加味した 建築であった から、 特に サシ とい ふ 韓語を ffl ひ 


たの かも 知れぬ。 

タカキ  ッ ヌサシ 

〔大意〕 大和に 於て 見たい もの は 忍 海の 此高處 にある 角 城の 宫 である 

此は角 刺 宮を讚 へた だけで 他に 意味 はない。 守 部が 之 を 諷刺と 見た の は ッヌサ 

シと いふ 語の 誤解から 出た ので あるから 問題に ならぬ。 記に 此 皇女 を 忍齒別 王の 

妹卽ち 天皇の 御姨 としたの は、 履 中 天皇の 御子 中に も 靑海郞 女 一 名 飯豊郞 女と い 

ふ 皇女が あるからで、 兩傳の いづれ を 正しと すべき か、 果して 大統繼 承の 事實 が 

存し たかと いふ ことに ついては、 聊か 私見が あるが、 直接 歌 謠に關 係せ ぬから、 

他日 上代 篇 起稿の 場合に 發 表する。 

〇 近 江の 置 女 

御 父 押 磐 皇子の 埋瘗 地點を 申出た 置 目と いふ 女性 を 特に 優遇せられ、 皇宮 

の 傍に 邸宅 を 賜 ひ、 自由に 宮殿に 出入す る こと を 許し、 鐸を かけて 合圖と 

角刺宫  一八 七 


五、 近 飛鳥 (八 釣) 宫 (頻 宗朝)  一八 八 

せられた が、 其 鳴る 昔 を 聞し 召して 詠まれた 犬 御 歌 II 此 前文 は紀記 ^俾 

に少 からぬ 相 逸が あるので、 要領 を 摘記す るに 止めた。 

11/  r ァづ. チ： ハ * ラ. ヲヅネ ヲスギ モモ ヅ タフ ステュ ラグ モヨ す キノ クラシ モ 

〔紀〕 阿佐^ 簸 囉 ^贈 繭 鳴須擬 謀 謀 逗拖帘 奴 底お 羅倶 E 與 於岐ハ 毋仉羅 之^ 

,,-/r ァ う.^' ハ. ラ チダ- 一 テス ギテ モモ ヅ タフ ヌテ ユラ クモ ォキメ クラシ モ 

〔記〕 阿佐 遲波良 袁 陀爾袁 須疑且 毛 毛 豆 多 布 奴 且 由 良久 母 淤 岐米久 良斯母 

あさ * ち はら 前 出 (第 一 七 四 頁 )o 皇居 附近の 草原で あらう。 

を そね もす ざ (を だに をす ぎて) ヲは 小の 義。 ソネは 石 (又は 砂) 枳の轉 呼で * ネは ミネ (峯 )， 

ゥネ (畝) の 如く 极の やうに 延 うた 地形 を 意味す るから * 石堆 又は 砂丘 をゾネ とい ふので あ 

るが (： 五 I 一  九 六 頁)、 此は 皇居の 限界の ために 築造 せられた 石 壁の 謂に ffl ひられた ので あら 

う。 記の ヲダー 1 は 勿論 小 谷の 意で あらう が， 其 老姐所 レ住屋 者、 近作， 一せ. 邊,^ 日必 召と ある 

前文 〔記〕 によると * 小く とも 谷 を 隔て k おた と は 思 はれぬ から， 紀の 所傳を 可とすべ きで 

ある。 スギテ とい ふ 現在完了 形 も 次 句と 時 格が 一致せ ぬから、 單に スギと ある 方が よい。 

もも づたふ ッ (津) の 枕詞と しての モ モヅ タフが 百 集の 意なる こと は、 上卷 (第 一 七  一 K) に述 


ベた 通りで あるが， 此は實 叙 を 兼ねて 用 ひられた ので、 小 會根を 過ぎ ママ (御 地 區の轉 呼) 

卽ち 宮殿の 構內 を傳フ とい ふべき を モモ ヅ タフと 轉 呼し" 百集フ にい ひかけ たので ある。 

百 集の 義に 於て は 勿論 ヌテの 修飾 的 枕詞と 了解す べきで * 之 を 鳴して 百 僚 を 呼 集した こと 

があった ものと 思 はれる。 

ぬて ゆらぐ もよ (ゆらぐ も) ヌテの 原義 は嗚 ものであるが (i  I 一八 八 買)、 鈴の 大 なる ものと 

了解 せられて 居る。 出土品の 古鐸は 殆ど 總て 銅製で、 大小 形 狀區々 であるが • 此當時 如何 

なる 型式の ものが ヌ テと 呼ばれた か 判明せ ぬ。 置 目 參內の 合 圖に用 ひたの は？ 少 くと も鑌 

紀 • 三代 實錄 等に 見 ゆるが 如き 高さ 三尺 有餘の 大型な もので はなく、 ュ ラグ (上 I 二 一 四 買〕 

とい ふ 述語 を 用 ひ、 前文に 引 鳴 其鐸ー 〔記〕 と ある 所 を 見ても、 老媼の 力 を 以て 引搖 がす こ 

との 出来る ほどの ものであった とせねば ならぬ。 紀の 前文に は 置 目が 年老いて 行 歩 不便で 

あるので、 其 邸宅から 大 殿まで 繩を引 亙し， 之に 扶 けられて 出入した と あり、 其繩の 端に 

鐸を 懸けて 謁者卽 ち 取次 を勞 せす して 參內し 得られる やうに したと あるが、 其 やうな 装置 

であったなら、 小 曾拫を 過ぎて 宮殿に 達する まで 鳴つ ビ けに 鳴り、 御うる さく 思 召した 害 

近 江の 置 女  一八 九 


五、 近 飛 烏 (八 釣) g  (顯宗 朝)  一 九 〇 

であるから， 此は 文飾に 過ぎぬ ので あらう。 句 尾の モ (モ ョ) は 感動詞で ある。 

おきめく らし も 紀 によれば S 女 は 老^の 名で、 近. 江 國狹狹 城 山 君の 祖倭帒 宿蹦の 妹と あ 

り， 記に は 在， 1 淡 海國, 賤老媼 とし， 御 骨の 遛場を 見知って 居た から、 S 目老媼 とい ふ 名 を 

賜 はった と あるが、 其 出身 は いづれ にもせ よ、 ォキメ は 固有名詞 でも 稱號 でもな く、 ォキ 

(大) メ  (女) 卽ち 老女 を 意味し、 常 睦 風土記に も 葦穗の 山に 油 S 寶と いふ 女酋が 居た と あ 

る。 夭 皇が此 女 を ォキメ と 呼ばれた とすれば、 功勞 ある 老人なる が 故に、 實 名の 代りに 婆 

ャ婆ャ と 召された ので、 現代 社會に 於ても 實 例の 多い ことで ある。 クラシ モ は來ル ラシィ 

(ョ) とい ふに 同じい。 

〔大意〕 アサ 茅 原の 小い 石お- (又は 小 谷) を 過ぎ、 境內を 傅うて 置 女が 來る らしい。 

鐸が搖 (り 鳴) るよ 

置 目 は 老衰の 故 を 以て 故 鄕に歸 ，5 たいと. 5. 出た ので 暇を逍 はされ た。 其 時 


の 大御歌 

〔紀〕 於岐 每慕與 阿 甫弥能 於岐每 阿須 用利簸 弥野磨 我 俱利底 弥曳 孺哿謨 阿羅 牟 

〔記〕 意 岐米母 夜 阿 布 美 能 淤岐米 阿須 用理波 美 夜麻賀 久理且 美 延受加 母 阿 ^ 牟 

おきめ もよ (や) 乇は 感動詞で あるが、 間投詞 的に 用 ひられた ので、 蹬目ョ (ャ) とい ふに 同 

じい。 

あ ふみのお きめ 近 江ノ置 女。 近 江 は 上記の 如く 其本鄕 である。 

あすより は 明日 ヨリ ハ 

みやまが くりて ミは マに 通す る 接頭語で、 山 隱リ卽 ち 山-一 隱レテ とい ふ 意味で ある。 上卷 

(第 I 七 頁〕 に 述べた やうに、 カク レは 上古 四 段 活用であった。 

みえず かも あらむ カモは 感動詞と して 揷入 せられた ので あるから、 見 ェズ在 ラムと いふ 意 

である。 見 IT ザ ラムと 見 H ズァ ラムとの 相 遠 は、 之 を 口語で 表現 すれば 「見えな からう」 と 

「見えない だら う」 とに 言 ひ 分け 得られる。 前者 は單 純の 打消の 未來 格で あるが、 後者に は 

近 江の 置 女  一九 一 


五、 近 飛 鳥 ( 八 釣，) 宫 (顯宗 朝)  一九二 

否定的 事實が 未来に 實現 するとい ふ 意が あるので ある" 

〔大意〕 置 目よ、 近 江の 置 目 は 明日から 山に 隱れて 兌え なくなる だら う 

以上 三 首 は 平凡な 歌で ある だけに 後人が 殊更に 偽作した ものと も 思 はれぬ が、 

^然 たる 三十 一 文字で ある 所 を 見る と、 多少の 修正の 加 はった こと はあり^ ベ き 

である。 仉し 短歌の 句法 も 言語 諸 形態と 共に 凡そ 此 時代から^ 頓し 始めた ものと 

见 はれる。 


六、 歌 垣 紀七 首、 記 六 首 

上述の 如く 記の 甕 栗宫の 記事の 終に 揭 げた 歌 垣の 歌と 武烈 紀の 其と は 全然 同 1 

の ものが 一 首 あ， o、 趣の 似た 歌が あるから、 本來同 一 原の 傳說が 二様に 語り 繼が 

れ たものと も 了解せられ るが、 競爭 者の 名が 平 群の シビ の臣 である ことの 外 は、 

時、 場所、 登場人物 がー 致せぬ 所 を 見る と、 歌 垣 は 寧ろ 添加で、 平 群 氏の 勢力 失墜 

の 因が、 其 家の 驕 子と 或る 皇子との 戀の 遺恨に あった こと を說 いた ものと 思 はれ 

る。 其 裏面に 潜む 深刻なる 政 權爭奪 を 想像し 得られぬ こと はない が、 史料と して 

は確實 性の 乏しい ものであるから、 强 ひて 是非の 剁斷を 下す ことなく、 兩 傳を竝 

記す る ことにする。 

六、 歌 垣  1 九 三 


山ハ、 默垣  一九 四 

〇 記の 所 傅 

袁祁 命が 犬統 をつ がれる K 前、 平 群臣の 祖 で志毘 臣と稱 する ものが、 皇子 

が娶 されよう として 居られる 蒐田 首の 女大 魚の 手 を 取って 歌 垣に 立った。 

皇子 も 亦 歌 垣に 立た せられた ので、 志毘 K から 挑んだ 歌 

〔記〕. お.：： £ A 、夜 能 袁登都 波多傳 須美加 多 夫 祁^ 

お ほみ やの 大 宫 は 皇居 を 意味す る。 

も S つ はたで ヲト はヲチ (遠) の 意 (上 II 四 四 頁)、 ッは速 繋 助 語で ある。 ハタ テは ハテ (^)， 

ハ シ (端) 等と 同じく ハ (端) の 派 成語で、 之に 接尾語 タを 添へ、 更に 方位 を 意味す るテ (上— 

一七 五 K) を 速ね たもので あるから * 端の 方と いふに 同じい。 

すみかた ぶけり 隅 傾 ケリ卽 ち 隅が 傾いて 居る とい ふ 意で、 皇 威の 不振 を 諷した ものと 了解 

せられる。 さりながら 若し かやうな 不謹愼 な 言辭を 公衆の 前で 弄した とすれば、 縱ひ 皇子 

は ほ 忍せられ たと しても、 嚴 重なる 社會 制裁 を 免 かれなかった 害で あるから、 恐らく は此 


貴族の 驕慢 を此 歌に 託して 誇張した ので あらう。 以下の 各 首と 同じく 後人の 擬 作なる が 故 

に、 表面の 意義 以外に 含蓄 又は 諷刺が あるので ある。 

〔大意〕 皇居の 遠い 端の 隅が 傾いて 居る 

右の 如く 唱 へ て 其 末 をつ S けんこと を 乞うた 時、 袁祁 命の 御 歌 

〔記〕 意富 多久美 袁遲耶 美 許 f 須美加 多 夫祁禮 

お ほた くみ 大匠 (第一 四ニ苜 0 卽ち 皇居 造營に 任じた 工人の 長と いふ 意で あるが、 前 の^か 

皇威 不振 を 諷刺した ものと とれば、 此は 宰臣の 譬喩と も 解せられ る。 

もぢ なみこ そ ヲ (小) チ (道) の 意 を 以て 條 又は 條 理をヲ ヂと稱 へ、 不條理 をヲ. チナシ という 

たので、 紀には 懦弱、 怯 弱、 劣弱 等に 此訓 を與 へて 居る が、 此處 では 拙劣の 義 とも 無能の 意 

とも 解せられ る。 否定語に ナミ (無 見) とい ふ 形態 を 用 ひたの は 主観に 過ぎぬ からで、 コソ 

を 添へ たの は 強く 指定す る爲 である。 

すみかた ぶけれ 隅が 傾いて 居る がと いふ 意。 其は大 匠が 拙劣 なれば こそと いふ 意に * 皇威 

記の 所傳  一九 五 


六、 歌 垣  一 九 六 

の 陵遲は 宰臣の 無能に 因す る こと を 含ませて. 一 矢 を 酬いた ので ある。 

〔大意〕 大 匠が 無能 なれば こそ 隅が 傾いて 居る が …… 

こ、 に 亦 志 毘臣の 歌 

〔記〕 意富 岐美能 許 許 呂袁由 良 美 淤美能 古 能 夜 弊 能 志 婆加岐 伊理 多多 受 阿理 

お ほきみ の 此 大君 は 皇太子 を さした ので ある。 

ニニろ を ゆらみ ユラ ミはュ (忌) の 名詞 形 ユラに 動詞 ミ (見) を 連ねた もので， ュュシ ミと異 

ェ同 曲で ある。 ュ (忌) に は齋淨 (祌聖 ) と戒 謹との ニ義が あるので、 ユラ ミ 乃至 ュュ シミも 

兩樣に 解す る ことが 出來 るが、 此 は憚リ とい ふ 意と すべきで ある。 宣 長が 之 を 皇子の 御 歌 

ならざる ベから すと し 〔記 傳〕、 守 部が 之に 從 うて 前文 をす ら改蜇 したの は 〔言 別〕、 ュ ラミを 

寬 ミの義 なりと する 舊說に 惑 はされ た爲 であるが、 輕卒 の^を 免 かれぬ。 此兩舉 匠が 古書 

の改記 改^ を 意と しなかった の は 惜しみても 餘 りのある ことで ある。 

おみの 二の 臣之卩 は志^ 自身 をい ふ。 句 尾の 助 語ノは n 語の ガに當 り、 主咯 表示で ある。 


やへの. しば かき 八重 ノ 柴垣 は 皇宮の 垣 を 意味し、 八重 は概數 で、 九重 ノ 門と いふと 趣 を 同 

うする。 皇居に 柴垣 は 適 はしから すと 思 ふ ものが あるか も 知れぬ が、 反 正 天皇 及崇峻 天皇 

の宮號 にも 柴籬 とい ふ 語が 用 ひられて 居る 所 を 見る と、 上代に 於て は 珍ら しからぬ ことで 

あつたと せねば ならぬ。 之 を 志 毘臣の 邸宅の 垣な りと する の は、 上揭の 誤解に 基き、 且第 

三 句 を 限定 語と 速斷 した 爲 である。 

いりた たず あり 立 入らす に 居る とい ふと ほ V 同意で あるが、 立チ と入リ との 孰れに 重き を 

置く かによ つて 排列の 順序が 相反す るので ある。 此は 皇子の 返歌に 對 して 更に 應酬 したの 

で、 皇居の 一隅の 倾を 直す こと は大匠 (宰臣 ) の 任で あるが、 皇子の 御 心の中 を 憚って 八重 

の 柴垣 を蹈 越さぬ ので あると いふ 意 を 含めた ので ある。 

〔大意〕 大君の 心 を 憚. 5、 臣の 子が 八重の 柴垣 (の 中) に 立 入らす に 居る 

王子 亦 歌 曰 

〔記〕 斯本勢 能 那袁理 袁美禮 婆 阿蘇 毗久流 志 毗賀波 多傳爾 都 麻 多 sj 理美由 

記の 所傳  一九 七 


,  一九 八 

山、、 ^  垣 

しほせ の セは 本来 g 中 水の， ぬ 部分 をい I であるが、 急 潮急 流 を も 之に 準じて シホ 

セと稱 へたので ある。 

、さき みれ. よ ナヲ リはナ ヨリ (魚 寄) の轉 呼で あらう。 I は 潮流に 乘 つて^す る もの 

なる が 故 こ. シ ホセと いふ 語 i したので ある。 波 折の 意と する 說も ぁるが〔_垂、 共證 

として 引いた 萬 葉 集 七 及 二十 卷の 「^の 八 案 まがう へに， 一は 波の f なって 寄せ 來る 

こと を 露す るので あるから、 假に之 を ナヲリ (I) とい ひ ft て も- 「波の 高く 立 

っ處」 〔記 傳〕 こ 魚 流の 游泳す るの が 見える 害 はな レ 

意び くる 遊ビ來 ル卽ち 游泳して 來 ると いふ 意。 以ヒ はシビ § にヤる 序で ある。 

しびが よたで に t のシビ §に 志 量 をい ひかけ たので ある。 紀に は節此 云-ー藝と あ 

り. i も 之に II,  ilil 

つたと es れる。 さりながら 志 量の 名が t て^から m たかは 疑問で * 物 部ネ井 昏 

ct 紀〕 が椎 r も 呼ばれた 所れ ると、 椎 又は 他の 義 によって 名 を 負うた のか も 知ず 

、 pm も ^美うた とすべ き g はな い。 シヒ とい ふ 古語に は 聚落の 義 


も ある けれども (壹 I 五 二 頁)、 今一 つ 想定 可能の 意義が ある。 其 は ツビ (玉門) の 原語^で， 

マラ (玉 莖)、 I フ イジ 語 モ 口 (男根) と 同 原で あらう II ホド (陰 y クゾ (糞) などい ふ 人名 

と 同様に、 厭 勝の 目的 を 以て 幼兒に 命名した こと も 有り得る。 其 は 成人して 或る 稱號を 得 

た 後は諱 とせられ たので あるが、 此臣は 逆臣なる が 故に 筆誅の 意で 特に 幼名 を 以て 呼稱し 

たので あるか も 知れぬ。 縱ひ其 は刖義 から 負 はせられ た 名であった としても、 此 歌に 於て 

^はの 意 を 含ませた ので. 爾志毘 臣愈忿 と あるが 如く、 大 なる 侮辱 を 感じた ので あらう。 

ハ タデは 上述の やうに 端の 方の 意で あるが、 鮪の 鰭と いふ 緣 によって 繽け たものと 思 はれ 

る。 ！ 但し 紀の 編者が 此シビ を^の 意と 解して 居らぬ こと は 後記の 通りで ある。 

つまた てりみ ゆ ツマ (妻) は オフ ヲ (大 魚) のこと であらう が、 皇子と も 志 毘 臣 とも 成婚した 

とい ふ說 がない のに、 此 表現 を 川 ひたの は 早計で あるから、 或は 原義に より (上—  二 頁〕 伴 

侶と いふ ほどの 意味であった かも 知れぬ。 立 テリ 見 ュは立 テル (ガ) 見ュ とい ふ 意で， 恐ら 

く は 動詞 ァリ が^ 未だ 屈折 を 起さなかった 時代の 語法の 名殘 であらう。 

〔大意〕 潮 瀨の魚 寄 を 見る と、 游泳して 來る鮪 (志 毘臣) の 側に 伴侶が 立って 居る の 

記の 所傳  一 九九 


六、 歌 垣  二 〇〇 

が 見える 

乃で 志 毘ぼが 愈 怒って 次の 如く 歌うた 

〔記〕 意富 岐美能 美 古 能 志 婆加岐 夜 布 士麻现 斯麻理 母 登本斯 岐鱧牟 志 婆加岐 

ャケ ムシ， ハカ キ 

夜 氣牟志 婆加岐 

お ほきみ の 大君 ノ 

みこの. しば かき 御子 ノ 柴垣の 謂。 大君 ノ 御子と つに けたの は、 日 之 御子 (上 —一 二八 頁 y ス 

メラが 御子 (第一 五八 頁) と 同じく • 皇子と いふ 意 を 明確に 表示 せんが 爲 である。 

や ふじ ま. o 彌節 締リの 意。 同 縛の 爲に フ卽ち 結節 を 多く 作る の は、 勿論 堅 本 を 期す るお で 

あるが、 裝 飾の 用 を も 兼ねた ものら しく， 今 も 南洋 鹿 管下の ヤップ島の フ" バイ (公 舍) に 於 

て は 結！ 8 のかが り 方に 多くの 技巧が 用 ひられる。 シ マリ はシ バリと 轉 呼せられ、 縛の 意と 

もなる から， 此も 多くの 結節 を 作って 縛る こ と、 解して よい。 

しまり もど ほ. し モト ホシは 反復す る こと をい ふ 0HI1 五 九 頁 )o 皇子の 宮殿の 柴垣 を 彌節锊 


りに 幾重に も 縛る の は 堅牢 を 期す る爲 であるが、 次 句に よれば 此は 讚美 的 表現で はなく、 

モト ホシ タリ トモ の 意と して 反 接 を 示す ものと 了解せ ねばならぬ。 さりながら 右の 如き 形 

態 を 動詞 原形 を 以て 代表させる こと は 語法 上 許されぬ から * 恐らく は シはセ の轉訛 若く は 

誤記で、 已然形の 特質に より 下に ド (又は ドモ) を 含む もので あらう。 

きれむ しば かき 斷 レム 柴垣の 意で、 キ レム は 破れむ とい ふに 同じい。 

やけむ しば かき 燒ケム 柴垣の 謂で ある。 此兩句 は 呪 詛の辭 で * 志 毘臣が 皇子に シビと 罵ら 

. れ たこと を 口惜しが り、 悪態をつい たものと 了解すべき である。 

〔大意〕 大君の 御子の (宮 の) 柴垣 は 彌節縳 りに 縛り かへ せど も、 破れ 燒 けん 柴垣 

(である ぞょ) 

此歌は 五 七 五 七 七 七 昔の 六 句より 成り、 所謂 佛足 石體 である (歌學 一四 八 页)。 .S 上 

臣憶良 及文屋 眞人淨 三等 は 或は 之から 思 ひついて 新 句 格 を 建立しょう としたので 

あるか も 知れぬ。 


六、 歌 垣  二 〇 二 

王子 亦 歌 曰 

オフ チ ヨシ シビック アマ ョ シガァ レバ ゥラ ゴ ホ シケム シビック シビ 

〔記〕^ 布袁余 志 斯毗都 久阿麻 余 斯賀 阿禮婆 宇 良 胡 本 斯祁ホ 志毗都 久志毗 

お ふ もよ. し オフ ヲは大 魚の 義で、 競 ゆの 目的た る 女性の 名も大 魚と 稱 すと あるが、 此は寧 

ろシ ビ (魴) の 原義に より 其 枕詞と して 川 ひられた ものと す べきで あらう。 されば こそ ョ シ 

とい ふ 感動詞 を 添付した ので、 靑土 ヨシ、 麻 裳 ヨシ、 八 百 土 ヨシ 等と！： じく 枕詞の 一 形式で 

ある。 免の 意の 古語 はナ 又は マナで あるが、 负の 字の 韓音 .3. が 之に 代 川せられ る やうに な 

つたので、 獨立 名詞と して はィ乂 はゥを 接頭して ィヲ 若く はゥヲ と稱へ る。 玉門の 意の シ 

ビ (WW) が韓語 であるから、 其に 釣合 ふやう に 魚 をい ふに も 外来語 ヲ (^) を 川 ひた こと は 有 

り 得る が、 當時尙 未だ 弘 通しなかった 害で あるから、 假に大 魚 を 意味す る 人名が あつたと 

しても 外来語 を 以て 呼稱 したと は、 名號 とい ふ もの & 性！： バ上考 へられぬ ことで ある。 —— 

ォ ホウ ヲの約 オフ ヲ なりと する 說は 更に 不可で， ゥヲ のゥは 接頭語で あるから • 複合の 際 

に は 之 を 除く こと を 至^と する。 又大の 意の 古語 はォ フ 又は ァフ である (上 I 六 二 頁) —— 


されば 此 女性の 名を大 魚と したの も、 傳誦 者が 此句を 呼 格と 誤解した 結果 • 後日 前文に 追 

加した ので、 恐らく は原說 では あるまい。 

しびつ く あまよ 鮪衝ク 海人 ョと いふ 意。 シビは 志 毘 臣に擬 したので、 アマ (海人) は 聊か 比 

倫 を 失する けれども 尙係爭 美人に 況 へたので あらう。 從 ってッ クと いふ 語に も衝の 外に 附 

着の 意が 含まれた ものと 了解すべき である。 

しが あれば 其ガ荒 レバと いふ 意。 シ (其) は鲔の 代名詞で ある。 

うら 二 ほしけ む コホ シケム は戀シ カラムに 相當 する 古い 形態で、 動詞 コヒ (戀) が尙四 段に 

活用 せられた 時代に はコ ヒシを コホシ (コ ハ シの 音便) と稱 へ、 其 活用形 態はコ ホシケ 一種 

に 限られ、 未來 格に 於ても 直に 助動詞 ムを 連結して コホ シケム というた ので ある (上— 一 一 

五 頁 )o 之に ゥラを 冠した の は 心 一 i の 意に 浦 をい ひかけ る爲 で、 沖に 於て 鮪が 荒れる と 浦が 

戀 しくなる であらう。 其の 如く 志 毘臣が 荒み に 荒む と美 人 も 亦 心中 皇子 御自身 を戀 しがる 

だら うとい ふ 意で ある。 

しびつ くしび 歌 意 は 上句 を 以て 盡 されて 居る から、 此句 は囉詞 的に 添加せられ たものと す 

記の 所傳  二 〇 三 


六、 歌 垣  二 〇 四 

べきで、 其が 罵 語で ある こと は旣 記の 通りで ある。 縱 ひ顯宗 天皇に あら. f とする も 身分の 

ある 人が 此 やうな 卑しい 言辭 をく り 返して 使 S した 害がない とい ふ ものが あるか も 知れぬ 

が， 其 は 後代 的 思想で、 祌樂 催馬樂 にもい かが はしい 歌が ある やうに、 上代で は 祌も禁 め 

ぬわ ざであった のみなら す、 殊に 此は歌 垣の 歌で ある こと を 思 はねば ならぬ。 句 中 上の シ 

ビは魚 名の 魴に 玉門の 意 をい ひかけ、 下の シビは 志 毘臣を さした ものと すれば、 契 沖以來 

難解と した 此句 も氷釋 せられる ので ある。 II 守 部が 壺井 某の 校合に もとづき、 下の 志毗 

を 阿 麻 余と 改 記し、 之 を 志毘臣 自身の 歌と したの は 妄誕の 遊し きもので ある。 

〔大意〕 鮪つ く 海人よ。 其 (鮪) が 荒れる と 浦が 戀 しくなる だら う 

此の 如く 曉 まで 歌を鬪 はして 散會 したが、 翌日 兵 を 遣 はして 志毘臣 を誅戮 せられ 

たと ある。 事の 眞僞は ともかくも、 以上の 說明 により 歌 意 は 明白で、 其が 後人の 

擬 作であった としても、 歌 垣の 光景 は 之に よって 髡髴 せられる。 然るに 先 學は語 

義の 研究に 疎かであった 爲に、 歌の 眞意を 解し 得す、 或は 次第 を變； 史し、 或は 作 


者 をと りか へ、 甚 しき は 改竄 を敢 てして まで も牽 强を逞 うした ので ある。 

〇紀 の所傳 

仁 賢 天皇の 崩 後、 太子 (武烈 天皇) は 物部麁 鹿火大 連の 女 影 嫒を娉 する 思 召 

があって 媒人を 遣 はされ たが、 此女 は旣に 大臣 平群眞 鳥の 子 鮪と 關 係が あ 

ウタ ガキ 

つたので、 當惑 の餘り 海柘榴 市の 歌 塲で御 目に かかりた いと 返事した。 當 

時 太子 は 約束の 塲 所で 影 媛に 出會 せられ、 袖 を 執ら へ て 躑躅 從 をして 居ら 

れる 所へ 鮪 臣が現 はれて 中間に 割り込んだ ので、 太子が 鮪の 方に 向き 直つ 

て唱 へられた 御 歌 

〔紀〕 之裒世 ( 一 本弥儺 斗)^ 儺 鳴理鳴 弥黎磨 阿蘇 寐倶屢 思 寐我簸 多泥懾 都摩陀 

氐 理弥喩 

此は 上揭の 記の 歌と 全然 同一 であるから 語釋を 略す るが、 此傳 承の やうに 鮪臣 

記の 所傳  二 〇 五 


六、 歌 垣  一一 〇 六 

が 一 人で 現 はれた ものと すれば、 第三 句は少 くと も 完了 時 格 を 以て 表現す るを耍 

し、 遊ビ來 ル鮒ガ 、ノ タ， テ云々 とつべ ける と、 影嫒を 同伴して 來 たもの 、やうに 聞 

える。 歌 も 亦 皇子から 先に 挑まれた ものと 解す る こと は 困難で あるから、 恐らく 

は原傳 にはなかった の を、 紀の 編者が 耿意を 考察せ やして 漫然 記の 所 体から 此 一 

首 を拔き 出して 之 を 補うた ので あらう C 假に宣 長、 守 部 等の 解の 如く 耿ぉ は單に 

鮒 の 傍に 婦人が 立って 居る とい ふに 止まる としても、 其 女が 鮪の ッ マで ある こ 

とが 判叨 して 居た とすれば、 此爭は 起らなかった 箬で、 ツマ を 伴侶と 解す る こと 

も 此^ 合に は 不可能で ある。 加 之 鮪の 答 歌と 稱 する ものが 全然 之と 緣故 のない 所 

を兑て も、 問答 は 次の 耿 から 始まる ものと せねば ならぬ。 一本に ミナトと あるの 

は 勿論 訛傳 で、 其が 水 之 門の 意で あるに しても、 或は 湊の義 に 用 ひられた として 

も、 鮒 が來游 する 水面で あり 得ぬ C 


鮪 答 歌 曰 —— 鮪臣 から 挑み かけた 歌と すべ きで ある。 

〔紀〕 飫猕能 古 能 耶 陛耶哿 羅哿枳 瑜屢世 登 耶^ 古 

おみの 二の 前 出 (第 七 0 買)。 但し 此は 所有格 表示で ある。 

や/やから かき ャは 間投詞で * 八重 カラ 垣と いふに 同じい。 されば 後の 歌の ャフの 柴垣 を 

一 本に 八重 カラ カキ とも あるので ある。 カラ は 恐らく は韓の 意で、 此頃 新式と せられた 韓 

風の 垣 を いふので あらう が、 嚴 重に 取圍 ふと い ふ 意を寓 する ものと 思 はれる。 

ゆるせ S やみ 二 許 セトャ 皇子の 謂。 八重 韓垣を 超 ゆる こと 卽ち影 媛と 慇齄を 通す る こと を 

タテ 

許せよ との 御意 かと 咎め 立した ので ある。 

〔大意〕 臣之子 (自分) の 八重 韓垣を (踰 える こと を) 許せと (仰せ ある) か 皇子よ 

此は 皇子が 影 嫒と立 話 をせられ て 居る の を 見咎めた ので あるから、 鮪臣が 先に 

口 を 切った ものと せねば ならぬ。 以下 三 首 も 問と 答と が 取ち が へ られて 居る。 

記の 所傳  二 〇 七 


六、 教 垣  二 〇 八 

太子 歌 曰 I 此は答 歌で ある。 

す ホダ チヲ タレ ハキ タチテ ヌ カズ トモ スヱ ハタ シテモ ァ ハム トゾォ モフ 

〔紀〕 跃裒 陀揿嗚 多^ 播枳 多揿^ 農 哿儒登 慕 須衞婆 陀志氐 謀 阿波 夢登茹 於^ 賦 

お ほ だち を 大 横刀ヲ (上 —八 頁)。 

たれ はきた ちて タ レ ハ キは垂 佩の 意。 刊本 に^と ある 字 は 前後の 例に よれば 黎 の變體 とせ 

ねばならぬ。 萬 一 梨 又は 黧の 誤記で あるならば タリと 訓 むべき であるが、 タ レも亦 上古 g: 

段に 活 S せられた やうで あるから、 いづれ でも 差 支 はない II 之に 添へ た タチは 生 立、 出 

立 * 裝 ヒ立チ 等と 同 用法で * 1 種の 活用語 尾で ある。 横 刀 は 緒 を 以て 腰間に 釣る こと を 例 

としたから タ レ (垂) とい ふ 語 を 冠した ので • 句意 は單に 佩キテ とい ふと 大差 はない。 

ぬかず £ も 雉レ不 レ拔の IS で、 今ハ とい ふ 語 を 句 頭に 補うて 聞くべき である。 以上 三 句 は 半 

ば 序に ffl ひられた ので ある。 

すゑ はた. しても ハタ はハテ (e!0 の 形に 於て は 終極 を 意味す るから、 之に シ (爲) を そへ たハ 

タシ には爲 遂げる とい ふ 意が あり、 其 完了 分詞 形ハ タシテ は 「終に は」 又は 「必」 と 同 一 惯値 

を 有する。 ッ ヒは韓 語 3: (後) から 轉出 した もの \ やうで * カナ ラズ は假 一一 有ラズ とい ふ ほ 


の 第二次 生 副詞なる が 故に、 古歌 謠には 用例が 見えぬ ので ある。 されば 上代に 於て 此 意味 

を 表現す る爲に ハ クシ テと いふ 形態が 用 ひられた こと は 有り得べ きで、 今では 案 ノ如ク と 

いふ 意と 了解せられ るが、 其 は 寧ろ 必然の 意から 轉 じたので あらう。 從 つて 此 句意 は 末 

(-1 ハ) 必然と いふ ことで あらねば ならぬ。 

あはむ S ぞ おも ふ 此ァフ は影缓 に媾フ とい ふ 意と、 大刀 を合ハ ス こと \ を いひ かけた の 

で、 合 戰を單 にァフ とのみ 稱 へた 例 は， 祌 功紀の 熊 之 凝の 歌に も あり (上 I 一四 七 頁)、 今 も 

果 シァフ とい ふ 表現が 慣用句と して 川 ひられる。 されば 上 三 句を實 叙と する に 於て は * 今 

は 大刀 を拔 かすと も 後に は必. f 菜し 合 はう とい ふ 意嚮 表示と なり、 之 を 序と すれば * 末に 

は 必す影 媛 を 手に入れようと 思 ふとい ふ 意になる ので ある。 守 部 は此言 ひかけ に氣 がっか 

なかった やうで ある。 

〔大意〕 大横刀 を 垂れ 佩きて (今 之 を) 拔か やと も、 末に は 必ゃ果 し 合 はう。 否、 影 

嫁と 購は うと ふ 

紀 の听傳  二  0 九 


六、 歌 垣  二 一〇 

鮒お 答 歌 曰 I 其 實は鮪 臣の挑 歌で ある。 

ォホ キミ/ ャへノ クミ カキ 力 カメ ドモ ナチ アマ シ ミミ カカヌ クミ カキ 

〔紀〕 飮.； お 枳猕能 耶陛能 矩^ 哿枳 哿哿 梅騰謀 儺 鳴 阿 摩 之耳弥 哿 |>ぉ 俱 弥柯枳 

お ほきみ の 大君 は 皇太子 をい ふ。 

やへの くみ かき クミ は 旣述の やうに コミ (込) と 同 語で (第 七 五 頁)、 コミ 合フ、 立 込ムの 如く 

も W ひられ、 ^充 の篛が あるから、 クミ カキ もまた 隙問 のない お 一の 意と 了解 せられる。 お 

所の 隠お 一とす る說 〔解〕 の 非なる こと はいふまで もない が、 材料 を 組合 はせ た 垣と する の も 

〔通 釋〕 下句の 趣に 適 はぬ。 ャへは 重疊を 意味す る。 

かかめ さも 力 カメ は 上代 四 段に 活用 せられた カケ (懸) とい ふ 動詞の 未來格 (已然形) である 

から (上 I 三 〇〇 頁)、 力 カメ ド乇 は^けよう ともとい ふ 意味になる ので ある。 カケは 勿論 繩 

を 繋け る ことで あるが， 轉 じて 垣 を 結 ふ 意と も 了解せられ たので あらう。 口語の 力 ガル も 

亦 原義 は 力 ケア リ である けれども * カガを ^轮 とする ので はない から * 此カ カメ を 之に 準 

じて カガミ とい ふ 動詞の 已然形と 兌る こと は出來 す、 從て嗨 又は 編の 蓰 なりと する 說は不 

當 とせねば ならぬ。 


なを あま， しみみ 之 耳弥と ある 耳 は弭の 略書 か、 然ら すと もミと 二 と は 通 音なる が 故に —— 

,1 ホ トリ を ミホ トリと も いうた 例が ある (上| 一  五一、 一 七 二 頁〕 —— シ ミ ミと訓 むか、 或は 

耳 弥を顚 倒と して シミ 一一と 訓 むので あらう。 意義 はほ^ 同一 であるが、 假にシ ミミと して 

o  トヲチ 

說明 する。 ナヲは ナホ (尙) の 音便、 II 止 保 知 (遠 市) を 十 市と かくと 同 例 II アマ は アマ 

リ (餘) の 語 斡で、 タは 接尾語で あるから、 意に 於て は變り はなく (第一 五 買)、 シミと 結合す 

る 爲に語 斡 を 用 ひたので ある。 シ ミミ はシ ミ (密) の疊尾 語で、 シ ミ シ ミと いふと 同價 値で 

. あるから、 輕々、 靑々 * 久々 等と 同じく 副詞に 用 ひられた ので ある。 其 故に シ ミ 二 というて 

も 差 支 はなく、 要するに 尙餘リ 緊密 一 1 ( ハ) とい ふ 意で ある。 不遇 〔釋 紀〕、 海 鮪 〔抄 〕、 脆締 

〔解〕 等と して は 條理が 通らす、 守 部 說は之 を 太子の 御 歌と し、 且 文字 を 改めて 案出した も 

ので あるから 問題に ならぬ。 

かかぬ くみ かき 繩をカ ケヌ卽 ち 結 はぬ クミ 垣と いふ 意で、 皇子の 藩 籬の强 固なら ざる こと 

を 嘲った ので あるが、 其 は 皇太子の 御 歌に 大横刀 を 佩いて 末 は必. f 撃ち合 はう と 言 はれた 

こと を 含んで、 其 武備 を 見くびる 意を寓 した ものと 了解 せられる。 雄 略 紀に小 根 使 主が 天 

紀 の所傳  ニニ 


六、 欤垣  一二  二 

皇 城不レ 堅、 我 父 城 堅と いうた と あると 趣の 似た 點が ある。 

〔大意〕 大君の 八重の クミ 垣 は 結うた としても、 ^：餘 り 緊密で ない クミ 垣 (である) 

太子 歌 曰 II 此も答 歌で ある。 

〔紀〕 於 fi^ 姑き 耶賦^ 之 魔柯枳 (一本 耶陛 11? 羅^ 枳) 始陀朥 余浒 那 爲我與 t 據脊 

ャレ ムシ， ハカ キ 

耶黎夢 之 魔柯枳 

おみの 二の ^ほ をい ふ。 

や ふの しば かき (やへから かき) ャ フはャ フシ マリ (第二 〇o 頁) と 同意で、 シ バカキ につい 

て も 其湫に 於て 述べた。 ャ へ カラ カキは 上記の 如く 八重 韓垣 である。 

した さよみ 下 動搖ミ とい ふ 意。 ドョミ は 本 來騒グ ことで あるが (第三 七 頁)、 此は 字義の 如く 

用 ひられた ので ある。 

な. Q がより 二ば ナヰは  一一 (土) ヰ S1) の轉 呼で 地盤 をい ひ、 ヨリ は ュ リ (搖) に 通す るから、 


ナ ヰが ュ ル というて 始めて 地震の 意と なる ので ある。 此 表現 は 今 も 尙會津 地方に 殘 つて 居 

る。 ヨリ コバは 搖リ來 ラバと いふ 意。 

やれむ. しば かき 破 レム 柴垣の 謂で ある。 汝の 柴垣 は 下が 動いて 居る から 地震が 来れば 破れ 

るで あらう とい ふので あるが * 地震 は 皇子の 震 怒に 況 へたので、 鮪臣の 嘲弄に 酬 いられた 

ので ある。 

〔大意〕 臣の 子の 八 節 (締 り) の 柴垣 は 下が 動搖し (て 居る から) 地震が 來 たら 破れる 

であらう。 其 柴垣 は 

以上 四 首 を 以て 鮪臣と 皇子との 口論 は 一 段落 を 吿げ、 太子 は轉 じて 影 媛に 歌 ひ 

かけられた。 

太子 贈，, 影嫒, 歌 曰 

〔紀〕 擧騰 我猕倾 枳謂屢 箇皚比 謎 拖摩儺 i 磨 I 我 裒屢拖 摩 能 婀波寐 之 羅陀魔 

紀 の所傳  一二 三 


六、 歌 垣  ニー  四 

二  VJ がみに 琴 頭-とい ふ 意 (伍 II 六 七 頁)。 守 部說の 如く 此句は 序で 〔言 5〕、 コ トは此 場合 

には^ 祌の爲 に 奏する 樂器を 意味し * 共 側に 祌靈の 影が 現 はれる と ilT せられた ので、 來 W 

ル影 緩と っビ けたので ある。 

きゐる かげ ひめ 句意 は 右の通り であるが、 此 美人の 名の カゲは 決して 幻影の 謂で はなく、 

原^に よって 光照 を 意味す る (第五 頁)。 其 父の 名 も ァラカ ビ卽ち 現 W 身と いひ、 物 部 宗家 

(第 十八 代) を繼 承した 大贵 族なる が 故に 此 やうな 美名 を 負うた ので ある。 

たまなら ば ナ ラバ は 通例 一 ス テ) アラバの 約と 了解せられ るので あるが、 此は次 句との 關係 

上玉 トセ バ とい ふ 意で あらねば ならぬ から、 ナリは 原義 を 離れて ス と： 1:^ の 叙述 助お とし 

て 川 ひられた ものと すべきで、 他に も 例の 多い ことで ある。 

あが ほる たまの せ ガ欲ル 玉 ノと いふ 意。 

あはび しらたま ァ ハ ビは 和名 抄に鳆 、鮑 • 石 決 明の 字 を あて、 今 も 世人 周知の 貝で • 其 肉 中 

に眞珠 を^す る ことの 故 を 以て 有名で ある。 語原 を詳 にせぬ が、 ァ ハとビ とに 分拆し 得ら • 

れ， ビが 魚介の 緦稱 ミの轉 呼で ある こと は 疑がない。 ァハビ (鳆) シラ タマ (白玉) が^; 珠を 


意味す る こと は 勿論で、 單にシ ラタ マと いうても 其 意と 了解 せられる。 

〔大意〕 此處 に來て 居る 影嫒を 玉と すれば、 我欲す る眞珠 (である) 

鮪 臣が影 媛に 代つ て 答 へ た 歌 

〔紀〕 か 61- き^ お 都波拖 夢須 寐陀黎 陀黎耶 始比登 謀 阿 避 於 謀 婆儺俱 

-ー 

お ほきみ の 大君 ノ 

みおび のしつ はた ミオ ビは 御帶の 意。 シッ ハ タ はシヅ (倭) 族の ハ タ (布) とい ふこと で (第一 

〇〇 頁)、 シ ドリ (倭 文) と 同義で ある。 御 帶ノ倭 布 は 帶に用 ひられた 倭 文 布の ことで、 當時 

の 貴人の 服飾で あつたので あらう。 

むすび たれ 結 ビ垂レ とい ふ 意。 II 以上 三 句 は 序で ある。 

た^ゃし ひ さも ヤシ は 阿 那邇夜 之 〔記 上 卷〕、 ハシケ ヤシ (上 I 一二 二 頁) 、ヨシエ ヤシ 〔萬 二〕 

の 如く も 用 ひられる 感動詞 若く は 間投詞で あるから、 誰 ヤシ 人モ は 誰 人 モと いふ 意に 過ぎ 


六、 歌 垣  ニー 六 

ぬが， 口語に 於ても よく 名の 判明して « る 人に 對し、 態とお ぼめ かして 誰ャラ サンと いふ 

と 同様に、 皇子に あてつけた M 示 的 表現で、 一 種の 愛想 づ かしで ある。 句 末に 我モ とい ふ 

語 を 補 う て 解すべき である。 

あ ひお も はなく に 相 想 ハヌノ -1 とい ふ 意。 

〔大意〕 —— 上 三 句 は^ —— 誰ャラ と.；：；： 分と は 相愛で はない のに 

此馱 によって 太子 は甫 めて 鮪と 影嫒 との 關係 を^ 知せられ、 其 無 鱧を愤 つて 大 

伴 金 村 速 をして 魴ぼ を誅戮 せしめられ * 尋で其 父 眞鳥大 K を も 攻め 滅 された。 眞 お 

は當 時の 宰臣 であった ので あるから、 少く とも 共沒落 は^ 錄に殘 された ものと す 

べきで、 紀に之 を 武烈 天皇の 卽位 直前と したの は 根據の ある ことで あらう。 紀の 

編者 は 之に よって 耿 お- 傳說も ほ V-M じころ の 事實を 叙した ものと 推定し、 從 つて 

對 手の 皇子 は 武烈 天皇なら ざるべ からすと 臆斷 した ものと 思 はれる が、 當 時の 政 

治 及社會 事情に 徵 しても 一 婦人の 故 を 以て 重臣の 子 を 殺戮す るが 如き は、 踐舴を 


目前に 控 へた 皇太子の なさる まじき ことで、 殊に 先帝 崩御の 直後に 於て、 歌 L せに 

立 たれる やうな 不謹慎な 行爲 があった とすれば、 皇子の 信望 は 一 朝に して 地に 墜 

ちた 喾 であるから、 傳 ふるが 如き 事 霣が存 したと しても、 其 は 諒闇 前の ことで、 鲔 

臣誅戮 の ^接 原因で はなく、 單に此 貴公子の 驕慢の 一 例 を 示した 傳說 であった か 

も 知れぬ。 若し 然り とすれば 相手方の 皇子 も必 しも 武烈 天皇なる こと を 要せ や、 

顯宗 天皇であった としても 敢て差 支 はない。 いづれ にしても 史實 として はさの み 

重大性 を帶 びた もので はなく、 歌謠 から 考察す ると 記の 所傳の 方が 自然で、 歌詞 

の や、 卑猥に 亙る の は、 歌 垣と いふ もの、 性質 上 却って 實說に 近い こと を證 する 

ものである。 されば 紀の傳 にも 其 歌の 一 首 を —— 其が 全然 問答 以外なる にも 拘は 

らす —— 採用して 居る ので あるが、 尙影嫒 とい ふ實在 人物 を 配し、 之に 關 する 二 

首の 歌 を 添加して 次の 傳說 との 聯絡 を 取って 居る けれども、 作 爲の跡 は 歴然とし 

て 覆 ふべ からざる ものが ある。 但し 記に 歌 垣の 翌朝 二王 子相議 つて 志 毘臣を 誅殺 

紀 の所傳  ニー  七 


六、 歌 垣  一二 八 

せられた と あるの は、 眞鳥 大臣 沒落が 武烈 朝の 事變 であった とすれば、 信じ 雜き 

ことで、 恐らく は傳承 中の 附會 であらう。 

此耿^ から 吾人が 學び 得る 史實 は、 此 時代まで 尙歌 垣と いふ 古 習が 大和に 存し 

たとい ふ ことで ある。 紀には 其 擧行地 を 海^ 榴市悲 とし (磯城 郡 三輪 町 大字 金 

尾)、 歌 場と 書いて 此云 一一 宇多 我岐， と訓 註して 居る。 クタの 原義 は 旣述の 如く 歡 

樂で (上 —一六 四 K)、 カキ はいふまで もな くお-の 意で あるが、 構內の 義に轉 用す る 

こと も 可能で あるから、 場の 字 を あてた の は不當 ではない。 此は 本來請 神の 爲に 

行 はれた^ 會 であった ので あるが、 神葸を 慰める 爲の 催しが 一 轉 して 民衆の 娛樂 

となり、 參^ 者に 情事の 機會 を與 へる 歡會 となった ので ある。 クタ ガキ について 

はいふべき 事が 多い が、 本篇の 範圍を 逸する 虞が あり、 且小著 「常 陸 風土記 物語」 

第 七 章に 詳述した から、 此處に は 之 を^ 略す る。 - 


七、 列城宮 (武烈 朝) 紀ヒ首 

〇 影 媛の 歌 

紀には 歌 垣の 後日 譚 として 次の 二 首の 歌が 揭载 せられて 居る。 

鮪臣 がか 勢 山に 於て 誅戮 せられる 時、 影嫒は 其處に 急行した が、 最後に 會 

はなかった ので、 痛恨 悲吟 した 歌 

〔紀〕 ハき iii 賦屢鳴 * 擬底 擧慕 摩矩羅 拖箇播 志須擬 暮能 娑幡懈 於 裒野該 

^fe きき き ir き！^ 4 擬 逗摩 御暮屢 鳴佐裒 鳴須擬 拖摩 該懈播 伊比 佐 倍 母 

き ^ifi^i き逗佐 倍母理 儺 岐曾裒 遲喩倶 謀 柯旱比 謎 阿 婆 例 

、> すの かみ イソ ノカミ (石 上) とい ふに 同じい。 其はス (洲) とソ (磯) とが 本來 同義で ある 力 

らで、 フ ル (布 留) の 準 枕詞と して W ひられた ので ある (第一 七 六 頁 )o 

影 媛 J1 の 歌  ニー 九 


七， 列城宫 (武烈 朝)  ニニ 〇 

ふる もす ぎて 布讶村 (第 一 七 七 頁) を 過ぎて とい ふ 意。 

二 もま くら コ モ (菰) 草 を 束ねて 作った 枕 をい ふ。 此 嵇 の^ 具が 出現し * 之 を マ クラと 稱へ 

る やうに なった の は 何れの 時代 か 判明せ ぬが、 北ハ 最も 原始的な もの は 適宜の 太 さの 木 村の 

斷片 又は 禾草 の^で あつたと 思 はれる。 就中 コ モ草は 柔^なる が 故に 愛川せられ たこと は 

W り^べき で * 臥お の 際 頭 首 を 高める から • 「高」 の 枕詞に 川 ひられた ので ある。 

たかはし すぎ タカ ハシ は 地名 (參 I 1 六 〇 頁.) C 

もの さはに 物 多 一一と いふ 意 を 以て 大 宅の 枕詞と したので ある。 ォ ホヤ ケは ミヤ ケと 同義 

で， ミヤ (御屋 ノ《0 又は ォ ホヤ (大屋) のゥケ (稻) を敉藏 する 屯 倉なる が 故に 此名を 負うた 

ので あるが * 北ハ 外の 調^ 品物 を も 格納す るから、 物 多-一とい ふ^を 冠した ので あらう。 公 

の 意に W ひる やうに なった のは轉 ^である。 

お ほやけ すぎ 和名 抄に添 上郡大 宅と ある 地。 此 名は殘 つて おらぬ が * 高 橘から 巷 日に 至る 

路次 になした ものと 思 はれる。 

はる ひの 春 日 ノ霞ム とい ふ^により、 カス ガの 枕詞に ffl ひられた ので ある。 


かすが をす ぎ カス ガは 今の 奈良 市の 一部分で、 原義 は 祌栖處 であるが (二 I ニニ 八 買)、 右の 

枕詞に よって 舂 日の 一 一字 を あてる やうに なった。 

つま ごもる 妻隱ル とい ふ 意から サホ (廬) にい ひかけ、 枕詞と して 用 ひられた ので ある。 

もさ ほ をす ぎ ヲ (小) は 愛稱、 サホは 添 上 郡 佐 保 村 附近 ー帶 の舊稱 で、 語根 ホは 穗の義 から 

アツ マ ャ (四阿) 造りの 小屋の 謂に 用 ひられ、 原語 ホ (穂) と區刖 する 爲にィ 又は サを 接頭し 

て、 ィホ (庵) とも サホ とも 稱へ、 人家 所在地と いふ 意 を 以て、 佐 保 又は 廬原 などい ふ 地名 

を 生じた ので あ. る。 II 以上 は乃樂 (奈 良) 山に 到る 鄕邑 を列擧 した ものであるから、 出發 

地た る 影 緩の 住所 は布留 以南に 存し たものと せねば ならぬ が、 之を詳 にし 得ぬ。 但し 物 部 

宗家 は 石 上 祌宮の 齋主を 兼ねて 居た ので あるから、 其 邸宅 は 神社 を距る こと 遠から ぬ地點 

に存 した ものと せねば ならぬ。 

たまけ に は タマ (玉) は美稱 で、 ケ (笥) は 一般に 容器 を 意味す るので あるが-萬 葉 集 第二 卷 

有 馬 皇子の 歌に 「家に あれば ケ に 盛る 飯 を」 云 々 と あり、 和名 抄 にも 笥 ハ盛レ 食器 也と ある 所 

を 見る と、 特に 食器 を ケと稱 へたので あらう。 

影 媛の 歌  ニニ 一 


七、 列城宫 (武烈 朝)  ニニ 二 

いひ さへ もり サ へ はソ へ (副) の轉 呼で， 後世^ら 添加の 該の 助^と 了解 せられる やうに な 

つたが、 此は尙 原^に よって 用 ひられた ので、 飮兌物 を 器に 取り分つ こと をサ へ (ソ へ) ル 

というた ものと 思 はれる。 —— 水に 添 へ テ釵を 盛る とい ふ 意で はない —— されば 關鬼 方言 

では 今 も 飯 を 盛る こと を ョソフ とい ふので ある。 ィヒの 語根 ヒは K 芽の^で あるが * 接頭 

語ィを 冠して 穀粒 を 表示し、 之 を 煮た 熟 飯 を カシィ ヒと稱 へ、 略して 單にィ ヒと稱 する や 

うにな つた。 

たまも ひに タマ (玉) は美稱 * 乇 ヒはミ (水) へ (瓮) の轉 呼で ある (六- 1 七 七 頁)。 

みづ 3 へ もり 水-副 盛 リ卽ち 水 を 盛 リ容レ とい ふ 意。 飯と 水と を 携行した の は 魴臣に 餽逍せ 

んが爲 で、 紀の 文に よれば 尙再會 を 期して 焐 たもの \ やうで あるから、 鏺 供の 爲 とする 釋 

紀の 說は從 はれぬ。 

なき そ ほち ゆく も ソボチ はシホ (萎) の 轉呼ソ ホに活 m 語 ^チ (シと 同値) を 添へ たもので、 

シホ タレと いふと ほ^ 同篛 である。 儒 レ萎チ ともつ ビ ける ことの 故 を 以て、 Iffis のヒ * ッと 

同義と する の は 誤りで ある I 此は影 緩が 泣き 萎 たれて^ くと いふ 意 を 倒叙した ので ある 


から、 五 音 句の 位置 を 八 音 句が 占めて 居る ので ある。 

かげ ひめ ァ ハレ 影 媛 は 右の 如く 前 句の 主語 を 倒置した もので、 ァ ハレ は 屢 々述べた やうに 

歎息 表示で ある。 

〔大意〕 石 上布 留、 高 橋、 大宅、 春 日、 佐 保 を 過ぎ、 飯 を 盛った 笥と、 水 を容れ た怨と 

を携 へ、 ァ 、ノ レ影媛 は 泣き 萎れつ 、行く よ 

乃で 影 媛 は 鮪の 屍體 を收埋 し、 終って 家に 歸ら うとした が、 更に 悲歎の 淚 

を 加へ、 次の 如く 吟詠した 

〔紀〕 婀鳴 獮與志 乃 樂能婆 娑摩懨 斯斯 貳暮能 猕 逗矩陛 御暮絜 猕灘 曾曾矩 思寐 

能 和 俱吾鳴 阿 娑理逗 那偉能 古 

あ をに よし 枕詞 (上 I 二 六 五 頁) 

ならの はさまに 奈良 山の 谷 をい ふ (第 四 二 頁)。 鮪 を 葬った 地點 である。 

影 援の歌  ニニ 三 


七、 列城宫 (武烈 朝^-  ニニ 四 

しし じ もの シ シが猪 鹿 類の 總稱 で、 本来 宍の義 なる こと は旣に 述べた 通りで ある (第 九 二 

シ モノ  ，  • 

頁」 。之に 添へ たシ モノの 原義 は 其 物で あるが、 馬ジ モノ、 犬ジ モノ 、雪ジ モノの 如く、 枕詞 

の 一 形式と して 添付せられ、 此も 食用 獸其 物の 意 を 以て、 ミ (肉) に 言 ひかけ たので ある。 

みづ くへ ごもれ 水漬 邊隱レ (ド) とい ふ 意。 句 尾の 裂の 字 は 釋紀に は 利と 改 記して • ゴ モリ 

と訓 して 居る が、 前例に よれば 黎 の變體 であらねば ならす (第二 〇 八 頁)、 コ モリと いふ 述川 

法と して は此 場合つ^く 所がない から、 已然形と 見て 反 接 表示と 了解せ ねばならぬ。 從來 

之に 氣 がっかなかった の は、 前 句との 關係を 明に し 得なかった 爲と， ^法 を 等閑 視し たか 

ら である。 ミックへ は溪 水の 滸と いふに 同じく、 罪人た る 魴の爲 に 高燥なる 土地 を 選んで 

墓 家 を 築く ことが 許されなかった から、 水邊の 低地に 禋瘗 したので あらう。 

みな そそく 水 之 注グの 意で、 ォミ (大水) の 枕詞で あるが (第二 二 五 頁)、 魴は 海魚なる が 故に 

轉 用せられ たので ある。 

しびの わく ごも 魴ノ 若子ヲ とい ふ 意。 ワク ゴは 幼子の 謂で あるが、 季子の 義 にも W ひら 

れ • 或は 尙 生^: する 父に 對 して 郎君 又は 若殿の 意味 を 以て、 年龄の 多^に 拘 はらす、 ワク 


ゴ と稱 した こと も 有り得る。 

あさ. o づなゐ の 二 アサ リの 原語 は 不明で あるが (第 一〇 五 頁)、 此は求 食の 義に用 ひられた の 

で、 アサ リヅは アサ リ (求) ィヅ (出) の 連 約で ある。 ヰ ノコ は 猪 之 子の 謂で あるが、 コは愛 

稱で、 仔獸を 意味す るので はない (上 —二 七三 頁)。 

〔大意〕 奈良 山の 谷の 溪 流の 傍に 隱 つて 居る が、 鮪の 若 子 を 捜し出す なよ 猪の 子 

t 兩歌は 意 はよ く 通 やる が、 此塲合 影 媛が 詠 じた ものと する ことに ついては 聊 

か 疑が ある。 殊に 第 一 首の 如き は 夫の 難に 赴く 妻の 作と して は 急迫の 感が現 はれ 

て 居ら や、 第二の 歌 も 目前 愛人の 遺體を 葬った 時の 述懷 として は餘 りに 餘 所々々 

しい 感が あるから、 或は 時人 又は 後人が 想像 を 加 へ て此 悲劇 を 詠 じたので あるか 

も 知れぬ。 #• 部 連の 如き 名門の 女が、 親ら 刑塲に 赴いて 愛人の 屍體 を收瘗 すると 

いふ やうな ことが、 此 時代に 有り得た とも 考 へられぬ ので ある。 

記に は 此ニ首 は 見え や、 此朝 以降の 記事 は 極めて 簡單 で、 歌謠の 如き も 全然 收 

影 緩 の . 歌  ニニ 五 


七、 列城宫 (武烈 朝)  ニニ 六 

錄 せられて 居らぬ。 されば 以下 一 一章に 說述 する もの は 盡く紀 の所俾 である 


人、 玉穗宫 (繼體 朝) 紀 s 首 

〇 太子と 妃 との 唱酬 

勾 大兄 皇子 (安閑 天皇) が 親ら 春 日 皇女 を娉 せられた 時、 月下の 淸談に 時刻 

が遷 り、 早く も 夜が 明けた の を 惜しまれた 御 歌 

〔紀〕 野 施磨俱 i 都 磨 磨 祁哿泥 底 播屢比 能 膂須我 能倶懾 1 俱婆施 謎 鳴 阿琍等 

キキテ ヨロ シメヲ r リ トキ キテ マキ サク ヒ/ イタ トチ オシ t ラキ ヮレ イリ 

枳枳底 與慮志 謎 鳴 阿琍等 枳枳底 莽 紀佐倶 避 能 伊 陀圖鳴 飫斯 毗羅枳 倭 例以梨 

魔 志 阿 都圖琍 都 磨 怒 辆施底 魔俱 囉圖荆 都 磨 怒 荆施底 伊 慕 我 堤 鳴 倭 例 I 魔柯 

施每 倭 我 堤嗚磨 伊 慕懈魔 柯施每 磨 左 棄逗囉 多多 企 阿 藏播梨 矢自 矩矢盧 于魔 

伊 禰矢度 倆 倆播 都等琍 柯稽播 儺 倶儺梨 奴 都 等 曙 枳 蟻矢播 等余武 婆 鉋 稽矩謨 

伊 麻娜以 播襦底 阿 開 i 啓 梨 倭 蟻 慕 

太子と 妃 との 唱酬  ニニ 七 


八， 玉穰宫 ニニ 八 

此耿は 記に 八 千 矛 神の 詠と して 揭げ たものと 酷似して 居る から、 2 1 原 歌が 二 

様に 傳 へられた ものと：^ なすべき で、 皇子の 卽 興の 御作と は 思 はれぬ。 或は 時機 

に 適した 古歌 を 吟誦せられ たの か、 或は 後人が 樂府の 歌 を 引 直して 皇子の 作に 擬 

したので あらう。 

や， しまぐに 】 

旣出 (上 —五 頁) 

つままき かねて 一 

はる ひの 枕詞 (第二 二 0 頁 

かすが のく にに 此ク- 一は 鄉は 意で ある。 

く はしめ も 旣出 (上 I 七 lao 

あ. OS ききて 八 千 矛祌の 歌に は 此：？ にも 後：？ にも キカシ テ とい ふ 敬語 形が W ひられて はる 

ので あるが， 祌 ならぬ 皇子の 作と して は 其 必要がない と考 へて 改修した ので あらう。 

よろしめ も 八 千 矛祌の 歌の サカ シメ に相當 する。 ョ n シはョ ラシ (上 I 七 二：. so の轉 呼で、 


ョ キ 女と いふ 意で ある。 

あ り£ ききて 在ト 聞キテ 

まき さく 枕詞 (第 一 1 五 頁) 

ひの いた 50 を 檜ノ 板扉ヲ とい ふ 意 (上— 九 頁)。 

おし ひらき 押開キ 

われい り まし 我 入 リ坐シ 

あ り アト は 脚 處卽ち 脚部の 意。 トリ は 執の 義で、 手 (ヲ) トルの 如く も刖 ひられる ので 

あるが、 此は實 際に 脚部 を 把握す る こと をい ふので はなく、 ツマ (尖) とい ふ 語の 緣と、 ト 

リと いふ 音を疊 むこと によって 次 句の 序と したので ある。 

つま して ツマ ドリ は 妻 取 卽ちメ トル (娶) とい ふ 意の 動詞 原形 (名詞 形) であるが、 ツマ 

に 尖 (爪) の義が あるので、 アト (脚 處) の緣 によって 言 ひかけ たので ある。 

まくら £ り 枕 執りの 意 。アト トリの 對語 として 用 ひられた ので、 マ クラ (枕) が轉義 により 

頭邊を 意味す るからで ある。 此も 次句ッ マ ドリの 序で ある。 

太子と 妃 との 唱酬  ニニ 九 


八、 玉穗宫 (攙體 朝)  二三 〇 

つ i*J.O して マ クラと ツマとの 問に は 直接の 關聯 はない が、 トリ は疊 である。 —— 以上 

叫 句はッ マ ドリ シテ とい ふ 表現 を 反復 せんが 爲に各 一 句の 序 を そへ たので、 要するに^: 日 

の 淑女 を娉娶 してと いふ 意で あるが • 餘 りに 潤色が 過ぎた 爲 * 却って 註 釋者を 惑 はせ た。 

いも がても 妹 ガ手ヲ 

われに まか. しめ 我-一纏 力 シメ. S ち 枕に せしめと いふ 意 

わがて をば 我ガ 手ヲパ 

いもに まか. しめ 妹-一纏 カシメ 

まさ きづら 今 も マサキの カヅラ 乂はッ ル マ サ キと稱 へ られ る 纏繞梳 物で QII 一  三 四 H)、 ァ 

ザ ハ リ にか V る 比況 的 枕詞で ある。 

たたき あざ はり タタ キはタ (手) ウダ キ (抱) の 意 (上 —二 〇 頁 )o ァザハ リはァ ザ ヒ. ァリ の：； ：？： 

で、 ァザヒ とい ふ 動詞 は 他に W 例がない が， ァ ザナヒ (糾) の^ 尾 ナヒに 代へ るに ヒを 以て 

した ものであるから、 同篛の 古語と 思 はれる。 されば ァ ザハリ といへば 糾在卽 ち 絡みつ く 

こと を 意味す るので ある。 


ししくし ろ シシ (獸) クシ (串) 口 (接尾語) の 三分 子より、 箭 の異稱 であるから、 次 句の ゥマ 

を 隔て \ィ (射) にか \ る 枕詞と して 用 ひられた ので ある。 

うまい ねし S に ゥ マの 甘美の 意から 熟の 義に轉 用せられ たので、 イネの 語義 は上卷 (第二 〇 

買) に 述べた やうに 夜 偃卽ち 就眠で ある。 トは トキ (時) の 語根で あるから、 此は其 義に用 

ひられた ので、 ホド (間) の 上略と する 守部說 並に 外の 謂で あるが 內に 通す ると いふ 宜長說 

は、 假に 前文の 不覺 天曉が 誇張で あると しても、 尙 結末 三 句と 矛盾す る。 

に はつ S.O 庭ッ鳥 

かけ はなくな. o 鷄ハ鳴 クナリ 

ぬつ W り 野ッ鳥 

きぎし は S よむ 雉ハ 響動ム II 以上 四 句 は 八 千 矛 神の 歌に も 見える (上| 一 一 買 以下)。 

はしけく も ハシケ は 好 シキの 古 形、 ク はコト (事) の義 であるから * 好マシ キ事モ とい ふ 意 

になり、 後世の 表現に 從 へば 睦言で ある。 之 をハシ クモと 同一 視 する のは大 なる 誤りで、 

好シは 決して ハ シケク と は 活用せ ぬ。 

太子と 妃 との 唱酬  二三 一 


八、 玉穣宫 (繼 體朝)  二三 二 

いまだい はずて 未ダ言 ハ ズ テ 

あけに けり わぎも 叫ケ ニケリで、 口語に 直せば 「明けて しまうた」 となる。 ヮギモ (我 妹) は 

呼 格で ある。 

〔大意〕 八 島 國に妻 (を) 求め かねて、 荞 日の 里に 淑女が あると 聞き、 佳人が あると 

閗 いて (其 家 を 訪れ)、 眞 木の 板 扉 を 押し 披 いて 入り や： し、 娉娶 して、 妹が 手 を 

我に まかせ、 我が 手 を 妹に 纏 かせ、 マサキ 葛の やうに 抱き 絡まり、 うまく 就寢 

した 時に、 庭 鳥の 鷄 はなき、 野の 鳥の 雉が どよめき、 睦言 もま だ 交 はさ やして 

(夜が) 明けて しまうた。 (何とせ う) 我 妹よ 

妃和唱 曰 

〔紀〕 せ II 母 猁矩能 簸都細 能 ^婆瘐 那蛾 例俱厘 駄^ 能 以 矩笼娜 問余璲 漠 等等 

陛^ 磨 莒等慷 都 供 I： 須衞 陛^お 府曳懾 都惧琍 府 企儺須 美 母 應我耔 陪懾 能朋 


梨陀致 倭 我 弥細磨 都 奴 娑播苻 以鳋 例能俩 開き iKftk^ き m  ^^き^き 

那喧矩 野 須美矢 矢 倭 我 於朋枳 i 能 於 魔細屢 き^ き お 

レ ヤシ t トモ ゥへニ 1 ブ テナ ゲク 

例 夜 矢 比 等 母 紆陪俪 泥 堤 那皚矩 

此歌は 形態 上から い へば 三 齣より 成， 5、 各 齣の 終りに 各 一 長 句 を 配した もの 

で、 從來 未だ 曾て 見なかった 句 格で あるが、 或 時代に 試みられ たものと 見え、 萬 

葉 集 第 十三 卷の 古歌 中 〔三 二三 四〕 にも 其 一 例が ある。 

二 も. o  くの 枕詞 (第五 七 頁) 

はっせの か はに 初 瀨ノ川 一一 

ながれく る 流 レ來ル 

たけの 竹ノ。 三 音 一句で、 長 句に 相當 する。 

いくみ だけよ だけ 雄 略 天皇の 御製に 見える イク ミ竹は 茂 生した 笹の 謂で あるが (第 七 五 頁 y 

此は流 レ來ル 竹と 說 明せられ て 居る から、 同音異義 とせぬ ばなら ぬ。 案す るに ィは 接頭語 

太子と 妃 との 唱酬  二三 三 


八、 玉穗宫 (繼體 朝)  二三 四 

で、 クミ ダケ は クマ ダケ を轉 呼した 一 種名で あらう。 クマと いふ 族 名 を 糨刖に W ひる こと 

は クマ 槪の 例が あり (上 —一 一六 頁)、 今 も クマ 笹と稱 する 名 稱が存 する。 ョ ダケ は 一一 一一！： ふまで 

もな く 節 (ノ アル) 竹卽ち 尋常の 竹 を 意味し * 琴と^と の 材料と せられた もの は 比 竹で- ィ 

クミ ダケ は 單に序 的に 添加せられ たので あらう。 I 以上 五 句 は 一 聯を 構成し、 形の 卜- 

で は 第  1 齣で ある。 

も S へ をば 原文に よれば モト ト へと 訓 まねば ならす- 乇 トツへの 謂と も 了解 せられぬ こと 

はない が * 次の ス M へ と 比倫 を 失する のみなら す、 此は 短句に 相當 する から 六 昔よりも だ 

昔 を 可とする。 

二 S につく り 字書に よれば 箏は竹 身の 弦 器と あるが * 此國 土に 症す る 苦 竹 は 鳴 腔と する に 

足る ほどの 太 さの もので はない から、 此コ トは 原義に より 嗚 もの を 意味した ものと はれ 

る (上|  二 一 三 頁 )o 但し 其 制 式 は どの やうな もので あつたか 想像が 及ばぬ。 

すゑへ もば 此末方 は 勿論 竹 梢 を 意味す る。 

ふえに つく. o フ は フキの 語 粋フと HC 枝) との 結合 語で あらう。 竹 梢 を 以て W を^: つ 


たこと は 有り得べき である。 

ふきな す 吹 キ鳴ス とい ふ 意。 ナス はナ ラス (令 鳴) の 古 形で ある (上 I 九 頁)。 以上 十 句 は 直 

接 歌 意に は關係 はなく * 神樂を 奏する 光景 を 叙して ミ モ a  (御 窒) をい ひ 起した ので ある。 

されば 竹の 流れ 下る のも必 しも 初瀨 川なる こと を 要せぬ ので あるが * 磐 余に 近い 河流で あ 

り、 コ モ リク (隱處 ) の ハッセ (初 瀨) とい ふ 語 は 初夜の 閨房 を 聯想す るに 足る ものが あるか 

ら之を 用 ひたので あらう。 

み もろが ラ へに ミモ & は 神社と 同義語で、 決して 或 地の 固有名詞で ない こと は上卷 (第二 七 

二 買) に 述べた 通りで あるが、 此は其 上から 磐 余の 池 を 見お ろした と あるので あるから * 今 

の 磯城 郡 安倍 村 附近に 存じた 祌廟を 意味し、 其 所在地の 名に も轉 ffl せられた ので あらう。 

II ィ ハ レが靈 地と せられて 居た こと は 建 國篇第 ー卷 (一九 一 、 一 九 五 買 以下) に 述べた 通り 

である II 此 妃を舂 日 山 田 皇女と 呼稱 した の は 御 母が 春 日 の 祠 宫和珥 氏の 女で 〔仁 賢 紀〕、 

御自身 は 山 田と いふ 地に 居住せられ たからで あるが、 其ャ マダは 恐らく は 阿倍 村 大字 山 田 

で、 蘇 我の 倉 山 田 麻呂の 邸宅の 存 した 舊 地で あるから、 此 時代に も旣に 開けて 居た ものと 

太子と 妃 との 唱酬  二三 五 


八、 玉穣宮 (繼體 朝)  二三 六 

推定 せられる。 若し 然り とすれば 皇女が 附近の ミモ net 廟) から 磐 余の 池 を 眺望す る 光景 

を 思 ひ 浮べて 此 歌に 詠み 入れられ たものと 了解すべき である。 

の ほりた ち ミ モ 口 は 高地に 存 したので 登 リ立チ というた ので ある。 

わがみせば 我ガ見 マセバ とい ふ！！ は。 ミセ はミ (見) の 敬語 形 ミスの 已然形で ある。 

つぬ さは ふ 枕詞 (上 I 二 七 六 頁) 

いはれ のい けの 此池 は屨中 天皇の 二 年に 營 造せられ たと あるが *  ^余 市 磯 池と も稱 せられ 

た^を 化る と 〔^中 紀〕、 垂仁 朝に 二 俣 小舟 を泛 ベら れた倭 之市師 池の ことで 〔記〕. 以前から 

^した HE 澤を若 櫻宫 朝に 修築せられ たものと 思 はれる。 

みなした ふ 水 之 下經の 意。 水中 を： 冰ぐ こと を 意味す る。 

ラ もも 三 昔 一 句。 ゥヲは 魚の 韓音. s> にゥを 接頭した 第一 一 次 生の 名詞で ある。 

うへ にで てな げく 堤 堤と あるが • 上の 堤 は 濁音に よまねば ならぬ。 ナゲク は ナガ (長) ィキ 

(呼吸) の約ナ ゲキの 活用形 態で、 長大息の 意に も 用 ひられる が、 此は 魚の 險嗎 する こと を 

いふので ある。 靜 なる 池の 水 は ^ の 呼吸に よって 波紋 を 生じ、 徐に擴 がって 行く もので あ 


るが、 其が や \ 離れた 丘上の 人の 眼に 映 じ たかは 疑問と すべく、 ミモ 口から 展望し 得た の 

は 恐らく は 水面の みで、 魚の ナゲキ は 想像に 過ぎぬ ので あらう。 —— 以上 十三 句 は 第二 齣 

である。 

やすみし， し 枕詞 (上— 一 二八 頁)。 

わがお ほきみ の 我 大君 は 皇太子 をい ふ。 

おばせ る 佩ビ マセル 卽ち帶 にして 居られる とい ふ 意。 

ささらの みおび の 允恭 天皇の 御製に ササ ラガタ 錦の 紐と あるから (第 一 四 頁)、 此も笹 型の 錦 

の帶 の畧稱 であらう。 

むすみ たれ ムス ミは ムス ビ (結) の 音便 (第二 一 六 買參 照)。 —— 以上 四 句 は 序で ある。 

たれ やし ひ S も 皇女 御自身の ことで あるが、 態と 誰ャラ の 人と お ぼめ かされた ので ある (第 

一 一 1 六 頁 参照)。 

うへ にで てな げく 穗に 出で \歎 くと いふ 意で あるが、 特に 上の 比況と 同 語句 を 用 ひて 表現 

せられた ので ある。 此も 夜が 早く 明けた こと を 歎息す る 意と 了解すべき である。 

太子と 妃 との 唱酬  二三 七 


八、 玉 穗 is  (繼 體朝)  二三 八 

〔大意〕 —— 上 十 句 は 序 —— 御室の 上に 登り 立って 兑れば 磐 余の 池の 水中 を 泳ぐ 魚 

も (水の) 上に 出て 長い^ をつ く。 —— 次の 四 句 は 序 —— (其 やうに n 分 も) 色に 

出して 歎 n.) する 

,M 太子の 御 歌が 卽興 又は 口吟で ない とすれば、 此も亦 後人の 偽作と せねば ならぬ 

が、 いづれ にしても 前の 歌の 唱 和と して 作られた ものなる こと は 疑な く、 皇女の 

邱せ 附近の 地名が 詠み 入れて ある 所 を 兌る と、 迎娉の 際の 唱酬と ある 前文に も 協 

ふやう である。 守 部が 之 を 挽歌と 兌な したの は、 ナゲク を 悲^と 速斷 した 爲 であ 

らうが、 此  一 ；H を 除く と、 此 歌に は 少しも 哀傷の 調が あら はれて 居らぬ のみなら 

す、 とは綠 のない 磐 余の 池 を 詠み 入れる 理由がない。 比況に 用 ひた 池 魚の 險 

喁を も說^ を哭 する ものと したの は 沙汰の 限りで ある。 

〇 毛 野お と 目颊子 


任那 駐在 將軍近 江 毛 野臣は 失政が 多く、 加 羅國を 混亂に 陷れ、 新羅に 掠め 

られた 任 那疆域 回復の 使命 を完 うせぬ ので、 目頰 子と いふ もの を 遣 はして 

召喚せ しめられた。 毛 野 臣は歸 朝の 途次 疾を 得て 對 島に 於て 沒 したが、 其 

遣體を 水路 近 江に 歸葬 する 時、 其 妻の 詠 じた 歌 

〔紀〕 比攞 哿駄喩 輔 曳輔枳 能朋樓 阿 苻美能 野 愷那能 倭 倶吾伊 輔 曳府枳 能朋樓 

ひらかた ゆ ヒラ カタ は 今の 大阪府 北 河 內郡枚 方 町で 古来 淀川の 耍津 であった。 ュは ョの轉 

呼で、 空間 推徙を 表示し、 現代語で は ヲを用 ひる。 

ふえふきの ほる 笛 を 吹きつ \ 舟が 泝 ると いふ 意。 笛 は 送葬の 樂 として 奏した ので あらう。 

あ ふみの や ャは 間投詞で、 近江ノ とい ふ 意。 

けなの わく、 二い ケナは 毛 野の 轉 呼で、 近 江の 一 地名で あらう が 所在 を詳 にせぬ。 武 內宿禰 

の 子 波 多 八 代宿禰 の 後なる 淡 海臣氏 (陸丄 一 1 1 七 頁) の食邑 であった が 故に ケ (食) ヌ (野) と 

呼ばれた ので あらう。 ワク ゴは旣 記の 如く 若殿と いふ 意で ある。 語尾の ィは 頗る 疑問の あ 

乇野臣 と 目頰子  二三 九 


八、 玉穰宫 C 繼體 朝)  二 四 〇 

る 語で あるが、 諸 用例に ついて 考察す ると ( 一 ) 「志 斐ィ はま をせ. - 〔萬 二〕 の 如く 仲昔符 か、 

(一 一) 「玉の 緖の絕 えす ィ 妹と 結びた る」 〔萬 三〕 の やうに ャに 通す る 問投詞 として 揷 入せられ 

たもの か、 或は (三) 「紀の 關守ィ とどめな むか も. 一 〔萬 四〕 の 如く 韓 語の 主格 表示.^ (此) に 相 

當 する もので あるか、 此 中の 孰れ かとすべ きで、 恐らく は (三) の 例に 屬す るので あらう。 

毛 野臣は 旣に沒 したので あるが、 妻子に 取って は尙此 世に^す る もの、 やうに 思 はれた の 

で、 共 坐乗の 舟が 枚 方の 邊を笛 を 吹きつ >- 漕ぎ 泝 るの を、 毛 野臣共 人が 奏する ものと した 

ので あらう。 

ふえふきの ほる 主要：？ なる が 故に 反 誦した ので ある。 

〔大意〕 枚 方 を 笛 を 吹いて 诉る。 淡 海の 毛 野の 若殿が 笛 を 吹いて 泝る 

召喚の 爲に 派遣せられ た 目 頰子は 紀の分 註に も 未詳 也と あって、 其 出身が 不明 

であるが、 朝廷の 召命に も應 じなかった 傲 伥倜儻 なる 毛 野お が 唯々 として 歸 朝の 

途 についた と ある 所 を 見る と、 大勢 力 を 有した ものと せねば ならぬ。 其 名に よる 


も 女性と 思 はれる から、 或は 高名の 女 巫であった かも 知れぬ。 之に 關 して 次の 歌 

が ある。 

目頰 子が 任那に 到着した 時、 その 地の 鄕家 (在留邦人の 謂で あらう) が 贈つ 

た 歌 

カラク-一 チ ィ カニフ n トヅ  メ タラ n キ タル ムカサ クル ィ キノ ヮ タリ ヲ 

〔紀〕 柯羅 屨獮鳴 以柯懈 輔居等 所 梅 豆羅古 枳駄樓 武哿 左屨樓 以祇能 和 駄猁鳴 

メタ ラ n キ タル 

梅 豆羅古 枳駄樓 

から くにを 此 カラ は 加羅國 で、 目頰 子が 使した 地方で ある (陸 —三 三 頁 )o 但し 守 部の 說の如 

く カラ (辛) キ國 とい ふ 意を寓 した こと も 有り 有る。 

いかに ふ 二 S ぞ イカ 一一 フは 如何 二 云フの 約で あるが、 ィフに は 口にする ことの 外に 含蓄が 

多く， こ、 では 「加 羅國を 何と 思うて か」 とい ふ 意と 了解すべき である。 

めづら 二き たる メヅラ はメヅ (賞) の 名詞 形で 珍奇 を 意味し、 メヅ ラシと 活用 せられる。 コ 

(子) は愛稱 として 添加せられ たので、 固有 名 かも 知れぬ が、 其 意 は 希 ラシィ 人で ある。 キ 

乇野臣 と 目頰子  二 四 一 


八、 玉穗宫 8 體朝)  二 四 二 

タル は 今では 來ルの 同義語で あるかの やうに m ひられて 居る が、 共 本質 は 現在完了 分詞 キ 

テに アル を 連ねた もので、 此も其 意に 川 ひられた ので ある。 卽ち加 羅國を 何と 思うて 來た 

か と 驚き 怪し ん だので あるが、 力 ライ (辛) 國と メ ヅ ラ シ ィ (希) 人 とに いひ かけた 所に 歌の 

興趣が あるので ある。 II 此は旋 頭 歌で、 以上 三 句 を 以て 一 聯 とし、 次の 三 句と 對立 する 

ので ある。 

むかさく る 向ヒ ^ ル卽ち 遠く 離れた 向に あると いふ 意。 ム 力と いふ 語幹 を 接頭語 的に 川 ひ 

た 例はム カ伏ス とい ふ 語に も ある。 此 は加羅 から 壹岐國 について いうた ので ある。 

いきの わたり を ヲはョ と 通じ、 壹岐 の渡ョ (リ) とい ふに 同じい。 

めづら 二き たる 前聯の 終末 句 を 反復す る こと は旋頭 歌の 一形 式で ある。 

〔大意〕 加 羅國を 如何に 思うて メヅラ 子が 來た のか。 遠く 離れた 向の 壹岐， おから 來 

たの か 


力、 磯城 島宫 (欽 明朝) 以 降 紀 1 一十 八 首 

欽明紀 以降に は 同 朝に 二 首、 推 古 朝 三 首、 舒 明朝 一 首、 皇極朝 七 首、 孝 德朝三 首、 

齋 明朝 八 首 (實は 七 首)、 天 智朝五 首の 歌謠を あげて 居る が、 分 章す る ほどのお 耍 

を 認めぬ から、 本章 內に 於て 細別して 記述す る。 

〇 大葉 子の 歌 

欽明 天皇の 二十 三年 任 那官家 を擊滅 した 新羅の 罪 を 問ふ爲 に大將 軍紀 男 ft 

呂宿禰 等 を 派出 せられた。 此戰役 中 新羅 軍の 逆襲に より、 文武 官吏 及 其 家 

族 等の 多くが 虜 とせられた が、 其 中に 調 吉士伊 企 儺と いふ ものが あり、 降 

伏 を 肯んぜ す、 却って 新羅 王を惡 罵した 爲に其 子 舅 子と 共に 殺された の 

大葉 子の 歌  二 四 三 


九 、磯城 鳥宮 (欽 明朝) 以降  二 四 ra 

で、 2 じく 禽 となった 其妻大 葉 子が 悲吟 した 歌 

〔紀〕 柯羅 俱爾能 茈能陪 懈陀致 底 於譜 磨故幡 比例 市 囉須母 耶魔等 陛武岐 底 

からく にの 此も亦 加羅闕 で、 前文に は 明示せられ て^らぬ が、 捕虜と なった 文官 及 其 家族 

は！！！ 本府の 所在地 卽ち 加羅疆 域內に 駐在した ので ある。 

きのへ にたちて 城ノ上 一一 立チテ とい ふ 意。 城 は 居留地の 周 圍に繞 らした 胸壁 をい ふ もの、 

やうで ある。 

お ふばこ は オフ バは大 母の 意で、 高級 官吏の 妻なる が 故に、 ^衆から 大娘 子の 意 を 以て ォ 

フバ コと味 ばれた ので あらう が、 自稱 にも 用 ひた ものと 思 はれる。 

ひれふら す も ヒレ (^巾) 振リ ナスと いふ 意。 大和に 向って 振った の は 故 國萬歲 を 叫んで 異 

域の 露と 消えん とする 決心 を 示した ので ある。 フ ラス モを 敬語と 兄て、 他人が 此烈 女の 最 

後 を 詠 じた ものと する 久老 以下の 說は 〔解〕 〔言 別〕 一理 は あるが * 此は^ 世と する 方が 哀傷 

が 深い。 

やま VJ へむ きて 此ャ マト は廣く 日本 を 意味す る。 


〔大意〕 加 羅國の 城の 上に 立 上って 大葉子 (自身) は 本國の 方に 向 ひて 領布 を 振りな 

すよ 

大葉 子の 最後 は 明記 せられて 居らぬ が、 勿論 難に 殉じ たものと 思 はれる。 禽 とな 

つたと ある ことの 故 を 以て 捕縛 せられて 敵の 陣營に 引かれた ものと 解す るの は 早 

計で、 此は城 邑が陷 落して 敵 人が 亂 入した 當 時の 出 來 事と 思 はれる から、 此歌も 

上記の 如く 大葉 子の 自作で あらねば ならぬ。 されば 後人が 次の やうに 之 を 作り か 

へ て 其 貞烈 を 賞 歎した ので、 前文に 或 有 和 曰と あるの は 其 謂で あらう。 

〔紀〕 柯羅 俱爾能 基 能陪懾 陀陀志 於譜 磨故幡 比 禮甫羅 須弥喩 那獮婆 陛武岐 底 

からく にの 前 出 

きのへ にたた. し 立タ シと いふ 敬語 を 用 ひたの は 第三者の 作なる が 故で ある。 

お ふばこ は 原 歌と 同一 語句で あるが、 此 場合の ハは 口語に 直せば ガ であらねば ならぬ。 

大葉 子の 歌  二 四 五 


九、 磯城 鳥宫 (欽 明朝) 以 降  二 四 六 

ひれふら すみ ゆ 此フ ラス は フル (扳) の 敬語 形で、 大葉 子が 肩巾 を 振る のが^え ると いふお 

である。 されば フ ラス を 敬語に とりなし * 兑ュ とい ふ  一 ^を そへ ただけ で 全然 刖の 歌に な 

つたので ある。 

なに はへ むきて ャ マト をナ 一一 ハ (難 波) と 改めた の は、 原 歌の ャ マト を 大和 國の 謂と 速斷し 

て、 北ハ よりも 難 波の 方が 適切で あると 考 へた 爲 であらう。 吉 士と稱 して 外 國關係 事務に 從 

事した 宫人は (陸 —八 七 頁〕、 多く は 難 波 附近に 居住した もの 、やうで あるから、 伊 企 儺の 本 

邸が 同地に 存し たこ ともおり 得べき で、 作お は 北 ハ事實 を 知って 居た ものと 思 はれる。 

〔大意〕 加 羅國の 城の 上に 立 たれて 大葉 子が 難 波に 向って^ 巾 を 振られる のが 見え 

るよ 

右の 如く 說明 すると、 歌詞の 大部分 は II： 一で あっても、 全然 別の 歌で、 「花」 を 

「君」 と 取 か へ ただけ で 古歌 を 活かして 用 ひた 藤 原 良 房の 頓智に 比すべ きもので あ 

る。 原 耿を大 葉 子の 作に あらす とし、 此歌を 前 歌の 訛傳 なりと した 守 部の 說は考 


の 至らざる ものと いはねば ならぬ。 

〇 小 墾田 宫の豐 宴の 歌 

推 古 天皇の 二十 年 春 正月の 豊 宴に 大臣 (蘇 我 馬子) が壽を 上った 歌 

ヤス ミシシ ヮザ ォホキ ミノ カク リ マス アマ/ ャ ソカゲ ヰ .1 プタ タス ミパ 

〔紀〕 夜須 弥志斯 和 餓於朋 耆弥能 訶句 理摩須 阿 摩能椰 蘇訶礙 異泥 多多 須 弥蘇 

ラ f ミレ r、、 ヨロ ヅョニ 力 クシ モガ モ チヨ ニモ カグシ モガ モ 厶 厶厶厶 厶厶厶 

羅 烏弥禮 謄 豫呂^ 余珥 訶句志 茂锇茂 知 余珥茂 訶句志 茂锇茂 知 余珥茂 訶句志 

A き ^  ll 之 胡 f& 且 鬼 伽陪摩 都羅武 烏 呂餓弥 且 鬼 伽陪摩 都羅武 宇多 豆 紀摩都 

流 

やすみし、 し 枕詞 (上 II 二八 頁) 

わ， かお ほきみ の 我 大君 ノ 

かくります 隱リ 坐ス。 カク レ (隱) は 上古 四 段に 活用せられ たので ある (上 II 七 貢 )o 

あまの やそ かげ 天の 八十 蔭卽ち 多くの 雪の 翳と いふ 意に、 九重の 奥 を 言 ひかけ たので あら 

大葉 子の 歌  二 四 七 


九、 磯城 島宫 (：欽 明朝：) 以 降  二 四 八 

う。 共 は 皇居 神宫等 を； 穴 の ミカ ゲ、： ：： の ミカ ゲと稱 へたからで 〔萬 一 〕 〔祝詞〕、 化， ハ場合 の 天 之 

は 美稱、 力 ゲはカ ギリ (限) • カク リ (隱) 等の 語^から 分化した. 語で、 カキ (垣) と 同じく^ 

屛 を 意味す るので ある。 八十 は 八重垣 (上 I 二 頁) の 例に よれば 多 數重叠 の 謂と も 解せられ 

ぬ こと はない が * 或は ォホ ヤス ミ (大安) 殿の ヤス (.上| 一  二八 頁) の轉 呼で あるか も 知れぬ。 

ソとス と 相 通す る こと は 次の 例に よ つ て も g- である。 

いでたた す 出立 チ マスと いふ^。 

みそら もみれば ミは マに 通す る 接頭語。 ソラは 勿論 虚空の 意で あるが * 出立 タスと いふ 修 

飾 が. 川 ひられて 居る 所を兑 ると. 太陽 を 意味した もの」 やうで、 俚 昔に R をォ 天道 サマ 

とい ふと 問 趣の 轉 W である。 天皇に 汉へ たこと はいふまで もない。 

よろ づ よに 萬 世 (代) -1 至る までとい ふ 意。 後 句の 千世 (代) にと 同じく • 永久 一一と いふ こと 

である。 ヨロ ヅの 原義 は多數 である (第一 七 八 頁 )o 

かく. しもが も カクの 原 蓊は此 事で C. 上 I 1 八 一 頁)、 コト はゴト (如) とも 轉莸 する から • 如斯 

の^に も 川 ひられる。 シ (其) は 之 を 承け たので あるが、 願望の ガ 乇と述 ねる 爲に助 語モの 


介在 を必耍 としたの である (上— 一 八 〇 頁 )o 

ちょに も 千世 (代) -1 乇 

かくしもが も 此兩句 は 前 二 句と 對聯 をな す ものであるから * 原文に 更に 知 余 珥茂訶 句 志 茂 

餓 茂の 十字 を 加へ たの は攙 入と せざる を 得ぬ。 三對は 例の ない ことで あり、 次の 聯句に 對 

しても 釣合が とれぬ。 

かし 二み て 惶ミテ 

つかへ まつらむ 仕へ 奉 ラム 

をろ， かみて 拜ミテ とい ふ 意。 ヲ ロガミ はヲリ (折) カガミ (屈) の 連 約で、 掬 躬の義 である。 

つかへ まつらむ 

うたづき まつる 歌タ テマ ツルと いふに 同じい。 貢 進の 意 は マ ツルと いふ 語に 存し、 其 様式 

を區刖 する 爲に タテ (立) * ス H  (居) 等 を 冠す るので あるから (上 I 四 〇 頁)、 ツキ マ ツルと い 

o  o 

ふ 語 も あり 得た 喾で、 此 場合の ツキ はッ キス H  (衝据 ) の 意で あるが， タ テマ ツルと 同樣に 

單に 奉獻の 謂と 了解せられ たので ある。 守 部 は ウタ ツキ を 宴 杯の 義 としたが、 ウタ だけで 

小 墾田 宫の豐 宴の 歌  二 四 九 


九 、磯城 島 g  r 欽 明朝) 以降  二 五 〇 

ウタ ゲ 

は 宴の 意に はなら す， ！ ウタ ゲはケ (饌) に 重なる 義が あるので あるから、 之 を 略す る こ 

と は 許されない —— 酒杯 をゥ タツ キ というた 例 もない。 

〔大意〕 天皇の 隱れ 坐す 九重の 奥から 出立ち たま ふ 御影 を拜 すると、 萬 代まで も 千 

代まで も此 やうに ありたい。 (我々 は) 惶み拜 みて 仕へ 奉らう。 (敢 て) 此歌を 奉 

する 

天皇 和 曰 

_: 紀 ：！ 麼 蘇娥豫 蘇 餓能古 等 破 宇麼 奈羅麼 辟武加 能古麼 多 In 謄 ゅ禮^ 4 か 

t ゥ y シカモ ゾガノ  n ラヲ ォす キミ/  y 力 ハス ラシ キ 

比 宇 倍 之訶茂 蘇餓能 古羅烏 於 朋枳弥 能 兎 伽破須 羅志枳 

ま そがよ マゾ ガは マス ガ (眞 せ) の轉 呼で， 現に 蘇 我の 晳地を 眞菅村 大字 曾 我と 稱 する。 ソ 

ガの 原義 も 亦スガ (住 處) なる が 故に (壹 I 二 六 六 頁)、 同音 を疊ん で 枕詞に 用 ひたので ある。 

されば：？ 尾の 感動詞 ョも 亦靑土 ョ シ、 八 百 土 ヨシ、 麻裳ョ シ 等の ョ シと 同じく  • 枕詞の 一形 


式と して 添付せられ たものと 思 はれる。 

そ がの 二ら は 蘇 我 (氏) の 子 卽ち族 人の 謂。 ラは 虚辭で * 複數を 意味す るので はない から， 

之 は 馬子 大臣 を 指された ものと 解すべき である。 此 コ (子) はォ ミノ コ と 同 一 用例に 屬 する 

(第 一 九 七 頁)。 

うまなら ば 馬ナ ラバ 

ひむ かの 二 ま 日向 ノ 駒の 謂。 當 時日 向國は 良馬 を產 したので あらう。 コマが ゥマ (馬) と 同 

. 義語 として 用 ひられる こと は 上記の 通りで ある (第 一 四 六 頁 )o 

たちならば 大刀 ナ ラバ 

くれの まさ ひ クレは 朝鮮半島 北西 部に 居住した 漢人の 一 集圑を 意味した ので あるが、 吳の 

字 を あてた 爲に 支那 揚子江 南岸 地方の 稱 呼と 混同 せられた (陸— 二 九 買〕 。但し 此 御製に 於て 

は 漠然 「外 國」 とい ふ 意に 用 ひられた ので、 特に 一 地方 を 指定せられ たので はない。 マサ ヒ 

の マ は 接頭語、 サヒは 刺 匁の 義で、 刀劎を 意味す る こと は紀記 論究 中に 屢々 述べた 通りで 

ある (四 I 三 一 、三 二 頁〕。 此當 時に 於て は 尙國產 の 大刀よりも 外來 品の 方が 銳利 とせられた 

小 墾田 宫 の：， 豐 宴の 歌  二 五一 


九、 璣 城島宫 (_欽 明朝；) 以降  二 五 二 

ので あらう。 

うべ しかも ウベ シは ウベ (上 I  一二 九 頁) の活川 形で、 カモは 感動詞で ある。 

そがの 二ら を 

お ほきみ の 此 大君 は 天皇の 御. E 稱 である。 

つか はすら しき ッカ ハス はッ カフ (使) の 敬語 形。 ラシ キは ラシの 速 體 形で あるが (上 —三 1 

二： 6、 特に 此 形態が W ひられた の は 餘情を 含める 爲 であらう。 

〔大意〕 蘇 我 (氏) の 子 は 之 を 馬に 譬 ふれば 日向の 駒、 大刀なら ばク レ渡來 の 劍に匹 

敵す る ものである (から)、 天皇が (之 を 親任して) 使 ひた まふの は當然 のこと で 

あるよ 

〇 聖德 太子の 御欹 

同 天皇の 二十 一 年 十二月：^ 戶 皇太子 は 片！： に 遊行 あらせられ、 路^に 餓死 


に 瀕し 偃 臥せる もの を 見て 之を憐 みたま ひ、 飮 食物 を 給し、 衣裳 を悅ぃ 

で 覆 ひかけ、 安く 寢 よと 仰せられて 次の 歌 を 詠まれた 

OS 斯那提 流 箇多 烏箇夜 摩き 伊比 爾惠且 許 夜勢屢 諸き 多^ lis き 6 か^き 

斯爾 象 禮奈理 鷄迷夜 佐 須陀氣 能 徐き 

等 阿波 禮 

しなて る カクの 枕詞で ある。 此 語義に ついては 從來異 說區々 であるが、 私はシ (其) ナ (名) 

テル (光) の 意 を 以て カタ (神 田) にい ひかけ たものと 信す る。 神 田 を カタ と^した 列 は祌功 

紀 にも 見える (伍 I 一  八 九、 二 OOIB0O 

かた を かや まに 片岡は 今の 大和 國北葛 城 郡 王 寺 村 附近で (贰丄 ニニ 頁〕、 太子が 飢人寳 は 菩提 

達磨の 爲に 作られた と稱 する 達磨 塚が 存 する (贰— 九 二 頁 )o 

いひに ゑて 飯に 餓 H テと いふ 意。 ゥェ のゥは 接頭語で、 原語 は ェ である (壹 II 〇〇 頁 )o 

こやせる コ ヤシ は 偃 臥の 意の 他動詞 形で あるから (第 六 〇 頁)、 目的語 を 必要と する ので あ 

聖德 太子の 御 歌  一一 五三 


九、 磯城 島宫 (欽 明朝) 以 降  二 五 四 

るが、 此は 恐らく は 6 身ヲ とい ふ 意 を 含んで；^ るので あらう。 コ ャ セル は攛； i 格で， 臥 伏 

してお ると いふ 意で ある。 —— 此は長 句に 扣 常し、 次の 一 句 を 加へ て 五 句 一 聯を 形成す る 

ので ある。 

そのた ひど あはれ タヒト は 田 人卽ち 農夫の 意と も， タ ピヒト (旅人) の 約と も 了解 せられる 

が， II 大 伴宿禰 旅人 を 多 比 等と 書いた 例が ある II 共が 菩提 逑 ^であった とい ふ 說のぁ 

る 所 を 兌る と， 旅人の 謂で あらう。 ァハ レは屢 々述べた やうに 本來 感動詞で あるが、 此は 

「哀」 の 意に 川 ひられた もの 、やうで ある。 

おやな. しに オヤの 原語 はゥ (上) ョ (代) で、 先代と いふ 意から 祖 親の^に 轉 じたので ある 

が • 上代 は 母系 承統 であった から、 單に オヤと いへば 母親 又は^ 系 尊 1® の 女性と 了解 せら 

れた。 此 オヤ 無 シは兩 親 無シと 解しても よい。 

なれな. 9 けめ や 汝成 リケメ ャ卽ち 親無しに 生まれたら うや • 否 親が ある 害で あると いふ 反 

語 表示で あるから、 過去 時に 於け る 未來格 ケムの 已然形 を 用 ひたので ある。 

f ダケ 

さす だけの サス ダケ は 枝 サス竹 卽ち苦 竹 をい ひ、 助 語ノは 「の やうに」 とい ふ 意で、 ミ (實 J 


の 無い ことの 比況 的 枕詞に^ ひられた ので ある。 苦 竹 は 稀に 多 數の穎 花 を 開く ことがある 

が、 通例 結實 せぬ ものと 見られて 居る。 寓葉集 〔第 十一〕 に 刺 竹の ハゴ モリと つ^けた の も 

同じく 比況で あるが、 大宮の 枕詞と したの は 〔第 六〕 〔第 十五〕 繁榮の 意 を 以て 轉 用した ので 

あらう。 大宫舍 人と いふに より トネリと も 言 ひか けられた。 

きみ はやな き 君 ハ無キ (力) とい ふ 意で、 疑問 助 語 は 省略せられ、 ャは 間投詞と して 挿入せ 

られ たので ある。 親 も あらう に、 主君と 頼む 人 はない のかと いふ 意で あらう。 此君を 大君 

卽ち 天皇の 御 事と する 守 部 說は考 へ 過ぎで、 救恤 施設の 發 達した 今日に 於て すら も、 行 倒 

れは絕 無で ないから、 況して 上代に 於て 此 やうな 事實 があった としても， 必 しも 聖代の 累 

に はならなかった ので ある。 

いひに ゑて  j 

こやせる  一前 出 

そのた ひ VJ あはれ j 

〔大意〕 片岡 山に 於て 食物に 餓 ゑて 伏 臥して 居る 哀 なる 其 旅人よ。 親な しに 生まれ 

聖德大 子の 御 歌  二 五 玉 


九、 磯城 鳥宫 (欽 明朝) 以 降  二 五六 

たので は あるまい。 (賴 む) 主君 はない のか。 食物に 餓 ゑて 伏 臥して 居る ァ 、ノ レ 

共 旅人よ 

此飢 人が 凡人で はなく、 眞 人の 權化 である こと を 太子 だけが 感知して 居られた と 

附記して あるが、 恐らく は 後人の 附說 であらう。 

〇 境 部の 毛津 

推 古 天皇の 崩後繼 位に ついて 激烈なる 暗鬪 があった。 大ぼ蘇 我 蝦夷 は敏達 

天皇の 御 孫 田 村 皇子 (後の 舒明 天皇) を 立てようと 決心した が、 其 弟 境 部 臣 

麻理勢 は聖德 太子の 御子なる 山背 大兄 王が 當然 繼嗣 であらねば ならぬ とし 

て 反抗した ので、 仲 子阿椰 と共に 討 手の 爲に 自邸に 於て 殺された。 長子 毛 

津は難 を 遁れて 附近の 尼寺に 潜伏して 居た が、 尼僧の  一 二と 通じた ので、 

他の ものが 之を嫉 んで告 幾した 結果、 捕手が 向って 來 たから、 寺 を脫 出し 


て 畝 傍 山に 匿れ たけれ ども、 搜 索が 嚴 しく、 遁る、 道がなかった ので、 遂 

に 山中に 於て 自盡 した。 時の 人の 歌 

！: 紀 ：！ 于泥 備椰摩 虔 多智于 須家苕 多能 弥介茂 氣苋能 和 區吳能 虛き邏 

うねび やま 境 部臣の 居住地 蘇 我 (第二 五 0 頁) に 近い 獨立 丘陵で、 神武 天 皇 以下 三代の 御陵 

の ある 地で ある。 

二た ちう すけさ 木立 薄 ケレド とい ふ 意。 薄 ケドは 古い 語形 態で ある (上— 三 〇 二 頁)。 

たのみ かも カモは 感動詞で、 畝 火山 を タノ ミ (トシ テ) とい ふ 意。 タノ ミは ノミ (祈) から^ 

成せられ たので， タは 接頭語で ある。 

けつの わく ごの ケッ (毛 津) は 地名で、 山城 園の 木津 をい ふ ものと 推定せられ るが (贰— 一 一 

一 買)、 此 地名 を 負うた 所 緣を詳 にせぬ。 ワク ゴは 旣述の 如く 郎君の 意で ある (第二 二 四 頁)。 

二 もらせり けむ コモ ラセ リは 敬語 隱 ラスの 繼鑌格 表示で あるから、 此句は 隱れて 居られた 

ので あらう とい ふ 意になる ので ある。 之 を憐む 情が 言外に あふれて 居る。 

境 部の 乇津  二 五 七 


九、^ 城 島宫 (欽 明朝) 以 降  二  £ 八 

〔大意〕 畝 火山の 木立 は 疎で あるが、 之 を 憑と して 毛津 Q 若殿 は 隱れて られ たの 

であ" V つ， フ 

〇 八 佾之舞 

皇極 天皇の 元年 大臣 蘇 我の 蝦夷 は 祖廟 を 葛狨の 高宫に 建立し、 天子に 準じ 

て 八 佾の舞 を 奏した。 其 時の 歌 

_: 紀〕 野 麻騰能 妖斯能 耻接栖 鳴 倭拖 羅務騰 阿 庸^ 拖 豆^^  ^^一お^ i^: き 

やま £ の 大和 ノ 

おしの ひろせ を 釋紀に 忍 廣瀨也 所 名 也と あるが、 オシと 稱 する 地點 はなく、 i f.$ 

して オシと 稱へ る こと は 出来ぬ .—— 廣瀨郡 は 高官から 遠く 難れ て 居る から， 特に 其 地を货 

示す る 害がない。 恐らく は此ヒ n セは 普通名詞で， 川の 瀨の廣 い 部分 を 意味し、 複數を 表 

示す る爲に ォホシ (多) の 意 を 以て • 之 を 約した オシと いふ 語 を^した ので あらう。 築^の 


爲 に徵發 せられた 各地の 民衆 は、 葛 城 川 及 百 濟川を 始め 大和 川の 諸 支流 を徒涉 して 參 集す 

る こと を 要した こと は 必定で、 狹ぃ瀨 は 流が 急で あるから、 廣瀨を 渡った ので ある。 

，わたらむ S 渡 ラム ト 

あよ ひ たづくり ァョヒ は 脚 結 をい ふ (第 七 二 頁)。 タヅ タリの タは 接頭語で、 單にッ タリ (作) 

とい ふと 大差 はない。 .- I. 手 作の 意と も 解せられ ぬ こと はない が、 當時此 種の 品物が 商品 

として 製作 せられた 箸が な いから、 特に 手 作と 斷る 必要が ない II 此は次 句の 序 を 兼ね て 

居る ので ある。 

一一し つくら ふ も モは 感動詞で、 ッ クラ フはッ クル (作) の 進行形で あるが、 轉義 により 取 繕 

フ、 衣紋 をック ラフの 如く 修飾の 意に 用 ひられる。 此も 腰の 姿勢 を 整へ る こと をい ひ、 俚 

一一 一日の シナ をスル とい ふに 當り、 ^の 身 振 を 意味す るので ある。 八佾 とい ふ 漢語 は 蝦夷の 僭 

越 を 筆誅す る爲の 文飾で、 漢 式の 舞樂が 演ぜられ たとい ふこと ではなく、 佾は舞 列 を 意味 

する から、 多數の 人が 列 を 作って 舞うた とい ふに 過ぎす、 此歌は 踊に 合 はせ て 諮 はれた の 

で、 河川 徒涉を 序と して 腰つ きに 言及した ので ある。 釋紀 以下の 諸 說は皆 この 趣 を 解し な 

八^ 之 舞  二 五 九 


九、 磯城 ft? 宫 (欽 明朝) 以降  二 六 0 

かった やうで ある。 

〔大意〕 大和の 多くの 廣瀨を 渡らう と 脚 結 を 作る。 (我等 は) 腰 をつ くら はうよ 

〇 皇極 朝の 童謠 

舒叨 天皇の 崩 後 又もや 繼位 問題が 紛糾し さう であった から、 御 姪で 且皇 后で あ 

ら せられた 皇極 天皇が 卽 位せられ、 爲に  一 ロー は 安定 を 兌た が、 大臣 蘇 我の 蝦夷 父 

子が 専横 を 極め、 上窗 聖德 太子の 一家 を 傾ける に 至り、 僭位の 兆 すら 現 はれた の 

で、 遂に 中 大兄 皇子 (天智 天皇) の爲 に誅戮 せられた。 共 ころ 京洛に は 以下に 揭げ 

る やうな 奇怪なる 謠 歌が 數 多く 流行した。 

二 年 十 乃 蘇 我の 入 鹿が 獨斷 で、 山背 大兄 王 (聖德 太子の 御子) を廢 し、 舒明 

天皇の 庶長 皇子 古人 大兄 を 擁立しょう とした 時の 童謠 

.1 ハノへ 二  n サル n  ノヤ ク n  メ ダニ モ タゲ チトホ ラセ 力 ヤシ シノ チ ヂ 

〔紀〕 伊波 能杯懈 古^^: m 梅野仉 梁 栴多懈 母 多礙 底騰哀 囉柄 歌 麻 之 之 能烏腻 


いはのへ に 磐ノ上 一一の 謂。 後 文に 喩 -1 上 宮- と說 明して あるが、 其 は 山背 大兄 王の 一家 滅亡 

後、 時人が 其讖 として 此童 謠に與 へた 說 明で、 無名の 作者が 事件 を豫 知して 詠 じたと いふ 

ので は あるまい。 されば 之に 捉 はれる ことなく、 言辭の 通りに 解釋 すべきで、 以下 も同斷 

である。 

こさる こめやく 小 猿 米燒ク とい ふ 意。 脫殼 調理法 中 最も 原始的で 且 簡易な もの は、 之 を 炙 

つて 燒米 をつ くるに あり * 钗殼の 焦げる を 待って 手掌 を 以て 揉み 去り、 其 ま、 食用す るの 

で、 小 猿 も 亦 之を擧 び、 岩の 上で 米を燒 いたと いふので ある。 紀の後 文に は 上 宫を燒 くこ 

とに 譬 へたと あるが、 よしなき 穿鑿で ある。 

二め だに も 米に コ マ (駒) を 言 ひかけ たので、 ダ-ー モは 口語の デモに 當り、 米 (駒) デモと い 

ふ 意で ある。 

たげ て S ほらせ タ ゲはケ (饌) から 出た 動詞で、 食用の 義 であるが、 語音の 近似の 故 を 以て 

操作の 意の タギ (上— 二 0 二 頁) に 言 ひか けられた ので， 駒 タグ は 東歌に 「駒 は タグと も 我 は 

そと も はじ」 〔萬 一四〕 と ある やうに、 馬 を やる ことの 意と なり、 米 タゲは 米食 ふこと と 了解 

皇極 朝の 童謠  二 六 一 


九、 磯城 島宮 (欽 明朝) 以降  二 六 二 

せられる。 ト ホラ セ は 通レの 敬語 形で あるから、 米 (駒) デモ 食べ (追う) てお 通りな され 

とい ふので ある。 

かまし しの をぢ 和名 抄には 謹^ 羊 を 力 マ シ シと訓 して 居る が、 其 は 本草に 零 羊 又は 羚羊と あ 

る もので • 今 も 力 乇シシ 又は 力 モシ 力と 稱 へる。 オリ カモ 又は カモ (氈) の 原料た るべき 毛 

を 生す るシ シ (獸) なる が 故に 此名を 負 はせ たので * ヲヂ (小 父) と あるの は镔 よりも 優良 動 

物と せられた からで あらう。 紀の後 文に 喩.， 山背 王 之頭髮 斑， ー雜^ 一 似 ゆ 山羊よ と あるが 如く、 

此^の 體毛は 灰色で あるが、 頭部に は往々 白 毛 を 混す る ことがある。 さりながら 半白の 毛 

髮を冇 する もの は當 時に 在っても 山背 大兄 王の みに 限らなかった 害で あるから * 此 だけの 

特徴の 故 を 以て 此 王に 喩 へた ものと 斷定 する こと は 無理で ある。 山羊と あるの は 此獸が 高 

山に のみ 棲息す るからで * 今い ふ 山羊 卽ち ャギの 謂で はない。 

〔大意〕 磐の 上に 小狻が 米を燒 く、 米で も 喫げ て (駒 を 御ぎ て) 通られよ、 羚羊の 小 


此童謠 が紀の 所說の 如く 山背 大兄 王の 蓮 命を豫 言した ものと すれば、 若干の 寓意 

を檢 出す る ことが 可能で あるか も 知れぬ が、 之が 流行の 因は豫 言なる が 故で はな 

く、 他に 人心 を 魅惑す る ものが あった 爲 とせねば ならぬ。 案 やる に此 歌に は 上記 

コ メ (米) タゲ (喫) とコ マ (駒) タギ (御) との 口 合の 外に も、 大衆 を 喜ばしめ るに 足 

る だけの 興趣が 十分に 存 したので あらう。 次の 如く 逐語譯 するとせば、 今日に 於 

ても兒 童の 一 粲を 博す る ことが 出來 ると 信 中る。 

岩の てっぺん 小 猿が 米燒く 米くて お通り かもしし 小父さん 

山背 大兄 王 は 入 鹿の 軍勢の 爲に 斑鳩 (今の 法隆 寺) の宮 邱を圍 まれ、 一 旦 家族と 

共に 生 駒 山に 遁 入せられ たが、 山中 飮食を 求める ことが 困難であった ので、 間 も 

なく 斑鳩 寺に 歸投 し、 入 鹿の 軍の 來攻を 聞いて、 此 年末に 子弟 妃妾 と共に 自經せ 

られ た。 翌年 六月 志 紀上郡 (城 上 郡) から 數年 前の 事實 なりと して 次の 如き 奇怪な 

皇極 朝の 童謠  二 六 三 


九 、磯城 島宫 (欽 明朝) 以降  二 六 四 

報 吿を進 達した。 

或 人が 三輪 山に 於て 赘 眠して 居る 猿 を 見つけ、 徐に其 腕を捉 へたが、 猿 は 

眼 を^け ようと もせす、 歌 を よんだ。 其耿 

ム カクラ-一 タテ ルセラ ガ 二  n ギ r-ゾ ヮ ガ テヲト ラメ タ ガサ キ^ サキデ 

〔紀〕 武舸 都烏爾 陀底慇 制羅我 懾古 禰擧曾 倭 我 底 鳴 朥羅每 拖我佐 基 泥 佐^ 泥 

曾 母 野 倭 我 底 朥羅須 謀 野 

ヲ  ム *フ 

むかつ をに 向 ッ丘卽 ち向ノ 岡-一と いふ^。 

たてる せらが セラの ラは 接尾語で、 セは 男子に 對 する 呼 稱 であるが (上 I 二 九 w)、 此は 向の 

岡に 立 つ て 居る 夫と い ふ 意で あらう。 此 猿は牝 であった と 思 はれる。 

にこで こそ -I コ (和) テ (手) は柔ぃ 手と いふ 意。 コソ は强ぃ 指定で ある。 

わがて を vj らめ 我が 手 を 執る (こと も ある) だら うがと いふ 意で ある。 

たが さきで 誰が 裂 手 即ち 皲の ある ざらざらした 手 をい ふ。 

さきで ぞ もや ゾは 指定 助 語 • モャは 感動詞で • 上句の サキデ を 反復した の は 調 を 整へ る爲 


である。 

わ. かて S らす もや 我が 手 (ヲ) 執り マ スと いふ 意に 感動詞 モャを 添へ たので ある。 

〔大意〕 向の 丘に 立って 居る (我) 夫の 柔. い 手 こそ 私の 手 を 執る こと も あらう が、 ざ 

らざ らした 誰かの 手が 私の 手 を 執りた まふよ 

其 人 は 驚いて 猿の 手 を 放して 立 去った と 附記 せられて 居る。 紀は之 を 上官の 王 等 

が 蘇 我の 鞍作 (入 鹿) の 爲に膽 駒 山に 包圍 せられる 前兆で あつたと 解し、 後の 註釋 

者 も 之 に牽强 して 色 々に說 い て 居る が、 か 程の 神怪を 其當時 直に 報告し なか つ た 

とい ふこと が 抑 も 眉 唾 もので、 恐らく は 流行に 至らなかった 此 歌の 作者 又は 傳誦 

者が、 斑鳩 事 變後思 ひついて 上申した ので あらう。 されば 童 謠とは 明記 せられて 

居らぬ が、 此 部類 中に 收 める ことにし たので ある。 

同月 劎池 (貳— 六五頁 ) に 一 莖ニ蓦 の 蓮 花 を 生じた の を 見て、 蝦夷 大臣 は 我家 

皇極 朝の 童謠.  二 六 五 


九、 磯城 島宫 (欽 明朝) 以 降  二 六 六 

の 瑞祥な りと し、 金泥 を 以て 之 を 摸し、 大法 興 寺の 丈 六 佛に獻 じた。 乃で 

國內 の巫规 等が^ うて 神 異を說 き、 大臣の 意を迎 へたの を 老人 等 は 寧ろ 革 

命の 兆と したが、 當時三 首の 謠 歌が 流行した。 其 一 曰 

〔紀〕 波^ 波^ 爾 渠 騰曾枳 擧喩屢 之 麻 能 野 父播維 

はろ はろ に 遙々 -ー 

ニビ. ぞきニ ゆる 琴ゾ 聞ュル 

しまの やぶ はら シ マ は 蘇 我 氏の 居住地で、 今の 高 市 郡 高 市 村 大字 島之庄 である。 ャブ ハ ラ 

は蔽^ をい ひ、 琴の 音の 發 生地で ある。 II 此は 所謂 片歌 である。 

〔大意〕 遙に 琴の 昔が 聞え る。 島の 藪 原 (から) 

翌四 年の 紀に、 蝦夷 父子 服 誅後或 人が 右の 歌を釋 してい ふに は、 此は 宮殿 を岛 

大臣 (馬子) の 家に 接して 起した こと、 並に 中 大兄 皇子が 中 臣連鎌 子と 謀. 9、 入 鹿 

を誅 せられた ことの 前兆であった らうと いうた と ある。 蝦夷 父子が 新 邸 を 甘檮岡 


(飛鳥 村 大字 豐浦) に 構へ、 ミカ ト (宫 門) と僭稱 したの は 前年の 十 一 月の ことで あ 

るから、 此謠 歌の 現 はれた 頃に は 旣に大 土工が 始まって 居た 箬で、 島の 邸宅が 遠 

から ゃ廢墟 となる ベ きこと を豫 想し、 今にも 藪 原から 琴の 昔が 聞え る やうになる 

，たらう とい ふ 意 を 以て、 口さがなき 京 童が 此 やうな 謠を はやらせ たこと は 有り得 

ベ きで あるが、 入 鹿 等 服誅の 前兆 云々 は 後から 附會 した 嫌が ある。 

其 二 曰 

チチ カタ/ ァ ハヌノ キキシ トヨ モサズ ヮ レハネ シカド t トゾ トヨ モス 

〔紀〕 烏 智可拖 能 阿 婆努能 枳枳始 騰余謀 作 儒 倭 例播； 纏 始柯騰 比騰 f 騰 余謀須 

をち かたの 遠 一方 ノ (上 1 1 四 四 頁)。 

あはぬ のきき し 粟野 ノ雉 (ハ) とい ふ 意。 ァハ ヌは守 部說の 如く 粟生の ある 野邊の 謂で、 固 

有 地名で は あるまい。 

& よもさず 雉の 鳴き 響 動す のは曉 近くで あるから (上 1 1 一 買)、 此兩句 は 夜の 明ける の も 知 

皇極 朝の 童謠  二 六 七 


九、 磯城 島宫 (欽 明朝) 以 降  二 六 八 

ら すと いふ 意になる ので ある。 

われ はね、 しか & ヮ レは此 場合に は 複数と 了解す べきで、 我 々は 雉の 鳴 翳に も 妨げられす、 

綏 々と寢 たけれ どもと いふので あらう。 

ひビ vvi- よもす 雉 は 響 動さぬ が、 人々 が騷ぎ 立て、 戀中を 妨げる とい ふ 意と 思 はれる。 

〔大意〕 遠方の 粟野の 雉 は饗動 さや、 我々 は (心^く) 寢 たけれ ども 人が 騒ぎ立てる 

此耿 について は 右の 說者 は、 無辜の 上 宮諸王 を 殺した 應報 によって 入 鹿が 人手 

にか、 る 前兆な りと して 居る が、 歌に も 其 やうな 意味 は あら はれて 居ら や、 尋常 

の 情歌と；^ るの 外 はない。 

共 三 曰 

チパ ヤシ 二 ヮレ IK  t キレテ セシ t ト / すモテ モシ ラズ ィへ モシ ラズ モャ 

〔紀〕 烏 麻 野始倆 倭 例^ 比^ 例 底 制 始比朥 能 於 謀提母 始羅孺 伊 弊 母 始雑孺 母 也 

をば やしに 小 林- 


われ を ひきれ て 我 ヲ引キ 入 レテの 約。 ィレの ィは語 斡で あるから (上一一七 ミ百 0、 古語 法で 

は 連 約せ ぬ こと を 例と し、 且ヮ レヲヒ キイ レ テと いふ 八 音 句と しても 呤誦上 少しも 妨 はな 

いので あるが、 特に ィ音を 省いて 居る 所 を 見る と、 此 頃に は 旣に 第二次 生 連 約が 行 はれて 

居た ことの ー證 とすべき である。 此は或 女性の 作と せられた ので、 ヮレ (我) は單數 表示で 

ある。 

せ. しひ S の 爲 シ人ノ とい ふ 意で、 セシは 交合 セシ とい ふこと である。 現代語に 於ても スル 

といへば 其 意味に 了解 せられる。 之 をシセ (令 死) シの 切と し 〔解〕 〔言 別〕、 或は 人 を 引 入れ 

る こと を爲シ 意な りと する 說 〔通 釋〕 は、 此讅歌 を 一 種の 豫 言なら ざる 可から すと する 豫斷 

から 出發 した ものであるから、 論す るに 足らぬ。 假に 前途 を逆睹 した 具眼の士が 或る 意味 

を諷 示す る爲に 作った ものである としても、 民衆の 間に 流布した の は、 歌 そのものに 興趣 

があった 爲で、 少く とも 其 語句 は 容易に 納得 の 行く ものであった 害で ある。 

おもても しらず 面モ 知ラズ 

いへ もしらず もや 家モ 知ラズ とい ふ 意で、 モ ャは兩 句に か &り、 三輪 山の 猿の 歌に も 用 ひ 

皇極 朝の 童謠  二 六 九 


九、 磯城 島宮 (欽 明朝) 以降  二 七 〇 

られ たやう に 感動詞で ある。 

〔大意〕 小 林に 自分 を 引 入れて 針した 人の 面 も 知ら や、 家 も 知らぬ こと (のうた て 

さ w 

紀の後 文に は 或 人の 說 として 入 鹿 巨が 宮中に 於て 佐 伯 連子 麻呂 等の 爲に 斬られる 

前兆な りと あるが、 下 二 句に よれば 其 は 全然 不當 である。 最 先に 手 を f された の 

は 中 大兄 皇子で あるの みならす、 然るべ き 自分の 廷臣 を 入 鹿が 全然 知らなかった 

とい ふが 如き こと は 有り得ぬ。 されば 萬 一 寓意が あると すれば、 蘇 我 氏の 郞黨等 

が 主人の 威光 を 傘に 着て 婦女に 暴行 を 加 へ る ことが 多かった の を 諷した ものと す 

べきで- - める。 

〇 常世の 神 

皇極 天皇の 三年 七月 東 國不盡 川の 邊の 人で 大生 部の 多と いふ ものが、 蠶に 


似た 蟲を 常世 神と 名 づけ、 之 を 祭れば 富 を 致し 壽を延 ぶる こと を 得べ しと 

說き、 都鄙の 民衆 中 之に 惑 はされ て 財 を 失 ふ ものが 多く、 害毒 を 流した の 

で、 葛 野 秦造河 勝と いふ ものが 多を捉 へて 打懲 した。 之が 爲に巫 親の 徒 も 

恐 をな して 勸說 せぬ やうに なった こと を 時人が 詠 じた 歌 

〔紀〕 禹都麻 佐 波 柯微騰 母 柯微騰 枳擧 曳倶屢 騰擧預 能 柯微乎 宇 智岐多 麻須母 

うつ まさ は ゥッ マ サ (太 秦) は秦 氏の 宗家の 稱號 である (陸 I 一  一 三 頁)。 

かみ £ も かみ VJ 祌ト とい ふ 表現 を 二つ 重ねて 意を强 めた ので、 中間の モは對 立 を 表示す る 

助 語で あるから * 連繋の 用に 供せられ たので ある。 

きこえく る 祌ト聞 H 來ル とい ふ 意で、 風聞せられ ると いふに 同じい。 

w 二よ のかみ を トコ ョは 仙鄕の 謂に も 用 ひられる から (上— 一 五八 買〕、 不老 長 壽の意 を 以て 

命名した ので あらう。 

うちきた ます も ゥチは 打の 義。 キク マス はキ タムの 使 動詞 形で、 キタヒ (鍛) と 語原 を 同う 


九、 璣 城島宫 (欽 明朝) 以降  二 七 二 

し、 カタ (型) から 出た 語で あるから、 コ ラス (令 凝) が 15 懲の 義に轉 じたと 同様に、 キ タマ 

スと いふ 表現 を 川 ひた ものと 思 はれる。 句 尾の モは 感動詞で ある。 

〔大意〕 大秦は 神と も 神と 風聞 せられる 常世の 祌 を打懲 すよ 

〇 造嫒 哀悼の 欹 

大化五 年 讒誣に 遭うて 自盡 した 大臣 蘇 我の 倉 山 田 麻呂の 女で、 皇太子妃な 

る 造嫒は 哀傷の 餘り 落命した。 ^太子 (後の 天智 天皇) は. 3 田大ぉ を 殺した 

こと を 後悔 せられて 居る 折から、 妃を すら 失 はれた ので、 悲歎に 沈淪 せら 

れ るの を：^ て、 野中 川原 史滿 とい ふ ものが 歌 二 首 を 奉った。 其 一 

ャ マガ ハー 一 チシ フタ ッヰテ タグ t ョク タグ ヘル. T 'モヲ タレ 力 ヰ ニケム 

〔紀〕 耶麻^ 播爾 ^志 賦拖都 成 底 陀^ 毗预俱 陀虞陛 爐倂^ 乎 多 例柯威 爾雞武 

やまが はに 山河 一一 

を. しふた つもて ヲシは 和名 抄に の訓 とし、 雌雄 朱 二 嘗相離 f 人， 一共 一 -則共 一思 而死、 


故 名， 一匹 鳥, 也と あるが 如く、 雌雄 相愛の 情の 深い ものであるから、 ヲシ (愛) 鳥と も 〔萬 二 

〇〕、 ヲシの カモ鳥 〔催 馬樂〕 とも 稱 へたので、 ヲシは 其略稱 である。 鴛鴦 ニッが 太子と 造 媛 

との S 喩 なること は 言 ふまで もない。 

たぐ ひよく タグ ヒは匹 偶の 意。 伉儷睦 じくと いふ ことで ある。 

たぐへ る もの を 匹 偶 ひ 在る もの をと いふ 意。 

たれ かゐ にけ む 誰カ以 去ケム 即ち 誰が 持 去った ので あらう かとい ふので ある。 

〔大意〕 山河に 鴛鴦が 二つ 仲よ く 並んで 居る の を、 誰が (其 一 つ を) 持 去った ので あ 

らう 力  . 

其 二 

〔紀〕 模騰 渠等爾 婆 那播左 該騰模 那爾 騰柯母 于都倶 之き 母 我 磨 陀左枳 湼渠農 

も S ご £ に 本 毎 II * 即ち 一本 毎 一一と いふ 意。 

はな はさけ^ も 花ハ唤 ケドモ 

造 媛 哀悼の 歌  二 七三 


九 、磯城 島宫 (欽 明朝) 以降  二 七 四 

なに £ かも 何ト (シテ ) 力と いふ 意で、 モは 感動 訶 である (耍錄 1 0〇 七 頁 )o 

うつくし いもが ゥッ (全) クシ (奇) ィモ (妹) ガ (之) の 謂。 ゥッ クシ は 口語の 綺麗に 常る。 作 

お 川原 史か らいへ ば 造 媛 は 主人 筋に あたる ので あるから、 敬語 を^いて 單に ィモと 呼ぶ こ 

と は 許されぬ の であるが、 此は 皇太子に 代って 詠 じたつ もりで あらう。 

また さきで 二ぬ 本 毎に 唉く 花の やうに 復び唤 出來ヌ (ゾ) と いふ 怠で ある。 

〔大^〕 一本 侮に 花 は哚く けれども、 うつくしい 彼女 は 何故に 再び 暌出 ぬか 

後 文に 皇太子が 慨然と して 歎息 あらせられ、 琴 を 授けて 唱 はしめ、 布 帛綿等 を 

赏 賜せられ たと あるが、 其 ほどよい 歌で はない。 川^ 史は 恐らく は歸化 人の 裔で 

あらう。 

. 〇 孝德 天皇の 御製 

白 維四 年 皇太子 (天 知 2 天皇) は 大和 遷都 を 奏請せられ たけれ ども 勅許がない 


ので、 皇祖 母 尊 (皇極 I 齊明 天皇) を 奉じ、 御 妹 間 人皇 后及皇 弟と 共に 飛鳥 

の 河邊の 行宮に 移られ、 公卿 大夫及 百官 人が 皆隨從 した。 天皇 は 恨めしく 

思 召し、 返 位の 御 決心 を 以て 山硫に 宮殿 を造營 せしめられ、 次の 歌 を 皇后 

に 贈られた 

カナ キク ケ ァガ カフ コマ ハ ヒキ デセズ ァガ カフ n マテ U トミ ッ ラム 力 

〔紀〕 舸娜 紀都該 阿 我柯賦 古麻播 比枳涅 世 儒 阿 我 柯賦古 麻 乎 比 騰猕都 羅武箇 

かなき つけ 和名 抄には 鉗に カナ キと いふ 訓を與 へて 居る が、 以レ鐵 束レ頸 也と あるが 如く、 

クビ. U セ 

其 は首稃 をい ひ、 馬具で はない のみなら す、 桎械を 施して 飼養す るが 如き は 馬 を 愛する 所 

以 でない。 其 外に も カナ キ について は 種々 の說が あるが、 いづれ も 大祓の 祝詞に 天津 金 木 

乎 本 打 切 末 打斷氐 と ある 成句に 本づ くもの X やうで、 カナ キ (金 木) の 語義 を 曲解した 上 の 

立論で あるから、 問題と する に 足らぬ。 案す るに カナ キは カナ (金) ケ (笥) の轉 呼で、 金屬 

製の 馬糟 をい ひ- 芻秣を 容れる 器なる が 故に、 吾飼フ とい ふ 語句の 修飾に 用 ひられた ので 

あらう。 

孝德 天皇の 御製  二 七 五 


九、 磯城 fts 宫 (欽 明朝) 以降  二 七 六 

あ. かか ふ 二 ま は 吾ガ飼 フ駒ハ 

ヒキデ 

ひきで せず 苯出 セズの 謂。 牽キ 出デズ とせられなかった の は、 常時 牽 出と いふ が 愛馬 を 

人に 示す 爲に牽 かしめ ると いふ 意味の 名詞と して S ひられた 爲と思 はれる。 

あがか ふこ ま を 此コ マ は 皇后に 譬 へられた ので、 深宫に 坐せ て 侍き まゐら せた 皇后 をと い 

ふ 意を寓 して 居る ので ある。 

ひ s みつら むか 人見ッ ラム 即ち 人が 見たら うとい ふ 意で、 力 は 感動詞で ある。 平日 風に も 

あてぬ やうに 大切に せられた 皇后が、 御 兄 皇子に 誘 はれて 大和に 移られた こと を 不快に 思 

召して、 逍路に 於て 人見ッ ラムと いはれ たので あるが * 一  面に は 他に 心 を 通 はす 人が ある 

ので はない かとい ふ猜 怨を寓 せられた ので あらう。 

&ナキ 

〔大意〕 金笥 をつ けて 朕が 飼 ふ 駒は牽 出さ へ もしない。 其 (大切な) 脍が飼 ふ 駒 (卽 

ち 皇后) を 人が 見た であらうよ 

〇 建 皇子 


蘇 我の 山 田-る 川 麻呂の 女遠智 娘が 生み まゐら せた 建 王 は齊明 天皇の 四 年 五 

月 御 齡八歲 にして 薨去せられ、 今 城 谷の 上に 殯斂 した。 御 祖母 天皇 は 平素 

此 王子 を 鐘 愛せられ たので、 御 悲歎が 殊に 强く、 萬歲 千秋の 後脍が 陵に 合 

葬せ よと さへ 仰 出された が、 尙 哀傷の 大御心 を 左記 三 首の 御製に 於て 叙べ 

られ た。 其 一 

イマ キナル ヲ ムレ ガウへ-一 クモ ダニ モ シルク シ タタ， パ ナ，. 二  r 力 *±.- ゲ 力， .A 

〔紀〕 伊 磨 紀那屡 乎 武例我 禹杯爾 倶謀娜 尼 母 旨 屢倶之 多多 婆 那 爾柯那 皚柯武 

いまきなる ィ マ キは高 市 葛 城 一 一郡に 接壤 する 吉野川 河北の 一 地方 名で、 今 も 吉野郡 大淀町 

の 大字に 其 名 を 留めて 居る (第 九 一 頁〕 。皇子 を此 地に 殯 したの は 母 氏の 所領であった からで 

あらう。 外祖石 川麻呂 (倉 山 田 大臣) が 嫌 を 蒙って 大和 國に 逃げ 歸 つた 時に、 其子與 志が 山 

田 之 家 (第二 三 五 頁) から 今 木の 大槻の 近くまで 出迎 へたと あるの も， 此 地に 所緣 が^した 

ことの 一 證 である。 

を むれのう へに ヲム レは今 木 郡の 一 丘の 名で ある (第 九 二 頁〕。 殯所は 恐らく は此處 に存し 

建 皇子  二 七 七 


九、 璣城島 (欽 明朝) 以降  二 七 A 

たので あらう。 

くも だに も 雲デ モ とい ふ 意。 

しるく、 したたば シル (著) ク立 タパの 謂で， シは 指お 助 語で ある。 北 ハを紀 念と してと いふ 意 

が 含まれて 居る。 

なに かなげ か； 3 何 か 嘆 カム。 即ちせ めて 雲で も 立つならば、 此 やうに は 嘆くまい とい ふ 意 

である。 

〔大意〕 今 木の ヲム レ (丘) の 上に 雲で も 著く 立つならば、 何 を か 嘆かむ や 

其 二 

ィュ シシヲ ツナ グカ ハへノ ワカ クサ ノ ワカ クァリ キト ァガモ ハナ クニ 

〔紀〕 伊 喩之之 乎 都 那遇何 播杯能 倭 柯矩娑 能 倭柯俱 阿利 岐騰 阿 我謨婆 儺俱爾 

い ゆ. しし を ィュは 射 アルの 約ィル (所 射) の 音便で、 射た 獸 をと いふ 意と 了解 せられる。 私 

記 以来 被 レ射之 鹿 (猪) と說 いて：^ るが、 射ラ ュ ル (連體 法) を 略して 射ュ とする こと は出來 

す、 見ル から 自動詞 見ュが 分岐した 例 は あるが， 射 ルは其 原 if 上 自動詞たり 得べき もので 


はなく * 假に被 射の 義を 有する ィュ とい ふ gH;. 語が 存 したと しても、 此 は連體 法なる が 故に 

ィ ュ ルと いはねば ならぬ。 萬 葉 集に も 所射シ シノ とい ふ 句が 三ケ 所に 見え (九、 十三 士ハ卷 )、 

いづれ も 舊訓は ィルと ある。 

つなぐ 力 はへの ツナ グは ツナ (綱) から 出た 動詞で * 綱 をた ぐる やうに 追跡す る こと を 意味 

する (上— 七 九 頁 )o 力 ハ ベ は 勿論 河邊 である。 

わかくさの 野獸の 足跡 は 力 ラト (六 II 五 七 買) によっても 探求し 得られる が、 殊に 若草の 生 

ひた 場所で は、 蹂躅の 跡に よって 顯著 であるから、 萬 葉 集 第 十六 卷 にも i き獸ヲ li グ河邊 

ノ II コ 草と あるので ある。 助 語ノを 添付した の は 「の やうに」 とい ふ 比況で あるが、 上 三 句 

は 之 を 要するに ヮ カクと 言 はんが 爲の 序で ある。 

わかく ありき £ 若 カツ タトと いふ 意。 近侍の 人々 が 天皇 を 御 慰め 申 上げる ロ實 に、 御 幼少 

のこと であるから、 御 あきらめ 有って 然るべ しと 奏上した ので、 若 カツ タ £ は 自分 は 思 は 

ぬと 仰せられ たので あらう。 幼 孫 を 失うた 祖父母が 懷く 至情で ある。 

あが も はなく に 吾ガ思 ハ ヌコト (ナル ) 一一 とい ふ 意で ある。 

建 皇子  二 七 九 


九、 磯城^  {S  (欽 明朝) 以 降  二八 〇 

〔大意〕 —— 上 三 句 は 序 —— (人の いふが 如く) 幼け なかった (から あきらめられる) 

とは& はぬ のに 

其 三 

ァス カガハ ミナ ギラ 匕ック ュ クミ ヅノ ァ t ダ モナ クモ ォ モホュ ルカ モ 

〔紀〕 阿织 箇我播 ^儺^ 羅毗都 都 喩矩猕 都 能 阿比 娜謨儺 供 母 於 母 保 喩艇柯 母 

あすかが は 飛鳥 川 は 源 を^ 淵 山に 發し、 時の 皇居 岡 本官の 傍 を 流れて 北上し、 末 は 大和 川 

に 合する。 

みな ざら ひっつ ミナ ギラヒ は ミナ ギル (漲) の 進行 格で， ミナ ギル はミ (水) ナガル (流) の轉 

ミナ ギラ t  ミナ ギ ラフ 

化 語で ある。 水焖の 立つ こと を も 水 之^ 合と いふが、 II 萬 葉 集 第 七卷に 水^ 相 沖ッづ S 

一一 風をィ タミと あるの は 共 適例で ある II 此 は水箭 ： の 多い こと をい ふ もの、 やうで あるか 

ら、 通 釋の說 の 如く 漲 溢の 蕤 とすべき である。 ッッは 反 筏 表示で ある (上 II 六 二 頁)。 

ゆく みづの 行ク 水の やうに とい ふ 意。 

あ ひだ もな くも 間 モナ クと いふ ことで、 句 尾の モは 感動詞で ある。 


おも ほ ゆる かも ォモホ ュは 思フの 可能法 ォモ ハ ュ (思ハ ル) の轉 呼で (耍錄 九 七 七 頁)、 覺ュ の 

原形で ある。 カモは 感動詞。 

〔大意〕 飛鳥 川 を 漲りつ k 行く 水の やうに 間斷 なく (亡き 王子が) 忍 はれる (こと) よ 

力-ナヤ マ  ゆ， ，つ. 

此 年の 十月 紀溫泉 (牟婁 湯と もい ふ。 今の 鉛 山 湯 泉の ことで ある) に 行幸 あ 

ら せられた が、 尙 皇孫 追憶の 御 悲歎 はやます、 口吟 せられた 大御 歌の 一 

ャ マコ ェテ ゥミ ワタル トモ ォ モシ P キ イマ キノ ゥチハ ヮスラ ユマ シジ 

〔紀〕 耶麻 古曳底 于猕倭 拖留騰 母 於 母 之樓枳 伊 麻紀能 禹知播 倭 須羅庾 麻旨珥 

やま 二え て 山 驗ェテ 

うみ わたる S も 海渡ル トモ。 II 此ニ句 は 行幸の 路次 就中 紀伊 沿道の 實況を 叙述 せられた 

ので、 有 田、 日 高地 方に 於て は 海岸線が 屈曲し、 高角が 突起して 居る ので、 或は 峠を越え、 

或は 水面 を 渡航せられ たので あらう。 

おもしろき 語原 を詳 にせぬ が、 ォ モシ 口 の 語根 ォモは 興趣の 謂なる こと 疑な く、 琉 球の ェ 

ト (歌) はォ乇 & とも 稱 へられる。 ！ 古語 拾遺 天 石 窟の章 下に、 天日 再び 現 はれて 衆 面 明 


九、 磯城 島宫 (欽 明朝) 以降  二八 二 

白と なった により、 ォ モシ 口と い ふ 語が 生まれた と あるの は俗說 である —— されば 常 初 は 

ォ モシの 形 を 以て 活 川し、 之に 接尾語 口 を述 結して ォ モシ a とい ふ 名詞 形 を 派 成した ので 

あらう が、 重の 意の ォ モシと 紛れ 易い ので * ォ モシ ロを笫 二次的 語 斡と して ォ モシ 口 シ、 

ォ モシ n キ 等と 活用す る ことにな つた もの、 やうで * 此處 も可怜 とい ふ 意に 川 ひられた の 

である。 

いまきの うち は ゥチは 落 流の 謂で あるから (上— 一 五六 K)、 ィ マキの ゥチは 今木溪 即ち 曾 我 

川の 上流の 急湍を 意味す る ものと 思 はれる。 其 は 飛鳥の 都から 紀 伊に 行幸 せられる 御路 次 

にあたり、 皇孫 殯斂の 地なる が 故に、 特に 大御心 を ひき、 哀愁 を 新に せられた ものと 拜察 

せられる ので ある。 

わすら ゆ まし じ ヮスラ ュは忘 ラルの 古言、 マ シジは 打消の 推量 法で ある。 忘レ ラレ マイと 

仰せられ たの は 今 木溪の 風光で あるが、 其 裹に此 地に 葬られた 王子 を 忘れ 得ぬ とい ふ 意が 

寓 せられて 居る こと は 言 ふまで もない。 —— 句 尾の 珥の字 は 次の 天智 朝の 童謠 にも ジの音 

符 として 川 ひて あるが • 假に釋 紀の訓 の やうに マ シ -1 と訓 むとしても * 一一  も 亦 打消の 未然 


形で あるから、 意に 於て は變り はない。 

〔大意〕 山 を 踰ぇ海 を 渡っても 可 怜ぃ今 木の 溪は 忘れられまい — 否、 皇孫 を 忘れ 

得ない 

其 二 

ミナト ノ ゥ シホ， ク ダリ ゥナク ダリ ゥシ。 モク レニ  ^キ ：- ゾ. 力，、 ュ， ひ ^ 

〔紀〕 猕儺度 能 于之裒 能 矩娜利 于那 倶娜梨 于之廬 母 倶例尼 飫岐底 S 庾航武 

ゥッ クシ キ ァガ ワカ キ n ヲ ォキテ r カュ P 力，.^  • 

于都 俱之枳 阿 餓倭柯 枳古弘 飫 岐底舸 庾舸武 

紀こは 之 を 二 首に 分ち、 クック シキ 以下 を 第三の 歌と して 揚げて 居る が、 獨立 

して は 意 をな さぬ から、 守 部說の 如く、 一首の 歌の 後聯と 見るべき である。 此は 

仁德 天皇の 御製 「八 田の 一 本菅」 と 同 一 句法で (上 ー 二八 六- m)、 夷 振 または 志 都 歌 調 

である。 

みな W の ミナト は 水 之 門の 謂で (第一 三 五 頁)、 灣ロ、 河口、 海門 等 を 意味す る。 II 湊の義 に 

建 皇子  ニァ三 


九、 磯城 島宫 (欽 明朝) 以降  二八 四 

轉 じたの は 上代の 要津が 多く は 河口に 存 したから である —— 此は 恐らく は御路 次の 大河 即 

ち 有 田 川 又は 日 高 川の 河口に 於て 詠 ぜられ たので あらう。 

うしほの くだり ゥシホ の 原義 は 大潮で あるが， 單 にシホ (潮汐) とい ふと 同様に 了解せられ 

た。 ク ダリ は 落下の 意で ある。 

ラ おくだり 1 下リの f,S で、 落潮に 乘 じて 海に 下る こと を 意味す る ものと 思 はれる。 ゥミ 

(海) とい ふ 語 を 接頭 分子と して 川 ひる 場合、 ゥ ナバラ G,tig)， ゥ ナカ ミ (海上) 等の 如く 轉 

呼せられ るの は、 如何なる 理由に 本 づくか 判明せ ぬが、 ゥ ナガ ケリ とい ふ 川 例 も ある 所 を 

見る と (四— 一 六 八 頁し、 ゥナと ゥミと は 同義語で あつたので あらう。 

ゥ シ a 

うしろ もく. si に 次 句と 照し 合 はせ ると 、後一 一 (日 ノ) 晚 - とい ふ 意で あらおば ならぬ が ^ 

詞が 二つ 重なるので、 後- 1 モ晚 一一 モと いふべき を、 律 調の ため 一一と モとを 各 一 つ ^略した 

の であらう。 

おきて かゆ かむ © キテ行 カムの^で， 力 は 感動詞と して 挿入せられ たので あるから、 殘し 

て 行く ことよと いふ 意になる ので ある。 後に 殘 された もの は 水門で、 日^の 寂しい 光景が 


よく 現 はれて 居る が、 其に つけても 皇孫 を 思 ひ 出された ので ある。 II 以上 五 句 は ー聯 

で、 次の 三 句 一 聯と對 立す る。 

うつく， しき 前 出 (第二 七三 fmoo 

あ、 かわかき- 1 を 朕が 幼 キ子ヲ とい ふ 意 即ち 建 王の ことで ある。 

おきて かゆ かむ 前 出。 此 一 聯は 上に 引いた 仁德 天皇の 御製 及輕 太子の 御 歌の 後 聯と趣 を 同 

うする もので、 言ヲ コ ソ 水門 トイ ハメ とい ふ 一 一句 を 補うて 味 はふべき である。 

〔大意〕 水門の 潮の 下り (に乘 じて) 海 (に) 下る。 夕暮に (其 水門 を) 後に 殘 して 行く 

ことよ。 否 、朕が 幼い 孫を殘 して 行く ことよ 

此歌は 秦大藏 造 萬 里に 詔して 後世に 傳へ しめられ たと あるから、 記 錄に殘 された 

こと は 疑な く、 最も 確實 なる 原 歌と すべきで ある。 

〇 齊 明朝の 童謠 

六 年 十二月 百 濟の福 信の 請願に より 大纛 を筑 紫に 進めて 徹底的に 新羅 を 討 

建 皇子  二八 五 


九、 璣城 鳥宫 (欽 明朝) 以 降  二八 六 

伐せられ る ことにな つた。 此 時に 當り駿 河國に 科せて 造ら しめられた 舟が 

ォホサ 力 

進水に 先ち、 夜中 舢 艫の 向 を かへ、 信 濃 國の巨 坂に 大さ 十闼、 高さ 天に 達 

する 蠅 群が 出現す る 等の 怪異が あり、 次の 如き 童 謠が行 はれた 

〔紀〕 t 比 邏矩都 能 倶例豆 例 於 社 幣陀乎 邏賦 俱能现 歌理餓 

美 和 陀騰能 现歌美 烏 能 陛陀烏 邏賦 俱能珂 歌现^ 

カプ シトヮ ョドミ チノへ ダチ ラフ クノ リカリ 力 

甲子 朥和 與騰美 .a 能陛陀 n 邏賦仉 能 ^歌^ 饿 

此 語句 巾に は隱 語が あるので、 公望 私記 以來 いろいろに 解讀を 試みた が、 ラフ 

クノ リカリ 力と いふ 一 句 以外 は 未だ 納得の 行く やうな 釋 明がない。 柬滿 〔齊 明紀童 

謠 考〕、 宣長 〔玉 豚 si〕、 久老 〔解〕、 守 部 〔言 刖〕 等の 說は、 或は 辭 句の 次 弟 を かへ、 或は 

任意に 添削し、 或は 改竄 を 施して 立論した もので、 忠實 なる 解釋 といへ ぬから、 

信 友 は 原文に 卽 して 說明 せんと 試みた 〔比 古 姿 衣〕。 さりながら 飜讀を も 不可な りと 

マギラ ハ 

したの は 固陋で、 「如何に 由々 しき 事な りと も、 文字の 次第 を甞 混して 記さる ベ 


きに あらす」 と 論じた の は、 倒叙が 紀の 編者の 作爲 であると すれば 道理 至極で あ 

るが、 原 歌が 旣に此 形式で 謠 はれて 居た 場合に は 當らぬ 非難で ある。 歌謠 就中 童 

謠に隱 語 を 用 ひて はならぬ とい ふ 理由 はなく、 我 民族 は 好んで 種々 の 語戲を 弄し 

たが (II 三 七 頁 以下)、 此 歌の 如き も 其 一 で、 特に 世 を 憚って 紛 はせ たとい ふので 

はなく、 當時 民間に 行 はれた 隱 語法 を 以て 表現した とい ふに 過ぎ や、 隱語 とはい 

へ 少しく 頸 を ひねれば 剁る 程度の もので あつたので ある。 ラフ クノ リカリ 力 を 下 

から 讀んで 雁々、 ガ喰 ラフと 解した の は、 恐らく は 公望の 獨創 ではなく、 其 時代の 

人に は 普く 知られて 居た ので あらう。 此 やうな 表現 法 は江戶 末期に 於て 樂屋 裏で 

n シラ 

弔 ひられた セ ン ボ とい ふ隱 語に も少く はなく、 持へ を シコラ へ、 ロをチ ク という 

た 〔浮世 床〕。 後述の 如く ク レヅ レ はクヅ レ (崩) の 意と 了解せられ るが、 故意に 語音 

を 添加す る こと は、 明治 年間まで 酒席 及嬉 遊の 間に 行 はれた 語戲 で、 ハイ (諾) を 

厶厶  厶厶  n- ーチ  厶 厶厶厶  o- 

、ノ ラ ィ リ  關西 では "カイ キ  今日 "をコ 口 ユリ チリ ハラ など 乂 いうた。 之 

齊 明朝の 童謠  二八 七 


九、 璣 城島宮 (欽 明^) 以降  二八 パ 

を 許す とせば 守 部 以前の 學 匠の やうに 轉置、 埒減、 改竄 を 加 へ やと も、 ほゾ 歌^が 

會^ せられる やうに 思 ふ。 先 學の說 き 惱んだ 原因の 一 は 句切が 不明であった こと 

で、 私記の 分解 は 勿論 不當 であるが、 近世の 學匠も 亦豫め 意義 を 想定して、 其に 

^合の よい^-うに 離合して 居る ので ある。 私の 信 やる 所に よれば、 縱 ひ童謠 にし 

て も クタと ある 以上、 旋律 を 無視して は 吟誦に 不便で、 人口に 膪炙 しなかった 箬 

であるから、 少く とも 句法に 協うて 居た ものと せねば ならぬ。 此兑 地から 私 は 語 

義と は無關 係に 最も 自然な^: 調に 從 うて 上揭の 如く 十一 一句に 分拆 した。 之に よれ 

ば此宽 謠 は三聯 から 成立し、 各聯五 (六)、 三 (四)、 五、 八 音の 四 句に 分 たれる。 卽 

ち 極めて 正しい 旋^: を備 へ たもので、 歌^ を會 得せす とも 口から 口 へ 俾 播 する こ 

とが 可能で あつたので ある。 以下 各 句の 語釋を 試みる。 

まひら くつの マ は 接頭語， ヒラク は 萬 葉^^ 三卷に 「朝 ビラ キ^ぎ にし 船の 跡な き 如し」 と 

ある やうに 發航の 謂で あるから， 出發 港の 意 を 以て ヒラ ク津 とい ふ 表現が 川 ひられた こと 


は 有り得る。 此は 固有名詞 ではない から 何れの 津を 指した のか 判明せ ぬ。 

くれ づれ 上記の 如く 上の レは 添加で、 クヅレ は崩壌 を 意味す る。 

おそへ だ を 社の 字 はソの 音符で あらう。 釋紀に 能と 改めた の は 賢 しらで、 オノへ タと いふ 

-語 はない。 ォソへ は 東歌に 「駿 河ノ海 於思敝 一一 生 フル」 云々 と ある オシへ と 同じく、 イソへ 

(磯邊) の轉 呼と 思 はれる。 イソ (磯) の 語根 はソで (上 —二 四 七 頁)、 ィは 接頭語で あるから， 

之 を ォと言 か へる こと は 決して 甚 しい 訛で はない。 上代の 耍津は 多く は 河岸に 位置した か 

ら、 其が 崩れる と 磯邊 田 は 汎濫を 免 かれなかった ので ある。 

らふく のり かり か 私記が 解讀 したやう に 左旁數 字の 順位 を 以て カリカリ ガク ラフと 訓み、 

七 八 六 五 EM 一一  二 1 

雁々 (複數 表示) が 喰 ふとい ふ 意と すべきで ある。 II 以上 は 第 一 齣で 河口 耍津が 崩れ， 磯邊 

田が 荒廢 して 鴨 雁が 稻の 實を啄 むに 委せる とい ふので あるから、 作者 は 其 以外に 意 を寓す 

るつ もりはなかった かも 知れぬ が、 或は 凶 變を豫 示す るかの やうに 聞な された こと も 有り 

得べき である。 

み わ だ S の 三輪 田 門 之と いふ 意で あらう。 三輪 は 大和 を 始め 諸 園の 地名と して m ひられて 

齊 明朝の 童謠  二八 九 


九、 磯城 島宫 (欽 明朝) 以 降  一 一九 〇 

居る から * 三輪 田と 稱 する 地 點 も.；？ り 得た と 思 はれる が、 之 を 物色し^ ぬ。 仉しト を ミト 

(水門) の 意と すれば * マ ヒラ ク维 附近に 實 在した のか も 知れぬ。 

.o かみ ミ カリの 倒 一一 一一！： で、 ミはマ (眞) に 通. f る 接頭語で ある。 カリ は 本來^ 雁 類の 總稱 であ 

三 二 一 

るから * 特に 鴻雁を さす 場合に はミ カリと 稱へ たものと 思 はれる。 

をのへ だ を 尾 上田 ヲと いふ 意。 磯邊 田に 對し * 小高い 地點 にある 田 をい ふので あらう。 

らふく のり かり か 前 出 

かふ. し S わ 最も 難解の 句で あるが、 私 は 甲子と いふ 干支 を 以て 命名した 水門の 謂と 推定す 

る。 此 干支 は 推 古 天皇の 十二 年に 當り * 曆が 始めて 頒布せられ た^で あるが (赍. II 八 頁)、 

常時 カノ  H ネ とい ふやうな 稱 呼は尙 未だ 發 生して 居なかった ので、 世俗に 於ても 字 昔を以 

て稱 へた ものと 思 はれる (壹 I 三 〇 頁 )o 一  字 を 以て 二 昔 を 表記す る こと は紀の 歌謠に 在って 

は 異例に 羁す るが、 尙未 だ國^ 化して « なかった 千 支 を 昔 符文 字 を 以て 表示して は^み 得 

ぬ璲 が存 したので あらう。 和 は 助 語 ハの音 便で、 此兩 音の 相 通 は 他に も 例の ある ことで あ 

る (第二 五 K>e 


よ ij み 淀ミ とい ふ 意。 ョトの 原義 は 寄處で • セト (上 I 四 八 頁〕 に對 して 水流の 停滞す る 部分 

の稱 呼に 用 ひられ、 更に 活用語 尾 ミをそ へ て 動詞と したので ある。 

をのへ だ を  一 

前 出 

らふく び-り 力り か J 

〔大意〕 發航津 の 崩れ (の) 磯邊 田 を 雁 どもが 喰 ふ (第一 齣)。 三輪 田 門の 眞權 (よ)。 

尾 上田 を 雁 どもが 喰 ふ (第二 齣)。 甲子 門 は 淀み、 尾 上田 を 雁 どもが 喰 ふ (第三 齣) 

童謠 とい ふ もの.^ 性質 上、 必 しも 意味の 貫聯を 要せぬ から、 第二 第三 齣の 如き は 

ラ フク ノジ カリ 力と いふ 句 を 反 誦する 爲に 添加 せられた 一 種の 嗨と 見て 然るべ き 

で あらう。 

〇 齊明 天皇の 崩御 

翌七年 六月 天皇 は 筑前國 朝 倉宮に 於て 崩御 せられた。 皇太子 (天智 天皇) は 

喪 を 奉じて 歸航 の途に 就かれた が、 或 地點に 於て 哀慕の 餘， 5 ロ號 せられた 

齊 明朝の 童讅  二 九 一 


九、 璣 城島宮 (欽 g 朝) 以降  二 九 二 

大御歌 

キミが メノ  n ホシキ カラ 二 厶 テテ ヰテ カク ャ nt ムモ キミ ガメ チ ホリ 

〔紀〕 枳猕 我栴能 姑裒 之枳 舸羅懈 娑底底 威 底 舸矩野 姑 悲武謀 枳 猕我栴 弘報 梨 

きみ. かめの キミ は 御 母 天皇 を 指された ので、 メは 目の 謂で あるが、 今 も マナ ザシ などい ふ 

やうに 容貌の 意に も 用 ひられた ので ある。 萬 葉集笫 十七 卷 にも 君ガ目 ヲ見ズ 久ナラ バ とい 

ふ 川 例が あり、 同 集 第 七 卷に吾 兑シ兒 等が 目兑 者シ ル シ モと ある マ ミも 同義で ある。 

二 ほしき からに 戀シキ 故 一一と いふ 意 (第二 〇 三頁參 照)。 次 句 を 隔て \ カク ャ 戀ヒム にか、 る 

ので ある。 守 部が 此 カラ を モノ カラの 意と したの は 〔言 別〕 大 なる 誤りで、 モノ カラ は モノ 

に 反 接に 職能が あるので あるから * 之 を 略して カラの み を 以て 表現す る こと は出來 ぬ。 

はてても て 娑は 明に 婆の 誤記で ある。 私記に 師說 として 泊 レ船居 二 於 海 浦， 也と 釋 したの は 

當を 得て 居る が、 尙御 壽ハテ させ 給 ひとい ふ 意 をも寓 する ので あらう。 之 を is 而居而 の 意 

とした 守 部 說は前 句の 誤解に 因す る 牽強で ある。 

かく や 二 ひむ も ャは 間投詞 * モ は嘆聲 で、 如斯 戀ヒム (戀 フル コト) ョと いふ^で ある。 


きみ， かめ を ほり 目 ヲ欲リ は 逢 ひたさ 見た さに とい ふ 意の 慣用句で、 萬 葉 集に も 君が 目ヲ欲 

リ 〔四 卷〕 〔十 一 卷〕、 妹ガ目 ヲ欲リ 〔十五 卷〕 とい ふ 用例が ある。 口語に 於て ォ目 一一 力 カルな ど 

いふ 目と 同 一 用法に 屬 する。 

〔大意〕 御 面 ざしが 戀 しいから、 寄 泊して 居て (も) —— おかくれに なっても — 此 

さ， つに 戀 ふること よ。 铜目に 力 乂り たさに 

〇 天智 朝の 童謠 

九 年 夏 四月 法隆 寺が 全燒 し、 大雨 霹靂の 災 があった が、 翌 五月に 次の 如き 

童 謠が行 はれた 

〔紀 ：！ や^^. iki 都 梅き 阿 素弭爾 伊 提麻栖 古 多 麻提能 伊鞞能 野鞞古 能度珥 伊 

きき 志き 倶^ 播 阿き 珥茹 伊 提麻西 古 多 麻提能 伊鞞能 野鞞古 能度珥 

うち はしの 宇治橋 は 帝王 編年紀 によれば 大化ニ 年 丙午 歳に 始めて 架設せられ たと ある。 大 

和より 山城 及 近 江に 通す る 要衝の 地で あるから、 夙に 架橋せられ たので あらう。 

齊明 天皇の 崩御  二 九 三 


九、 璣 城島宫 (欽 明朝) 以降  二 九 四 

つめの あそびに 萬^^ 十六 卷に墨 江 之 小 集樂爾 出而と あり， 小集樂 はヲッ メと訓 せられ、 

左 註に 鄉里 男女 衆粜野 遊 云々 と あるから、 此ッメ の ァソビ も 亦^ 樂の 謂と 思 はれる。 宇治 

橋 は 右の 如く 要衝の 地で あるから • 其 附近に 於て 大集 樂が舉 行せられ たので、 歌 垣に 類す 

る 民 問 行事で あつたと 想像 せられる。  ， 

いで ませ 二 出 デマ セ卽ち 出て 来られよ とい ふ 意で、 コ (子) は 次 句に よれば 玉 手 家の 八重 子 

刀自と いふ 女性に 對 する 敬 稱 として 川 ひたので ある。 

たまての いへの タ テマ は 釋紀に 所 名 也と あるが、 宇治 附近に は 之を稱 呼と する 地點 が見當 

ら ぬから、 恐らく 玉手臣 家の ことで あらう。 此氏は 葛 城 嬰 津汔の 子 玉 田宿禰 から 出た ので 

あるが (陸 I 二三 S 頁)、 當時は 宇治 附近に 居住した のか も 知れぬ。 

やへ 二の s じ 從來度 珥をト _1 と 訓んで 居る が、 此字は 後 句に もジの 音符に 用 ひられて 居る 

から、 トジ (刀自) の 謂と すべきで あらう。 トジの 原語 はト (富) チ (主) で、 トネ (刀 禰) と 同 

義 であるが、 慣例 上 特に 主婦 をい ふに 用 ひられ、 轉 じて 女性の 敬稱 となり、 刀自と い ふ 

字を充 常した。 玉 手の 家と いひ、 刀自と ある 所 を 見ても， ャへ コが 人名なる こと は 疑が な 


いが、 ャ へ は 恐らく は彌 戶の義 で、 其 居住地の 名稱 であらう。 I 以上 五 句 は 一 徽で、 次 

の 五 句 一 聯と對 立し、 輕 太子の 御 歌と 稱 せられる ー1 世の 葉に うつや 霰」 (夷 振 之 上 歌) と 同 一 句 

法で ある。 

いで ましの 出坐ノ 

くい は あら じぞ 悔 ハ有ラ ジゾ、 卽ち 後悔 は あるまい とい ふ 意。 

いで ませ 二 

たまての いへの 前 出 

やへ 二の £; 、し . 

〔大意〕 宇治橋の 集の 遊に 出て 來ら れい。 玉 手 家の ャ へ 子 刀自 (よ)。 出 遊 を 後悔す 

る やうな こと は あるまい (から) 出て 來ら れい。 玉 手 家の ャ へ 子 刀自 (よ) 

之 を 法隆寺 火災と 結びつけて 解かう とする の は 無理な ことで、 紀の 前文の 意 は 火 

災 雷雨の 如き 變異の 外に、 奇怪な 童謠が 流行した とい ふに 過ぎす、 其 間の 關聯は 
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九 、磯城 島宫 (欽 明朝) 以 i 降  二 九 六 

說 かれて 居らぬ ので あるから、 恐らく は 募 面に 深い 味が 含まれて 居る ので は あ 

るまい。 

十 年 春 正^ 百濟の 亡命 客 佐平餘 自信 等に 爵位 を 授けられた。 其 頃の 童謠 

タチ パナハ オノ ガエタ エタ ナ レレ ドモ タマ ニヌク トキ ォャジ ヲ- ーヌク 

〔紀〕 多 致 播那播 於 能 我 曳多曳 多 那例 例騰母 陀麻爾 お 矩騰岐 於 野兒弘 懈^ 俱 

たちばな は タチバ ナ (橘) は香拉 をい ふ (参 I  二 四 三 頁 )o 

おのが えたえ た 己ガ 枝々 

なれれ e も 生 リア レド モ卽ち 生って 居る けれどもと いふ 意。 橘 を 縉 紳に況 へ •  W 身 地の 和 

逮を 己が 枝々 になる とい ふ^ 句 を 以て 表示した ので ある。 

たまにぬ く £ き 萬 葉^ の 歌謠に よれば 其當時 五月 に な ると 橘 子 を 紡に 聯 i し て 赏翫す る 風 

習が^ した もの、 やうで *  E 的 は 明示 せられて 居らぬ が * 恐らく は 其 香氣が 邪鬼 を鑌 ふと 

信ぜられ たので あらう。 釋 紀に言 五月 五日 爲レ 付ニ藥 玉-採 レ之義 也と あるの は 後世の クス玉 

との 混同で、 天智 朝に は尙 未だ 端午 節 を 祝 ふ 風^ は^せす， 藥 玉と いふ もの &發生 も共以 


後の ことで、 寧ろ 橘子聯 貫から 進展した ものと 思 はれる。 タマ 一一 ヌクは 一 種の 慣用句で、 

玉ノ緖 一一 貫ク 又は 玉 トシ テ貫ク の 省 語で あらう。 

おやじ をに ぬく オヤ ジはォ ナジ (同) と 同義語で あるが、 語原 はォ (己) ナ (汝) で、 オノ (各) 

とも 轉 呼し、 其から 同等の 義を 生じた もの \ゃ うで あるから (シは 形容詞 語尾)、 オヤ ジは 

訛と せねば ならぬ。 出身 を 異にしても 一様に 取扱 はれる とい ふ 意を寓 したので、 朝廷の 一 

視 同仁 を頌 したので ある。 

〔大意〕 橘 は 己が 枝々 に實を 結んで 居る が、 玉と して 聯貫 する 時には 同じ 緖に賞 か 

れる 

此は豫 言で はなく、 時事 を 詠 じた ものであるから、 寓意の あるの は當然 で、 皇極 

朝の 童 謠と同 一 視 する こと は出來 ぬ。 

同年 十月 天皇の 御惱 重らせた まひ、 皇太弟 (天武 天皇) を 召して 後事 を依囑 
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九 、磯城 島宫 (欽 明^〕 以 降  二 九.、 

せられた が、 大友 皇子に 皇位 を 授けたい とい ふ 叙 慮の ある こと を 洞. おせら 

れた皇 太 弟 は懇に 拜辭 し、 出家 入道の 許 を 得て 卽日 剃髮 せられ、 其翌々 日 

佛道 修行の ため 吉 野に^つ て發 足せられ た。 十二 刃 三日 天皇 は 終に 近江宮 

に 於て 崩御 あらせられた が、 其 時 三 首の 童謠が 生まれた。 其 一 

〔紀〕 i 曳 之お あ 曳 之^^ fr^fr^ き^ お i  f  ^ 

ひ ャリ /モト ァレ ハクル シヱ 

縢 制 利 能 母 縢 阿 例播倶 流之衞 

みえ. しぬ の 旣出 (第 九 一 頁 )o 

え. しぬ の あゆ ミ吉 野の 吉野 とかさね たの は、 マソ ガョ • ソガ ノコ (第二 五 〇 頁) と 司  一 《i 式で 

ある 力 此 句の H シヌは 吉野川 を 意味す るので ある。 ァュ (年魚) の 原語 はァへ (S) で-川 

魚 屮较後 良なる ものと して^に 供用せられ たから 此名を 負 はせ たもの、 やうで あるが. 昔 

便に より ァュ とも アイと も發^ せられ. ァ ュ チ (年魚 市)、 ァ ュ 力 ハ (年魚 川) を 愛知、 愛甲と 

も 書く ので ある。 和名 抄には 鲇の訓 とし- ^經を 引いて^ 生 S 長秋袞 冬 死 故 名， 一年 魚， 也と 


說 いて 居る が、 一 年魚 はァ ュ のみに 限らす * 鮎 は 雨雅郭 注に 刖 名^と あるに よれば ナ マヅ 

(ti) のこと であるから * ァュを 年魚 又は 鮎と 書く の は 字義に よる もので はなく * 恐らく は 

上古 此魚を 以て 年の 豐凶を 占 ふ 習慣が 存 したので、 會意を 以て 年魚 又は 占 魚 (鮎 は 合 字) と 

したので あらう。 香魚の 字 を あてる の は 肉に 微 香が あるから である。 

あゆこ そ は 句 を 調へ 且韻を 疊む爲 にァュ (年魚) とい ふ 語 を 重ねて 用 ひたので あるが、 此句 

に 於て は吉 野に 隱 退せられ た皇太 弟に 況へ たもの & やうで ある。 

しまへ もえき 島邊 モ良キ とい ふ 意で、 H キは ヨキの 古 形で ある。 後世なら ば ョケレ とい ふ 

已然形 を 用 ひる 場合で あるが、 屢々 述べた やうに キ、 ク、 ケ レと 活用す る やうに なった の は 

第一 一 次 的發 達で、 上代に 於て はョ ケ (H ケ) とい ふ 一 形の みであった から、 此 時代に 於ても 

民間で は尙 原始 活用に 從ひ、 唯ケを キと轉 呼す るに 過ぎなかった ので あらう。 されば 句 尾 

に然ル 一一 とい ふ 意が 含まれて 居る ものと 解すべき で • 年魚 《(コ ソは强 意の 指定) 島邊乇 ョ 

o 

ィガ とい ふ 意と 思 はれる。 

えく るし ゑ 愛 を ェと訓 むべ しと すれば 可愛の 義 による もので あらう。 ァ、 (嗚呼) と 同じく 
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九、 磯城 島宫 (欽 明朝) 以 降  三 〇〇 

歎戟 である。 句 尾の ェは吾 者 サブ シ H  〔萬 四〕、 ァレハ 待 タム ェ 〔萬 十四〕 等の 例に よる もャ 

に 通す る 感動詞と せねば ならぬ から、 句^ はァァ 苦シャ とい ふこと である 

なぎの も w ナギは 和名 抄に水 葱の 訓 とし、 萬^ 集 及延喜 式に も 水 葱の 字 を あて" 居る 食用 

水菜の 一種で、 今もコ や；? i は ササナ ギと稱 する。 ナギ の原蕤 は 恐らく は ナ<: 食： >キ<： 葱： >で 

あらう o 

せ. o の も S 芹 は 世人 周知の 水^で ある。 ナギ と共に 沼澤 地に 產 する ものであるから、 共 下 

は 水が 淺く 且； つて 居る ものと 想定 せられる。 

あれ はくる し ゑ 我ハ 苦シャ とい ふ 意。 

〔大意〕 ミ吉 野の 吉野 (川) の 年魚 は島邊 (に 棲む こと) もよ い。 (然るに) 鳴 呼 苦し 

や、 水 葱の 下、 芹の 下 (では) 自分 は 苦し や 

此は皇 太 弟の 御 心中の 悶々 を^して 無名氏が 代って 詠 じた ものと 忍 はれる。 當時 

民望 は大友 皇子よりも 寧ろ 皇太 弟に 集まって 居た ので あらう。 


〔紀〕 於 弥能古 能 野 陛能比 母騰倶 比騰 陛多爾 伊 麻拖藤 柯禰波 i 古き^ ききき 

おみの 二の 旣出 (第 七 〇1B0。 大友 皇子の 肱 股であった 左大臣 蘇 我 赤 兄臣を さした ので は あ 

るまい か。 助 語ノは 口語の ガ にあた る。 

やへの ひも £ く 八重 ノ絲 解ク とい ふこと であるが、 次 句と 考へ合 はせ ると、 句 末に 助 語 11 

を 含めた ものと すべ きで、 難局 を 解決す る 一一 當リ とい ふ 意の 譬喩で あらう。 

ひ S へだに 一重 ダ 11 

いまだ S かねば 八 千 矛 神の 歌に も 用 ひられた 句で (上 I 九； 10、 其 意 も 亦 同 一 である。 卽ち 人 

重の 紐の 一 重 を も 解かぬ がと いふ 意と して 次 句に つぐけ て解釋 すヾき である。 

みこの ひも さく ミ コ (皇子) は 皇太弟 をい ひ、 ノは 口語の ガに當 り、 皇子が 紐 を 解く、 卽ち 

時局 を 解決した まふと いふ 意で ある。 

〔大意〕 臣之 子が 八重の 紐 を 解く (に 當， 9)、 唯の 一 重 も 解かぬ 間に、 皇子 (皇太 弟) 
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九、 磯城 島宫 (欽 明朝) 以 降  三 〇 一 一 

が鈕を 解かれる 

此は 決して 豫言 ではなく、 皇太 弟の 旗 上げが 必然の 事實と 推定 せられる やうに な 

つた 顷、 大和 阀 就中 吉野邊 の 民衆の 間に 此 やうに 言ひ嗨 された ので あらう。 

其 三 

M  ；  rr レ^マ！ リ- イ、， ュ 4  カル マクズ ハラ ナ ニノ ッ テ ゴト タダ 二  ，ン H ケム 

〔紀〕 阿 箇悟馬 能 以喩企 波 波饲屢 麻矩 儒播羅 奈爾能 都 底擧騰 多拖^ 之お 鈸武 

あか、 二 まの 赤駒ノ 

い ゆき はばかる ィは 接頭語で、 行 キ憚ル とい ふ 意。 ハバ カリ はハパ 、、、(阻) と 同じく、 ハバ 

(幅) の 派 成 語で、 g 隔を 生す ると いふ 意の 自動詞で あるが、 轉 じて 禱 路の笼 となった ので 

ある。 £^篛 は 今もハ ダ カルと いふ 形に 於て 保^せられて 居る。 

まくず はら マ は 接頭^。 クズは 和名 抄に 葛穀 一 名 鹿 豆 は 久须加 豆 良 乃 美 * 葛： g は 久须如 豆 

良 乃； 1 と あるが 如く、 カツ ラ (^) の 一種 の 名で、 正しく は クズカ ヅラと い^べき である 


が- 略して クズ とも 稱へ、 葛の 字 を 充てた ので ある。 極めて 密生す る 纏繞 植物で、 足を蹈 

入れる ことが 困難で あるから、 赤 駒モ行 キ憚ル とい ふ 辭句を 以て 修飾した ので あるが、 此 

は 吉野宮 と大津 朝廷との 葛藤の 解けが たきこと に況 へたので ある。 • 

なにの つて.. 二 W 何ノ傳 言の 謂で あるが、 反語 的 表示で、 「何の 妄言」 とい ふが 如く 後世に 於 

て も 用 ひられた 語法で ある。 

ただにし えけ む H ケム (ョ ケム) はョ カラムの 古 形で、 シはゾ に 通す る 指定 助 語で あるか 

ら、 直接 コソ宜 カラムと いふ 意になる ので ある。 此ニ 句に よれば 皇叔姪 間の 疎隔 を 不祥と 

して、 居中調停 する もの もあった が 奏効し なかった ので • 何とて 傳言を このむ ぞ、 直接 了 

解 を 求められる がよ からう というた ので ある。 

〔大意〕 赤 駒の 行く こと を 憚る 眞葛原 (である)。 傳 言と は 何 ごと ぞゃ。 直接 こそ 宜 

力ら う 

上述の 如く 此三首 は 童 謠とは あるが、 寧ろ 時事 を 詠 じた 無名氏の 作で、 豫言又 

は 諷刺と 見る ベ きもので はない。 第三の 歌 は 萬 葉 集 第 十二 卷の寄 物陳志 中に も收 
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九 、磯城 島宫 (欽 明朝) 以 降  三 〇0 

めら れて 居る が、 紀 編纂より 僅に 四十 餘年 前の 事件に 關聯 した 歌で あるから、 S 

^の 所俾に 誤謬 又は 附會が あるべ き箬 はなく、 萬 葉 集の 編者が 左 註 を 施す こと を 

忘れた ものと せねば ならぬ。 
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あさり づなゐ のこ  二 Is 

あしび きの  二 Ifl 六ん 

あし ふますな  njll 

あすより は  一九 一 

ァゼリ (校倉)  一六 四 

ァセヲ (離)  10 セ 、一一 一一 八 

あそばしし  10 四 

あそびく る  一九 八、 二  g 

ァザ. ハリ (糾 在)  二 一 一 10 

あすかが は  二 九 0 

あた ひもて か はす  一 さ 

あたらす みな は  一 罝 

あたらしき  一四 四 

あたらた くみ はや  二 S 

あづさ ゆみ  六 一 
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あづま をお へり  ニヤ 

あととり  一 一一 冗 .ニぎ 

あはぬ のきぎ し  二 K 七 

あはび しらたま  二 13 

あはむ とぞ おも ふ  二 0 九 

ァ ハレ (感動詞)  Kcnlll31@ 

あ ひお も はなく に  ニー 六 

あ ひだ もな くも  二八 0 

あ ひねの はまの  ぎ 

あ ふみのお きめ  一九 一 

あ ふみの や  11 売 
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あゆこ そ は  二 九九 
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あよび たづくり  二 売 

あよび な だす も  セ 二 

ァ ラカビ (麁鹿 火) の大連  1 03 1 四 

ァリ (下)  二  0K 

ありき ぬの  二 九 

ァリソ (荒磯)  10七 

ありと  ーハ四 
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ィ (助 ms〕  二  § 

いかくる  一 ま ハ 

いかくる を か を  一 一一 三 

いかに ふこと ぞ  二 四 一 

いかへ りこむ ぞ  四 八 

いきづき のみや  Is 

いきの わたり を  一 S11 

いく ひに は  S 

いく ひ をう ち  K  二 

いくみ だけ  七 K 

いくみ だけお ひ  mil 

いくみ だけよ だけ  ニ瑩 

いくみ はねす  七 K 
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いさな とり  二 0 

いざ ほ わけ  一!fK 

いすの かみ  ニール 

.S せの  ISO 

いせのぬ の  1£0 

已然形の 用法  ニニ  S 

いその かみ  一 セ六 
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いたな かば  四 一 
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いちのつ かさ  三 四 

いちのへに  一八 二 

いちのへの  1H< 

いちのへ のみやに  1W- 

いつが しが もと  セ九 
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いなむ しろ 

いのちし なまし 
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いひに ゑて 
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一四 セ 

二八 七 
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ニニ 二 

一四 二 
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ィ へ ムラ (家 群) 

い へ もしら す もや 

いほち もが も 

いほ ふる かきて 

いまきなる 

いまきの うち は 

今 木 郡 

いまだい はすて 

いまたち の 

いまだと かねば 

いもが て を 

いもに まかしめ 

5 ゆき はばかる 

い ゆしし を 

いよりた たし (す) 
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いりえの はちす  八 |f| 

いりた たす あり  兀セ 

ゥキ (盞)  三 0 

うきし あぶら  三 Q 

うしほの くだり  二八 四 

ゥ シス 莬代) の宿禰  量 

うしろ も くれに  二八 四 

うすす まり ゐて  三ル 

ウタ ガキ (歌 垣)  ニーち 三 八 

うだき かしこみ  1QK 

うたつ きまつる  一 西 九 

ゥチ (落 流)  ニ旯 

うちあげ たまへ  二八 二 

うちきた ます も  1HM 


三 1〇 


うち はしの  1SI 

うつくし いもが  二 七 四 

うつくしき  二八 一!j 

ゥ ッハリ (梁)  1SI 

うつ まさ は  二セ 一 

うつや あられの  元 

うづら とり  三セ 

うなく だり  二八 四 

うねび やま  二  hi セ 

ゥネメ (釆 女)  11 九 

うべ しかも  二  nj  二 

うへ にで てな げく  一美 、ニー  ま 

うまい ねし とに  llml 

うま ざけ  k 九 

うまなら ば  二 s 


うまの やつげ 

うまらに を やら ふる かね 

うみの はま もの 

うみ わたると も 

ゥラ (末) 

ゥ ラカケ (浦 掛) の 水門 

うらく はし 

うら こ ほしけ む 

うる はしと 

ゥ H  (餓) 

う を も 

ェ キ (良) 

えく るし^ 
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二八 一 

二八 
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二  0、 三 

二き 一一 

二  W 一一 一 

i へ 

二お 

ニ^ 

九 一 


えしぬ の あゆ 

エツ リ (蘆き 

え の うらば は 

おいに ける かも 

おきて かゆ かむ 

おきめく らし も 

おきめ もよ (や) 

ォ コナヒ (行) 

おしぬ みの 

おしの ひろせ を 

おし はの みこの 

おし ひらき 

おそ へ だ を 

おと ひやつ こら ま 


二八、 二 九 

§  、二八 In 

5 

1 一一 一 

S 

二 天 

i  二 七 八 

ニニ 九 

二八 九 
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三 一 


おちな づさひ 

おちに きと 

おち ふらば へ 

おのが えだえ だ 

おばせ る 

おひ だてる 

お ふばこ は 

ォホ 7 ぺノオ * 

大生 部 多 

オフ ヲ (大 魚) 

お ふ をよ し 

ォ ホイ ミ (大 忌) 

ォ ホギミ (王) 

お ほきみ に 

お ほきみ に まつら ふ 

お ほきみ に ま をす 


三〕 

一一 一七 

二八、 二 九 

元 六 

毒 

二 六. 三 五 

二 四 四、 ニ瑩 

二 さ 

一九 四、 1九九、101 

二 0  二 

一き 一.5 

四 や 

一四 I 

一 o 二 

九九 


お ほきみ の 

お ほきみ は 

お ほきみ を 

おほさ かに 

お ほた くみ 

お ほた ち を 

お ほ まへ 

お ほ ま へ に ま をす 

お ほみ やの 

お ほ みやびと は 

お ほやけ すぎ 

お ほ をに し 

お ほ をに は 

おみの こ は 

おみの この 


一九 六、 二  8,1110  、二 

九九 

四ャ 

八 

5 八 

0 

九 一一 1 九九 

三ャ 

ニニ  0 

羞 

一九 2eo ニニ 101 


おみの をと め 

おもしろき 

おもても しらす 

ォモヒ ヅ マ 

おも ひづ まあ はれ 

おも ほ ゆる かも 

おやじ をに ぬく 

おやなしに 

オリ カモ (氈) 

か 行 

力かぬ くみ 力き 

力が ^力す 

カカ^' を 力： D 

力 力め ども 


二八 一 

七セ 

きハ一 

二八 一 

二 九 七 

一 舊 

■ 


K 四 

六 一一 一 

三 0 


カキ (淮 接頭語) 

力き 力 ひに 

かぎろ ひの 

かくしもが も 

かく たちよらね 

かくの ごと 

かく や こ ひむ も 

かくより こお 

かくります 

力 クル (隱) 

カゲ (光線) 

かけし すみな は 

かけ はなくな り 

カゲ (影) 媛 

かげ ひめ ァ ハ レ 


ぎ 

1 一四 八、 二 四 九 

1 一 1 六 

九 K 

きハ 

二 四ャ 

ニー 一二、  i 

1 四 四 

ニー 一二 

llomll 四、 三 九 

ニニ 一 一一 
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力 ゲル (照射)  ニ^ 

かしが もと  七九 

かしこみ て  二 四 九 

かし はら をと め  八 Q 

かすが のく にに  一一 二八 

かすが をす ぎ  二三 

カタ ォロシ (片 下)  き 

かたく  一四 一 

かたなき に  ニセ 

かた を かや まに  ISM 

カド (門)  奎 

かなき つけ  ニ^ 

かなす きも  一 達 

かなと かげ  奎 

カネ (感動詞〕  1K 八 


三 1 四 


河 上 小 野  九 11、 や 

か は そ ひやな ぎ  一七 二 

カヒ (交)  七 四 

かひの くろこ ま  一四 rle- 

カフ (易)  一 さ 

かふし とわ  二 さ 

かまし しの をぢ  二 さ 

かみつせ に  K11 

かみと も かみと  ニヤ 一 

かみの みても ち  八 九 

かみの みやびと  八 3 

かむ かぜの  50 

ガ モ (願望 表示)  九 0 

カャ (葺 草) 

カラ カキ (韓 垣)  二  S- 


からく にの 

から くにを 

雁 々 ガ喧ラ フ 

かりこ もの 

かるの をと め 

かる をと め 

かる をと めど も 

きぎし は どよ む 

きこえく る 

き こ えす あらめ 

聞コ H テナ 

きこえむ とき は 

キク マス (懲) 

來 タル 
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二 四 一 

天 九 
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四 一 

四 一, 四 一一 一 

四 3 
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ニセー 

四 四 

二 さ 
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キ ツキ (杵 築) 

木梨輕 皇子 

きの へ にたた し 

きの へ にたちて 

きびの まがね の 

きみが ゆき 

きみが めの 

きみが め を ほり 

きみに あ へ や も 

きみ はやな き 

きれむ しばがき 

きゐる かげ ひめ 

ク (事) 

くい は あら じぞ 
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くさ かえの  八 3 

くさ かべの  セーー 一 

クヂラ (鲸)  ニ0 

くにに はき こえて な  S 一 

くによろ づ  一七ャ 

くにを もしぬ ばめ  六 四 

クハ (S.  1八0 

クハシ (精妙)  一六、 110 

く はしめ を  ニー 一八 

くべ きょひな り  一 0 

クマ 桓  七 W 

クミ 垣  二 10、 ニニ 

クミ 竹  VIS 

來目 部小榷  H ハー 

くも だに も  二 七 八 


三 1 六 


くものお こな ひ  1W 

くらき せば  一四 K 

クルス 原  八 一 

くれ づれ  二八 九 

くれの まさ ひ  二 

ケ (笥)  二三 

ケタ (桁)  S 一一 

けつの わく ごの  二^ 

けなが くな りぬ  W 四 

けなの わく ごい  ニー 一一 凡 

毛野臣  ニー  1ー八 

ケフ (今日)  三 *1 き 

け ふ も かも  11|ー0 
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こさる こめやく 

こし つくら ふ も 

こしま こ ゆ ゑに 

こし も 

こそこそ (は) 

こだかる 

こたち うすけ ど 

こち ごちの 

こちの やまと 

コ ト (琴) 

ゴト (如) 

ことが みに 

こと ぞき こ吵る 

ことに つくり 
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5ハ 

ニー ハー 

ニ究 

一四 八 

三 一 

ニセ 

三 一一 一 

ニ^ 

七 四 

七 四 

八 九、 華 

九ーハ 

三 四 

囊 

ニー 一一 四 


ことの かたり ごと も 

ことめ でば 

こと を こそ 

このい へ きみの 

このかた やまの 

こ のた かきなる 

このた けちに 

このね の 

こ ふ こそ は —— こそこそ ノ誤讀 

コホシ (戀シ ) 

こ ほしき からに 

コ マ (駒) 

コ ム ラ (徘) 

こめ だに も 

コ モ (菰) 

三 一 七 


三 一、 三 K  、ニー 一一 

ーセ 

四 九 

5ri  二 六 四、 i  、一 さハ 

一八 六 


二 五 

一一 0 一一 一 

ニ九ニ 

函 

二  K1 

一一 二 


索 

こも まくら 

. こもらせり けむ 

こ もりく の 

こやせる 

とやる こ やり も 

こよ ひしる しも 

こ をば 

コ ヲロ  n ヲロ 

さ 行 

さかえ を 

さかみ づ くらし 

さきで ぞ もや 

さく はもち 

さくら つめで 
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ニニ  0 

二^ 

1き 畺 

さ 

一一 一一 

三 二、 三 K  、一一 一二 

三 0 


一四 0 

一き 

I1K 四 

1<0 

一七 


ささが せる 

ささが に の 

ささば に 

ささらが た 

ささらの みおび の 

サシ (城) 

さすた けの 

さとびと も ゆめ 

さねし さねてば 

サヒ (刺 匁) 

サホ (佐 保) 

さゐ まつと 

さ をし かの 

さ を をに は 


二 九 

10 

二 九 

一四 

ニー さ 

1八六 

i 

IK 

Ml 、き 

二  s 

ニニ 一 

10 一 

1K 九 


しが あれば 

しがつ くるまて に 

しがな けば 

シ ガ モ (願望 表示) 

L*= いまし 

シシ (獸) 

ししくし ろ 

しし じ もの 

ししの 


しし まつと 

シ ジミ (深 見) の 屯 倉 

志自牟 (人) 

した かたく 

した どひに 


二  0 一一 一  した どよ み 

一四 一 したな きに 

S したな きになく 

九 Q した だに も 

1 八 二 したの 

九 二 した ひ を わしせ 

ニー 一二 シヅ (倭人) 

一 一二 四 志 都 歌 

S しづえの 

九 二、 九九 しづえ は 

九 四、 101 シヅ ハク (倭 文 布) 

1K 一  しづ まきの 

四 しなて る 

ニー 一六 しヌビ (忍) 

ニー ハ 、ンネ (稻) 


シ バガキ (柴垣) 

シビ (語義) 

鮪 (志 毘) 臣 

しびが はたて に 

しびつ く あまよ 

しびつ くしび 

しびの わく ご を 

しほせ の 

しまの やぶ はら 

しまこ ふら ズ 

しま へ もえき 

しまり もと ほし 

シ ミ ミ (繁密 ) 

しもつ えに 

しもつ せに 


一九 58,1101 ，三 一 「=lw 

U 八 

一九 八 *i 

i 

ニニ 四 

二  K 六 

四ャ 
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志 良宜歌 

しらした まひし 

シラ タマ (白 珠) 

知 リセ バ 

しるく したたば 

シルシ (著) 

しろしめしし 

しろた への 

スキ (聚落) 

ス キ (鈕) 

すき はぬ る もの 

スズ (鈴) 

ス ズ メ  (雀) 

すみかた むけり 


すみかた むけれ  一九 m 

ス ミナ ハ (墨繩)  一四 3 

すめら がみ こ  llfK 

すめら みことの  一八 一一 

すゑお しなびけ  一^ 

すゑお しはら ひ  一七て 

すゑ はたしても  二 0 八 

すゑへ に は  六 nj 

すゑへ をば  一一 舊 

セコ (夫子)  三、 i 

せし ひとの  一一 K 九 

セラ (夫)  0 

せりが もと  一一 一 8 


索  引 
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そこ をき かして  100 

そそち はら  ーセ 一一 一 

そでき そな ふ  九 四 

ソ ナフ (備) 

ソネ (石 堆)  一八 八 

その あむ を  九 uno 一一 

そのお もひづ まあ はれ  七 K 

そのたび と あはれ  二  njrl 畫 

そのね はう せす  一七 一 一 

その はなの  三 If! 

その をに は  ー羞 

ソボチ  ニニ 二 


三 二 一 
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そらみ つ 

」、J 1i7 

+1  \ィ 

たうつ ごと 

タカキ (髙處 ) 

たが さきで 

たかはし すぎ 

た 力 ひかる 

たかみに 

タク ヌノ  (樹皮 布) 

たぐ ひよく 

たく ぶら こ 

たぐ へ る もの を 

たくみ はや 

タケ チ (竹 市) 


し V 

.M  ノ 


一八。 

一八 六 

ニニ  0 

三 rs 

さ 

§1 

ー01 

一四 二 


たげ てと ほらせ 

たけの 

たけの ねの 

たけを かき かり 

たこ むらに 

たし だしに 

たしに はゐ ねす 

たしみ だけ 

たしみ だけお ひ 

たたき あざ はり 

タダコ H(s 越) 

ただにし えけ む 

ただに は のらす 

ただ ひとよの み 

タ タ ミ (^) 


二  KI 

i 

二 五 

元 

セーハ 

七 k、 

セ K 

ニー U0 

セ ー11 

i 

し 

メ 

一六 


たたみ こも 

たたみと いはめ 

たち ざ かゆる 

たちならば 

た ち * まなよ 

たち ひぬ に 

タヅ、 タヅ キ (道標) 

たづが ねの 

タ ヅ ク リ 

たつ ごも も 

クヅッ マ ヒ (殊憐 ) 

たてて みれば 

たてり たて り も 

たてる せらが 

たな そこ も やらら に 
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セ四 

四 九 

元 K 

0 

S 四 

. 二 

ョ 一一、 5 

裏 

六 一: 

二 六四 

1さ 


たに かも よらむ 

たのみ かも 

タビト (旅人) 

た へ の はかま を 

タマ (玉) 

タ マカキ (靈 垣) 

たまけ に ま 

たまて のい への 

たまなら ば 

たまにぬ くと き 

たま まきの 

たまも ひに 

たらち し 

たれ かかけ むよ 

たれ かこの こと 


八 一一 一 

ニ萆 

二  nj 四 

さ 

一。 0 

八 一一 一 

三 四 

元ーハ 

100 

1 一一 一二 

i 


たれ かゐ にけ む 

たれ そ 

たれた ち はきて 

たれ やし ひと も 

チ (數) 

チ ハ ラ (茅 原) 

ちょに も 

ッカサ (冡) 

つか はすら しき 

つか へま つらむ 

つかへ まつらむ と 

つきあ まし 

つ きがえ は 


三 二 四 


浸 一一 

九 一一 一 

一一 0 八 

51 

S 

二^ 

三 四 

二 四 九 

一四 一 

八 一 ー一 

二 や 


つきた つるはしら は 

ツキ マ ツル 

つく やた まがき 

つく ゆみの 

ック ラフ (修整) 


ツナ (麵 葛) 

つなぐ か は へ の 

ッ ナネ (主 汝錄) 

つぬ さしの みや 

つぬ さは ふ 

つ の さしあげて 

つまた てりみ ゆ 

つまが いへの あた. 

つ まどりして 
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つままき かねて 

つめの あそびに 

ッラネ (聯辭 ) 

ツル 8) 

てうて こら 

テ ラ フ (街) 

てり います 

テル (光) 

ト (テと 通用) 

ト (トシ テの 意の 助 語) 

とき さけて 

とこし へに 

とこよの かみ を 


二 天 

二 九 四 

四 3 

一八 0 

一四 九 

三 五 

二 四 

1五 

一一 一 0 

一九 

二セ 1 


と こ よに もが も 

トジ (刀自) 

とっかし ねの ほ 

ととの ふる ごと 

トフ (ト 云) 

問フ (ヲ トフ) 

とも L きろ かも 

ド ョ ム (鳴 響、 動搖) 

とよみき たてまつらせ 

どよ もさす 

とりあぐ るう つ はり は 

とりお くえ つり は 

とりお く は へ き は 

とり はくた ちの 

とり ふく 力 や は 
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とりもつ かひ そ  s 四 

とり ゆ ふつな は  =ofj 

力 \1 

なが かたはお かむ  101 一 

ながく もがと  一四 二 

なかさ だめる  W 八 

なかつ えに  二八 

なかつ えの  二八 

なかつ え は  一一 七 

ながれく る  ニー 一一 一一  一 

なぎが もと  一一 10し 

なき そぼち ゆく も  ニニ 二 

ナゲク (長 息)  ニー 一一  六 

ナク パ 

ナケバ (無お)  一四ぶ 


三 二 六 


ナ ス (比 、況 助^〕  六 w 

ナス (令^)  ニ^ 

ナ ダス (整頓)  七 11 

なつくさの  ml 

ナ ヅサヒ (凝滞)  二； 0 

ななす ゆ ひ  1HB- 

ななへ をし  七 一 

なにお はむ と  九 六 

なに かなげ かむ  一： セ八 

なにと かも  ニセ四 

なにの つてごと  WOW 
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